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1 性能規定化による建築確認の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

性 能 基 準

高度な検証方法 一般的な検証方法 例 示 仕 様

構造方法等の認定
（義務付け）

試験や高度な計算の審査
等専門家による判断が必
要なもの
・不燃材料等
・高度な構造計算 等

評価：指定性能評価機関

認定：国土交通大臣

型式適合認定（任意）（第68条の10、第68条の25）

< 認定：国土交通大臣又は指定認定機関 >

一定のまとまりの基準（構造、防火、避難等）に適
合することの認定

（例）標準設計による事務所、住宅のプラン 等

※認定の基準

型式が技術基準に関する一連の規定に適合するものであ
ること

型式部材等製造者の認証（任意）
　（第68条の11～25）

 < 認証：国土交通大臣又は指定認定機関 >

規格化された型式の製造者の認証

※認証の基準
・型式が型式適合認定を受けたものであること
・技術的生産条件が技術的基準に適合していること

指定確認検査機関・建築主事による確認

○指定認定機関等（第77条の36～55）
（型式適合認定・型式部材等製造者の認証）
○指定性能評価機関等（第77条の56･57）
（構造方法等の認定）

指定の基準等
・認定員（評価員）、設備等が適切
・役職員の構成制限
・兼業禁止
・役職員の守秘義務、みなし公務員
・国土交通大臣による取消等

一定の検証方法
については認定
を義務付け

型式適合認定を受けた基
準について審査を簡略化

表示等の確認により型
式適合認定を受けた基
準について審査を省略

義
務
付
け

任

意

確

認

認

定

等



 

 
2 型式適合認定と型式部材等製造者認定の関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　工業製品の型式

（例）

　・昇降機

　・プレハブ住宅

　　　　　　　等

標準設計による建

築物の部分の型式

　（例）

・標準設計による

　事務所

・建売住宅等のプ

　ラン　　　　等

・ 事前に一定の範囲

   の基準に適合する

   ことを国土交通大

   臣が包括的に認定

   することにより、審

   査 が 簡 略 化 さ れ

   る。ただし、認定を

   受けた型式に適合

   するかどうかの審

   査は必要。

（法第68条の11・法第68条の13）

（法第6条の3・法第7条の5）

 【対象】

　・ 製品を製造又はプレハブ

　　住宅等の新築を行う者

 【認証の基準】

　・ 型式適合認定を受けたも

　　のであること

　・ 工場での製造設備、検査

　　設備、検査の方法等の生

　　産条件が適切なものであ

　　ること　

型式部材等製造者の認証

・ 確認時において、認定を受け

　た型式に適合するものとみな

　され、審査は省略される。

・ 検査時において、建築物につ

　いては建築士による適切な工

　事管理が行われた場合、建築

　物以外は表示が付されていれ

　ば、認定を受けた型式に適合

　するものとみなされ、検査が省

　略される。　　　　　　　　　

（法第68条の20）

（法第68条の10）

型式適合認定
<認定等による効果>

型式適合認定の対象となる建築設備と一連の規定（浄化槽関連抜粋）

屎尿浄化槽

建築物の部分

合併処理
浄化槽

イ　法第28条の２（第三号を除く）、法第31条第2項及び
　法第37条の規定
ロ　令第32条及び令第129条の2の4第二号（国土交通大臣が
　定めた構造方法のうちその指定する構造方法に係る部分に
　限る。）の規定

イ　法第28条の2（第三号を除く）、法第37条の規定
ロ　令第32条、令第35条第1項及び令第129条の2の4第二号
　（国土交通大臣が定めた構造方法のうちその指定する構
　造方法に係る部分に限る。）の規定

建築基準法の一連の規定

型式適合認定と型式部材等製造者の認証との関係
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3 浄化槽法の体系図 
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(法§7②･11②)

指 定(法§57①)

必 要 な 勧 告(法§5②)

設 置 の 届 出(法§5①)

計 画 変 更 ・ 廃 止 命 令(法§5③)

建 築 確 認 申 請

(建基法§6①)
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止
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等
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年
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実
施
)

技
術
上
の
基
準
の
確
保

(法
§
4
③
)

委 託 (法§10③)

委 託 (法§10③)

浄 化 槽 清 掃 業 者

指 定 講 習 機 関

市 町 村 長

指 定 試 験 機 関

環 境 大 臣

浄 化 槽 管 理 士

( 条 例 が 設 け ら れ て

い な い 場 合 )

浄 化 槽 保 守 点 検 業 者

都 道 府 県 知 事

都 道 府 県 知 事

又 は

保 健 所 設 置 市 町

【 浄 化 槽 清 掃 技 術 者 】

【 浄 化 槽 管 理 士 】

許 可 (法§35④)

許 可 の 申 請(法§35③)

（ 注 ） 　 法 ･･･ 浄 化 槽 法

規 則 ･･･ 環 境 省 関 係 浄 化 槽 法 施 行 規 則

国 環 令 ･･･ 浄 化 槽 工 事 の 技 術 上 の 基 準 及 び 浄 化 槽 設 置 等

の 届 出 に 関 す る 省 令

建 基 法 ･･･ 建 築 基 準 法
指 定 (法§45①二)

指 定 (法§46④)

免 状 交 付 (法§45①)

【 浄 化 槽 設 備 士 】

指 定 (法§43の2)

国 土 交 通 大 臣

及 び

環 境 大 臣

国 土 交 通 大 臣

指 定 講 習 機 関

指 定 試 験 機 関

指 定 (法§43の18)

免 状 交 付 (法§42①)

浄 化 槽 工 事 業 者 都 道 府 県 知 事

登 録 (法§23①)

登 録 の 申 請

又 は 届 出

(法§22①)

(法§33③)

浄 化 槽 工 事 業 者 国 土 交 通 大 臣

型 式 認 定 の 申 請 (法§14①)

型 式 認 定 (法§15)

（ 注 ） 　 工 場 で 製 造 し よ う と す る 浄 化 槽 の 型 式

条 例 に 基 づ く

登 録 の 申 請

(法§48②)

登 録 (法§48①)

市 町 村 長 （ 保 健 所

を 設 置 す る 市 及

び 特 別 区 の 長 を 除

く 。 ）

措 置 の 申 出

(法§48④)
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以

上
及

び
屎

尿
浄

化
槽

か
ら

の
放

流
水

の

B
O

D
（

以
下

「
放

流
水

の
B

O
D
」

と
い

う
。
）

が
1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

90
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
下

で
あ

る
性

能
を

有
し

、
か

つ
、

衛
生

上
支

障
が

な

い
も

の
の

構
造

は
、

第
一

号
か

ら
第

三
号

ま
で

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
、

か
つ

、
第

四
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
屎

尿
と

雑
排

水
（

工
場

廃
水

、
雨

水
そ

の
他

の
特

殊
な

排
水

を
除

く
。
以

下
同

じ
。
）

と
を

合
併

し
て

処
理

す
る

方
法

に
よ

る
場

合
に

限
る

。
 

   

昭
和

55
年

7
月

14
日

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

 

 建
築

基
準

法
施

行
令

（
昭

和
25

年
政

令
第

33
8
号

）
第

32
条

の
規

定

に
基

づ
き

、
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
を

次
の

よ
う

に
指

定
す

る
。

 

    最
終

改
正

 
平

成
7
年

12
月

27
日

 
建

設
省

告
示

第
20

94
号

 

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

 

 

第
1 

生
物

化
学

的
酸

素
要

求
量

（
以

下
「

B
O

D
」

と
い

う
。
）

の
除

去
率

が
65

パ
ー

セ
ン

ト
以

上
及

び
屎

尿
浄

化
槽

か
ら

の
放

流
水

の

B
O

D
（

以
下

「
放

流
水

の
B

O
D
」

と
い

う
。
）

が
1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

9
0

ミ
リ

グ
ラ

ム
以

下
で

あ
る

性
能

を
有

し
、

か
つ

、
衛

生
上

支
障

が
な

い
も

の
の

構
造

は
、

第
一

号
か

ら
第

六
号

ま
で

の
一

に
該

当
し

、
か

つ
、

第
七

号
に

定
め

る
構

造
と

し
た

も
の

と
す

る
。

 

  一
 

分
離

接
触

ば
つ

気
方

式
（

単
独

処
理

）
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

沈
殿

分
離

室
、
接

触
ば

つ

気
室

、
沈

殿
室

及
び

消
毒

室
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

屎
尿

を
単

独
に

処
理

す
る

も
の

。
 

（
一

）
 

沈
殿

分
離

室
 

 
有

効
容

量
は

、
0.

75
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、
処

理
対

象
人

員
が

5

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
5
人

を
超

え
る

部
分

1
人

当
た

り
0.

09

立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

を
こ

れ
に

加
算

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

接
触

ば
つ

気
室

 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

0.
25

立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

と
し

、
処

理
対

象

人
員

が
5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1

人
当

た
り

0.
02

5
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
を

こ
れ

に
加

算
す

る
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

接
触

材
は

、
生

物
膜

等
に

よ
り

閉
塞

が
生

じ
難

い
形

状
で

、
か

つ
、
生

物
膜

が
付

着
し

や
す

い
構

造
と

し
、
有

効
容

量
に

対
す

る
接

触
材

の
充

填
率

は
、

お
お

む
ね

50
パ

ー
セ

ン
ト

と
す

る
こ

と
。

 

 

平
成

７
年

以
前

は
p
.
4
8
参

照
 

 



 

5 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

 
 

 
（

ハ
）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

し
、
溶

存

酸
素

を
お

お
む

ね
1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

0
.
3
ミ

リ
グ

ラ
ム

に
保

持
す

る
よ

う
に

十
分

な
酸

素
を

供
給

し
、
か

つ
、
は

く
離

汚
泥

を
沈

殿
分

離
室

に
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
三

）
 

沈
殿

室
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

消
毒

室
の

有
効

容
量

と
の

合
計

を
0.

15
立

方

メ
ー

ト
ル

以
上

と
し

、
処

理
対

象
人

員
が

5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1
人

当
た

り
0.

01
5
立

方
メ

ー
ト

ル

以
上

を
こ

れ
に

加
算

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

流
入

水
の

沈
殿

作
用

を
速

や
か

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

ほ
か

、
ス

カ
ム

の
生

成
を

少
な

く
す

る
こ

と
が

で
き

、
か

つ
、

生
成

物
の

流
出

を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
四

）
 

消
毒

室
 

 
消

毒
室

は
、
汚

水
の

塩
素

接
触

に
よ

る
消

毒
作

用
を

有
効

に
継

続
し

て

行
う

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

二
 

分
離

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

沈
殿

分
離

室
、
ば

つ
気

室
、

沈
殿

室
及

び
消

毒
室

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
た

構
造

で
屎

尿
を

単

独
に

処
理

す
る

も
の

。
 

（
一

）
 

沈
殿

分
離

室
 

 
第

一
号

の
（

一
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

ば
つ

気
室

 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

0.
45

立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

と
し

、
処

理
対

象

人
員

が
5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1

人
当

た
り

0.
06

立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

を
こ

れ
に

加
算

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

し
、
溶

存

酸
素

を
お

お
む

ね
1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

0
.
3
ミ

リ
グ

ラ
ム

に
保

持
す

る
よ

う
に

十
分

な
酸

素
を

供
給

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
三

）
 

沈
殿

室
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

消
毒

室
の

有
効

容
量

と
の

合
計

を
0.

15
立

方

メ
ー

ト
ル

以
上

と
し

、
処

理
対

象
人

員
が

5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1
人

当
た

り
0.

02
立

方
メ

ー
ト

ル

以
上

を
こ

れ
に

加
算

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

流
入

水
の

沈
殿

作
用

を
速

や
か

に
行

う
こ

と
が

で
き

、
か

つ
、

沈
殿

汚
泥

の
全

量
を

ば
つ

気
室

に
返

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造

と
す

る
ほ

か
、
ス

カ
ム

の
生

成
を

少
な

く
す

る
こ

と
が

で
き

、
か

つ
、

生
成

物
の

流
出

を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

平
成

７
年

以
前

は
p
.
4
9
参

照
 

 



 

6 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

 
 

 
（

四
）

 
消

毒
室

 

 
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

三
 

散
水

濾
床

方
式

 

 
（

一
）
か

ら
（

三
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

腐
敗

室
、
散

水
濾

床
及

び

消
毒

室
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

せ
た

構
造

で
屎

尿
を

単
独

に
処

理
す

る

も
の

。
 

（
一

）
 

腐
敗

室
 

 
腐

敗
室

は
、
汚

水
の

沈
殿

分
離

作
用

及
び

消
化

作
用

を
行

う
機

能
を

有

す
る

も
の

と
し

、
（

イ
）

又
は

（
ロ

）
に

よ
る

こ
と

。
 

（
イ

）
 

多
室

型
 

（
1）

 
2
室

以
上

4
室

以
下

の
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
2）

 
有

効
容

量
は

、
1.

5
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、

処
理

対
象

人

員
が

5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1
人

当
た

り
0.

1
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
を

こ
れ

に
加

算
す

る
こ

と
。

 

（
3）

 
第

1
室

の
有

効
容

量
は

、
2
室

型
の

場
合

に
あ

つ
て

は
腐

敗
室

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

3
分

の
2、

3
室

型
又

は
4
室

型
の

場
合

に
あ

つ
て

は
腐

敗
室

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

2
分

の
1
と

す
る

こ
と

。
 

（
4）

 
最

終
の

室
に

予
備

濾
過

装
置

を
設

け
、

当
該

装
置

の
下

方
よ

り

汚
水

を
通

ず
る

構
造

と
す

る
こ

と
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
当

該
装

置
の

砕
石

層
又

は
こ

れ
に

準
ず

る
も

の
の

体
積

は
、

有
効

容
量

の

10
分

の
1
を

限
度

と
し

て
当

該
有

効
容

量
に

算
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

（
5）

 
各

室
の

有
効

水
深

は
、

1
メ

ー
ト

ル
以

上
3
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
 

（
6）

 
第

1
室

に
お

い
て

は
、

流
入

管
の

開
ロ

部
の

位
置

を
水

面
か

ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
3
分

の
1
の

深
さ

と
す

る
こ

と
。

 

（
7）

 
各

室
に

お
い

て
は

、
流

出
管

又
は

バ
ッ

フ
ル

の
下

端
の

開
ロ

部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
の

深
さ

と

し
、

浮
上

物
の

流
出

し
難

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

変
形

多
室

型
 

（
1）

 
沈

殿
室

の
下

方
に

消
化

室
を

設
け

、
汚

水
が

消
化

室
を

経
由

し

て
沈

殿
室

に
流

入
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
2）

 
有

効
容

量
は

、
（

イ
）

の
（

2）
に

定
め

る
数

値
と

す
る

こ
と

。
 

（
3）

 
消

化
室

の
有

効
容

量
は

、
腐

敗
室

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

4

分
の

3
と

す
る

こ
と

。
 

（
4）

 
沈

殿
室

か
ら

浮
上

物
の

流
出

を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造

と
す

る
こ

と
。

 

平
成

７
年

以
前

は
p
.
5
0
参

照
 

 



 

7 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

                         一
 

分
離

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

沈
殿

分
離

槽
、
接

触
ば

つ

気
槽

、
沈

殿
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
50

人
以

下
で

あ
る

も
の

。
 

  （
一

）
 

沈
殿

分
離

槽
 

（
イ

）
 

2
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
 

                         一
 

分
離

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

沈
殿

分
離

槽
、
接

触
ば

つ

気
槽

、
沈

殿
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
50

人
以

下
で

あ
る

も
の

。
 

  （
一

）
 

沈
殿

分
離

槽
 

（
イ

）
 

2
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

                         一
 

分
離

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

沈
殿

分
離

槽
、
接

触
ば

つ

気
槽

、
沈

殿
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
5
0
人

以
下

で
あ

る
も
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3
分

の
1
か

ら
4
分

の
1
ま

で
の

深
さ

と
し

、

沈
殿

汚
泥

を
撹

乱
し

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

各
室

に
お

い
て

は
、
流

出
管

又
は

バ
ッ

フ
ル

の
下

端
の

開
口

部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
か

ら
3
分

の

1
ま

で
の

深
さ

と
し

、
浮

上
物

の
流

出
し

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

沈
殿

分
離

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

は
、

次
の

（
1）

か
ら

（
3）

ま
で

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

こ
と

。
 

（
1）

 
2
台

以
上

備
え

、
閉

塞
を

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
2）

 
1

日
当

た
り

の
送

水
容

量
は

、
1

台
ご

と
に

、
日

平
均

汚
水

量

の
お

お
む

ね
2
.
5
倍

に
相

当
す

る
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
3）

 
ポ

ン
プ

升
の

有
効

容
量

は
、

1
台

の
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合

に
、

汚
水

が
あ

ふ
れ

出
な

い
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

接
触

ば
つ

気
槽

 

（
イ

）
 

有
効

容
量

が
5.

2
立

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て

は
、

2
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

     

平
成

７
年

以
前

は
p
.
5
2
参

照
 

 



 

9 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

n≦
5 

V
＝

1 

6≦
n≦

10
 

V
＝

1＋
0.

2（
n－

5）
 

11
≦

n≦
50

 
V
＝

2＋
0.

16
（

n－
10

）
 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n
及

び
V

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

数
値

を
表

す
も

の
と

す
る

。
 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
容

量
は

、

接
触

ば
つ

気
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

5
分

の
3
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

有
効

水
深
（

接
触

ば
つ

気
槽

を
2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
水

深
）

は
、

1.
2
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人

員
が

10
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

汚
水

が
長

時
間

接
触

材
に

接
触

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

接
触

材
は

、
次

の
（

1）
か

ら
（

3）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
。

 

（
1）

 
接

触
ば

つ
気

槽
の

底
部

と
の

距
離

を
適

切
に

保
持

す
る

等
当

該

槽
内

の
循

環
流

を
妨

げ
ず

、
か

つ
、
当

該
槽

内
の

水
流

が
短

絡
し

な

い
よ

う
に

充
填

す
る

こ
と

。
 

（
2）

 
有

効
容

量
に

対
す

る
充

填
率

は
、

お
お

む
ね

55
パ

ー
セ

ン
ト

と
す

る
こ

と
。

 

（
3）

 
生

物
膜

に
よ

る
閉

塞
が

生
じ

難
い

形
状

と
し

、
生

物
膜

が
付

着

し
や

す
く

、
十

分
な

物
理

的
強

度
を

有
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

ば
つ

気
装

置
は

、
次

の
（

1）
か

ら
（

3）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
。

 

（
1）

 
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
2）

 
1

時
間

当
た

り
に

送
気

で
き

る
空

気
量

は
、

処
理

対
象

人
員

に

応
じ

て
、

次
の

表
の

式
に

よ
つ

て
計

算
し

た
数

値
以

上
と

す
る

こ

と
。

 

n≦
5 

V
＝

1 

6≦
n≦

10
 

V
＝

1＋
0.

2（
n－

5）
 

11
≦

n≦
50

 
V
＝

2＋
0.

16
（

n－
10

）
 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n
及

び
V

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

数
値

を
表

す
も

の
と

す
る

。
 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
容

量
は

、

接
触

ば
つ

気
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

5
分

の
3
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

有
効

水
深
（

接
触

ば
つ

気
槽

を
2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
水

深
）

は
、

1.
2
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人

員
が

10
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

汚
水

が
長

時
間

接
触

材
に

接
触

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

接
触

材
は

、
次

の
（

1）
か

ら
（

3）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
。

 

（
1）

 
接

触
ば

つ
気

槽
の

底
部

と
の

距
離

を
適

切
に

保
持

す
る

等
当

該

槽
内

の
循

環
流

を
妨

げ
ず

、
か

つ
、
当

該
槽

内
の

水
流

が
短

絡
し

な

い
よ

う
に

充
填

す
る

こ
と

。
 

（
2）

 
有

効
容

量
に

対
す

る
充

填
率

は
、

お
お

む
ね

55
パ

ー
セ

ン
ト

と
す

る
こ

と
。

 

（
3）

 
生

物
膜

に
よ

る
閉

塞
が

生
じ

難
い

形
状

と
し

、
生

物
膜

が
付

着

し
や

す
く

、
十

分
な

物
理

的
強

度
を

有
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

ば
つ

気
装

置
は

、
次

の
（

1）
か

ら
（

3）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
。

 

（
1）

 
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
2）

 
1

時
間

当
た

り
に

送
気

で
き

る
空

気
量

は
、

処
理

対
象

人
員

に

応
じ

て
、

次
の

表
の

式
に

よ
つ

て
計

算
し

た
数

値
以

上
と

す
る

こ

と
。

 

n≦
5 

V
＝

1 

6≦
n≦

10
 

V
＝

1＋
0.

2（
n－

5）
 

11
≦

n≦
50

 
V
＝

2＋
0.

16
（

n－
10

）
 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n
及

び
V

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

数
値

を
表

す
も

の
と

す
る

。
 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
容

量
は

、

接
触

ば
つ

気
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

5
分

の
3
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

有
効

水
深
（

接
触

ば
つ

気
槽

を
2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
水

深
）

は
、

1.
2
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人

員
が

10
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

汚
水

が
長

時
間

接
触

材
に

接
触

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

接
触

材
は

、
次

の
（

1）
か

ら
（

3）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
。

 

（
1）

 
接

触
ば

つ
気

槽
の

底
部

と
の

距
離

を
適

切
に

保
持

す
る

等
当

該

槽
内

の
循

環
流

を
妨

げ
ず

、
か

つ
、
当

該
槽

内
の

水
流

が
短

絡
し

な

い
よ

う
に

充
填

す
る

こ
と

。
 

（
2）

 
有

効
容

量
に

対
す

る
充

填
率

は
、

お
お

む
ね

55
パ

ー
セ

ン
ト

と
す

る
こ

と
。

 

（
3）

 
生

物
膜

に
よ

る
閉

塞
が

生
じ

難
い

形
状

と
し

、
生

物
膜

が
付

着

し
や

す
く

、
十

分
な

物
理

的
強

度
を

有
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

ば
つ

気
装

置
は

、
次

の
（

1）
か

ら
（

3）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
。

 

（
1）

 
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
2）

 
1

時
間

当
た

り
に

送
気

で
き

る
空

気
量

は
、

処
理

対
象

人
員

に

応
じ

て
、

次
の

表
の

式
に

よ
つ

て
計

算
し

た
数

値
以

上
と

す
る

こ

と
。

 

n≦
5 

V
＝

1 

6≦
n≦

10
 

V
＝

1＋
0.

2（
n－

5）
 

11
≦

n≦
50

 
V
＝

2＋
0.

16
（

n－
10

）
 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n
及

び
V

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

数
値

を
表

す
も

の
と

す
る

。
 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
容

量
は

、

接
触

ば
つ

気
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

5
分

の
3
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

有
効

水
深
（

接
触

ば
つ

気
槽

を
2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
水

深
）

は
、

1.
2
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人

員
が

10
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

汚
水

が
長

時
間

接
触

材
に

接
触

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

接
触

材
は

、
次

の
（

1）
か

ら
（

3）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
。

 

（
1）

 
接

触
ば

つ
気

槽
の

底
部

と
の

距
離

を
適

切
に

保
持

す
る

等
当

該

槽
内

の
循

環
流

を
妨

げ
ず

、
か

つ
、
当

該
槽

内
の

水
流

が
短

絡
し

な

い
よ

う
に

充
填

す
る

こ
と

。
 

（
2）

 
有

効
容

量
に

対
す

る
充

填
率

は
、

お
お

む
ね

55
パ

ー
セ

ン
ト

と
す

る
こ

と
。

 

（
3）

 
生

物
膜

に
よ

る
閉

塞
が

生
じ

難
い

形
状

と
し

、
生

物
膜

が
付

着

し
や

す
く

、
十

分
な

物
理

的
強

度
を

有
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

ば
つ

気
装

置
は

、
次

の
（

1）
か

ら
（

3）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
。

 

（
1）

 
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
2）

 
1

時
間

当
た

り
に

送
気

で
き

る
空

気
量

は
、

処
理

対
象

人
員

に

応
じ

て
、

次
の

表
の

式
に

よ
つ

て
計

算
し

た
数

値
以

上
と

す
る

こ

と
。

 

     

平
成

７
年

以
前

は
p
.
5
3
参

照
 

 



 

10 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

n≦
5 

Q
＝

2 

6≦
n≦

10
 

Q
＝

2＋
0.

4（
n－

5）
 

11
≦

n≦
50

 
Q
＝

4＋
0.

25
（

n－
10

）
 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n
及

び
Q

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

数
値

を
表

す
も

の
と

す
る

。
 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

Q
 

1
時

間
当

た
り

に
送

気
で

き
る

空
気

量
（

単
位

 
立

方
メ

ー
ト

ル

／
時

間
）

 

（
3）

 
空

気
量

を
調

節
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

生
物

膜
を

効
率

よ
く

逆
洗

し
、
は

く
離

す
る

こ
と

が
で

き
る

機

能
を

有
し

、
か

つ
、
は

く
離

汚
泥

そ
の

他
の

浮
遊

汚
泥

を
沈

殿
分

離
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を
除

く
。
）

と

す
る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
60

度
以

上
と

し
、

底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
き

抜
き

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

浮
上

物
の

流
出

を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
四

）
 

消
毒

槽
 

消
毒

槽
は

、
汚

水
の

塩
素

接
触

に
よ

る
消

毒
作

用
を

有
効

に
継

続
し

て
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

二
 

嫌
気

濾
床

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

嫌
気

濾
床

槽
、
接

触
ば

つ

気
槽

、
沈

殿
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
50

人
以

下
で

あ
る

も
の

。
 

 （
一

）
 

嫌
気

濾
床

槽
 

（
イ

）
 

2
室

以
上

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

沈
殿

槽
の

底
部

が
ホ

ッ
パ

ー
型

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の
水

面
の

面
積

は
、
水

面
の

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
当

た
り

の
日

平

均
汚

水
量

（
以

下
「

水
面

積
負

荷
」

と
い

う
。
）

が
8
立

方
メ

ー
ト

ル
以

下
と

な
る

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

（
ニ

）
 

越
流

せ
き

を
設

け
て

汚
水

が
沈

殿
槽

か
ら

消
毒

槽
へ

越
流

す
る

構
造

と
し

、
当

該
越

流
せ

き
の

長
さ

は
、
越

流
せ

き
の

長
さ

1
メ

ー

ト
ル

当
た

り
の

日
平

均
汚

水
量

（
以

下
「

越
流

負
荷

」
と

い
う

。
）

が
20

立
方

メ
ー

ト
ル

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

有
効

水
深

は
、

1
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
沈

殿
槽

の
底

部
が

ホ
ッ

パ
ー

型
の

場
合

に
お

い
て

は
、
ホ

ッ
パ

ー
部

の

高
さ

の
2
分

の
1
に

相
当

す
る

長
さ

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な

い
も

の
と

す
る

。
 

（
へ

）
 

沈
殿

槽
の

底
部

が
ホ

ッ
パ

ー
型

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の
平

面
の

形
状

を
円

形
又

は
正

多
角

形
（

正
三

角
形

を
除

く
。
）

と

す
る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
60

度
以

上
と

し
、

底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
き

抜
き

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

浮
上

物
の

流
出

を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
四

）
 

消
毒

槽
 

消
毒

槽
は

、
汚

水
の

塩
素

接
触

に
よ

る
消

毒
作

用
を

有
効

に
継

続
し

て
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

二
 

嫌
気

濾
床

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

嫌
気

濾
床

槽
、
接

触
ば

つ

気
槽

、
沈

殿
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
50

人
以

下
で

あ
る

も
の

。
 

 （
一

）
 

嫌
気

濾
床

槽
 

（
イ

）
 

2
室

以
上

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

沈
殿

槽
の

底
部

が
ホ

ッ
パ

ー
型

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の
水

面
の

面
積

は
、
水

面
の

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
当

た
り

の
日

平

均
汚

水
量

（
以

下
「

水
面

積
負

荷
」

と
い

う
。
）

が
8
立

方
メ

ー
ト

ル
以

下
と

な
る

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

（
ニ

）
 

越
流

せ
き

を
設

け
て

汚
水

が
沈

殿
槽

か
ら

消
毒

槽
へ

越
流

す
る

構
造

と
し

、
当

該
越

流
せ

き
の

長
さ

は
、
越

流
せ

き
の

長
さ

1
メ

ー

ト
ル

当
た

り
の

日
平

均
汚

水
量

（
以

下
「

越
流

負
荷

」
と

い
う

。
）

が
20

立
方

メ
ー

ト
ル

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

有
効

水
深

は
、

1
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
沈

殿
槽

の
底

部
が

ホ
ッ

パ
ー

型
の

場
合

に
お

い
て

は
、
ホ

ッ
パ

ー
部

の

高
さ

の
2
分

の
1
に

相
当

す
る

長
さ

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な

い
も

の
と

す
る

。
 

（
へ

）
 

沈
殿

槽
の

底
部

が
ホ

ッ
パ

ー
型

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の
平

面
の

形
状

を
円

形
又

は
正

多
角

形
（

正
三

角
形

を
除

く
。
）

と

す
る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
60

度
以

上
と

し
、

底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
き

抜
き

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

浮
上

物
の

流
出

を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
四

）
 

消
毒

槽
 

消
毒

槽
は

、
汚

水
の

塩
素

接
触

に
よ

る
消

毒
作

用
を

有
効

に
継

続
し

て
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

二
 

嫌
気

濾
床

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

嫌
気

濾
床

槽
、
接

触
ば

つ

気
槽

、
沈

殿
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
5
0
人

以
下

で
あ

る
も

の
。

 

 （
一

）
 

嫌
気

濾
床

槽
 

（
イ

）
 

2
室

以
上

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

沈
殿

槽
の

底
部

が
ホ

ッ
パ

ー
型

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の
水

面
の

面
積

は
、
水

面
の

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
当

た
り

の
日

平

均
汚

水
量

（
以

下
「

水
面

積
負

荷
」

と
い

う
。
）

が
8
立

方
メ

ー
ト

ル
以

下
と

な
る

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

（
ニ

）
 

越
流

せ
き

を
設

け
て

汚
水

が
沈

殿
槽

か
ら

消
毒

槽
へ

越
流

す
る

構
造

と
し

、
当

該
越

流
せ

き
の

長
さ

は
、
越

流
せ

き
の

長
さ

1
メ

ー

ト
ル

当
た

り
の

日
平

均
汚

水
量

（
以

下
「

越
流

負
荷

」
と

い
う

。
）

が
20

立
方

メ
ー

ト
ル

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

有
効

水
深

は
、

1
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
沈

殿
槽

の
底

部
が

ホ
ッ

パ
ー

型
の

場
合

に
お

い
て

は
、
ホ

ッ
パ

ー
部

の

高
さ

の
2
分

の
1
に

相
当

す
る

長
さ

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な

い
も

の
と

す
る

。
 

（
へ

）
 

沈
殿

槽
の

底
部

が
ホ

ッ
パ

ー
型

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の
平

面
の

形
状

を
円

形
又

は
正

多
角

形
（

正
三

角
形

を
除

く
。
）

と

す
る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
60

度
以

上
と

し
、

底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
き

抜
き

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

浮
上

物
の

流
出

を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
四

）
 

消
毒

槽
 

第
一

号
の

（
四

）
に

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 五
 

嫌
気

濾
床

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

嫌
気

濾
床

槽
、
接

触
ば

つ

気
槽

、
沈

殿
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

屎
尿

と
雑

排
水

と
を

合
併

し
て

処
理

す
る

方
法

に
よ

る
も

の
。
た

だ
し

、
処

理

対
象

人
員

が
50

人
以

下
で

あ
る

も
の

に
限

る
。

 

（
一

）
 

嫌
気

濾
床

槽
 

（
イ

）
 

2
室

以
上

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

      

平
成

７
年

以
前

は
p
.
5
5
参

照
 

 



 

12 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

n≦
5 

V
＝

1.
5 

6≦
n≦

10
 

V
＝

1.
5＋

0.
4（

n－
5）

 

11
≦

n≦
50

 
V
＝

3.
5＋

0.
2（

n－
10

）
 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n
及

び
V

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

数
値

を
表

す
も

の
と

す
る

。
 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
嫌

気
濾

床
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む

ね
2
分

の
1
か

ら
お

お
む

ね
3
分

の
2
ま

で
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1.

2
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
10

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
1.

5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

各
室

の
有

効
容

量
に

対
す

る
濾

材
の

充
填

率
は

、
第

1
室

に
あ

つ
て

は
お

お
む

ね
40

パ
ー

セ
ン

ト
と

し
、

そ
の

他
の

室
に

あ
つ

て

は
お

お
む

ね
60

パ
ー

セ
ン

ト
と

す
る

こ
と

。
 

（
へ

）
 

濾
材

は
、
汚

泥
を

捕
捉

し
や

す
く

、
か

つ
、
嫌

気
濾

床
槽

内
の

水
流

が
短

絡
し

難
い

形
状

と
し

、
当

該
槽

の
底

部
と

の
距

離
を

適
切

に
保

持
す

る
等

当
該

槽
内

に
閉

塞
が

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

濾
材

に
汚

泥
清

掃
孔

（
直

径
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
の

円

が
内

接
す

る
も

の
に

限
る

。
）

を
設

け
る

ほ
か

、
各

室
の

浮
上

物
及

び
汚

泥
の

有
効

な
引

き
抜

き
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
チ

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

嫌
気

濾
床

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

は
、

次
の

（
1）

か
ら

（
3）

ま
で

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

こ
と

。
 

（
1）

 
2
台

以
上

備
え

、
閉

塞
を

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
2）

 
1

日
当

た
り

の
送

水
容

量
は

、
1

台
ご

と
に

、
日

平
均

汚
水

量

の
お

お
む

ね
2.

5
倍

に
相

当
す

る
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
3）

 
ポ

ン
プ

升
の

有
効

容
量

は
、

1
台

の
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合

に
、

汚
水

が
あ

ふ
れ

出
な

い
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

接
触

ば
つ

気
槽

 

 
前

号
（

二
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合

に
お

い
て

、
同

号
（

二
）（

チ
）

中
「

沈
殿

分
離

槽
」
を
「

嫌
気

濾
床

槽
」

と
、「

な
お

、
ポ

ン
プ

等
に

よ
り

強
制

的
に

移
送

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、

移
送

量
を

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。
」
を
「

た
だ

し
、

ポ
ン

プ
等

に
よ

り
強

制
的

に
移

送
し

、
か

つ
、
移

送
量

を
調

整
す

る
こ

と

が
で

き
る

構
造

に
限

る
。
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

 

n≦
5 

V
＝

1.
5 

6≦
n≦

10
 

V
＝

1.
5＋

0.
4（

n－
5）

 

11
≦

n≦
50

 
V
＝

3.
5＋

0.
2（

n－
10

）
 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n
及

び
V

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

数
値

を
表

す
も

の
と

す
る

。
 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
嫌

気
濾

床
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む

ね
2
分

の
1
か

ら
お

お
む

ね
3
分

の
2
ま

で
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1.

2
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
10

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
1.

5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

各
室

の
有

効
容

量
に

対
す

る
濾

材
の

充
填

率
は

、
第

1
室

に
あ

つ
て

は
お

お
む

ね
40

パ
ー

セ
ン

ト
と

し
、

そ
の

他
の

室
に

あ
つ

て

は
お

お
む

ね
60

パ
ー

セ
ン

ト
と

す
る

こ
と

。
 

（
へ

）
 

濾
材

は
、
汚

泥
を

捕
足

し
や

す
く

、
か

つ
、
嫌

気
濾

床
槽

内
の

水
流

が
短

絡
し

難
い

形
状

と
し

、
当

該
槽

の
底

部
と

の
距

離
を

適
切

に
保

持
す

る
等

当
該

槽
内

に
閉

塞
が

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

濾
材

に
汚

泥
清

掃
孔

（
直

径
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
の

円

が
内

接
す

る
も

の
に

限
る

。
）

を
設

け
る

ほ
か

、
各

室
の

浮
上

物
及

び
汚

泥
の

有
効

な
引

き
抜

き
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
チ

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

嫌
気

濾
床

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

は
、

次
の

（
1）

か
ら

（
3）

ま
で

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

こ
と

。
 

（
1）

 
2
台

以
上

備
え

、
閉

塞
を

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
2）

 
1

日
当

た
り

の
送

水
容

量
は

、
1

台
ご

と
に

、
日

平
均

汚
水

量

の
お

お
む

ね
2.

5
倍

に
相

当
す

る
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
3）

 
ポ

ン
プ

升
の

有
効

容
量

は
、

1
台

の
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合

に
、

汚
水

が
あ

ふ
れ

出
な

い
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

接
触

ば
つ

気
槽

 

 
前

号
の
（

二
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
号

の
（

二
）
の

（
チ

）
中

「
沈

殿
分

離
槽

」
を
「

嫌
気

濾
床

槽
」

と
、
「

な
お

、
ポ

ン
プ

等
に

よ
り

強
制

的
に

移
送

す
る

場
合

に

お
い

て
は

、
移

送
量

を
調

整
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
」

を
「

た
だ

し
、
ポ

ン
プ

等
に

よ
り

強
制

的
に

移
送

し
、
か

つ
、
移

送
量

を

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

に
限

る
。
」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 

n≦
5 

V
＝

1.
5 

6≦
n≦

10
 

V
＝

1.
5＋

0.
4（

n－
5）

 

11
≦

n≦
50

 
V
＝

3.
5＋

0.
2（

n－
10

）
 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n
及

び
V

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

数
値

を
表

す
も

の
と

す
る

。
 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
嫌

気
濾

床
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む

ね
2
分

の
1
か

ら
お

お
む

ね
3
分

の
2
ま

で
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1.

2
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
10

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
1.

5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

各
室

の
有

効
容

量
に

対
す

る
濾

材
の

充
填

率
は

、
第

1
室

に
あ

つ
て

は
お

お
む

ね
40

パ
ー

セ
ン

ト
と

し
、

そ
の

他
の

室
に

あ
つ

て

は
お

お
む

ね
60

パ
ー

セ
ン

ト
と

す
る

こ
と

。
 

（
へ

）
 

濾
材

は
、
汚

泥
を

捕
捉

し
や

す
く

、
か

つ
、
嫌

気
濾

床
槽

内
の

水
流

が
短

絡
し

難
い

形
状

と
し

、
当

該
槽

の
底

部
と

の
距

離
を

適
切

に
保

持
す

る
等

当
該

槽
内

に
閉

塞
が

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

濾
材

に
汚

泥
清

掃
孔

（
直

径
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
の

円

が
内

接
す

る
も

の
に

限
る

。
）

を
設

け
る

ほ
か

、
各

室
の

浮
上

物
及

び
汚

泥
の

有
効

な
引

き
抜

き
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
チ

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

嫌
気

濾
床

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

は
、

次
の

（
1）

か
ら

（
3）

ま
で

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

こ
と

。
 

（
1）

 
2
台

以
上

備
え

、
閉

塞
を

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
2）

 
1

日
当

た
り

の
送

水
容

量
は

、
1

台
ご

と
に

、
日

平
均

汚
水

量

の
お

お
む

ね
2.

5
倍

に
相

当
す

る
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
3）

 
ポ

ン
プ

升
の

有
効

容
量

は
、

1
台

の
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合

に
、

汚
水

が
あ

ふ
れ

出
な

い
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

接
触

ば
つ

気
槽

 

 
第

四
号

の
（

二
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の

（
二

）
の

（
チ

）
中

「
沈

殿
分

離
槽

」
を

「
嫌

気
濾

床
槽

」
と

、
「

な
お

、
ポ

ン
プ

等
に

よ
り

強
制

的
に

移
送

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、
移

送
量

を
調

整
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
」

を
「

た
だ

し
、
ポ

ン
プ

等
に

よ
り

強
制

的
に

移
送

し
、
か

つ
、
移

送
量

を

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

に
限

る
。
」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 

n≦
5 

V
＝

1.
5 

6≦
n≦

10
 

V
＝

1.
5＋

0.
4（

n－
5）

 

11
≦

n≦
50

 
V
＝

3.
5＋

0.
2（

n－
10

）
 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n
及

び
V

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

数
値

を
表

す
も

の
と

す
る

。
 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
嫌

気
濾

床
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む

ね
2
分

の
1
か

ら
お

お
む

ね
3
分

の
2
ま

で
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1.

2
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
10

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
1.

5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

各
室

の
有

効
容

量
に

対
す

る
濾

材
の

充
填

率
は

、
第

1
室

に
あ

つ
て

は
お

お
む

ね
40

パ
ー

セ
ン

ト
と

し
、

そ
の

他
の

室
に

あ
つ

て

は
お

お
む

ね
60

パ
ー

セ
ン

ト
と

す
る

こ
と

。
 

（
へ

）
 

濾
材

は
、
汚

泥
を

捕
捉

し
や

す
く

、
か

つ
、
嫌

気
濾

床
槽

内
の

水
流

が
短

絡
し

難
い

形
状

と
し

、
当

該
槽

の
底

部
と

の
距

離
を

適
切

に
保

持
す

る
等

当
該

槽
内

に
閉

塞
が

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

濾
材

に
汚

泥
清

掃
孔

（
直

径
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
の

円

が
内

接
す

る
も

の
に

限
る

。
）

を
設

け
る

ほ
か

、
各

室
の

浮
上

物
及

び
汚

泥
の

有
効

な
引

き
抜

き
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
チ

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

嫌
気

濾
床

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

は
、

次
の

（
1）

か
ら

（
3）

ま
で

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

こ
と

。
 

（
1）

 
2
台

以
上

備
え

、
閉

塞
を

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
2）

 
1

日
当

た
り

の
送

水
容

量
は

、
1

台
ご

と
に

、
日

平
均

汚
水

量

の
お

お
む

ね
2
.
5
倍

に
相

当
す

る
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
3）

 
ポ

ン
プ

升
の

有
効

容
量

は
、

1
台

の
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合

に
、

汚
水

が
あ

ふ
れ

出
な

い
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

接
触

ば
つ

気
槽

 

 
第

四
号

の
（

二
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の

（
二

）
の

（
チ

）
中

「
沈

殿
分

離
槽

」
を

「
嫌

気
濾

床
槽

」
と

、
「

な
お

、
ポ

ン
プ

等
に

よ
り

強
制

的
に

移
送

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、
移

送
量

を
調

整
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
」

を
「

た
だ

し
、
ポ

ン
プ

等
に

よ
り

強
制

的
に

移
送

し
、
か

つ
、
移

送
量

を

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

に
限

る
。
」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 

平
成

７
年

以
前

は
p
.
5
6
参

照
 

 



 

13 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

（
三

）
 

沈
殿

槽
 

 
前

号
（

三
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合

に
お

い
て

、
同

号
（

三
）（

ロ
）

中
「

沈
殿

分
離

槽
」
を

「
嫌

気
濾

床
槽

」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
四

）
 

消
毒

槽
 

 
第

一
号

（
四

）
に

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

三
 

脱
窒

濾
床

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

脱
窒

濾
床

槽
、
 

接
触

ば

つ
気

槽
、
沈

殿
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

処

理
対

象
人

員
が

50
人

以
下

で
あ

る
も

の
。

 

 （
一

）
脱

窒
濾

床
槽

 

（
イ

）
 

2
室

以
上

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

n≦
5 

V
=2

.5
 

6≦
n≦

10
 

V
=2

.5
＋

0.
5（

n-
5）

 

11
≦

n≦
50

 
V

=5
＋

0.
3（

n-
10

）
 

 
こ

の
表

に
お

い
て

、
n

及
び

V
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も
の

と
す

る
。

 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
脱

窒
濾

床
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む

ね
2
分

の
1
か

ら
3
分

の
2
ま

で
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1.

4
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
10

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
1.

5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

各
室

の
有

効
容

量
に

対
す

る
濾

材
の

充
填

率
は

、
第

1
室

に
あ

つ
て

は
お

お
む

ね
40

パ
ー

セ
ン

ト
と

し
、

そ
の

他
の

室
に

あ
つ

て

は
お

お
む

ね
60

パ
ー

セ
ン

ト
と

す
る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

濾
材

は
、
汚

泥
を

捕
足

し
や

す
く

、
か

つ
、
脱

窒
濾

床
槽

内
の

水
流

が
短

絡
し

難
い

形
状

と
し

、
当

該
槽

の
底

部
と

の
距

離
を

適
切

に
保

持
す

る
等

当
該

槽
内

に
閉

塞
が

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

濾
材

に
汚

泥
清

掃
孔

（
直

径
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
の

円

が
内

接
す

る
も

の
に

限
る

。
）

を
設

け
る

ほ
か

、
各

室
の

浮
上

物
及

び
汚

泥
の

有
効

な
引

き
抜

き
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 

（
三

）
 

沈
殿

槽
 

 
前

号
の
（

三
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
号

の
（

三
）
の

（
ロ

）
中

「
沈

殿
分

離
槽

」
を
「

嫌
気

濾
床

槽
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
四

）
 

消
毒

槽
 

 
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

三
 

脱
窒

濾
床

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

脱
窒

濾
床

槽
、
 

接
触

ば

つ
気

槽
、
沈

殿
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

処

理
対

象
人

員
が

50
人

以
下

で
あ

る
も

の
。

 

 （
一

）
脱

窒
濾

床
槽

 

（
イ

）
 

2
室

以
上

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

n≦
5 

V
=2

.5
 

6≦
n≦

10
 

V
=2

.5
＋

0.
5（

n-
5）

 

11
≦

n≦
50

 
V

=5
＋

0.
3（

n-
10

）
 

 
こ

の
表

に
お

い
て

、
n

及
び

V
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も
の

と
す

る
。

 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
脱

窒
濾

床
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む

ね
2
分

の
1
か

ら
3
分

の
2
ま

で
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1.

4
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
10

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
1.

5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

各
室

の
有

効
容

量
に

対
す

る
濾

材
の

充
填

率
は

、
第

1
室

に
あ

つ
て

は
お

お
む

ね
40

パ
ー

セ
ン

ト
と

し
、

そ
の

他
の

室
に

あ
つ

て

は
お

お
む

ね
60

パ
ー

セ
ン

ト
と

す
る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

濾
材

は
、
汚

泥
を

捕
捉

し
や

す
く

、
か

つ
、
脱

窒
濾

床
槽

内
の

水
流

が
短

絡
し

難
い

形
状

と
し

、
当

該
槽

の
底

部
と

の
距

離
を

適
切

に
保

持
す

る
等

当
該

槽
内

に
閉

塞
が

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

濾
材

に
汚

泥
清

掃
孔

（
直

径
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
の

円

が
内

接
す

る
も

の
に

限
る

。
）

を
設

け
る

ほ
か

、
各

室
の

浮
上

物
及

び
汚

泥
の

有
効

な
引

き
抜

き
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 

（
三

）
 

沈
殿

槽
 

 
第

四
号

の
（

三
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の

（
三

）
の

（
ロ

）
中

「
沈

殿
分

離
槽

」
を

「
嫌

気
濾

床
槽

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
四

）
 

消
毒

槽
 

 
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

三
 

脱
窒

濾
床

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

脱
窒

濾
床

槽
、
 

接
触

ば

つ
気

槽
、
沈

殿
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

処

理
対

象
人

員
が

5
0
人

以
下

で
あ

る
も

の
。

 

 （
一

）
脱

窒
濾

床
槽

 

（
イ

）
 

2
室

以
上

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

n≦
5 

V
=2

.5
 

6≦
n≦

10
 

V
=2

.5
＋

0.
5（

n-
5）

 

11
≦

n≦
50

 
V

=5
＋

0.
3（

n-
10

）
 

 
こ

の
表

に
お

い
て

、
n

及
び

V
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も
の

と
す

る
。

 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
脱

窒
濾

床
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む

ね
2
分

の
1
か

ら
3
分

の
2
ま

で
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1.

4
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
10

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
1.

5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

各
室

の
有

効
容

量
に

対
す

る
濾

材
の

充
填

率
は

、
第

1
室

に
あ

つ
て

は
お

お
む

ね
40

パ
ー

セ
ン

ト
と

し
、

そ
の

他
の

室
に

あ
つ

て

は
お

お
む

ね
60

パ
ー

セ
ン

ト
と

す
る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

濾
材

は
、
汚

泥
を

捕
足

し
や

す
く

、
か

つ
、
脱

窒
濾

床
槽

内
の

水
流

が
短

絡
し

難
い

形
状

と
し

、
当

該
槽

の
底

部
と

の
距

離
を

適
切

に
保

持
す

る
等

当
該

槽
内

に
閉

塞
が

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

濾
材

に
汚

泥
清

掃
孔

（
直

径
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
の

円

が
内

接
す

る
も

の
に

限
る

。
）

を
設

け
る

ほ
か

、
各

室
の

浮
上

物
及

び
汚

泥
の

有
効

な
引

き
抜

き
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 

（
三

）
 

沈
殿

槽
 

 
第

四
号

の
（

三
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の

（
三

）
の

（
ロ

）
中

「
沈

殿
分

離
槽

」
を

「
嫌

気
濾

床
槽

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
四

）
 

消
毒

槽
 

 
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

六
 

脱
窒

濾
床

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

脱
窒

濾
床

槽
、
 

接
触

ば

つ
気

槽
、
沈

殿
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

屎

尿
と

雑
排

水
と

を
合

併
し

て
処

理
す

る
方

法
に

よ
る

も
の

。
た

だ
し

、
処

理
対

象
人

員
が

5
0
人

以
下

で
あ

る
も

の
に

限
る

。
 

（
一

）
脱

窒
濾

床
槽

 

（
イ

）
 

2
室

以
上

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

n
≦

5
 

V
=
2
.
5
 

6
≦

n
≦

1
0
 

V
=
2
.
5
＋

0
.
5
（

n
-
5
）

 

1
1
≦

n
≦

5
0
 

V
=
5
＋

0
.
3
（

n
-
1
0
）

 

 
こ

の
表

に
お

い
て

、
n
及

び
V
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も

の
と

す
る

。
 

n
 

処
理

対
象

人
員

（
単

位
 

人
）

 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
脱

窒
濾

床
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む

ね
2
分

の
1
か

ら
3
分

の
2
ま

で
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1
.
4
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
1
0

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
1
.
5
メ

ー
ト

ル
）
以

上
と

す
る

こ

と
。

 

（
ホ

）
 

各
室

の
有

効
容

量
に

対
す

る
濾

材
の

充
填

率
は

、
第

1
室

に
あ

つ
て

は
お

お
む

ね
4
0
パ

ー
セ

ン
ト

と
し

、
そ

の
他

の
室

に
あ

つ
て

は
お

お
む

ね
6
0
パ

ー
セ

ン
ト

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

濾
材

は
、
汚

泥
を

捕
捉

し
や

す
く

、
か

つ
、
脱

窒
濾

床
槽

内
の

水
流

が
短

絡
し

難
い

形
状

と
し

、
当

該
槽

の
底

部
と

の
距

離
を

適
切

に
保

持
す

る
等

当
該

槽
内

に
閉

塞
が

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

濾
材

に
汚

泥
清

掃
孔

（
直

径
1
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

の
円

が
内

接
す

る
も

の
に

限
る

。
）

を
設

け
る

ほ
か

、
各

室
の

浮
上

物
及

び
汚

泥
の

有
効

な
引

き
抜

き
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

平
成

７
年

以
前

は
p
.
5
7
参

照
 

 



 

14 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

（
チ

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

脱
窒

濾
床

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

は
、

次
の

（
1）

か
ら

（
3）

ま
で

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

こ
と

。
 

（
1）

 
2
台

以
上

備
え

、
閉

塞
を

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
2）

 
1

日
当

た
り

の
送

水
容

量
は

、
1

台
ご

と
に

、
日

平
均

汚
水

量

の
お

お
む

ね
2.

5
倍

に
相

当
す

る
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
3）

 
ポ

ン
プ

升
の

有
効

容
量

は
、

1
台

の
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合

に
、

汚
水

が
あ

ふ
れ

出
な

い
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

接
触

ば
つ

気
槽

 

（
イ

）
 

処
理

対
象

人
員

が
18

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
2
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

n≦
5 

V
=1

.5
 

6≦
n≦

10
 

V
=1

.5
＋

0.
3（

n-
5）

 

11
≦

n≦
50

 
V

=3
＋

0.
26

（
n-

10
）

 

 
こ

の
表

に
お

い
て

、
n

及
び

V
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も
の

と
す

る
。

 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
容

量
は

、

接
触

ば
つ

気
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

5
分

の
3
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

有
効

水
深
（

接
触

ば
つ

気
槽

を
2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
水

深
）

は
、

1.
4
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人

員
が

10
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

汚
水

が
長

時
間

接
触

材
に

接
触

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

接
触

材
は

、
次

の
（

1）
か

ら
（

3）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
。

 

（
1）

 
接

触
ば

つ
気

槽
の

底
部

と
の

距
離

を
適

切
に

保
持

す
る

等
当

該

槽
内

の
循

環
流

を
妨

げ
ず

、
か

つ
、
当

該
槽

内
の

水
流

が
短

絡
し

な

い
よ

う
に

充
填

す
る

こ
と

。
 

（
2）

 
有

効
容

量
に

対
す

る
充

填
率

は
、

お
お

む
ね

55
パ

ー
セ

ン
ト

と
す

る
こ

と
。

 

（
3）

 
生

物
膜

に
よ

る
閉

塞
が

生
じ

難
い

形
状

と
し

、
生

物
膜

が
付

着

し
や

す
く

、
十

分
な

物
理

的
強

度
を

有
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 

（
チ

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

脱
窒

濾
床

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

は
、

次
の

（
1）

か
ら

（
3）

ま
で

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

こ
と

。
 

（
1）

 
2
台

以
上

備
え

、
閉

塞
を

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
2）

 
1

日
当

た
り

の
送

水
容

量
は

、
1

台
ご

と
に

、
日

平
均

汚
水

量

の
お

お
む

ね
2.

5
倍

に
相

当
す

る
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
3）

 
ポ

ン
プ

升
の

有
効

容
量

は
、

1
台

の
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合

に
、

汚
水

が
あ

ふ
れ

出
な

い
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

接
触

ば
つ

気
槽

 

（
イ

）
 

処
理

対
象

人
員

が
18

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
2
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

n≦
5 

V
=1

.5
 

6≦
n≦

10
 

V
=1

.5
＋

0.
3（

n-
5）

 

11
≦

n≦
50

 
V

=3
＋

0.
26

（
n-

10
）

 

 
こ

の
表

に
お

い
て

、
n

及
び

V
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も
の

と
す

る
。

 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
容

量
は

、

接
触

ば
つ

気
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

5
分

の
3
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

有
効

水
深
（

接
触

ば
つ

気
槽

を
2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
水

深
）

は
、

1.
4
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人

員
が

10
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

汚
水

が
長

時
間

接
触

材
に

接
触

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

接
触

材
は

、
次

の
（

1）
か

ら
（

3）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
。

 

（
1）

 
接

触
ば

つ
気

槽
の

底
部

と
の

距
離

を
適

切
に

保
持

す
る

等
当

該

槽
内

の
循

環
流

を
妨

げ
ず

、
か

つ
、
当

該
槽

内
の

水
流

が
短

絡
し

な

い
よ

う
に

充
填

す
る

こ
と

。
 

（
2）

 
有

効
容

量
に

対
す

る
充

填
率

は
、

お
お

む
ね

55
パ

ー
セ

ン
ト

と
す

る
こ

と
。

 

（
3）

 
生

物
膜

に
よ

る
閉

塞
が

生
じ

難
い

形
状

と
し

、
生

物
膜

が
付

着

し
や

す
く

、
十

分
な

物
理

的
強

度
を

有
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 

（
チ

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

脱
窒

濾
床

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

は
、

次
の

（
1）

か
ら

（
3）

ま
で

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

こ
と

。
 

（
1）

 
2
台

以
上

備
え

、
閉

塞
を

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
2）

 
1

日
当

た
り

の
送

水
容

量
は

、
1

台
ご

と
に

、
日

平
均

汚
水

量

の
お

お
む

ね
2.

5
倍

に
相

当
す

る
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
3）

 
ポ

ン
プ

升
の

有
効

容
量

は
、

1
台

の
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合

に
、

汚
水

が
あ

ふ
れ

出
な

い
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

接
触

ば
つ

気
槽

 

（
イ

）
 

処
理

対
象

人
員

が
18

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
2
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

n≦
5 

V
=1

.5
 

6≦
n≦

10
 

V
=1

.5
＋

0.
3（

n-
5）

 

11
≦

n≦
50

 
V

=3
＋

0.
26

（
n-

10
）

 

 
こ

の
表

に
お

い
て

、
n

及
び

V
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も
の

と
す

る
。

 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
容

量
は

、

接
触

ば
つ

気
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

5
分

の
3
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

有
効

水
深
（

接
触

ば
つ

気
槽

を
2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
水

深
）

は
、

1.
4
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人

員
が

10
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

汚
水

が
長

時
間

接
触

材
に

接
触

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

接
触

材
は

、
次

の
（

1）
か

ら
（

3）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
。

 

（
1）

 
接

触
ば

つ
気

槽
の

底
部

と
の

距
離

を
適

切
に

保
持

す
る

等
当

該

槽
内

の
循

環
流

を
妨

げ
ず

、
か

つ
、
当

該
槽

内
の

水
流

が
短

絡
し

な

い
よ

う
に

充
填

す
る

こ
と

。
 

（
2）

 
有

効
容

量
に

対
す

る
充

填
率

は
、

お
お

む
ね

55
パ

ー
セ

ン
ト

と
す

る
こ

と
。

 

（
3）

 
生

物
膜

に
よ

る
閉

塞
が

生
じ

難
い

形
状

と
し

、
生

物
膜

が
付

着

し
や

す
く

、
十

分
な

物
理

的
強

度
を

有
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 

（
チ

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

脱
窒

濾
床

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

は
、
次

の
（

1
）
か

ら
（

3
）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
。

 

（
1
）

 
2
台

以
上

備
え

、
閉

塞
を

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
2
）
 

1
日

当
た

り
の

送
水

容
量

は
、
1
台

ご
と

に
、
日

平
均

汚
水

量
の

お
お

む
ね

2
.
5
倍

に
相

当
す

る
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
3
）

 
ポ

ン
プ

升
の

有
効

容
量

は
、

1
台

の
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合

に
、

汚
水

が
あ

ふ
れ

出
な

い
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

接
触

ば
つ

気
槽

 

（
イ

）
 

処
理

対
象

人
員

が
1
8
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

2
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

n
≦

5
 

V
=
1
.
5
 

6
≦

n
≦

1
0
 

V
=
1
.
5
＋

0
.
3
（

n
-
5
）

 

1
1
≦

n
≦

5
0
 

V
=
3
＋

0
.
2
6
（

n
-
1
0
）

 

 
こ

の
表

に
お

い
て

、
n
及

び
V
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も

の
と

す
る

。
 

n
 

処
理

対
象

人
員

（
単

位
 

人
）

 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
容

量
は

、

接
触

ば
つ

気
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

5
分

の
3
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

有
効

水
深
（

接
触

ば
つ

気
槽

を
2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
水

深
）

は
、

1
.
4
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人

員
が

1
0
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

1
.
5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

汚
水

が
長

時
間

接
触

材
に

接
触

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

接
触

材
は

、
次

の
（

1
）
か

ら
（

3
）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に

よ
る

こ
と

。
 

（
1
）

 
接

触
ば

つ
気

槽
の

底
部

と
の

距
離

を
適

切
に

保
持

す
る

等
当

該

槽
内

の
循

環
流

を
妨

げ
ず

、
か

つ
、
当

該
槽

内
の

水
流

が
短

絡
し

な

い
よ

う
に

充
填

す
る

こ
と

。
 

（
2
）
 

有
効

容
量

に
対

す
る

充
填

率
は

、
お

お
む

ね
5
5
パ

ー
セ

ン
ト

と

す
る

こ
と

。
 

（
3
）

 
生

物
膜

に
よ

る
閉

塞
が

生
じ

難
い

形
状

と
し

、
生

物
膜

が
付

着

し
や

す
く

、
十

分
な

物
理

的
強

度
を

有
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 

平
成

７
年

以
前

は
p
.
5
8
参

照
 

 



 

15 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

（
ト

）
 

ば
つ

気
装

置
は

、
次

の
（

1）
か

ら
（

3）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
。

 

（
1）

 
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
2）

 
1

時
間

当
た

り
に

送
気

で
き

る
空

気
量

は
、

処
理

対
象

人
員

に

応
じ

て
、

次
の

表
の

式
に

よ
つ

て
計

算
し

た
数

値
以

上
と

す
る

こ

と
。

 

n≦
5 

Q
=5

 

6≦
n≦

10
 

Q
=5

＋
0.

9（
n-

5）
 

11
≦

n≦
50

 
Q

=9
.5
＋

0.
67

（
n-

10
）

 

 
こ

の
表

に
お

い
て

、
n
及

び
Q

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

数
値

を
表

す

も
の

と
す

る
。

 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

Q
 

1
時

間
当

た
り

に
送

気
で

き
る

空
気

量
（

単
位

 
立

方
メ

ー
ト

ル

／
時

間
）

 

（
3）

 
空

気
量

を
調

節
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

生
物

膜
を

効
率

よ
く

逆
洗

し
、
は

く
離

す
る

こ
と

が
で

き
る

機

能
を

有
し

、
は

く
離

汚
泥

そ
の

他
の

浮
遊

汚
泥

を
引

き
抜

く
こ

と
に

よ
り

、
脱

窒
濾

床
槽

第
1
室

へ
強

制
的

に
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

、

か
つ

、
当

該
移

送
量

を
容

易
に

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
リ

）
 

循
環

装
置

を
有

し
、
接

触
ば

つ
気

槽
（

当
該

槽
を

2
室

に
区

分

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、

第
2
室

）
か

ら
脱

窒
濾

床
槽

第
1
室

の

流
入

管
の

開
口

部
付

近
へ

汚
水

を
安

定
し

て
移

送
す

る
こ

と
が

で

き
、
か

つ
、
当

該
移

送
量

を
容

量
に

調
整

し
、
及

び
計

量
す

る
こ

と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヌ

）
 

処
理

対
象

人
員

が
18

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
消

泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
三

）
 

沈
殿

槽
 

 
第

一
号
（

三
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
号

（
三

）
（

ロ
）

中
「

沈
殿

分
離

槽
」

を
「

脱
窒

濾
床

槽
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
四

）
 

消
毒

槽
 

 
第

一
号

（
四

）
に

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 

（
ト

）
 

ば
つ

気
装

置
は

、
次

の
（

1）
か

ら
（

3）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
。

 

（
1）

 
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
2）

 
1

時
間

当
た

り
に

送
気

で
き

る
空

気
量

は
、

処
理

対
象

人
員

に

応
じ

て
、

次
の

表
の

式
に

よ
つ

て
計

算
し

た
数

値
以

上
と

す
る

こ

と
。

 

n≦
5 

Q
=5

 

6≦
n≦

10
 

Q
=5

＋
0.

9（
n-

5）
 

11
≦

n≦
50

 
Q

=9
.5
＋

0.
67

（
n-

10
）

 

 
こ

の
表

に
お

い
て

、
n
及

び
Q

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

数
値

を
表

す

も
の

と
す

る
。

 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

Q
 

1
時

間
当

た
り

に
送

気
で

き
る

空
気

量
（

単
位

 
立

方
メ

ー
ト

ル

／
時

間
）

 

（
3）

 
空

気
量

を
調

節
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

生
物

膜
を

効
率

よ
く

逆
洗

し
、
は

く
離

す
る

こ
と

が
で

き
る

機

能
を

有
し

、
は

く
離

汚
泥

そ
の

他
の

浮
遊

汚
泥

を
引

き
抜

く
こ

と
に

よ
り

、
脱

窒
濾

床
槽

第
1
室

へ
強

制
的

に
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

、

か
つ

、
当

該
移

送
量

を
容

易
に

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
リ

）
 

循
環

装
置

を
有

し
、
接

触
ば

つ
気

槽
（

当
該

槽
を

2
室

に
区

分

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、

第
2
室

）
か

ら
脱

窒
濾

床
槽

第
1
室

の

流
入

管
の

開
口

部
付

近
へ

汚
水

を
安

定
し

て
移

送
す

る
こ

と
が

で

き
、
か

つ
、
当

該
移

送
量

を
容

量
に

調
整

し
、
及

び
計

量
す

る
こ

と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヌ

）
 

処
理

対
象

人
員

が
18

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
消

泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
三

）
 

沈
殿

槽
 

 
第

一
号

の
（

三
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の

（
三

）
の

（
ロ

）
中

「
沈

殿
分

離
槽

」
を

「
脱

窒
濾

床
槽

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
四

）
 

消
毒

槽
 

 
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 

（
ト

）
 

ば
つ

気
装

置
は

、
次

の
（

1）
か

ら
（

3）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
。

 

（
1）

 
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
2）

 
1

時
間

当
た

り
に

送
気

で
き

る
空

気
量

は
、

処
理

対
象

人
員

に

応
じ

て
、

次
の

表
の

式
に

よ
つ

て
計

算
し

た
数

値
以

上
と

す
る

こ

と
。

 

n≦
5 

Q
=5

 

6≦
n≦

10
 

Q
=5

＋
0.

9（
n-

5）
 

11
≦

n≦
50

 
Q

=9
.5
＋

0.
67

（
n-

10
）

 

 
こ

の
表

に
お

い
て

、
n
及

び
Q

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

数
値

を
表

す

も
の

と
す

る
。

 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

Q
 

1
時

間
当

た
り

に
送

気
で

き
る

空
気

量
（

単
位

 
立

方
メ

ー
ト

ル

／
時

間
）

 

（
3）

 
空

気
量

を
調

節
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

生
物

膜
を

効
率

よ
く

逆
洗

し
、
は

く
離

す
る

こ
と

が
で

き
る

機

能
を

有
し

、
は

く
離

汚
泥

そ
の

他
の

浮
遊

汚
泥

を
引

き
抜

く
こ

と
に

よ
り

、
脱

窒
濾

床
槽

第
1
室

へ
強

制
的

に
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

、

か
つ

、
当

該
移

送
量

を
容

易
に

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
リ

）
 

循
環

装
置

を
有

し
、
接

触
ば

つ
気

槽
（

当
該

槽
を

2
室

に
区

分

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、

第
2
室

）
か

ら
脱

窒
濾

床
槽

第
1
室

の

流
入

管
の

開
口

部
付

近
へ

汚
水

を
安

定
し

て
移

送
す

る
こ

と
が

で

き
、
か

つ
、
当

該
移

送
量

を
容

量
に

調
整

し
、
及

び
計

量
す

る
こ

と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヌ

）
 

処
理

対
象

人
員

が
18

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
消

泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
三

）
 

沈
殿

槽
 

 
第

四
号

の
（

三
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の

（
三

）
の

（
ロ

）
中

「
沈

殿
分

離
槽

」
を

「
脱

窒
濾

床
槽

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
四

）
 

消
毒

槽
 

 
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 

（
ト

）
 

ば
つ

気
装

置
は

、
次

の
（

1
）

か
ら
（

3
）
ま

で
に

定
め

る
と

こ

ろ
に

よ
る

こ
と

。
 

（
1
）

 
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
2
）

 
1

時
間

当
た

り
に

送
気

で
き

る
空

気
量

は
、

処
理

対
象

人
員

に

応
じ

て
、

次
の

表
の

式
に

よ
つ

て
計

算
し

た
数

値
以

上
と

す
る

こ

と
。

 

n
≦

5
 

Q
=
5
 

6
≦

n
≦

1
0
 

Q
=
5
＋

0
.
9
（

n
-
5
）

 

1
1
≦

n
≦

5
0
 

Q
=
9
.
5
＋

0
.
6
7
（

n
-
1
0
）

 

 
こ

の
表

に
お

い
て

、
n
及

び
Q
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も

の
と

す
る

。
 

n
 

処
理

対
象

人
員

（
単

位
 

人
）

 

Q
 

1
時

間
当

た
り

に
送

気
で

き
る

空
気

量
（

単
位

 
立

方
メ

ー
ト

ル

／
時

間
）

 

（
3
）

 
空

気
量

を
調

節
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

生
物

膜
を

効
率

よ
く

逆
洗

し
、
は

く
離

す
る

こ
と

が
で

き
る

機

能
を

有
し

、
は

く
離

汚
泥

そ
の

他
の

浮
遊

汚
泥

を
引

き
抜

く
こ

と
に

よ
り

、
脱

窒
濾

床
槽

第
1
室

へ
強

制
的

に
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

、

か
つ

、
当

該
移

送
量

を
容

易
に

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
リ

）
 

循
環

装
置

を
有

し
、
接

触
ば

つ
気

槽
（

当
該

槽
を

2
室

に
区

分

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、
第

2
室

）
か

ら
脱

窒
濾

床
槽

第
1
室

の
流

入
管

の
開

口
部

付
近

へ
汚

水
を

安
定

し
て

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
、

か
つ

、
当

該
移

送
量

を
容

量
に

調
整

し
、
及

び
計

量
す

る
こ

と
が

で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヌ

）
 

処
理

対
象

人
員

が
1
8
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

消
泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
三

）
 

沈
殿

槽
 

 
第

四
号

の
（

三
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の

（
三

）
の

（
ロ

）
中

「
沈

殿
分

離
槽

」
を

「
脱

窒
濾

床
槽

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
四

）
 

消
毒

槽
 

 
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

   

平
成

７
年

以
前

は
p
.
5
9
参

照
 

 



 

16 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

四
 

一
般

構
造

 

イ
 

槽
の

底
、
周

壁
及

び
隔

壁
は

、
耐

水
材

料
で

造
り

、
漏

水
し

な
い

構

造
と

す
る

こ
と

。
 

ロ
 

槽
は

、
土

圧
、
水

圧
、
自

重
及

び
そ

の
他

の
荷

重
に

対
し

て
安

全
な

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

ハ
 

腐
食

、
変

形
等

の
お

そ
れ

の
あ

る
部

分
に

は
、
腐

食
、
変

形
等

の
し

難
い

材
料

又
は

有
効

な
防

腐
、
補

強
等

の
措

置
を

し
た

材
料

を
使

用
す

る
こ

と
。

 

ニ
 

槽
の

天
井

が
ふ

た
を

兼
ね

る
場

合
を

除
き

、
天

井
に

は
マ

ン
ホ

ー
ル

（
径

45
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

（
処

理
対

象
人

員
が

51
人

以
上

の
場

合

に
お

い
て

は
、

60
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

）
以

上
の

円
が

内
接

す
る

も
の

に
限

る
。
）

を
設

け
、

か
つ

、
密

閉
す

る
こ

と
が

で
き

る
耐

水
材

料
又

は
鋳

鉄
で

造
ら

れ
た

ふ
た

を
設

け
る

こ
と

。
 

ホ
 

通
気

及
び

排
気

の
た

め
の

開
ロ

部
は

、
雨

水
、
土

砂
等

の
流

入
を

防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

ほ
か

、
昆

虫
類

が
発

生
す

る
お

そ

れ
の

あ
る

部
分

に
設

け
る

も
の

に
は

、
防

虫
網

を
設

け
る

こ
と

。
 

ヘ
 

悪
臭

を
生

ず
る

お
そ

れ
の

あ
る

部
分

は
、
密

閉
す

る
か

、
又

は
臭

突

そ
の

他
の

防
臭

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

ト
 

機
器

類
は

、
長

時
間

の
連

続
運

転
に

対
し

て
故

障
が

生
じ

難
い

堅
牢

な
構

造
と

す
る

ほ
か

、
振

動
及

び
騒

音
を

防
止

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

す
る

こ
と

。
 

チ
 

流
入

水
量

、
負

荷
量

等
の

著
し

い
変

動
に

対
し

て
機

能
上

支
障

が
な

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

リ
 

合
併

処
理

浄
化

槽
に

接
続

す
る

配
管

は
、
閉

塞
、
逆

流
及

び
漏

水
を

生
じ

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

ヌ
 

槽
の

点
検

、
保

守
、
汚

泥
の

管
理

及
び

清
掃

を
容

易
か

つ
安

全
に

す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

し
、
必

要
に

応
じ

て
換

気
の

た
め

の
措

置
を

講
ず

る
こ

と
。

 

ル
 

汚
水

の
温

度
低

下
に

よ
り

処
理

機
能

に
支

障
が

生
じ

な
い

構
造

と

す
る

こ
と

。
 

ヲ
 

調
整

及
び

計
量

が
、

適
切

に
行

わ
れ

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

ワ
 

イ
か

ら
ヲ

ま
で

に
定

め
る

構
造

と
す

る
ほ

か
、
合

併
処

理
浄

化
槽

と
 

し
て

衛
生

上
支

障
が

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 

四
 

一
般

構
造

 

イ
 

槽
の

底
、
周

壁
及

び
隔

壁
は

、
耐

水
材

料
で

造
り

、
漏

水
し

な
い

構

造
と

す
る

こ
と

。
 

ロ
 

槽
は

、
土

圧
、
水

圧
、
自

重
及

び
そ

の
他

の
荷

重
に

対
し

て
安

全
な

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

ハ
 

腐
食

、
変

形
等

の
お

そ
れ

の
あ

る
部

分
に

は
、
腐

食
、
変

形
等

の
し

難
い

材
料

又
は

有
効

な
防

腐
、
補

強
等

の
措

置
を

し
た

材
料

を
使

用
す

る
こ

と
。

 

ニ
 

槽
の

天
井

が
ふ

た
を

兼
ね

る
場

合
を

除
き

、
天

井
に

は
マ

ン
ホ

ー
ル

（
径

45
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

（
処

理
対

象
人

員
が

51
人

以
上

の
場

合

に
お

い
て

は
、

60
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

）
以

上
の

円
が

内
接

す
る

も
の

に
限

る
。
）

を
設

け
、

か
つ

、
密

閉
す

る
こ

と
が

で
き

る
耐

水
材

料
又

は
鋳

鉄
で

造
ら

れ
た

ふ
た

を
設

け
る

こ
と

。
 

ホ
 

通
気

及
び

排
気

の
た

め
の

開
ロ

部
は

、
雨

水
、
土

砂
等

の
流

入
を

防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

ほ
か

、
昆

虫
類

が
発

生
す

る
お

そ

れ
の

あ
る

部
分

に
設

け
る

も
の

に
は

、
防

虫
網

を
設

け
る

こ
と

。
 

ヘ
 

悪
臭

を
生

ず
る

お
そ

れ
の

あ
る

部
分

は
、
密

閉
す

る
か

、
又

は
臭

突

そ
の

他
の

防
臭

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

ト
 

機
器

類
は

、
長

時
間

の
連

続
運

転
に

対
し

て
故

障
が

生
じ

難
い

堅
牢

な
構

造
と

す
る

ほ
か

、
振

動
及

び
騒

音
を

防
止

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

す
る

こ
と

。
 

チ
 

流
入

水
量

、
負

荷
量

等
の

著
し

い
変

動
に

対
し

て
機

能
上

支
障

が
な

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

リ
 

合
併

処
理

浄
化

槽
に

接
続

す
る

配
管

は
、
閉

塞
、
逆

流
及

び
漏

水
を

生
じ

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

ヌ
 

槽
の

点
検

、
保

守
、
汚

泥
の

管
理

及
び

清
掃

を
容

易
か

つ
安

全
に

す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

し
、
必

要
に

応
じ

て
換

気
の

た
め

の
措

置
を

講
ず

る
こ

と
。

 

ル
 

汚
水

の
温

度
低

下
に

よ
り

処
理

機
能

に
支

障
が

生
じ

な
い

構
造

と

す
る

こ
と

。
 

ヲ
 

調
整

及
び

計
量

が
、

適
切

に
行

わ
れ

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

ワ
 

イ
か

ら
ヲ

ま
で

に
定

め
る

構
造

と
す

る
ほ

か
、
合

併
処

理
浄

化
槽

と

し
て

衛
生

上
支

障
が

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 

四
 

一
般

構
造

 

イ
 

槽
の

底
、
周

壁
及

び
隔

壁
は

、
耐

水
材

料
で

造
り

、
漏

水
し

な
い

構

造
と

す
る

こ
と

。
 

ロ
 

槽
は

、
土

圧
、
水

圧
、
自

重
及

び
そ

の
他

の
荷

重
に

対
し

て
安

全
な

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

ハ
 

腐
食

、
変

形
等

の
お

そ
れ

の
あ

る
部

分
に

は
、
腐

食
、
変

形
等

の
し

難
い

材
料

又
は

有
効

な
防

腐
、
補

強
等

の
措

置
を

し
た

材
料

を
使

用
す

る
こ

と
。

 

ニ
 

槽
の

天
井

が
ふ

た
を

兼
ね

る
場

合
を

除
き

、
天

井
に

は
マ

ン
ホ

ー
ル

（
径

45
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

（
処

理
対

象
人

員
が

51
人

以
上

の
場

合

に
お

い
て

は
、

60
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

）
以

上
の

円
が

内
接

す
る

も
の

に
限

る
。
）

を
設

け
、

か
つ

、
密

閉
す

る
こ

と
が

で
き

る
耐

水
材

料
又

は
鋳

鉄
で

造
ら

れ
た

ふ
た

を
設

け
る

こ
と

。
 

ホ
 

通
気

及
び

排
気

の
た

め
の

開
ロ

部
は

、
雨

水
、
土

砂
等

の
流

入
を

防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

ほ
か

、
昆

虫
類

が
発

生
す

る
お

そ

れ
の

あ
る

部
分

に
設

け
る

も
の

に
は

、
防

虫
網

を
設

け
る

こ
と

。
 

ヘ
 

悪
臭

を
生

ず
る

お
そ

れ
の

あ
る

部
分

は
、
密

閉
す

る
か

、
又

は
臭

突

そ
の

他
の

防
臭

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

ト
 

機
器

類
は

、
長

時
間

の
連

続
運

転
に

対
し

て
故

障
が

生
じ

難
い

堅
牢

な
構

造
と

す
る

ほ
か

、
振

動
及

び
騒

音
を

防
止

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

す
る

こ
と

。
 

チ
 

流
入

水
量

、
負

荷
量

等
の

著
し

い
変

動
に

対
し

て
機

能
上

支
障

が
な

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

リ
 

屎
尿

浄
化

槽
に

接
続

す
る

配
管

は
、
閉

塞
、
逆

流
及

び
漏

水
を

生
じ

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

ヌ
 

槽
の

点
検

、
保

守
、
汚

泥
の

管
理

及
び

清
掃

を
容

易
か

つ
安

全
に

す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

し
、
必

要
に

応
じ

て
換

気
の

た
め

の
措

置
を

講
ず

る
こ

と
。

 

ル
 

汚
水

の
温

度
低

下
に

よ
り

処
理

機
能

に
支

障
が

生
じ

な
い

構
造

と

す
る

こ
と

。
 

ヲ
 

調
整

及
び

計
量

が
、

適
切

に
行

わ
れ

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

ワ
 

イ
か

ら
ヲ

ま
で

に
定

め
る

構
造

と
す

る
ほ

か
、
屎

尿
浄

化
槽

と
し

て

衛
生

上
支

障
が

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 

七
 

一
般

構
造

 

イ
 

槽
の

底
、
周

壁
及

び
隔

壁
は

、
耐

水
材

料
で

造
り

、
漏

水
し

な
い

構

造
と

す
る

こ
と

。
 

ロ
 

槽
は

、
土

圧
、
水

圧
、
自

重
及

び
そ

の
他

の
荷

重
に

対
し

て
安

全
な

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

ハ
 

腐
食

、
変

形
等

の
お

そ
れ

の
あ

る
部

分
に

は
、
腐

食
、
変

形
等

の
し

難
い

材
料

又
は

有
効

な
防

腐
、
補

強
等

の
措

置
を

し
た

材
料

を
使

用
す

る
こ

と
。

 

ニ
 

槽
の

天
井

が
ふ

た
を

兼
ね

る
場

合
を

除
き

、
天

井
に

は
マ

ン
ホ

ー
ル

（
径

45
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

（
処

理
対

象
人

員
が

51
人

以
上

の
場

合

に
お

い
て

は
、

60
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

）
以

上
の

円
が

内
接

す
る

も
の

に
限

る
。
）

を
設

け
、

か
つ

、
密

閉
す

る
こ

と
が

で
き

る
耐

水
材

料
又

は
鋳

鉄
で

造
ら

れ
た

ふ
た

を
設

け
る

こ
と

。
 

ホ
 

通
気

及
び

排
気

の
た

め
の

開
ロ

部
は

、
雨

水
、
土

砂
等

の
流

入
を

防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

ほ
か

、
昆

虫
類

が
発

生
す

る
お

そ

れ
の

あ
る

部
分

に
設

け
る

も
の

に
は

、
防

虫
網

を
設

け
る

こ
と

。
 

ヘ
 

悪
臭

を
生

ず
る

お
そ

れ
の

あ
る

部
分

は
、
密

閉
す

る
か

、
又

は
臭

突

そ
の

他
の

防
臭

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

ト
 

機
器

類
は

、
長

時
間

の
連

続
運

転
に

対
し

て
故

障
が

生
じ

難
い

堅
牢

な
構

造
と

す
る

ほ
か

、
振

動
及

び
騒

音
を

防
止

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

す
る

こ
と

。
 

チ
 

流
入

水
量

、
負

荷
量

等
の

著
し

い
変

動
に

対
し

て
機

能
上

支
障

が
な

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

リ
 

屎
尿

浄
化

槽
に

接
続

す
る

配
管

は
、
閉

塞
、
逆

流
及

び
漏

水
を

生
じ

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

ヌ
 

槽
の

点
検

、
保

守
、
汚

泥
の

管
理

及
び

清
掃

を
容

易
か

つ
安

全
に

す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

し
、
必

要
に

応
じ

て
換

気
の

た
め

の
措

置
を

講
ず

る
こ

と
。

 

ル
 

汚
水

の
温

度
低

下
に

よ
り

処
理

機
能

に
支

障
が

生
じ

な
い

構
造

と

す
る

こ
と

。
 

ヲ
 

調
整

及
び

計
量

が
、

適
切

に
行

わ
れ

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

ワ
 

イ
か

ら
ヲ

ま
で

に
定

め
る

構
造

と
す

る
ほ

か
、
屎

尿
浄

化
槽

と
し

て

衛
生

上
支

障
が

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

     

平
成

７
年

以
前

は
p
.
6
0
参

照
 

 



 

17 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

第
2
及

び
第

3 
削

除
 

 

第
2 

B
O

D
の

除
去

率
が

70
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

及
び

放
流

水
の

B
O

D
が

1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

60
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
下

で
あ

る
性

能
を

有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
も

の
の

構
造

は
、
第

一
号

か
ら

第
四

号

ま
で

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
、
か

つ
、
第

1
第

四
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
屎

尿
と

雑
排

水
と

を
合

併
し

て
処

理
す

る
方

法
に

よ
る

場
合

に
限

る
。

 

 一
 

回
転

板
接

触
方

式
 

 
（

一
）
及

び
（

五
）
か

ら
（

七
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

沈
殿

分
離

槽
、

回
転

板
接

触
槽

、
沈

澱
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
51

人
以

上
50

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
又

は
（

二
）

及
び

（
三

）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
沈

砂
槽

に
、
（

四
）

か

ら
（

七
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

流
量

調
整

槽
、
回

転
板

接
触

槽
、
沈

殿

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
、
（

八
）

に
定

め
る

構
造

の

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

の
場

合
に

お
い

て

は
、
（

九
）

及
び

（
十

）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

設
備

及
び

汚
泥

貯

留
槽

）
を

備
え

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
10

1
人

以
上

2,
00

0
人

以

下
で

あ
る

も
の

。
 

（
一

）
 

沈
殿

分
離

槽
 

（
イ

）
 

2
室

又
は

3
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

n≦
10

0 
V
＝

1.
5q

n 

10
1≦

n≦
20

0 
V
＝

15
0q

＋
q（

n－
10

0）
 

n≧
20

1 
V
＝

25
0q

＋
0.

5q
（

n－
20

0）
 

 
こ

の
表

に
お

い
て

、
n、

V
及

び
q
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表

す
も

の
と

す
る

。
 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

q 
1
人

当
た

り
の

日
平

均
汚

水
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、

沈
殿

分
離

槽
の

有
効

容
量

の
お

お
む

ね
3
分

の
2
と

し
、

3
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
お

お
む

ね
2
分

の
1
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1.

8
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下

と
す

る
こ

と
。

 

 

第
2 

B
O

D
の

除
去

率
が

70
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

及
び

放
流

水
の

B
O

D
が

1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

60
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
下

で
あ

る
性

能
を

有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
も

の
の

構
造

は
、
第

一
号

か
ら

第
四

号

ま
で

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
、
か

つ
、
第

1
第

四
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
屎

尿
と

雑
排

水
と

を
合

併
し

て
処

理
す

る
方

法
に

よ
る

場
合

に
限

る
。

 

 一
 

回
転

板
接

触
方

式
 

 
（

一
）
及

び
（

五
）
か

ら
（

七
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

沈
殿

分
離

槽
、

回
転

板
接

触
槽

、
沈

澱
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
51

人
以

上
50

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
又

は
（

二
）

及
び

（
三

）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
沈

砂
槽

に
、
（

四
）

か

ら
（

七
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

流
量

調
整

槽
、
回

転
板

接
触

槽
、
沈

殿

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
、
（

八
）

に
定

め
る

構
造

の

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

の
場

合
に

お
い

て

は
、
（

九
）

及
び

（
十

）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

設
備

及
び

汚
泥

貯

留
槽

）
を

備
え

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
10

1
人

以
上

2,
00

0
人

以

下
で

あ
る

も
の

。
 

（
一

）
 

沈
殿

分
離

槽
 

（
イ

）
 

2
室

又
は

3
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

n≦
10

0 
V
＝

1.
5q

n 

10
1≦

n≦
20

0 
V
＝

15
0q

＋
q（

n－
10

0）
 

n≧
20

1 
V
＝

25
0q

＋
0.

5q
（

n－
20

0）
 

 
こ

の
表

に
お

い
て

、
n、

V
及

び
q
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表

す
も

の
と

す
る

。
 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

q 
1
人

当
た

り
の

日
平

均
汚

水
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、

沈
殿

分
離

槽
の

有
効

容
量

の
お

お
む

ね
3
分

の
2
と

し
、

3
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
お

お
む

ね
2
分

の
1
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1.

8
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下

と
す

る
こ

と
。

 

 

第
2 

B
O

D
の

除
去

率
が

70
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

及
び

放
流

水
の

B
O

D
が

1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

6
0
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
下

で
あ

る
性

能
を

有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
も

の
の

構
造

は
、
第

一
号

か
ら

第
四

号

ま
で

の
一

に
該

当
し

、
か

つ
、
第

1
第

七
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
も

の

と
す

る
。
た

だ
し

、
屎

尿
と

雑
排

水
と

を
合

併
し

て
処

理
す

る
方

法
に

よ

る
場

合
に

限
る

。
 

 一
 

回
転

板
接

触
方

式
 

 
（

一
）
及

び
（

五
）
か

ら
（

七
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

沈
殿

分
離

槽
、

回
転

板
接

触
槽

、
沈

澱
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
51

人
以

上
50

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
又

は
（

二
）

及
び

（
三

）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
沈

砂
槽

に
、
（

四
）

か

ら
（

七
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

流
量

調
整

槽
、
回

転
板

接
触

槽
、
沈

殿

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
、
（

八
）

に
定

め
る

構
造

の

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

の
場

合
に

お
い

て

は
、
（

九
）

及
び

（
十

）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

設
備

及
び

汚
泥

貯

留
槽

）
を

備
え

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
1
0
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
。

 

（
一

）
 

沈
殿

分
離

槽
 

（
イ

）
 

2
室

又
は

3
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

n≦
10

0 
V
＝

1.
5q

n 

10
1≦

n≦
20

0 
V
＝

15
0q

＋
q（

n－
10

0）
 

n≧
20

1 
V
＝

25
0q

＋
0.

5q
（

n－
20

0）
 

 
こ

の
表

に
お

い
て

、
n、

V
及

び
q
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表

す
も

の
と

す
る

。
 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

q 
1
人

当
た

り
の

日
平

均
汚

水
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、

沈
殿

分
離

槽
の

有
効

容
量

の
お

お
む

ね
3
分

の
2
と

し
、
3
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
お

お
む

ね
2
分

の
1
と

す
る

こ
と

 

（
ニ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1.

8
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下

と
す

る
こ

と
。

 

 

平
成

７
年

以
前

は
p
.
6
1
参

照
 

 



 

18 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

 
（

ホ
）
 

第
1
室

に
お

い
て

は
、
流

入
管

の
開

口
部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
3
分

の
1
か

ら
4
分

の
1
ま

で
の

深
さ

と

し
、

沈
殿

汚
泥

を
撹

乱
し

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

各
室

に
お

い
て

は
、
流

出
管

又
は

バ
ッ

フ
ル

の
下

端
の

開
口

部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
か

ら
3
分

の
1

ま
で

の
深

さ
と

し
、

浮
上

物
の

流
出

し
難

い
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
ト

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

沈
殿

分
離

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

手
は

、
当

該
ポ

ン
プ

の
1
日

当
た

り
の

送
水

容
量

を
日

平
均

汚
水

量

の
お

お
む

ね
2.

5
倍

に
相

当
す

る
容

量
と

し
、
ポ

ン
プ

升
の

有
効

容

量
は

、
当

該
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合
に

、
汚

水
が

あ
ふ

れ
出

な
い

容
量

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

流
入

水
の

流
量

変
動

が
大

き
い

場
合

に
お

い
て

は
、
流

量
を

調

整
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 （
二

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

（
イ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

以
下

の
場

合

に
お

い
て

は
、
荒

目
ス

ク
リ

ー
ン

及
び

沈
砂

槽
に

代
え

て
、
ば

つ
気

型
ス

ク
リ

ー
ン

を
設

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
）

及
び

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
た

構
造

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
流

量
調

整
槽

の
次

に
設

け
る

こ
と

が
で

き

る
。

 

（
ロ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
50

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク
リ

ー
ン

か
ら

除
去

し
た

汚
物

等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

ば
つ

気
型

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
30

ミ
リ

メ

ー
ト

ル
か

ら
50

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

程
度

と
し

、
下

部
に

散
気

装
置

を

設
け

、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

ほ
か

、
除

去
し

た
汚

物
等

及
び

砂
等

を
貯

留
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
1
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
2.

5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た

汚
物

等
を

自
動

的
に

除
去

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク

リ
ー

ン
か

ら
除

去
し

た
汚

物
等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
と

と
も

に
、
目

幅
の

有
効

間
隔

が
5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
以

下
の

ス
ク

リ
ー

ン
を

備
え

た
副

水
路

を
設

け
る

こ
と

。
 

 

（
ホ

）
 

第
1
室

に
お

い
て

は
、
流

入
管

の
開

口
部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
3
分

の
1
か

ら
4
分

の
1
ま

で
の

深
さ

と

し
、

沈
殿

汚
泥

を
撹

乱
し

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

各
室

に
お

い
て

は
、
流

出
管

又
は

バ
ッ

フ
ル

の
下

端
の

開
口

部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
か

ら
3
分

の
1

ま
で

の
深

さ
と

し
、

浮
上

物
の

流
出

し
難

い
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
ト

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

沈
殿

分
離

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

の
1
日

当
た

り
の

送
水

容
量

を
日

平
均

汚
水

量

の
お

お
む

ね
2.

5
倍

に
相

当
す

る
容

量
と

し
、
ポ

ン
プ

升
の

有
効

容

量
は

、
当

該
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合
に

、
汚

水
が

あ
ふ

れ
出

な
い

容
量

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

流
入

水
の

流
量

変
動

が
大

き
い

場
合

に
お

い
て

は
、
流

量
を

調

整
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 （
二

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

（
イ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

以
下

の
場

合

に
お

い
て

は
、
荒

目
ス

ク
リ

ー
ン

及
び

沈
砂

槽
に

代
え

て
、
ば

つ
気

型
ス

ク
リ

ー
ン

を
設

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
）

及
び

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
た

構
造

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
流

量
調

整
槽

の
次

に
設

け
る

こ
と

が
で

き

る
。

 

（
ロ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
50

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク
リ

ー
ン

か
ら

除
去

し
た

汚
物

等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

ば
つ

気
型

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
30

ミ
リ

メ

ー
ト

ル
か

ら
50

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

程
度

と
し

、
下

部
に

散
気

装
置

を

設
け

、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

ほ
か

、
除

去
し

た
汚

物
等

及
び

砂
等

を
貯

留
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
1
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
2.

5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物

等
を

自
動

的
に

除
去

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク
リ

ー
ン

か

ら
除

去
し

た
汚

物
等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
と

と
も

に
、
目

幅
の

有
効

間
隔

が
5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
以

下
の

ス
ク

リ
ー

ン
を

備
え

た
副

水
路

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

第
1
室

に
お

い
て

は
、
流

入
管

の
開

口
部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
3
分

の
1
か

ら
4
分

の
1
ま

で
の

深
さ

と
し

、

沈
殿

汚
泥

を
撹

乱
し

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

各
室

に
お

い
て

は
、
流

出
管

又
は

バ
ッ

フ
ル

の
下

端
の

開
口

部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
か

ら
3
分

の

1
ま

で
の

深
さ

と
し

、
浮

上
物

の
流

出
し

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

沈
殿

分
離

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

の
1
日

当
た

り
の

送
水

容
量

を
日

平
均

汚
水

量

の
お

お
む

ね
2
.
5
倍

に
相

当
す

る
容

量
と

し
、
ポ

ン
プ

升
の

有
効

容

量
は

、
当

該
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合
に

、
汚

水
が

あ
ふ

れ
出

な
い

容
量

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

流
入

水
の

流
量

変
動

が
大

き
い

場
合

に
お

い
て

は
、
流

量
を

調

整
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 （
二

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

（
イ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
（

処
理

対
象

人
員

が
5
0
0
人

以
下

の
場

合
に

お
い

て
は

、
荒

目
ス

ク
リ

ー
ン

及
び

沈
砂

槽
に

代
え

て
、
ば

つ
気

型

ス
ク

リ
ー

ン
を

設
け

る
こ

と
が

で
き

る
。
）

及
び

微
細

目
ス

ク
リ

ー

ン
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
流

量
調

整
槽

の
次

に
設

け
る

こ
と

が
で

き

る
。

 

（
ロ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
50

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク
リ

ー
ン

か
ら

除
去

し
た

汚
物

等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。
 

（
ハ

）
 

ば
つ

気
型

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
3
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
5
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、

下
部

に
散

気
装

置
を

設
け

、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

ほ
か

、
除

去
し

た
汚

物
等

及
び

砂
等

を
貯

留
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
1
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
2.

5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た

汚
物

等
を

自
動

的
に

除
去

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク

リ
ー

ン
か

ら
除

去
し

た
汚

物
等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
と

と
も

に
、
目

幅
の

有
効

間
隔

が
5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
以

下
の

ス
ク

リ
ー

ン
を

備
え

た
副

水
路

を
設

け
る

こ
と

。
 

 

平
成

７
年

以
前

は
p
.
6
2
参

照
 

 



 

19 

 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

 
（

ホ
）

 
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
を

流
量

調
整

槽
の

前
に

設
け

る
場

合
は

、

破
砕

装
置

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
。

た
だ

し
、

処
理

対
象

人
員

が

50
0
人

以
下

の
場

合
に

お
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

（
ヘ

）
 

破
砕

装
置

は
、
汚

物
等

を
有

効
に

破
砕

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

し
、

目
幅

の
有

効
間

隔
が

お
お

む
ね

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

ス

ク
リ

ー
ン

を
備

え
た

副
水

路
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

沈
砂

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

1
時

間
当

た
り

の
最

大
汚

水
量

の
60

分
の

1

に
相

当
す

る
容

量
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
ば

つ
気

装
置

を
設

け
る

場
合

に
お

い
て

は
、

1
時

間
当

た
り

の
最

大
汚

水
量

の
60

分

の
3
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
し

、
か

つ
、
消

泡
装

置
を

設
け

る
も

の
と

す
る

。
 

（
ロ

）
 

槽
の

底
部

は
、
ホ

ッ
パ

ー
型

と
し

、
排

砂
装

置
を

設
け

る
こ

と
。
 

（
ハ

）
 

槽
の

底
部

か
ら

排
砂

装
置

に
よ

り
排

出
さ

れ
た

砂
等

を
貯

留
す

る
排

砂
槽

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
四

）
 

流
量

調
整

槽
 

（
イ

）
 

流
量

調
整

槽
か

ら
移

送
す

る
1
時

間
当

た
り

の
汚

水
量

は
、
当

該
槽

に
流

入
す

る
日

平
均

汚
水

量
の

24
分

の
1
の

1.
5
倍

以
下

と

な
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 （
ロ

）
 

汚
水

を
攪

拌
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

有
効

水
深

は
、

1
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

の
場

合
に

お
い

て
は

、
1.

5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

槽
の

底
部

及
び

上
端

か
ら

50
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

ま
で

の
部

分

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な
い

も
の

と
す

る
。

 

（
ニ

）
 

当
該

槽
に

お
い

て
、
異

常
に

水
位

が
上

昇
し

た
場

合
に

、
次

の

槽
に

有
効

に
汚

水
を

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
2
台

以

上
の

ポ
ン

プ
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

当
該

槽
に

流
入

す
る

1
日

当
た

り
の

汚
水

量
を

計
量

し
、
及

び

記
録

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

当
該

槽
か

ら
移

送
す

る
1
時

間
当

た
り

の
汚

水
量

を
容

易
に

調

整
し

、
及

び
計

量
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
五

）
 

回
転

板
接

触
槽

 

（
イ

）
 

3
室

以
上

に
区

分
し

、
汚

水
が

長
時

間
回

転
板

に
接

触
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 

（
ホ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

を
流

量
調

整
槽

の
前

に
設

け
る

場
合

は
、

破
砕

装
置

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
。

た
だ

し
、

処
理

対
象

人
員

が

50
0
人

以
下

の
場

合
に

お
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

（
ヘ

）
 

破
砕

装
置

は
、
汚

物
等

を
有

効
に

破
砕

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

し
、

目
幅

の
有

効
間

隔
が

お
お

む
ね

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

ス

ク
リ

ー
ン

を
備

え
た

副
水

路
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

沈
砂

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

1
時

間
当

た
り

の
最

大
汚

水
量

の
60

分
の

1

に
相

当
す

る
容

量
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
ば

つ
気

装
置

を
設

け
る

場
合

に
お

い
て

は
、

1
時

間
当

た
り

の
最

大
汚

水
量

の
60

分

の
3
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
し

、
か

つ
、
消

泡
装

置
を

設
け

る
も

の
と

す
る

。
 

（
ロ

）
 

槽
の

底
部

は
、
ホ

ッ
パ

ー
型

と
し

、
排

砂
装

置
を

設
け

る
こ

と
。
 

（
ハ

）
 

槽
の

底
部

か
ら

排
砂

装
置

に
よ

り
排

出
さ

れ
た

砂
等

を
貯

留
す

る
排

砂
槽

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
四

）
 

流
量

調
整

槽
 

（
イ

）
 

流
量

調
整

槽
か

ら
移

送
す

る
1
時

間
当

た
り

の
汚

水
量

は
、
当

該
槽

に
流

入
す

る
日

平
均

汚
水

量
の

24
分

の
1
の

1.
5
倍

以
下

と

な
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 （
ロ

）
 

汚
水

を
攪

拌
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

有
効

水
深

は
、

1
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

の
場

合
に

お
い

て
は

、
1.

5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

槽
の

底
部

及
び

上
端

か
ら

50
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

ま
で

の
部

分

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な
い

も
の

と
す

る
。

 

（
ニ

）
 

当
該

槽
に

お
い

て
、
異

常
に

水
位

が
上

昇
し

た
場

合
に

、
次

の

槽
に

有
効

に
汚

水
を

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
2
台

以

上
の

ポ
ン

プ
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

当
該

槽
に

流
入

す
る

1
日

当
た

り
の

汚
水

量
を

計
量

し
、
及

び

記
録

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

当
該

槽
か

ら
移

送
す

る
1
時

間
当

た
り

の
汚

水
量

を
容

易
に

調

整
し

、
及

び
計

量
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
五

）
 

回
転

板
接

触
槽

 

（
イ

）
 

3
室

以
上

に
区

分
し

、
汚

水
が

長
時

間
回

転
板

に
接

触
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 

（
ホ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

を
流

量
調

整
槽

の
前

に
設

け
る

場
合

は
、

破
砕

装
置

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
。

た
だ

し
、

処
理

対
象

人
員

が

5
0
0
人

以
下

の
場

合
に

お
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

（
ヘ

）
 

破
砕

装
置

は
、
汚

物
等

を
有

効
に

破
砕

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

し
、

目
幅

の
有

効
間

隔
が

お
お

む
ね

2
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

ス

ク
リ

ー
ン

を
備

え
た

副
水

路
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

沈
砂

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

1
時

間
当

た
り

の
最

大
汚

水
量

の
6
0
分

の
1

に
相

当
す

る
容

量
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
ば

つ
気

装
置

を
設

け
る

場
合

に
お

い
て

は
、

1
時

間
当

た
り

の
最

大
汚

水
量

の
6
0
分

の
3
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
し

、
か

つ
、
消

泡
装

置
を

設
け

る
も

の
と

す
る

。
 

（
ロ

）
 

槽
の

底
部

は
、
ホ

ッ
パ

ー
型

と
し

、
排

砂
装

置
を

設
け

る
こ

と
。
 

（
ハ

）
 

槽
の

底
部

か
ら

排
砂

装
置

に
よ

り
排

出
さ

れ
た

砂
等

を
貯

留
す

る
排

砂
槽

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
四

）
 

流
量

調
整

槽
 

（
イ

）
 

流
量

調
整

槽
か

ら
移

送
す

る
1
時

間
当

た
り

の
汚

水
量

は
、
当

該
槽

に
流

入
す

る
日

平
均

汚
水

量
の

24
分

の
1
の

1.
5
倍

以
下

と

な
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 （
ロ

）
 

汚
水

を
撹

乱
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

有
効

水
深

は
、

1
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

の
場

合
に

お
い

て
は

、
1.

5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

槽
の

底
部

及
び

上
端

か
ら

50
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

ま
で

の
部

分

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な
い

も
の

と
す

る
。

 

（
ニ

）
 

当
該

槽
に

お
い

て
、
異

常
に

水
位

が
上

昇
し

た
場

合
に

、
次

の

槽
に

有
効

に
汚

水
を

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
2
台

以

上
の

ポ
ン

プ
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

当
該

槽
に

流
入

す
る

1
日

当
た

り
の

汚
水

量
を

計
量

し
、
及

び

記
録

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

当
該

槽
か

ら
移

送
す

る
1
時

間
当

た
り

の
汚

水
量

を
容

易
に

調

整
し

、
及

び
計

量
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
五

）
 

回
転

板
接

触
槽

 

（
イ

）
 

3
室

以
上

に
区

分
し

、
汚

水
が

長
時

間
回

転
板

に
接

触
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 

平
成

７
年

以
前

は
p
.
6
3
参

照
 

 



 

20 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

 
（

ロ
）
 

有
効

容
量

は
、
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

日

平
均

汚
水

量
の

4
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

、
流

量
調

整
槽

を
設

け
る

場
合

に
あ

つ
て

は
日

平
均

汚
水

量
の

6
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

回
転

板
の

表
面

積
は

、
回

転
板

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
1
日

当
た

り
の

平
均

の
流

入
水

の
B

O
D
（

以
下

「
日

平
均

流
入

水
B

O
D
」

と
い

う
。
）

が
12

グ
ラ

ム
以

下
と

な
る

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

（
ニ

）
 

回
転

板
は

、
そ

の
表

面
積

の
お

お
む

ね
40

パ
ー

セ
ン

ト
が

汚

水
に

接
触

す
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

回
転

板
は

、
回

転
板

相
互

の
間

隔
を

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
以

上

と
し

、
生

物
膜

が
付

着
し

や
す

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

回
転

板
の

円
周

速
度

は
、

1
分

間
に

つ
き

20
メ

ー
ト

ル
以

下

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

槽
の

壁
及

び
底

部
は

、
回

転
板

と
の

間
隔

を
回

転
板

の
径

の
お

お
む

ね
10

パ
ー

セ
ン

ト
と

す
る

等
汚

泥
の

堆
積

が
生

じ
難

く
、

か

つ
、

汚
水

が
回

転
板

に
有

効
に

接
触

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

槽
に

は
上

家
等

を
設

け
、
か

つ
、
通

気
を

十
分

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
六

）
 

沈
澱

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

日

平
均

汚
水

量
の

6
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

、
流

量
調

整
槽

を
設

け
る

場
合

に
あ

つ
て

は
日

平
均

汚
水

量
の

8
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

処
理

対
象

人
員

が
9
0
人

以
下

の
場

合
に

あ
つ

て
は

、
次

の
表

の
計

算
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

V
=2

.3
＋

（
15

q－
2.

3）
（

n－
50

）
／

40
 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n、
V

及
び

q
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も
の

と
す

る
。

 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

q 
1
人

当
た

り
の

日
平

均
汚

水
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ロ

）
 

槽
の

水
面

の
面

積
は

、
水

面
積

負
荷

が
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

8
立

方
メ

ー
ト

ル
以

下
、
流

量
調

整
槽

を
設

け

る
場

合
に

あ
つ

て
は

12
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0

人
を

超
え

る
部

分
に

つ
い

て
は

、
15

立
方

メ
ー

ト
ル

）
以

下
と

な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

日

平
均

汚
水

量
の

4
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

、
流

量
調

整
槽

を
設

け
る

場
合

に
あ

つ
て

は
日

平
均

汚
水

量
の

6
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

回
転

板
の

表
面

積
は

、
回

転
板

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
1
日

当
た

り
の

平
均

の
流

入
水

の
B

O
D
（

以
下

「
日

平
均

流
入

水
B

O
D
」

と
い

う
。
）

が
12

グ
ラ

ム
以

下
と

な
る

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

（
ニ

）
 

回
転

板
は

、
そ

の
表

面
積

の
お

お
む

ね
40

パ
ー

セ
ン

ト
が

汚

水
に

接
触

す
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

回
転

板
は

、
回

転
板

相
互

の
間

隔
を

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
以

上

と
し

、
生

物
膜

が
付

着
し

や
す

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

回
転

板
の

円
周

速
度

は
、

1
分

間
に

つ
き

20
メ

ー
ト

ル
以

下

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

槽
の

壁
及

び
底

部
は

、
回

転
板

と
の

間
隔

を
回

転
板

の
径

の
お

お
む

ね
10

パ
ー

セ
ン

ト
と

す
る

等
汚

泥
の

堆
積

が
生

じ
難

く
、

か

つ
、

汚
水

が
回

転
板

に
有

効
に

接
触

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

槽
に

は
上

家
等

を
設

け
、
か

つ
、
通

気
を

十
分

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
六

）
 

沈
澱

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

日

平
均

汚
水

量
の

6
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

、
流

量
調

整
槽

を
設

け
る

場
合

に
あ

つ
て

は
日

平
均

汚
水

量
の

8
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

処
理

対
象

人
員

が
9
0
人

以
下

の
場

合
に

あ
つ

て
は

、
次

の
表

の
計

算
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

V
=2

.3
＋

（
15

q－
2.

3）
（

n－
50

）
／

40
 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n、
V

及
び

q
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も
の

と
す

る
。

 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

q 
1
人

当
た

り
の

日
平

均
汚

水
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ロ

）
 

槽
の

水
面

の
面

積
は

、
水

面
積

負
荷

が
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

8
立

方
メ

ー
ト

ル
以

下
、
流

量
調

整
槽

を
設

け

る
場

合
に

あ
つ

て
は

12
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0

人
を

超
え

る
部

分
に

つ
い

て
は

、
15

立
方

メ
ー

ト
ル

）
以

下
と

な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

日

平
均

汚
水

量
の

4
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

、
流

量
調

整
槽

を
設

け
る

場
合

に
あ

つ
て

は
日

平
均

汚
水

量
の

6
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

回
転

板
の

表
面

積
は

、
回

転
板

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
1
日

当
た

り
の

平
均

の
流

入
水

の
B

O
D
（

以
下

「
日

平
均

流
入

水
B

O
D
」

と
い

う
。
）

が
12

グ
ラ

ム
以

下
と

な
る

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

（
ニ

）
 

回
転

板
は

、
そ

の
表

面
積

の
お

お
む

ね
40

パ
ー

セ
ン

ト
が

汚

水
に

接
触

す
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

回
転

板
は

、
回

転
板

相
互

の
間

隔
を

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
以

上

と
し

、
生

物
膜

が
付

着
し

や
す

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

回
転

板
の

円
周

速
度

は
、

1
分

間
に

つ
き

20
メ

ー
ト

ル
以

下

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

槽
の

壁
及

び
底

部
は

、
回

転
板

と
の

間
隔

を
回

転
板

の
径

の
お

お
む

ね
10

パ
ー

セ
ン

ト
と

す
る

等
汚

泥
の

堆
積

が
生

じ
難

く
、

か

つ
、

汚
水

が
回

転
板

に
有

効
に

接
触

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

槽
に

は
上

家
等

を
設

け
、
か

つ
、
通

気
を

十
分

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
六

）
 

沈
澱

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

日

平
均

汚
水

量
の

6
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

、
流

量
調

整
槽

を
設

け
る

場
合

に
あ

つ
て

は
日

平
均

汚
水

量
の

8
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

処
理

対
象

人
員

が
9
0
人

以
下

の
場

合
に

あ
つ

て
は

、
次

の
表

の
計

算
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

V
=
2
.
3
＋

（
1
5
q
－

2
.
3
）
（

n
－

5
0
）

／
4
0
 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n
、

V
及

び
q
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も
の

と
す

る
。

 

n
 

処
理

対
象

人
員

（
単

位
 

人
）

 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

q
 

1
人

当
た

り
の

日
平

均
汚

水
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ロ

）
 

槽
の

水
面

の
面

積
は

、
水

面
積

負
荷

が
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

8
立

方
メ

ー
ト

ル
以

下
、
流

量
調

整
槽

を
設

け

る
場

合
に

あ
つ

て
は

12
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0

人
を

超
え

る
部

分
に

つ
い

て
は

、
15

立
方

メ
ー

ト
ル

）
以

下
と

な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

平
成

７
年

以
前

は
p
.
6
4
参

照
 

 



 

21 

 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

 
（

ハ
）

 
越

流
せ

き
を

設
け

て
沈

澱
槽

か
ら

汚
水

が
越

流
す

る
構

造
と

し
、
越

流
せ

き
の

長
さ

は
、
越

流
負

荷
が

流
量

調
整

槽
を

設
け

な
い

場
合

に
あ

つ
て

は
30

立
方

メ
ー

ト
ル

以
下

、
流

量
調

整
槽

を
設

け

る
場

合
に

あ
つ

て
は

45
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0

人
を

超
え

る
部

分
に

つ
い

て
は

、
50

立
方

メ
ー

ト
ル

）
以

下
と

な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

 （
ニ

）
 

有
効

水
深

は
、

処
理

対
象

人
員

が
10

0
人

以
下

の
場

合
に

あ

つ
て

は
1
メ

ー
ト

ル
以

上
、

10
1
人

以
上

50
0
人

以
下

の
場

合
に

あ
つ

て
は

1.
5
メ

ー
ト

ル
以

上
、

50
1
人

以
上

の
場

合
に

あ
つ

て
は

2
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
槽

の
底

部
が

ホ
ッ

パ
ー

型
の

場
合

に
お

い
て

は
、

ホ
ッ

パ
ー

部
の

高
さ

の
2
分

の
1
に

相

当
す

る
長

さ
を

当
該

有
効

水
深

に
含

め
な

い
も

の
と

す
る

。
 

（
ホ

）
 

槽
の

底
部

が
ホ

ッ
パ

ー
型

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の
平

面
の

形
状

を
円

形
又

は
正

多
角

形
（

正
三

角
形

を
除

く
。
）

と
す

る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
60

度
以

上
と

し
、

底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
抜

き
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

汚
泥

を
有

効
に

集
積

し
、
か

つ
、
自

動
的

に
引

き
抜

く
こ

と
に

よ
り

、
沈

殿
分

離
槽

、
汚

泥
濃

縮
貯

留
槽

又
は

汚
泥

濃
縮

設
備

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
チ

）
 

浮
上

物
が

生
ず

る
お

そ
れ

の
あ

る
も

の
に

あ
つ

て
は

、
浮

上
物

を
除

去
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
八

）
 

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
 

（
イ

）
 

汚
泥

の
濃

縮
に

よ
り

生
じ

た
脱

離
液

を
流

量
調

整
槽

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

入
汚

泥
量

及
び

濃
縮

汚
泥

の
搬

出
計

画
に

見

合
う

容
量

と
し

、
有

効
水

深
は

、
1.

5
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル

以
下

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

流
入

管
の

開
口

部
及

び
流

出
管

又
は

バ
ッ

フ
ル

の
下

端
の

開
口

部
は

、
汚

泥
の

固
液

分
離

を
妨

げ
な

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

汚
泥

の
搬

出
を

容
易

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
ホ

）
 

槽
内

を
攪

拌
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

越
流

せ
き

を
設

け
て

沈
澱

槽
か

ら
汚

水
が

越
流

す
る

構
造

と

し
、
越

流
せ

き
の

長
さ

は
、
越

流
負

荷
が

流
量

調
整

槽
を

設
け

な
い

場
合

に
あ

つ
て

は
30

立
方

メ
ー

ト
ル

以
下

、
流

量
調

整
槽

を
設

け

る
場

合
に

あ
つ

て
は

45
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0

人
を

超
え

る
部

分
に

つ
い

て
は

、
50

立
方

メ
ー

ト
ル

）
以

下
と

な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

 （
ニ

）
 

有
効

水
深

は
、

処
理

対
象

人
員

が
10

0
人

以
下

の
場

合
に

あ

つ
て

は
1
メ

ー
ト

ル
以

上
、

10
1
人

以
上

50
0
人

以
下

の
場

合
に

あ
つ

て
は

1.
5
メ

ー
ト

ル
以

上
、

50
1
人

以
上

の
場

合
に

あ
つ

て
は

2
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
槽

の
底

部
が

ホ
ッ

パ
ー

型
の

場
合

に
お

い
て

は
、

ホ
ッ

パ
ー

部
の

高
さ

の
2
分

の
1
に

相

当
す

る
長

さ
を

当
該

有
効

水
深

に
含

め
な

い
も

の
と

す
る

。
 

（
ホ

）
 

槽
の

底
部

が
ホ

ッ
パ

ー
型

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の
平

面
の

形
状

を
円

形
又

は
正

多
角

形
（

正
三

角
形

を
除

く
。
）

と
す

る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
60

度
以

上
と

し
、

底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
抜

き
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

汚
泥

を
有

効
に

集
積

し
、
か

つ
、
自

動
的

に
引

き
抜

く
こ

と
に

よ
り

、
沈

殿
分

離
槽

、
汚

泥
濃

縮
貯

留
槽

又
は

汚
泥

濃
縮

設
備

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
チ

）
 

浮
上

物
が

生
ず

る
お

そ
れ

の
あ

る
も

の
に

あ
つ

て
は

、
浮

上
物

を
除

去
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
八

）
 

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
 

（
イ

）
 

汚
泥

の
濃

縮
に

よ
り

生
じ

た
脱

離
液

を
流

量
調

整
槽

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

入
汚

泥
量

及
び

濃
縮

汚
泥

の
搬

出
計

画
に

見

合
う

容
量

と
し

、
有

効
水

深
は

、
1.

5
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル

以
下

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

流
入

管
の

開
口

部
及

び
流

出
管

又
は

バ
ッ

フ
ル

の
下

端
の

開
口

部
は

、
汚

泥
の

固
液

分
離

を
妨

げ
な

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

汚
泥

の
搬

出
を

容
易

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
ホ

）
 

槽
内

を
攪

拌
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

越
流

せ
き

を
設

け
て

沈
澱

槽
か

ら
汚

水
が

越
流

す
る

構
造

と

し
、
越

流
せ

き
の

長
さ

は
、
越

流
負

荷
が

流
量

調
整

槽
を

設
け

な
い

場
合

に
あ

つ
て

は
30

立
方

メ
ー

ト
ル

以
下

、
流

量
調

整
槽

を
設

け

る
場

合
に

あ
つ

て
は

45
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0

人
を

超
え

る
部

分
に

つ
い

て
は

、
50

立
方

メ
ー

ト
ル

）
以

下
と

な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

 （
ニ

）
 

有
効

水
深

は
、

処
理

対
象

人
員

が
10

0
人

以
下

の
場

合
に

あ

つ
て

は
1
メ

ー
ト

ル
以

上
、

10
1
人

以
上

50
0
人

以
下

の
場

合
に

あ
つ

て
は

1.
5
メ

ー
ト

ル
以

上
、

50
1
人

以
上

の
場

合
に

あ
つ

て
は

2
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
槽

の
底

部
が

ホ
ッ

パ
ー

型
の

場
合

に
お

い
て

は
、

ホ
ッ

パ
ー

部
の

高
さ

の
2
分

の
1
に

相

当
す

る
長

さ
を

当
該

有
効

水
深

に
含

め
な

い
も

の
と

す
る

。
 

（
ホ

）
 

槽
の

底
部

が
ホ

ッ
パ

ー
型

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の
平

面
の

形
状

を
円

形
又

は
正

多
角

形
（

正
三

角
形

を
除

く
。
）

と
す

る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
60

度
以

上
と

し
、

底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
抜

き
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

汚
泥

を
有

効
に

集
積

し
、
か

つ
、
自

動
的

に
引

き
抜

く
こ

と
に

よ
り

、
沈

殿
分

離
槽

、
汚

泥
濃

縮
貯

留
槽

又
は

汚
泥

濃
縮

設
備

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
チ

）
 

浮
上

物
が

生
ず

る
お

そ
れ

の
あ

る
も

の
に

あ
つ

て
は

、
浮

上
物

を
除

去
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
八

）
 

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
 

（
イ

）
 

汚
泥

の
濃

縮
に

よ
り

生
じ

た
脱

離
液

を
流

量
調

整
槽

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

入
汚

泥
量

及
び

濃
縮

汚
泥

の
搬

出
計

画
に

見

合
う

容
量

と
し

、
有

効
水

深
は

、
1
.
5
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル

以
下

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

流
入

管
の

開
口

部
及

び
流

出
管

又
は

バ
ッ

フ
ル

の
下

端
の

開
口

部
は

、
汚

泥
の

固
液

分
離

を
妨

げ
な

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

汚
泥

の
搬

出
を

容
易

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
ホ

）
 

槽
内

を
撹

乱
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

平
成

７
年

以
前

は
p
.
6
5
参

照
 

 



 

22 

 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

 
（

九
）

 
汚

泥
濃

縮
設

備
 

 
汚

泥
濃

縮
設

備
は

、
汚

泥
を

濃
縮

し
、
脱

離
液

を
流

量
調

整
槽

へ
、
濃

縮
汚

泥
を

汚
泥

貯
留

槽
へ

そ
れ

ぞ
れ

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と

し
、
（

イ
）

又
は

（
ロ

）
に

よ
る

こ
と

。
 

（
イ

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

（
1）

 
有

効
容

量
は

、
濃

縮
汚

泥
の

引
抜

計
画

に
見

合
う

容
量

と
し

、

有
効

水
深

は
、

2
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
 

（
2）

 
流

入
管

の
開

口
部

及
び

流
出

管
又

は
パ

ッ
フ

ル
の

下
端

の
開

口

部
は

、
汚

泥
の

固
液

分
離

を
妨

げ
な

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
3）

 
汚

泥
か

き
よ

せ
装

置
を

設
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

底
部

の
勾

配

は
10

0
分

の
5
以

上
と

し
、

当
該

装
置

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

底
部

を
ホ

ッ
パ

ー
型

と
し

、
ホ

ッ
パ

ー
の

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
45

度
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

汚
泥

濃
縮

装
置

 

（
1）

 
汚

泥
を

脱
離

液
と

濃
縮

汚
泥

と
に

有
効

に
分

離
す

る
こ

と
が

で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
2）

 
濃

縮
汚

泥
中

の
固

形
物

の
濃

度
を

お
お

む
ね

4
パ

ー
セ

ン
ト

に

濃
縮

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
十

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
汚

泥
の

搬
出

計
画

に
見

合
う

容
量

と
す

る
こ

と
。
 

（
ロ

）
 

汚
泥

の
搬

出
を

容
易

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
ハ

）
 

槽
内

を
攪

拌
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

二
 

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
前

号
に

定
め

る
合

併
処

理
浄

化
槽

の
構

造
で

同
号

の
（

五
）
の

回
転

板

接
触

槽
を
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

接
触

ば
つ

気
槽

に

置
き

換
え

た
構

造
と

し
た

も
の

。
 

（
一

）
 

2
室

以
上

に
区

分
し

、
汚

水
が

長
時

間
接

触
材

に
接

触
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

有
効

容
量

は
、
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
0.

5
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

し
、
か

つ
、

日
平

均
汚

水
量

の
5
分

の
2
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。
 

（
三

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
第

1
室

の
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー

ト
ル

に
対

す
る

日
平

均
流

入
水

B
O

D
が

0.
8
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と

な
る

よ
う

に
し

、
か

つ
、
接

触
ば

つ
気

槽
の

有
効

容
量

の
5
分

の
3

に
相

当
す

る
容

量
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
九

）
 

汚
泥

濃
縮

設
備

 

 
汚

泥
濃

縮
設

備
は

、
汚

泥
を

濃
縮

し
、
脱

離
液

を
流

量
調

整
槽

へ
、
濃

縮
汚

泥
を

汚
泥

貯
留

槽
へ

そ
れ

ぞ
れ

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と

し
、
（

イ
）

又
は

（
ロ

）
に

よ
る

こ
と

。
 

（
イ

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

（
1）

 
有

効
容

量
は

、
濃

縮
汚

泥
の

引
抜

計
画

に
見

合
う

容
量

と
し

、

有
効

水
深

は
、

2
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
 

（
2）

 
流

入
管

の
開

口
部

及
び

流
出

管
又

は
パ

ッ
フ

ル
の

下
端

の
開

口

部
は

、
汚

泥
の

固
液

分
離

を
妨

げ
な

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
3）

 
汚

泥
か

き
よ

せ
装

置
を

設
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

底
部

の
勾

配

は
10

0
分

の
5
以

上
と

し
、

当
該

装
置

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

底
部

を
ホ

ッ
パ

ー
型

と
し

、
ホ

ッ
パ

ー
の

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
45

度
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

汚
泥

濃
縮

装
置

 

（
1）

 
汚

泥
を

脱
離

液
と

濃
縮

汚
泥

と
に

有
効

に
分

離
す

る
こ

と
が

で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
2）

 
濃

縮
汚

泥
中

の
固

形
物

の
濃

度
を

お
お

む
ね

4
パ

ー
セ

ン
ト

に

濃
縮

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
十

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
汚

泥
の

搬
出

計
画

に
見

合
う

容
量

と
す

る
こ

と
。
 

（
ロ

）
 

汚
泥

の
搬

出
を

容
易

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
ハ

）
 

槽
内

を
攪

拌
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

二
 

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
前

号
に

定
め

る
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
で

同
号

の
（

五
）
の

回
転

板
接

触

槽
を
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

接
触

ば
つ

気
槽

に
置

き

換
え

た
構

造
と

し
た

も
の

。
 

（
一

）
 

2
室

以
上

に
区

分
し

、
汚

水
が

長
時

間
接

触
材

に
接

触
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

有
効

容
量

は
、
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
0.

5
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

し
、
か

つ
、

日
平

均
汚

水
量

の
5
分

の
2
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。
 

（
三

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
第

1
室

の
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー

ト
ル

に
対

す
る

日
平

均
流

入
水

B
O

D
が

0.
8
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と

な
る

よ
う

に
し

、
か

つ
、
接

触
ば

つ
気

槽
の

有
効

容
量

の
5
分

の
3

に
相

当
す

る
容

量
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
九

）
 

汚
泥

濃
縮

設
備

 

 
汚

泥
濃

縮
設

備
は

、
汚

泥
を

濃
縮

し
、
脱

離
液

を
流

量
調

整
槽

へ
、
濃

縮
汚

泥
を

汚
泥

貯
留

槽
へ

そ
れ

ぞ
れ

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と

し
、
（

イ
）

又
は

（
ロ

）
に

よ
る

こ
と

。
 

（
イ

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

（
1
）

 
有

効
容

量
は

、
濃

縮
汚

泥
の

引
抜

計
画

に
見

合
う

容
量

と
し

、

有
効

水
深

は
、

2
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
 

（
2
）

 
流

入
管

の
開

口
部

及
び

流
出

管
又

は
パ

ッ
フ

ル
の

下
端

の
開

口

部
は

、
汚

泥
の

固
液

分
離

を
妨

げ
な

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
3
）

 
汚

泥
か

き
よ

せ
装

置
を

設
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

底
部

の
勾

配

は
1
0
0
分

の
5
以

上
と

し
、
当

該
装

置
を

設
け

な
い

場
合

に
あ

つ
て

は
底

部
を

ホ
ッ

パ
ー

型
と

し
、
ホ

ッ
パ

ー
の

勾
配

を
水

平
面

に
対

し

4
5
度

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

汚
泥

濃
縮

装
置

 

（
1
）

 
汚

泥
を

脱
離

液
と

濃
縮

汚
泥

と
に

有
効

に
分

離
す

る
こ

と
が

で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
2
）

 
濃

縮
汚

泥
中

の
固

形
物

の
濃

度
を

お
お

む
ね

4
パ

ー
セ

ン
ト

に

濃
縮

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
十

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
汚

泥
の

搬
出

計
画

に
見

合
う

容
量

と
す

る
こ

と
。
 

（
ロ

）
 

汚
泥

の
搬

出
を

容
易

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
ハ

）
 

槽
内

を
撹

乱
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

二
 

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
前

号
に

定
め

る
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
で

同
号

の
（

五
）
の

回
転

板
接

触

槽
を
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

接
触

ば
つ

気
槽

に
置

き

換
え

た
構

造
と

し
た

も
の

。
 

（
一

）
 

2
室

以
上

に
区

分
し

、
汚

水
が

長
時

間
接

触
材

に
接

触
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

有
効

容
量

は
、
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
0.

5
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

し
、
か

つ
、

日
平

均
汚

水
量

の
5
分

の
2
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。
 

（
三

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
第

1
室

の
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー

ト
ル

に
対

す
る

日
平

均
流

入
水

B
O

D
が

0.
8
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と

な
る

よ
う

に
し

、
か

つ
、
接

触
ば

つ
気

槽
の

有
効

容
量

の
5
分

の
3

に
相

当
す

る
容

量
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

平
成

７
年

以
前

は
p
.
6
6
参

照
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改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

 
（

四
）

 
有

効
水

深
は

、
1.

5
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

有
効

容
量

に
対

す
る

接
触

材
の

充
填

率
は

、
55

パ
ー

セ
ン

ト

以
上

と
し

、
接

触
ば

つ
気

槽
の

底
部

と
の

距
離

を
適

切
に

保
持

す
る

等
、
当

該
槽

内
の

循
環

流
を

妨
げ

ず
、
か

つ
、
当

該
槽

内
の

水
流

が

短
絡

し
な

い
よ

う
に

充
填

す
る

こ
と

。
 

（
六

）
 

接
触

材
は

、
生

物
膜

に
よ

る
閉

塞
が

生
じ

難
い

形
状

と
し

、
生

物
膜

が
付

着
し

や
す

く
、
十

分
な

物
理

的
強

度
を

有
す

る
構

造
と

す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

撹
拌

し
、
溶

存

酸
素

を
1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

1
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
上

に
保

持
し

、
か

つ
、

空
気

量
を

容
易

に
調

整
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
八

）
 

各
室

は
、
生

物
膜

を
効

率
よ

く
逆

洗
し

、
は

く
離

す
る

こ
と

が

で
き

る
機

能
を

有
し

、
か

つ
、
は

く
離

汚
泥

そ
の

他
の

浮
遊

汚
泥

を

引
き

抜
き

、
沈

澱
分

離
槽

、
沈

澱
槽

、
汚

泥
濃

縮
貯

留
槽

又
は

汚
泥

濃
縮

設
備

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
な

お
、

ポ
ン

プ
等

に
よ

り
強

制
的

に
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
移

送
量

を
調

整
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
九

）
 

消
泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

三
 

散
水

濾
床

方
式

 

 
第

一
号

に
定

め
る

合
併

処
理

浄
化

槽
の

構
造

で
同

号
の
（

五
）
の

回
転

板
接

触
槽

を
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

散
水

濾
床

に
置

き
換

え
た

構
造

と
し

た
も

の
。

 

（
一

）
 

濾
材

の
部

分
の

有
効

容
量

は
、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て

は
濾

材
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
0.

7

キ
ロ

グ
ラ

ム
以

下
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は

濾
材

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
8
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

濾
材

の
部

分
の

深
さ

は
、

砕
石

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は

1.
2
メ

ー
ト

ル
以

上
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は
2.

5
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

 

（
四

）
 

有
効

水
深

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

有
効

容
量

に
対

す
る

接
触

材
の

充
填

率
は

、
55

パ
ー

セ
ン

ト

以
上

と
し

、
接

触
ば

つ
気

槽
の

底
部

と
の

距
離

を
適

切
に

保
持

す
る

等
、
当

該
槽

内
の

循
環

流
を

妨
げ

ず
、
か

つ
、
当

該
槽

内
の

水
流

が

短
絡

し
な

い
よ

う
に

充
填

す
る

こ
と

。
 

（
六

）
 

接
触

材
は

、
生

物
膜

に
よ

る
閉

塞
が

生
じ

難
い

形
状

と
し

、
生

物
膜

が
付

着
し

や
す

く
、
十

分
な

物
理

的
強

度
を

有
す

る
構

造
と

す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

撹
拌

し
、
溶

存

酸
素

を
1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

1
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
上

に
保

持
し

、
か

つ
、

空
気

量
を

容
易

に
調

整
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
八

）
 

各
室

は
、
生

物
膜

を
効

率
よ

く
逆

洗
し

、
は

く
離

す
る

こ
と

が

で
き

る
機

能
を

有
し

、
か

つ
、
は

く
離

汚
泥

そ
の

他
の

浮
遊

汚
泥

を

引
き

抜
き

、
沈

澱
分

離
槽

、
沈

澱
槽

、
汚

泥
濃

縮
貯

留
槽

又
は

汚
泥

濃
縮

設
備

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
な

お
、

ポ
ン

プ
等

に
よ

り
強

制
的

に
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
移

送
量

を
調

整
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
九

）
 

消
泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

三
 

散
水

濾
床

方
式

 

 
第

一
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

で
同

号
の
（

五
）
の

回
転

板
接

触
槽

を
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

散
水

濾
床

に
置

き
換

え
た

構
造

と
し

た
も

の
。

 

（
一

）
 

濾
材

の
部

分
の

有
効

容
量

は
、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て

は
濾

材
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
0.

7

キ
ロ

グ
ラ

ム
以

下
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は

濾
材

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
8
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

濾
材

の
部

分
の

深
さ

は
、

砕
石

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は

1.
2
メ

ー
ト

ル
以

上
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は
2.

5
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
四

）
 

有
効

水
深

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

有
効

容
量

に
対

す
る

接
触

材
の

充
填

率
は

、
5
5

パ
ー

セ
ン

ト

以
上

と
し

、
接

触
ば

つ
気

槽
の

底
部

と
の

距
離

を
適

切
に

保
持

す
る

等
、
当

該
槽

内
の

循
環

流
を

妨
げ

ず
、
か

つ
、
当

該
槽

内
の

水
流

が

短
絡

し
な

い
よ

う
に

充
填

す
る

こ
と

。
 

（
六

）
 

接
触

材
は

、
生

物
膜

に
よ

る
閉

塞
が

生
じ

難
い

形
状

と
し

、
生

物
膜

が
付

着
し

や
す

く
、
十

分
な

物
理

的
強

度
を

有
す

る
構

造
と

す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

撹
拌

し
、
溶

存

酸
素

を
1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

1
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
上

に
保

持
し

、
か

つ
、

空
気

量
を

容
易

に
調

整
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
八

）
 

各
室

は
、
生

物
膜

を
効

率
よ

く
逆

洗
し

、
は

く
離

す
る

こ
と

が

で
き

る
機

能
を

有
し

、
か

つ
、
は

く
離

汚
泥

そ
の

他
の

浮
遊

汚
泥

を

引
き

抜
き

、
沈

澱
分

離
槽

、
沈

澱
槽

、
汚

泥
濃

縮
貯

留
槽

又
は

汚
泥

濃
縮

設
備

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
な

お
、

ポ
ン

プ
等

に
よ

り
強

制
的

に
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
移

送
量

を
調

整
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
九

）
 

消
泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

三
 

散
水

濾
床

方
式

 

 
第

一
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

で
同

号
の
（

五
）
の

回
転

板
接

触
槽

を
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

散
水

濾
床

に
置

き
換

え
た

構
造

と
し

た
も

の
。

 

（
一

）
 

濾
材

の
部

分
の

有
効

容
量

は
、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て

は
濾

材
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
0.

7

キ
ロ

グ
ラ

ム
以

下
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は

濾
材

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
8
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

濾
材

の
部

分
の

深
さ

は
、

砕
石

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は

1.
2
メ

ー
ト

ル
以

上
、

砕
石

以
外

の
も

の
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て

は
2.

5
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

   

平
成

７
年

以
前

は
p
.
6
7
参

照
 

 



 

24 

 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

 
（

三
）
 

散
水

量
は

、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て
は

濾
床

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
し

て
1
日

当
た

り
10

立
方

メ
ー

ト
ル

以
下

、

砕
石

以
外

の
も

の
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て
は

濾
材

の
表

面
積

1

平
方

メ
ー

ト
ル

に
対

し
て

1
日

当
た

り
0.

6
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
四

）
 

固
定

ノ
ズ

ル
又

は
回

転
散

水
機
（

回
転

散
水

機
の

散
水

口
と

濾

床
の

表
面

と
の

間
隔

を
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
た

も
の

に

限
る

。
）

に
よ

つ
て

濾
床

の
表

面
に

均
等

に
散

水
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

濾
材

受
け

の
下

面
と

槽
の

底
部

と
の

間
隔

は
、

30
セ

ン
チ

メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、

か
つ

、
槽

の
底

部
の

勾
配

は
、

50
分

の
1
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
六

）
 

送
気

及
び

排
気

の
た

め
の

通
気

設
備

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
七

）
 

濾
材

に
は

、
径

が
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

7.
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

の
硬

質
の

砕
石

又
は

こ
れ

と
同

等
以

上
に

好
気

性
生

物

膜
を

生
成

し
や

す
く

、
1

立
方

メ
ー

ト
ル

当
た

り
の

表
面

積
が

80

平
方

メ
ー

ト
ル

以
上

、
か

つ
空

隙
率

が
90

パ
ー

セ
ン

ト
以

上
で

あ

る
も

の
を

用
い

る
こ

と
。

 

（
八

）
 

ポ
ン

プ
升

を
有

し
、
当

該
ポ

ン
プ

升
に

は
、
浮

遊
物

に
よ

つ
て

閉
塞

し
な

い
構

造
で

、
か

つ
、
十

分
な

処
理

能
力

を
有

す
る

散
水

用

ポ
ン

プ
を

2
台

以
上

設
け

る
こ

と
。

 

（
九

）
 

分
水

装
置

を
有

し
、
当

該
装

置
は

、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ

つ
て

は
日

平
均

汚
水

量
の

10
0

パ
ー

セ
ン

ト
に

相
当

す
る

容
量

以

上
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は
濾

材
の

部
分

の

深
さ

が
2.

5
メ

ー
ト

ル
の

と
き

に
日

平
均

汚
水

量
の

20
0
パ

ー
セ

ン

ト
以

上
に

相
当

す
る

容
量
（

濾
材

の
部

分
の

深
さ

が
異

な
る

場
合

に

お
い

て
は

、
当

該
深

さ
に

応
じ

た
容

量
）
以

上
の

散
水

濾
床

か
ら

の

流
出

水
を

ポ
ン

プ
升

へ
1

日
に

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と

す
る

こ
と

。
 

  

（
三

）
 

散
水

量
は

、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て
は

濾
床

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
し

て
1
日

当
た

り
10

立
方

メ
ー

ト
ル

以
下

、

砕
石

以
外

の
も

の
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て
は

濾
材

の
表

面
積

1

平
方

メ
ー

ト
ル

に
対

し
て

1
日

当
た

り
0.

6
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
四

）
 

固
定

ノ
ズ

ル
又

は
回

転
散

水
機
（

回
転

散
水

機
の

散
水

口
と

濾

床
の

表
面

と
の

間
隔

を
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
た

も
の

に

限
る

。
）

に
よ

つ
て

濾
床

の
表

面
に

均
等

に
散

水
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

濾
材

受
け

の
下

面
と

槽
の

底
部

と
の

間
隔

は
、

30
セ

ン
チ

メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、

か
つ

、
槽

の
底

部
の

勾
配

は
、

50
分

の
1
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
六

）
 

送
気

及
び

排
気

の
た

め
の

通
気

設
備

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
七

）
 

濾
材

に
は

、
径

が
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

7.
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

の
硬

質
の

砕
石

又
は

こ
れ

と
同

等
以

上
に

好
気

性
生

物

膜
を

生
成

し
や

す
く

、
1

立
方

メ
ー

ト
ル

当
た

り
の

表
面

積
が

80

平
方

メ
ー

ト
ル

以
上

、
か

つ
空

隙
率

が
90

パ
ー

セ
ン

ト
以

上
で

あ

る
も

の
を

用
い

る
こ

と
。

 

（
八

）
 

ポ
ン

プ
升

を
有

し
、
当

該
ポ

ン
プ

升
に

は
、
浮

遊
物

に
よ

つ
て

閉
塞

し
な

い
構

造
で

、
か

つ
、
十

分
な

処
理

能
力

を
有

す
る

散
水

用

ポ
ン

プ
を

2
台

以
上

設
け

る
こ

と
。

 

（
九

）
 

分
水

装
置

を
有

し
、
当

該
装

置
は

、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ

つ
て

は
日

平
均

汚
水

量
の

10
0

パ
ー

セ
ン

ト
に

相
当

す
る

容
量

以

上
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は
濾

材
の

部
分

の

深
さ

が
2.

5
メ

ー
ト

ル
の

と
き

に
日

平
均

汚
水

量
の

20
0
パ

ー
セ

ン

ト
以

上
に

相
当

す
る

容
量
（

濾
材

の
部

分
の

深
さ

が
異

な
る

場
合

に

お
い

て
は

、
当

該
深

さ
に

応
じ

た
容

量
）
以

上
の

散
水

濾
床

か
ら

の

流
出

水
を

ポ
ン

プ
升

へ
1

日
に

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と

す
る

こ
と

。
 

 

（
三

）
 

散
水

量
は

、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て
は

濾
床

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
し

て
1
日

当
た

り
10

立
方

メ
ー

ト
ル

以
下

、

砕
石

以
外

の
も

の
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て
は

濾
材

の
表

面
積

1

平
方

メ
ー

ト
ル

に
対

し
て

1
日

当
た

り
0.

6
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
四

）
 

固
定

ノ
ズ

ル
又

は
回

転
散

水
機
（

回
転

散
水

機
の

散
水

口
と

濾

床
の

表
面

と
の

間
隔

を
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
た

も
の

に

限
る

。
）

に
よ

つ
て

濾
床

の
表

面
に

均
等

に
散

水
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

濾
材

受
け

の
下

面
と

槽
の

底
部

と
の

間
隔

は
、

30
セ

ン
チ

メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、

か
つ

、
槽

の
底

部
の

勾
配

は
、

50
分

の
1
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
六

）
 

送
気

及
び

排
気

の
た

め
の

通
気

設
備

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
七

）
 

濾
材

に
は

、
径

が
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

7.
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

の
硬

質
の

砕
石

又
は

こ
れ

と
同

等
以

上
に

好
気

性
生

物

膜
を

生
成

し
や

す
く

、
1

立
方

メ
ー

ト
ル

当
た

り
の

表
面

積
が

80

平
方

メ
ー

ト
ル

以
上

、
か

つ
空

隙
率

が
90

パ
ー

セ
ン

ト
以

上
で

あ

る
も

の
を

用
い

る
こ

と
。

 

（
八

）
 

ポ
ン

プ
升

を
有

し
、
当

該
ポ

ン
プ

升
に

は
、
浮

遊
物

に
よ

つ
て

閉
塞

し
な

い
構

造
で

、
か

つ
、
十

分
な

処
理

能
力

を
有

す
る

散
水

用

ポ
ン

プ
を

2
台

以
上

設
け

る
こ

と
。

 

（
九

）
 

分
水

装
置

を
有

し
、
当

該
装

置
は

、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ

つ
て

は
日

平
均

汚
水

量
の

10
0

パ
ー

セ
ン

ト
に

相
当

す
る

容
量

以

上
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は
濾

材
の

部
分

の

深
さ

が
2.

5
メ

ー
ト

ル
の

と
き

に
日

平
均

汚
水

量
の

20
0
パ

ー
セ

ン

ト
以

上
に

相
当

す
る

容
量
（

濾
材

の
部

分
の

深
さ

が
異

な
る

場
合

に

お
い

て
は

、
当

該
深

さ
に

応
じ

た
容

量
）
以

上
の

散
水

濾
床

か
ら

の

流
出

水
を

ポ
ン

プ
升

へ
1

日
に

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と

す
る

こ
と

。
 

       

平
成

７
年

以
前

は
p
.
6
8
参
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改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

 
四

 
長

時
間

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
及

び
（

二
）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
、
沈

砂
槽

に
、

（
三

）
か

ら
（

六
）

ま
で

に
定

め
る

構
造

の
流

量
調

整
槽

、
ば

つ
気

槽
、

沈
澱

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
、
（

七
）

に
定

め
る

構

造
の

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

の
場

合
に

お

い
て

は
、
（

八
）

及
び

（
九

）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

設
備

及
び

汚

泥
貯

留
槽

）
を

備
え

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
10

1
人

以
上

2,
00

0

人
以

下
で

あ
る

も
の

。
 

 （
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

（
イ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
に

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
、
破

砕
装

置
又

は
微

細

目
ス

ク
リ

ー
ン

の
い

ず
れ

か
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造

と
す

る
こ

と
。
た

だ
し

、
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
に

あ
つ

て
は

、
流

量

調
整

槽
の

次
に

設
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
ロ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
50

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク
リ

ー
ン

か
ら

除
去

し
た

汚
物

等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
20

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク
リ

ー
ン

か
ら

除
去

し
た

汚
物

等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ニ

）
 

破
砕

装
置

は
、
汚

物
等

を
有

効
に

破
砕

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

し
、

目
幅

の
有

効
間

隔
が

お
お

む
ね

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

ス

ク
リ

ー
ン

を
備

え
た

副
水

路
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
1
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
2.

5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た

汚
物

等
を

自
動

的
に

除
去

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク

リ
ー

ン
か

ら
除

去
し

た
汚

物
等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
と

と
も

に
、
目

幅
の

有
効

間
隔

が
お

お
む

ね

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

ス
ク

リ
ー

ン
を

備
え

た
副

水
路

を
設

け
る

こ

と
。

 

 

四
 

長
時

間
ば

つ
気

方
式

 

 
（

一
）
及

び
（

二
）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
、
沈

砂
槽

に
、

（
三

）
か

ら
（

六
）

ま
で

に
定

め
る

構
造

の
流

量
調

整
槽

、
ば

つ
気

槽
、

沈
澱

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
、
（

七
）

に
定

め
る

構

造
の

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

の
場

合
に

お

い
て

は
、
（

八
）

及
び

（
九

）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

設
備

及
び

汚

泥
貯

留
槽

）
を

備
え

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
10

1
人

以
上

2,
00

0

人
以

下
で

あ
る

も
の

。
 

 （
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

（
イ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
に

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
、
破

砕
装

置
又

は
微

細

目
ス

ク
リ

ー
ン

の
い

ず
れ

か
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造

と
す

る
こ

と
。
た

だ
し

、
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
に

あ
つ

て
は

、
流

量

調
整

槽
の

次
に

設
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
ロ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
50

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク
リ

ー
ン

か
ら

除
去

し
た

汚
物

等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
20

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク
リ

ー
ン

か
ら

除
去

し
た

汚
物

等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ニ

）
 

破
砕

装
置

は
、
汚

物
等

を
有

効
に

破
砕

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

し
、

目
幅

の
有

効
間

隔
が

お
お

む
ね

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

ス

ク
リ

ー
ン

を
備

え
た

副
水

路
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
1
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
2.

5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た

汚
物

等
を

自
動

的
に

除
去

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク

リ
ー

ン
か

ら
除

去
し

た
汚

物
等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
と

と
も

に
、
目

幅
の

有
効

間
隔

が
お

お
む

ね

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

ス
ク

リ
ー

ン
を

備
え

た
副

水
路

を
設

け
る

こ

と
。

 

四
 

長
時

間
ば

つ
気

方
式

 

 
（

一
）
及

び
（

二
）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
、
沈

砂
槽

に
、

（
三

）
か

ら
（

六
）

ま
で

に
定

め
る

構
造

の
流

量
調

整
槽

、
ば

つ
気

槽
、

沈
澱

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
、
（

七
）

に
定

め
る

構

造
の

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

の
場

合
に

お

い
て

は
、
（

八
）

及
び

（
九

）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

設
備

及
び

汚

泥
貯

留
槽

）
を

備
え

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
1
0
1

人
以

上
2,

00
0

人
以

下
で

あ
る

も
の

。
 

 （
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

（
イ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
に

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
、
破

砕
装

置
又

は
微

細

目
ス

ク
リ

ー
ン

の
い

ず
れ

か
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造

と
す

る
こ

と
。
た

だ
し

、
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
に

あ
つ

て
は

、
流

量

調
整

槽
の

次
に

設
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
ロ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
50

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク
リ

ー
ン

か
ら

除
去

し
た

汚
物

等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
20

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク
リ

ー
ン

か
ら

除
去

し
た

汚
物

等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ニ

）
 

破
砕

装
置

は
、
汚

物
等

を
有

効
に

破
砕

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

し
、

目
幅

の
有

効
間

隔
が

お
お

む
ね

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

ス

ク
リ

ー
ン

を
備

え
た

副
水

路
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
1
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
2.

5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た

汚
物

等
を

自
動

的
に

除
去

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク

リ
ー

ン
か

ら
除

去
し

た
汚

物
等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
と

と
も

に
、
目

幅
の

有
効

間
隔

が
お

お
む

ね

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

ス
ク

リ
ー

ン
を

備
え

た
副

水
路

を
設

け
る

こ

と
。

 

   

平
成

７
年

以
前

は
p
.
6
9
参

照
 

 



 

26 

 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

 
（

ヘ
）

 
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
を

流
量

調
整

槽
の

前
に

設
け

る
場

合
は

、

破
砕

装
置

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

以
下

の
場

合
に

お
い

て
は

、
（

イ
）

か
ら
（

ヘ
）
ま

で
に

か
か

わ
ら

ず
、
第

一
号

の
（

二
）
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

 
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

     （
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
四

）
 

ば
つ

気
槽

 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
0.

3
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

し
、
か

つ
、

日
平

均
汚

水
量

の
3
分

の
2
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。
 

（
ロ

）
 

有
効

水
深

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
特

殊
な

装
置

を
設

け
た

場
合

に
お

い
て

は
、

5
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
ハ

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

し
、
溶

存

酸
素

を
お

お
む

ね
1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

1
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
上

に
保

持
し

、
か

つ
、
空

気
量

を
容

易
に

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

沈
澱

槽
か

ら
の

汚
泥

返
送

量
を

容
易

に
調

整
し

、
及

び
計

量
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

消
泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

沈
澱

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

日
平

均
汚

水
量

の
6
分

の
1
に

相
当

す
る

容

量
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

 （
ロ

）
 

槽
の

水
面

の
面

積
は

、
水

面
積

負
荷

が
8
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処

理
対

象
人

員
が

50
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

15
立

方
メ

ー
ト

ル
）

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

 

（
ヘ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

を
流

量
調

整
槽

の
前

に
設

け
る

場
合

は
、

破
砕

装
置

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

以
下

の
場

合
に

お
い

て
は

、
（

イ
）

か
ら
（

ヘ
）
ま

で
に

か
か

わ
ら

ず
、
第

一
号

の
（

二
）
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

 
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

     （
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
四

）
 

ば
つ

気
槽

 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
0.

3
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

し
、
か

つ
、

日
平

均
汚

水
量

の
3
分

の
2
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。
 

（
ロ

）
 

有
効

水
深

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
特

殊
な

装
置

を
設

け
た

場
合

に
お

い
て

は
、

5
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
ハ

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

し
、
溶

存

酸
素

を
お

お
む

ね
1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

1
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
上

に
保

持
し

、
か

つ
、
空

気
量

を
容

易
に

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

沈
澱

槽
か

ら
の

汚
泥

返
送

量
を

容
易

に
調

整
し

、
及

び
計

量
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

消
泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

沈
澱

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

日
平

均
汚

水
量

の
6
分

の
1
に

相
当

す
る

容

量
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

 （
ロ

）
 

槽
の

水
面

の
面

積
は

、
水

面
積

負
荷

が
8
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処

理
対

象
人

員
が

50
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

15
立

方
メ

ー
ト

ル
）

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

 

（
ヘ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

を
流

量
調

整
槽

の
前

に
設

け
る

場
合

は
、

破
砕

装
置

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

以
下

の
場

合
に

お
い

て
は

、
（

イ
）

か
ら
（

ヘ
）
ま

で
に

か
か

わ
ら

ず
、
第

一
号

の
（

二
）
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

 
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

     （
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
四

）
 

ば
つ

気
槽

 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
0.

3
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

し
、
か

つ
、

日
平

均
汚

水
量

の
3
分

の
2
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。
 

（
ロ

）
 

有
効

水
深

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
特

殊
な

装
置

を
設

け
た

場
合

に
お

い
て

は
、

5
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
ハ

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

撹
乱

し
、
溶

存

酸
素

を
お

お
む

ね
1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

1
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
上

に
保

持

し
、
か

つ
、
空

気
量

を
容

易
に

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ニ

）
 

沈
澱

槽
か

ら
の

汚
泥

返
送

量
を

容
易

に
調

整
し

、
及

び
計

量
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

消
泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

沈
澱

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

日
平

均
汚

水
量

の
6
分

の
1
に

相
当

す
る

容

量
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

 （
ロ

）
 

槽
の

水
面

の
面

積
は

、
水

面
積

負
荷

が
8
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処

理
対

象
人

員
が

50
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

15
立

方
メ

ー
ト

ル
）

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

 

平
成

７
年

以
前

は
p
.
7
0
参

照
 

 



 

27 

 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

 
（

ハ
）

 
越

流
せ

き
を

設
け

て
沈

澱
槽

か
ら

汚
水

が
越

流
す

る
構

造
と

し
、

越
流

せ
き

の
長

さ
は

、
越

流
負

荷
が

30
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処

理
対

象
人

員
が

50
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

50
立

方
メ

ー
ト

ル
）

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

有
効

水
深

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ

し
、
槽

の
底

部
が

ホ
ッ

パ
ー

型
の

場
合

に
お

い
て

は
、
ホ

ッ
パ

ー
部

の
高

さ
の

2
分

の
1
に

相
当

す
る

長
さ

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な
い

も
の

と
す

る
。

 

（
ホ

）
 

槽
の

底
部

が
ホ

ッ
パ

ー
型

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の
平

面
の

形
状

を
円

形
又

は
正

多
角

形
（

正
三

角
形

を
除

く
。
）

と
す

る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
60

度
以

上
と

し
、

底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
抜

き
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

汚
泥

を
有

効
に

集
積

し
、
か

つ
、
自

動
的

に
引

き
抜

く
こ

と
に

よ
り

、
汚

泥
濃

縮
貯

留
槽

又
は

汚
泥

濃
縮

設
備

へ
移

送
す

る
と

と
も

に
、

ば
つ

気
槽

へ
日

平
均

汚
水

量
の

20
0

パ
ー

セ
ン

ト
以

上
に

相

当
す

る
汚

泥
を

1
日

に
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
チ

）
 

浮
上

物
が

生
ず

る
お

そ
れ

の
あ

る
も

の
に

あ
つ

て
は

、
浮

上
物

を
除

去
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
 

 
第

一
号

の
（

八
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
第

一
号

の
（

八
）
の
（

イ
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を
「

流

量
調

整
槽

又
は

ば
つ

気
槽

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
八

）
 

汚
泥

濃
縮

設
備

 

 
第

一
号

の
（

九
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
第

一
号

の
（

九
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を
「

流
量

調
整

槽
又

は
ば

つ
気

槽
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
九

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

一
号

の
（

十
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 

（
ハ

）
 

越
流

せ
き

を
設

け
て

沈
澱

槽
か

ら
汚

水
が

越
流

す
る

構
造

と

し
、

越
流

せ
き

の
長

さ
は

、
越

流
負

荷
が

30
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処

理
対

象
人

員
が

50
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

50
立

方
メ

ー
ト

ル
）

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

有
効

水
深

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ

し
、
槽

の
底

部
が

ホ
ッ

パ
ー

型
の

場
合

に
お

い
て

は
、
ホ

ッ
パ

ー
部

の
高

さ
の

2
分

の
1
に

相
当

す
る

長
さ

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な
い

も
の

と
す

る
。

 

（
ホ

）
 

槽
の

底
部

が
ホ

ッ
パ

ー
型

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の
平

面
の

形
状

を
円

形
又

は
正

多
角

形
（

正
三

角
形

を
除

く
。
）

と
す

る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
60

度
以

上
と

し
、

底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
抜

き
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

汚
泥

を
有

効
に

集
積

し
、
か

つ
、
自

動
的

に
引

き
抜

く
こ

と
に

よ
り

、
汚

泥
濃

縮
貯

留
槽

又
は

汚
泥

濃
縮

設
備

へ
移

送
す

る
と

と
も

に
、

ば
つ

気
槽

へ
日

平
均

汚
水

量
の

20
0

パ
ー

セ
ン

ト
以

上
に

相

当
す

る
汚

泥
を

1
日

に
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
チ

）
 

浮
上

物
が

生
ず

る
お

そ
れ

の
あ

る
も

の
に

あ
つ

て
は

、
浮

上
物

を
除

去
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
 

 
第

一
号

の
（

八
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
第

一
号

の
（

八
）
の
（

イ
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を
「

流

量
調

整
槽

又
は

ば
つ

気
槽

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
八

）
 

汚
泥

濃
縮

設
備

 

 
第

一
号

の
（

九
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
第

一
号

の
（

九
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を
「

流
量

調
整

槽
又

は
ば

つ
気

槽
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
九

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

一
号

の
（

十
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 

（
ハ

）
 

越
流

せ
き

を
設

け
て

沈
澱

槽
か

ら
汚

水
が

越
流

す
る

構
造

と

し
、

越
流

せ
き

の
長

さ
は

、
越

流
負

荷
が

30
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処

理
対

象
人

員
が

50
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

50
立

方
メ

ー
ト

ル
）

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

有
効

水
深

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ

し
、
槽

の
底

部
が

ホ
ッ

パ
ー

型
の

場
合

に
お

い
て

は
、
ホ

ッ
パ

ー
部

の
高

さ
の

2
分

の
1
に

相
当

す
る

長
さ

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な
い

も
の

と
す

る
。

 

（
ホ

）
 

槽
の

底
部

が
ホ

ッ
パ

ー
型

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の
平

面
の

形
状

を
円

形
又

は
正

多
角

形
（

正
三

角
形

を
除

く
。
）

と
す

る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
60

度
以

上
と

し
、

底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
抜

き
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

汚
泥

を
有

効
に

集
積

し
、
か

つ
、
自

動
的

に
引

き
抜

く
こ

と
に

よ
り

、
汚

泥
濃

縮
貯

留
槽

又
は

汚
泥

濃
縮

設
備

へ
移

送
す

る
と

と
も

に
、

ば
つ

気
槽

へ
日

平
均

汚
水

量
の

20
0

パ
ー

セ
ン

ト
以

上
に

相

当
す

る
汚

泥
を

1
日

に
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
チ

）
 

浮
上

物
が

生
ず

る
お

そ
れ

の
あ

る
も

の
に

あ
つ

て
は

、
浮

上
物

を
除

去
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
 

 
第

一
号

の
（

八
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
第

一
号

の
（

八
）
の
（

イ
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を
「

流

量
調

整
槽

又
は

ば
つ

気
槽

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
八

）
 

汚
泥

濃
縮

設
備

 

 
第

一
号

の
（

九
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
第

一
号

の
（

九
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を
「

流
量

調
整

槽
又

は
ば

つ
気

槽
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
九

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

一
号

の
（

十
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

  

平
成

７
年

以
前

は
p
.
7
1
参

照
 

 



 

28 

 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

 
第

3 
B

O
D

の
除

去
率

が
85

パ
ー

セ
ン

ト
以

上
及

び
放

流
水

の

B
O

D
が

1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

30
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
下

で
あ

る
性

能
を

有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
も

の
の

構
造

は
、
第

一
号

か
ら

第
五

号

ま
で

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
、
か

つ
、
第

1
第

四
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
屎

尿
と

雑
排

水
と

を
合

併
し

て
処

理
す

る
方

法
に

よ
る

場
合

に
限

る
。

 

一
 

回
転

板
接

触
方

式
 

 
第

2
第

一
号

に
定

め
る

合
併

処
理

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

10
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る

も
の

」
を

「
10

1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

同
号

の
（

五
）

の
（

ハ
）

中
「

12
グ

ラ
ム

」
を

「
5
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

二
 

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
第

2
第

二
号

に
定

め
る

合
併

処
理

浄
化

槽
の

構
造

に
準

す
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

2
第

一
号

本
文

中
「

10
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」
を
「

10
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」
と

、
第

2
第

二
号

の
（

ニ
）

中
「

0.
5
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

5
分

の
2」

を

「
3
分

の
2」

と
、

同
号

の
（

三
）

中
「

0.
8
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

5
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

三
 

散
水

濾
床

方
式

 

 
第

2
第

三
号

に
定

め
る

合
併

処
理

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

2
第

一
号

本
文

中
「

10
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」
を
「

10
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」
と

、
第

2
第

三
号

の
（

一
）

中
「

0.
7
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

1
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

8
グ

ラ
ム

」
を

「
3
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 四
 

長
時

間
ば

つ
気

方
式

 

 
第

2
第

四
号

に
定

め
る

合
併

処
理

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

10
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る

も
の

」
を
「

10
1
人

以
上

5,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」
と

、
同

号
の
（

四
）

の
（

イ
）

中
「

0.
3

キ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
2

キ
ロ

グ
ラ

ム
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

）
」

と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 

第
3 

B
O

D
の

除
去

率
が

85
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

及
び

放
流

水
の

B
O

D
が

1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

30
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
下

で
あ

る
性

能
を

有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
も

の
の

構
造

は
、
第

一
号

か
ら

第
五

号

ま
で

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
、
か

つ
、
第

1
第

四
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
屎

尿
と

雑
排

水
と

を
合

併
し

て
処

理
す

る
方

法
に

よ
る

場
合

に
限

る
。

 

一
 

回
転

板
接

触
方

式
 

 
第

2
第

一
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

10
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

10
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

同
号

の
（

五
）

の
（

ハ
）
中

「
12

グ
ラ

ム
」

を
「

5
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

二
 

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
第

2
第

二
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

す
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

2
第

一
号

本
文

中
「

10
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

10
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

第
2
第

二
号

の
（

ニ
）

中
「

0.
5
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

5
分

の
2」

を

「
3
分

の
2」

と
、

同
号

の
（

三
）

中
「

0.
8
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

5
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

三
 

散
水

濾
床

方
式

 

 
第

2
第

三
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

2
第

一
号

本
文

中
「

10
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

10
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

第
2
第

三
号

の
（

一
）

中
「

0.
7
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

1
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

8
グ

ラ
ム

」
を

「
3
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 四
 

長
時

間
ば

つ
気

方
式

 

 
第

2
第

四
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

10
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

10
1
人

以
上

5,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」
と

、
同

号
の
（

四
）
の

（
イ

）
中

「
0.

3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

2
キ

ロ
グ

ラ
ム

（
処

理
対

象
人

員
が

50
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

）
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

 

第
3 

B
O

D
の

除
去

率
が

85
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

及
び

放
流

水
の

B
O

D
が

1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

3
0
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
下

で
あ

る
性

能
を

有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
も

の
の

構
造

は
、
第

一
号

か
ら

第
五

号

ま
で

の
一

に
該

当
し

、
か

つ
、
第

1
第

七
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
も

の

と
す

る
。
た

だ
し

、
屎

尿
と

雑
排

水
と

を
合

併
し

て
処

理
す

る
方

法
に

よ

る
場

合
に

限
る

。
 

一
 

回
転

板
接

触
方

式
 

 
第

2
第

一
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

1
0
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

1
0
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

同
号

の
（

五
）

の
（

ハ
）

中
「

12

グ
ラ

ム
」

を
「

5
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

二
 

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
第

2
第

二
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

す
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

2
第

一
号

本
文

中
「

1
0
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

1
0
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

第
2
第

二
号

の
（

ニ
）

中
「

0.
5
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

5
分

の
2」

を

「
3
分

の
2」

と
、

同
号

の
（

三
）

中
「

0.
8
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

5
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

三
 

散
水

濾
床

方
式

 

 
第

2
第

三
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

2
第

一
号

本
文

中
「

1
0
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

1
0
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

第
2
第

三
号

の
（

一
）

中
「

0.
7
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

1
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

8
グ

ラ
ム

」
を

「
3
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 四
 

長
時

間
ば

つ
気

方
式

 

 
第

2
第

四
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

1
0
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

1
0
1
人

以
上

5,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

と
、

同
号

の
（

四
）

の

（
イ

）
中

「
0.

3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

2
キ

ロ
グ

ラ
ム

（
処

理
対

象
人

員
が

50
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

）
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

    

平
成

７
年

以
前

は
p
.
7
2
参

照
 

 



 

29 

 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

 
五

 
標

準
活

性
汚

泥
方

式
 

 
（

一
）

及
び

（
二

）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
沈

砂
槽

に
、

（
三

）
か

ら
（

六
）

ま
で

に
定

め
る

構
造

の
流

量
調

整
槽

、
ば

つ
気

槽
、

沈
澱

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
、
（

七
）

及
び

（
八

）

に
定

め
る

構
造

の
汚

泥
濃

縮
設

備
及

び
汚

泥
貯

留
槽

を
備

え
た

構
造

で

処
理

対
象

人
員

が
5,

00
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
。

 

（
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

 
第

2
第

四
号

の
（

一
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
四

）
 

ば
つ

気
槽

 

 
第

2
第

四
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

四
）
の
（

イ
）
中
「

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」

を
「

0.
6
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

3
分

の
2」

を
「

3
分

の
1」

と
、

同
号

の
（

四
）

の
（

ロ
）

中
「

1.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）
」

を
「

3
メ

ー
ト

ル
」

と
読

み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
五

）
 

沈
澱

槽
 

 
第

2
第

四
号

の
（

五
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

五
）
の
（

イ
）
中
「

6
分

の
1」

を
「

8

分
の

1」
と

、
同

号
の

（
五

）
の

（
ロ

）
中

「
8
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

15
立

方
メ

ー
ト

ル
）
」
を
「

18
立

方
メ

ー
ト

ル
」
と

、
同

号
の
（

五
）
の
（

ト
）
中
「

20
0

パ
ー

セ
ン

ト
」

を
「

10
0
パ

ー
セ

ン
ト

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

設
備

 

 
第

2
第

一
号

の
（

九
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

九
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を
「

流
量

調

整
槽

又
は

ば
つ

気
槽

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
八

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

十
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 

五
 

標
準

活
性

汚
泥

方
式

 

 
（

一
）

及
び

（
二

）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
沈

砂
槽

に
、

（
三

）
か

ら
（

六
）

ま
で

に
定

め
る

構
造

の
流

量
調

整
槽

、
ば

つ
気

槽
、

沈
澱

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
、
（

七
）

及
び

（
八

）

に
定

め
る

構
造

の
汚

泥
濃

縮
設

備
及

び
汚

泥
貯

留
槽

を
備

え
た

構
造

で

処
理

対
象

人
員

が
5,

00
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
。

 

（
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

 
第

2
第

四
号

の
（

一
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
四

）
 

ば
つ

気
槽

 

 
第

2
第

四
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

四
）
の
（

イ
）
中
「

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」

を
「

0.
6
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

3
分

の
2」

を
「

3
分

の
1」

と
、

同
号

の
（

四
）

の
（

ロ
）

中
「

1.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）
」

を
「

3
メ

ー
ト

ル
」

と
読

み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
五

）
 

沈
澱

槽
 

 
第

2
第

四
号

の
（

五
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

五
）
の
（

イ
）
中
「

6
分

の
1」

を
「

8

分
の

1」
と

、
同

号
の

（
五

）
の

（
ロ

）
中

「
8
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

15
立

方
メ

ー
ト

ル
）
」
を
「

18
立

方
メ

ー
ト

ル
」
と

、
同

号
の
（

五
）
の
（

ト
）
中
「

20
0

パ
ー

セ
ン

ト
」

を
「

10
0
パ

ー
セ

ン
ト

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

設
備

 

 
第

2
第

一
号

の
（

九
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

九
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を
「

流
量

調

整
槽

又
は

ば
つ

気
槽

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
八

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

十
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 

五
 

標
準

活
性

汚
泥

方
式

 

 
（

一
）

及
び

（
二

）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
沈

砂
槽

に
、

 

（
三

）
か

ら
（

六
）

ま
で

に
定

め
る

構
造

の
流

量
調

整
槽

、
ば

つ
気

槽
、

沈
澱

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
、
（

七
）

及
び

（
八

）

に
定

め
る

構
造

の
汚

泥
濃

縮
設

備
及

び
汚

泥
貯

留
槽

を
備

え
た

構
造

で

処
理

対
象

人
員

が
5,

00
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
。

 

（
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

 
第

2
第

四
号

の
（

一
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
四

）
 

ば
つ

気
槽

 

 
第

2
第

四
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

四
）
の
（

イ
）
中
「

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」

を
「

0.
6
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

3
分

の
2」

を
「

3
分

の
1」

と
、

同
号

の
（

四
）

の
（

ロ
）

中
「

1.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）
」

を
「

3
メ

ー
ト

ル
」

と
読

み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
五

）
 

沈
澱

槽
 

 
第

2
第

四
号

の
（

五
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

五
）
の
（

イ
）
中
「

6
分

の
1」

を
「

8

分
の

1」
と

、
同

号
の

（
五

）
の

（
ロ

）
中

「
8
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

15
立

方
メ

ー
ト

ル
）
」
を
「

18
立

方
メ

ー
ト

ル
」
と

、
同

号
の
（

五
）
の
（

ト
）
中
「

20
0

パ
ー

セ
ン

ト
」

を
「

10
0
パ

ー
セ

ン
ト

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

設
備

 

 
第

2
第

一
号

の
（

九
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の

（
九

）
中

「
流

量
調

整
槽

」
を

「
流

量
調

整
槽

又
は

ば
つ

気
槽

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
八

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

十
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

  

平
成

７
年

以
前

は
p
.
7
3
参

照
 

 



 

30 

 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

第
4 

生
物

化
学

的
酸

素
要

求
量

（
以

下
「

B
O
D
」

と
い

う
。
）

の
除

去

率
が

55
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

及
び

屎
尿

浄
化

槽
か

ら
の

放
流

水
の

B
O

D

が
1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

12
0
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
下

で
あ

る
性

能
を

有
し

、
 

か
つ

、
衛

生
上

支
障

が
な

い
も

の
の

構
造

は
、
次

に
定

め
る

構
造

の
腐

敗
室

及
び

消
毒

室
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

屎
尿

を
単

独

に
処

理
す

る
も

の
と

し
、
か

つ
、
第

1
第

四
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
も

の
と

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

1
第

四
号

中
「

合
併

処
理

浄
化

槽
」

と
あ

る
の

は
「

屎
尿

浄
化

槽
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

 一
 

腐
敗

室
 

 
腐

敗
室

は
、
汚

水
の

沈
殿

分
離

作
用

及
び

消
化

作
用

を
行

う
機

能
を

有
す

る
も

の
と

し
、

次
の

（
一

）
又

は
（

二
）

に
よ

る
こ

と
。

 

（
一

）
 

多
室

型
 

（
イ

）
 

2
室

以
上

4
室

以
下

の
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ

と
。

 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、

1.
5
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、

処
理

対
象

人

員
が

5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1
人

当
た

り
0.

1
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
を

こ
れ

に
加

算
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
2
室

型
の

場
合

に
あ

つ
て

は
腐

敗
室

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

3
分

の
2、

3
室

型
又

は
4
室

型
の

場
合

に
あ

つ
て

は
腐

敗
室

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

2
分

の
1
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

最
終

の
室

に
予

備
濾

過
装

置
を

設
け

、
当

該
装

置
の

下
方

よ
り

汚
水

を
通

ず
る

構
造

と
す

る
こ

と
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
当

該
装

置
の

砕
石

層
又

は
こ

れ
に

準
ず

る
も

の
の

体
積

は
、

有
効

容
量

の

10
分

の
1
を

限
度

と
し

て
当

該
有

効
容

量
に

算
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

（
ホ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1
メ

ー
ト

ル
以

上
3
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

第
1
室

に
お

い
て

は
、
流

入
管

の
開

口
部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
3
分

の
1
の

深
さ

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

各
室

に
お

い
て

は
、
流

出
管

又
は

バ
ッ

フ
ル

の
下

端
の

開
口

部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
の

深
さ

と

し
、

浮
上

物
の

流
出

し
難

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 

第
4 

B
O

D
の

除
去

率
が

55
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

及
び

屎
尿

浄
化

槽
か

ら
の

放
流

水
の

B
O
D
が

1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

12
0
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
下

で

あ
る

性
能

を
有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
も

の
の

構
造

は
、
次

に

定
め

る
構

造
の

腐
敗

室
及

び
消

毒
室

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
た

構

造
で

屎
尿

を
単

独
に

処
理

す
る

も
の

と
し

、
か

つ
、
第

1
第

四
号

に
定

め

る
構

造
と

し
た

も
の

と
す

る
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

1
第

四
号

中
「

合

併
処

理
浄

化
槽

」
と

あ
る

の
は
「

屎
尿

浄
化

槽
」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

  一
 

腐
敗

室
 

 
腐

敗
室

は
、
汚

水
の

沈
殿

分
離

作
用

及
び

消
化

作
用

を
行

う
機

能
を

有
す

る
も

の
と

し
、

次
の

（
一

）
又

は
（

二
）

に
よ

る
こ

と
。

 

（
一

）
 

多
室

型
 

（
イ

）
 

2
室

以
上

4
室

以
下

の
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ

と
。

 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、

1.
5
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、

処
理

対
象

人

員
が

5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1
人

当
た

り
0.

1
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
を

こ
れ

に
加

算
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
2
室

型
の

場
合

に
あ

つ
て

は
腐

敗
室

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

3
分

の
2、

3
室

型
又

は
4
室

型
の

場
合

に
あ

つ
て

は
腐

敗
室

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

2
分

の
1
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

最
終

の
室

に
予

備
濾

過
装

置
を

設
け

、
当

該
装

置
の

下
方

よ
り

汚
水

を
通

ず
る

構
造

と
す

る
こ

と
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
当

該
装

置
の

砕
石

層
又

は
こ

れ
に

準
ず

る
も

の
の

体
積

は
、

有
効

容
量

の

10
分

の
1
を

限
度

と
し

て
当

該
有

効
容

量
に

算
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

（
ホ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1
メ

ー
ト

ル
以

上
3
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

第
1
室

に
お

い
て

は
、
流

入
管

の
開

口
部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
3
分

の
1
の

深
さ

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

各
室

に
お

い
て

は
、
流

出
管

又
は

バ
ッ

フ
ル

の
下

端
の

開
口

部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
の

深
さ

と

し
、

浮
上

物
の

流
出

し
難

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 

第
4 

B
O

D
の

除
去

率
が

55
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

及
び

放
流

水
の

B
O

D
が

1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

12
0
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
下

で
あ

る
性

能
を

有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
も

の
の

構
造

は
、
次

に
定

め
る

構
造

の

腐
敗

室
及

び
消

毒
室

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
た

構
造

で
屎

尿
を

単

独
に

処
理

す
る

も
の

と
し

、
か

つ
、
第

1
第

四
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た

も
の

と
す

る
。

 

    一
 

腐
敗

室
 

 
腐

敗
室

は
、
汚

水
の

沈
殿

分
離

作
用

及
び

消
化

作
用

を
行

う
機

能
を

有
す

る
も

の
と

し
、

次
の

（
一

）
又

は
（

二
）

に
よ

る
こ

と
。

 

（
一

）
 

多
室

型
 

（
イ

）
 

2
室

以
上

4
室

以
下

の
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ

と
。

 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、

1
.
5
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、

処
理

対
象

人

員
が

5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1

人
当

た
り

0
.
1
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
を

こ
れ

に
加

算
す

る
こ

と
。
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
2
室

型
の

場
合

に
あ

つ
て

は
腐

敗
室

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

3
分

の
2
、

3
室

型
又

は
4
室

型
の

場
合

に
あ

つ
て

は
腐

敗
室

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

2
分

の
1
と

す
る

こ

と
。

 

（
ニ

）
 

最
終

の
室

に
予

備
濾

過
装

置
を

設
け

、
当

該
装

置
の

下
方

よ
り

汚
水

を
通

ず
る

構
造

と
す

る
こ

と
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
当

該
装

置
の

砕
石

層
又

は
こ

れ
に

準
ず

る
も

の
の

体
積

は
、

有
効

容
量

の

1
0
分

の
1
を

限
度

と
し

て
当

該
有

効
容

量
に

算
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

（
ホ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1
メ

ー
ト

ル
以

上
3
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

第
1
室

に
お

い
て

は
、
流

入
管

の
開

口
部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
3
分

の
1
の

深
さ

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

各
室

に
お

い
て

は
、
流

出
管

又
は

バ
ッ

フ
ル

の
下

端
の

開
口

部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
の

深
さ

と

し
、

浮
上

物
の

流
出

し
難

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

  

第
4 

B
O

D
の

除
去

率
が

55
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

及
び

放
流

水
の

B
O

D
が

1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

1
2
0
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
下

で
あ

る
性

能
を

有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
も

の
の

構
造

は
、
第

1
第

三
号

の
う

ち

同
号

の
（

二
）

の
散

水
濾

床
を

除
い

た
も

の
に

該
当

し
、

か
つ

、
第

1

第
七

号
に

定
め

る
構

造
と

し
た

も
の

と
す

る
。

 

                      

平
成

７
年

以
前

は
p
.
7
4
参

照
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改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

（
二

）
 

変
形

多
室

型
 

（
イ

）
 

沈
殿

室
の

下
方

に
消

化
室

を
設

け
、
汚

水
が

消
化

室
を

経
由

し

て
沈

殿
室

に
流

入
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
（

一
）
（

ロ
）

に
定

め
る

数
値

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

消
化

室
の

有
効

容
量

は
、
腐

敗
室

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

4

分
の

3
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

沈
殿

室
か

ら
浮

上
物

の
流

出
を

防
止

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

沈
殿

室
の

ホ
ッ

パ
ー

の
ス

ロ
ッ

ト
の

位
置

は
、
水

面
か

ら
有

効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
の

深
さ

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

沈
殿

室
の

ホ
ッ

パ
ー

は
、
勾

配
を

水
平

面
に

対
し

50
度

以
上

、

ス
ロ

ッ
ト

の
幅

を
3
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

10
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

、
オ

ー
バ

ー
ラ

ッ
プ

を
水

平
距

離
で

ス
ロ

ッ
ト

の
幅

以
上

と

し
、

閉
塞

を
来

さ
な

い
滑

ら
か

な
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

二
 

消
毒

室
 

 
第

1
第

一
号

（
四

）
に

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

                    

（
二

）
 

変
形

多
室

型
 

（
イ

）
 

沈
殿

室
の

下
方

に
消

化
室

を
設

け
、
汚

水
が

消
化

室
を

経
由

し

て
沈

殿
室

に
流

入
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、（

一
）
の
（

ロ
）
に

定
め

る
数

値
と

す
る

こ
と

。
 

（
ハ

）
 

消
化

室
の

有
効

容
量

は
、
腐

敗
室

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

4

分
の

3
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

沈
殿

室
か

ら
浮

上
物

の
流

出
を

防
止

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

沈
殿

室
の

ホ
ッ

パ
ー

の
ス

ロ
ッ

ト
の

位
置

は
、
水

面
か

ら
有

効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
の

深
さ

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

沈
殿

室
の

ホ
ッ

パ
ー

は
、
勾

配
を

水
平

面
に

対
し

50
度

以
上

、

ス
ロ

ッ
ト

の
幅

を
3
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

10
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

、
オ

ー
バ

ー
ラ

ッ
プ

を
水

平
距

離
で

ス
ロ

ッ
ト

の
幅

以
上

と

し
、

閉
塞

を
来

さ
な

い
滑

ら
か

な
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

二
 

消
毒

室
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

  

（
二

）
 

変
形

多
室

型
 

（
イ

）
 

沈
殿

室
の

下
方

に
消

化
室

を
設

け
、
汚

水
が

消
化

室
を

経
由

し

て
沈

殿
室

に
流

入
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、（

一
）
の
（

ロ
）
に

定
め

る
数

値
と

す
る

こ
と

。
 

（
ハ

）
 

消
化

室
の

有
効

容
量

は
、
腐

敗
室

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

4

分
の

3
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

沈
殿

室
か

ら
浮

上
物

の
流

出
を

防
止

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

沈
殿

室
の

ホ
ッ

パ
ー

の
ス

ロ
ッ

ト
の

位
置

は
、
水

面
か

ら
有

効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
の

深
さ

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

沈
殿

室
の

ホ
ッ

パ
ー

は
、
勾

配
を

水
平

面
に

対
し

5
0
度

以
上

、

ス
ロ

ッ
ト

の
幅

を
3
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

1
0
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

、
オ

ー
バ

ー
ラ

ッ
プ

を
水

平
距

離
で

ス
ロ

ッ
ト

の
幅

以
上

と

し
、

閉
塞

を
来

さ
な

い
滑

ら
か

な
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

二
 

消
毒

室
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

    

                       

平
成

７
年

以
前

は
p
.
7
4
参

照
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改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

第
5 

一
次

処
理

装
置

に
よ

る
浮

遊
物

質
量

の
除

去
率

が
55

パ
ー

セ

ン
ト

以
上

、
一

次
処

理
装

置
か

ら
の

流
出

水
に

含
ま

れ
る

浮
遊

物
質

量
が

1リ
ッ

ト
ル

に
つ

き
25

0ミ
リ

グ
ラ

ム
以

下
及

び
一

次
処

理
装

置
か

ら
の

流
出

水
が

滞
留

し
な

い
程

度
の

地
下

浸
透

能
力

を
有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
は

、
次

の
各

号
に

定
め

る
構

造
と

し
た

も
の

と
す

る
。

 

一
 

第
4
第

一
号

に
定

め
る

構
造

で
、

か
つ

、
第

1
第

四
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
一

次
処

理
装

置
と

こ
れ

か
ら

の
流

出
水

を
土

壌
に

均
等

に
散

水
し

て
浸

透
処

理
す

る
地

下
浸

透
部

分
と

を
組

み
合

わ
せ

た
構

造
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

1
第

四
号

中
「

合
併

処
理

浄
化

槽
」
と

あ
る

の
は
「

屎
尿

浄
化

槽
」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

二
 

地
下

浸
透

部
分

は
、
地

下
水

位
が

地
表

面
（

地
質

が
不

浸
透

性
の

場

合
に

お
い

て
は

、
ト

レ
ン

チ
の

底
面

）
か

ら
1.

5
メ

ー
ト

ル
以

上
深

い

地
域

に
、

か
つ

、
井

戸
そ

の
他

の
水

源
か

ら
の

水
平

距
離

が
30

メ
ー

ト
ル

以
上

の
位

置
に

設
け

る
こ

と
。

 

三
 

処
理

対
象

人
員

1
人

当
た

り
の

地
下

浸
透

部
分

の
面

積
は

、
次

の
表

に
掲

げ
る

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

土
壌

の
浸

透
時

間
は

、

次
号

に
定

め
る

試
験

方
法

に
よ

り
測

定
す

る
も

の
と

す
る

。
 

土
壌

の
浸

透
時

間
 

（
単

位
 

分
）

 
1 

2 
3 

4 
5 

1 0 

1 5 

3 0 

4 5 

6 0 

1
人

当
た

り
の

浸
透

面
積

 

（
単

位
 

平
方

メ
ー

ト
ル

）
 

1. 5 

2. 0 

2. 5 

3. 0 

3. 5 

7. 0 

9. 0 

1 1. 0 

1 5. 0 

1 6. 5 

四
 

土
壌

の
浸

透
時

間
試

験
方

法
は

、
次

の
（

一
）
か

ら
（

三
）
ま

で
に

定
め

る
方

法
に

よ
る

こ
と

。
 

（
一

）
 

3
箇

所
な

い
し

5
箇

所
に

設
置

し
た

試
験

孔
に

お
い

て
そ

れ
ぞ

れ
測

定
し

た
浸

透
時

間
の

平
均

値
を

浸
透

処
理

予
定

地
の

浸
透

時

間
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

試
験

孔
は

、
浸

透
処

理
予

定
地

又
は

そ
の

近
接

地
に

お
い

て
、

径
を

30
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

、
深

さ
を

散
水

管
の

深
さ

に
お

お
む

ね

15
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

を
加

算
し

た
も

の
（

地
盤

面
よ

り
40

セ
ン

チ

メ
ー

ト
ル

未
満

の
場

合
に

お
い

て
は

、
40

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
）

と

し
た

円
筒

形
の

下
底

に
厚

さ
が

お
お

む
ね

5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

の

砂
利

を
敷

い
た

も
の

と
す

る
こ

と
。

 

 

第
5 

一
次

処
理

装
置

に
よ

る
浮

遊
物

質
量

の
除

去
率

が
55

パ
ー

セ

ン
ト

以
上

、
一

次
処

理
装

置
か

ら
の

流
出

水
に

含
ま

れ
る

浮
遊

物
質

量
が

1リ
ッ

ト
ル

に
つ

き
25

0ミ
リ

グ
ラ

ム
以

下
及

び
一

次
処

理
装

置
か

ら
の

流
出

水
が

滞
留

し
な

い
程

度
の

地
下

浸
透

能
力

を
有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
は

、
次

の
各

号
に

定
め

る
構

造
と

し
た

も
の

と
す

る
。

 

一
 

第
4
第

一
号

に
定

め
る

構
造

で
、

か
つ

、
第

1
第

四
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
一

次
処

理
装

置
と

こ
れ

か
ら

の
流

出
水

を
土

壌
に

均
等

に
散

水
し

て
浸

透
処

理
す

る
地

下
浸

透
部

分
と

を
組

み
合

わ
せ

た
構

造
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

1
第

四
号

中
「

合
併

処
理

浄
化

槽
」
と

あ
る

の
は
「

屎
尿

浄
化

槽
」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

二
 

地
下

浸
透

部
分

は
、
地

下
水

位
が

地
表

面
（

地
質

が
不

浸
透

性
の

場

合
に

お
い

て
は

、
ト

レ
ン

チ
の

底
面

）
か

ら
1.

5
メ

ー
ト

ル
以

上
深

い

地
域

に
、

か
つ

、
井

戸
そ

の
他

の
水

源
か

ら
の

水
平

距
離

が
30

メ
ー

ト
ル

以
上

の
位

置
に

設
け

る
こ

と
。

 

三
 

処
理

対
象

人
員

1
人

当
た

り
の

地
下

浸
透

部
分

の
面

積
は

、
次

の
表

に
掲

げ
る

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

土
壌

の
浸

透
時

間
は

、

次
号

に
定

め
る

試
験

方
法

に
よ

り
測

定
す

る
も

の
と

す
る

。
 

土
壌

の
浸

透
時

間
 

（
単

位
 

分
）

 
1 

2 
3 

4 
5 

1 0 

1 5 

3 0 

4 5 

6 0 

1
人

当
た

り
の

浸
透

面
積

 

（
単

位
 

平
方

メ
ー

ト
ル

）
 

1. 5 

2. 0 

2. 5 

3. 0 

3. 5 

7. 0 

9. 0 

1 1. 0 

1 5. 0 

1 6. 5 

四
 

土
壌

の
浸

透
時

間
試

験
方

法
は

、
次

の
（

一
）
か

ら
（

三
）
ま

で
に

定
め

る
方

法
に

よ
る

こ
と

。
 

（
一

）
 

3
箇

所
な

い
し

5
箇

所
に

設
置

し
た

試
験

孔
に

お
い

て
そ

れ
ぞ

れ
測

定
し

た
浸

透
時

間
の

平
均

値
を

浸
透

処
理

予
定

地
の

浸
透

時

間
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

試
験

孔
は

、
浸

透
処

理
予

定
地

又
は

そ
の

近
接

地
に

お
い

て
、

径
を

30
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

、
深

さ
を

散
水

管
の

深
さ

に
お

お
む

ね

15
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

を
加

算
し

た
も

の
（

地
盤

面
よ

り
40

セ
ン

チ

メ
ー

ト
ル

未
満

の
場

合
に

お
い

て
は

、
40

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
）

と

し
た

円
筒

形
の

下
底

に
厚

さ
が

お
お

む
ね

5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

の

砂
利

を
敷

い
た

も
の

と
す

る
こ

と
。

 

 

第
5 

一
次

処
理

装
置

に
よ

る
浮

遊
物

質
量

の
除

去
率

が
55

パ
ー

セ

ン
ト

以
上

、
一

次
処

理
装

置
か

ら
の

流
出

水
に

含
ま

れ
る

浮
遊

物
質

量
が

1リ
ッ

ト
ル

に
つ

き
25

0ミ
リ

グ
ラ

ム
以

下
及

び
一

次
処

理
装

置
か

ら
の

流
出

水
が

滞
留

し
な

い
程

度
の

地
下

浸
透

能
力

を
有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
は

、
次

の
各

号
に

定
め

る
構

造
と

し
た

も
の

と
す

る
。

 

一
 

第
4
第

一
号

に
定

め
る

構
造

で
、
か

つ
、
第

1
第

四
号

に
定

め
る

構

造
と

し
た

一
次

処
理

装
置

と
こ

れ
か

ら
の

流
出

水
を

土
壌

に
均

等
に

散
水

し
て

浸
透

処
理

す
る

地
下

浸
透

部
分

と
を

組
み

合
わ

せ
た

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 二
 

地
下

浸
透

部
分

は
、
地

下
水

位
が

地
表

面
（

地
質

が
不

浸
透

性
の

場

合
に

お
い

て
は

、
ト

レ
ン

チ
の

底
面

）
か

ら
1.

5
メ

ー
ト

ル
以

上
深

い

地
域

に
、

か
つ

、
井

戸
そ

の
他

の
水

源
か

ら
の

水
平

距
離

が
30

メ
ー

ト
ル

以
上

の
位

置
に

設
け

る
こ

と
。

 

三
 

処
理

対
象

人
員

1
人

当
た

り
の

地
下

浸
透

部
分

の
面

積
は

、
次

の
表

に
掲

げ
る

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

土
壌

の
浸

透
時

間
は

、

次
号

に
定

め
る

試
験

方
法

に
よ

り
測

定
す

る
も

の
と

す
る

。
 

土
壌

の
浸

透
時

間
 

（
単

位
 

分
）

 
1 

2 
3 

4 
5 

1 0 

1 5 

3 0 

4 5 

6 0 

1
人

当
た

り
の

浸
透

面
積

 

（
単

位
 

平
方

メ
ー

ト
ル

）
 

1. 5 

2. 0 

2. 5 

3. 0 

3. 5 

7. 0 

9. 0 

1 1. 0 

1 5. 0 

1 6. 5 

四
 

土
壌

の
浸

透
時

間
試

験
方

法
は

、
次

の
（

一
）
か

ら
（

三
）
ま

で
に

定
め

る
方

法
に

よ
る

こ
と

。
 

（
一

）
 

3
箇

所
な

い
し

5
箇

所
に

設
置

し
た

試
験

孔
に

お
い

て
そ

れ
ぞ

れ
測

定
し

た
浸

透
時

間
の

平
均

値
を

浸
透

処
理

予
定

地
の

浸
透

時

間
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

試
験

孔
は

、
浸

透
処

理
予

定
地

又
は

そ
の

近
接

地
に

お
い

て
、

径
を

30
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

、
深

さ
を

散
水

管
の

深
さ

に
お

お
む

ね

15
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

を
加

算
し

た
も

の
（

地
盤

面
よ

り
40

セ
ン

チ

メ
ー

ト
ル

未
満

の
場

合
に

お
い

て
は

、
40

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
）

と

し
た

円
筒

形
の

下
底

に
厚

さ
が

お
お

む
ね

5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

の

砂
利

を
敷

い
た

も
の

と
す

る
こ

と
。

 

 

第
5 

一
次

処
理

装
置

に
よ

る
浮

遊
物

質
量

の
除

去
率

が
55

パ
ー

セ

ン
ト

以
上

、
一

次
処

理
装

置
か

ら
の

流
出

水
に

含
ま

れ
る

浮
遊

物
質

量
が

1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

2
5
0
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
下

及
び

一
次

処
理

装
置

か
ら

の
 

流
出

水
が

滞
留

し
な

い
程

度
の

地
下

浸
透

能
力

を
有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
は

、
次

の
各

号
に

定
め

る
構

造
と

し
た

も
の

と
す

る
。

 

一
 

第
1
第

三
号

の
（

一
）
に

定
め

る
構

造
で

、
か

つ
、
第

1
第

七
号

に

定
め

る
構

造
と

し
た

一
次

処
理

装
置

と
こ

れ
か

ら
の

流
出

水
を

土
壌

に
均

等
に

散
水

し
て

浸
透

処
理

す
る

地
下

浸
透

部
分

と
を

組
み

合
わ

せ
た

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 二
 

地
下

浸
透

部
分

は
、
地

下
水

位
が

地
表

面
（

地
質

が
不

浸
透

性
の

場

合
に

お
い

て
は

、
ト

レ
ン

チ
の

底
面

）
か

ら
1.

5
メ

ー
ト

ル
以

上
深

い

地
域

に
、

か
つ

、
井

戸
そ

の
他

の
水

源
か

ら
の

水
平

距
離

が
30

メ
ー

ト
ル

以
上

の
位

置
に

設
け

る
こ

と
。

 

三
 

処
理

対
象

人
員

1
人

当
た

り
の

地
下

浸
透

部
分

の
面

積
は

、
次

の
表

に
掲

げ
る

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

土
壌

の
浸

透
時

間
は

、

次
号

に
定

め
る

試
験

方
法

に
よ

り
測

定
す

る
も

の
と

す
る

。
 

土
壌

の
浸

透
時

間
 

（
単

位
 

分
）

 
1 

2 
3 

4 
5 

1 0 

1 5 

3 0 

4 5 

6 0 

1
人

当
た

り
の

浸
透

面
積

 

（
単

位
 

平
方

メ
ー

ト
ル

）
 

1. 5 

2. 0 

2. 5 

3. 0 

3. 5 

7. 0 

9. 0 

1 1. 0 

1 5. 0 

1 6. 5 

四
 

土
壌

の
浸

透
時

間
試

験
方

法
は

、
次

の
（

一
）
か

ら
（

三
）
ま

で
に

定
め

る
方

法
に

よ
る

こ
と

。
 

（
一

）
 

3
箇

所
な

い
し

5
箇

所
に

設
置

し
た

試
験

孔
に

お
い

て
そ

れ
ぞ

れ
測

定
し

た
浸

透
時

間
の

平
均

値
を

浸
透

処
理

予
定

地
の

浸
透

時

間
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

試
験

孔
は

、
浸

透
処

理
予

定
地

又
は

そ
の

近
接

地
に

お
い

て
、

径
を

30
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

、
深

さ
を

散
水

管
の

深
さ

に
お

お
む

ね

15
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

を
加

算
し

た
も

の
（

地
盤

面
よ

り
40

セ
ン

チ

メ
ー

ト
ル

未
満

の
場

合
に

お
い

て
は

、
40

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
）

と

し
た

円
筒

形
の

下
底

に
厚

さ
が

お
お

む
ね

5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

の

砂
利

を
敷

い
た

も
の

と
す

る
こ

と
。

 

 

平
成

７
年

以
前

は
p
.
7
5
参

照
 

 



 

33 

  

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

（
三

）
 

浸
透

速
度

の
測

定
は

、
降

雨
時

を
避

け
て

次
の

順
序

に
従

い
行

う
も

の
と

す
る

こ
と

。
 

（
イ

）
 

砂
利

上
25

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
の

深
さ

に
な

る
よ

う
清

水
を

注

水
し

、
水

深
が

10
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

下
つ

た
時

は
砂

利
上

お
お

む

ね
25

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
の

深
さ

に
も

ど
る

ま
で

注
水

し
、

水
深

の

変
動

と
時

間
と

を
フ

ッ
ク

ゲ
ー

ジ
に

よ
り

測
定

し
、
浸

透
水

量
が

一

定
化

す
る

ま
で

繰
り

返
す

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

浸
透

水
量

が
一

定
化

し
て

か
ら

20
分

経
過

後
水

位
を

砂
利

上

25
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

に
も

ど
し

、
土

質
が

粘
質

の
場

合
に

あ
つ

て

は
10

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

、
そ

の
他

の
場

合
に

あ
つ

て
は

30
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
水

が
降

下
す

る
に

要
す

る
時

間
を

測
定

し
、

1
分

当
た

り
の

浸
透

水
深

（
単

位
 

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

）
で

25
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
を

除

し
た

数
値

を
浸

透
時

間
と

す
る

こ
と

。
 

五
 

ト
レ

ン
チ

は
、
均

等
に

散
水

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
し

、
幅

を

50
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

70
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

、
深

さ
を

散
水

管
の

深
さ

に
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
を

加
算

し
た

も
の

と
し

、
砂

利
又

は
砂

で
埋

め
る

こ
と

。
 

六
 

ト
レ

ン
チ

は
、

長
さ

を
20

メ
ー

ト
ル

以
下

と
し

、
散

水
管

相
互

の

間
隔

を
2
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

七
 

ト
レ

ン
チ

は
、
泥

、
ご

み
、
雨

水
等

の
浸

入
を

防
ぐ

た
め

地
表

面
を

厚
さ

お
お

む
ね

15
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

突
き

固
め

た
土

で
覆

う
こ

と
。

 

              

（
三

）
 

浸
透

速
度

の
測

定
は

、
降

雨
時

を
避

け
て

次
の

順
序

に
従

い
行

う
も

の
と

す
る

こ
と

。
 

（
イ

）
 

砂
利

上
25

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
の

深
さ

に
な

る
よ

う
清

水
を

注
 

 

水
し

、
水

深
が

10
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

下
つ

た
時

は
砂

利
上

お
お

む

ね
25

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
の

深
さ

に
も

ど
る

ま
で

注
水

し
、

水
深

の

変
動

と
時

間
と

を
フ

ッ
ク

ゲ
ー

ジ
に

よ
り

測
定

し
、
浸

透
水

量
が

一

定
化

す
る

ま
で

繰
り

返
す

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

浸
透

水
量

が
一

定
化

し
て

か
ら

20
分

経
過

後
水

位
を

砂
利

上

25
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

に
も

ど
し

、
土

質
が

粘
質

の
場

合
に

あ
つ

て

は
10

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

、
そ

の
他

の
場

合
に

あ
つ

て
は

30
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
水

が
降

下
す

る
に

要
す

る
時

間
を

測
定

し
、

1
分

当
た

り
の

浸
透

水
深

（
単

位
 

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

）
で

25
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
を

除

し
た

数
値

を
浸

透
時

間
と

す
る

こ
と

。
 

五
 

ト
レ

ン
チ

は
、
均

等
に

散
水

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
し

、
幅

を

50
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

70
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

、
深

さ
を

散
水

管
の

深
さ

に
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
を

加
算

し
た

も
の

と
し

、
砂

利
又

は
砂

で
埋

め
る

こ
と

。
 

六
 

ト
レ

ン
チ

は
、

長
さ

を
20

メ
ー

ト
ル

以
下

と
し

、
散

水
管

相
互

の

間
隔

を
2
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

七
 

ト
レ

ン
チ

は
、
泥

、
ご

み
、
雨

水
等

の
浸

入
を

防
ぐ

た
め

地
表

面
を

厚
さ

お
お

む
ね

15
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

突
き

固
め

た
土

で
覆

う
こ

と
。

 

 

（
三

）
 

浸
透

速
度

の
測

定
は

、
降

雨
時

を
避

け
て

次
の

順
序

に
従

い
行

う
も

の
と

す
る

こ
と

。
 

（
イ

）
 

砂
利

上
25

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
の

深
さ

に
な

る
よ

う
に

清
水

を

注
水

し
、

水
深

が
10

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
下

つ
た

時
は

砂
利

上
お

お

む
ね

25
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

の
深

さ
に

も
ど

る
ま

で
注

水
し

、
水

深

の
変

動
と

時
間

と
を

フ
ッ

ク
ゲ

ー
ジ

に
よ

り
測

定
し

、
浸

透
水

量
が

一
定

化
す

る
ま

で
繰

り
返

す
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

浸
透

水
量

が
一

定
化

し
て

か
ら

20
分

経
過

後
水

位
を

砂
利

上

25
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

に
も

ど
し

、
土

質
が

粘
質

の
場

合
に

あ
つ

て

は
10

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

、
そ

の
他

の
場

合
に

あ
つ

て
は

30
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
水

が
降

下
す

る
に

要
す

る
時

間
を

測
定

し
、

1
分

当
た

り
の

浸
透

水
深

（
単

位
 

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

）
で

25
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
を

除

し
た

数
値

を
浸

透
時

間
と

す
る

こ
と

。
 

五
 

ト
レ

ン
チ

は
、
均

等
に

散
水

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
し

、
幅

を

50
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

70
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

、
深

さ
を

散
水

管
の

深
さ

に
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
を

加
算

し
た

も
の

と
し

、
砂

利
又

は
砂

で
埋

め
る

こ
と

。
 

六
 

ト
レ

ン
チ

は
、

長
さ

を
20

メ
ー

ト
ル

以
下

と
し

、
散

水
管

相
互

の

間
隔

を
2
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

七
 

ト
レ

ン
チ

は
、
泥

、
ご

み
、
雨

水
等

の
浸

入
を

防
ぐ

た
め

地
表

面
を

厚
さ

お
お

む
ね

15
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

突
き

固
め

た
土

で
覆

う
こ

と
。

 

 

（
三

）
 

浸
透

速
度

の
測

定
は

、
降

雨
時

を
避

け
て

次
の

順
序

に
従

い
行

う
も

の
と

す
る

こ
と

。
 

（
イ

）
 

砂
利

上
25

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
の

深
さ

に
な

る
よ

う
に

清
水

を

注
水

し
、

水
深

が
10

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
下

つ
た

時
は

砂
利

上
お

お

む
ね

25
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

の
深

さ
に

も
ど

る
ま

で
注

水
し

、
水

深

の
変

動
と

時
間

と
を

フ
ッ

ク
ゲ

ー
ジ

に
よ

り
測

定
し

、
浸

透
水

量
が

一
定

化
す

る
ま

で
繰

り
返

す
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

浸
透

水
量

が
一

定
化

し
て

か
ら

20
分

経
過

後
水

位
を

砂
利

上

25
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

に
も

ど
し

、
土

質
が

粘
質

の
場

合
に

あ
つ

て

は
10

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

、
そ

の
他

の
場

合
に

あ
つ

て
は

30
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
水

が
降

下
す

る
に

要
す

る
時

間
を

測
定

し
、

1
分

当
た

り
の

浸
透

水
深

（
単

位
 

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

）
で

25
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
を

除

し
た

数
値

を
浸

透
時

間
と

す
る

こ
と

。
 

五
 

ト
レ

ン
チ

は
、
均

等
に

散
水

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
し

、
幅

を

50
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

70
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

、
深

さ
を

散
水

管
の

深
さ

に
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
を

加
算

し
た

も
の

と
し

、
砂

利
又

は
砂

で
埋

め
る

こ
と

。
 

六
 

ト
レ

ン
チ

は
、

長
さ

を
20

メ
ー

ト
ル

以
下

と
し

、
散

水
管

相
互

の

間
隔

を
2
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

七
 

ト
レ

ン
チ

は
、
泥

、
ご

み
、
雨

水
等

の
浸

入
を

防
ぐ

た
め

地
表

面
を

厚
さ

お
お

む
ね

15
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

突
き

固
め

た
土

で
覆

う
こ

と
。

 

    

平
成

７
年

以
前

は
p
.
7
6
参

照
 

 



 

34 

 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

 
第

6 
水

質
汚

濁
防

止
法

（
昭

和
45

年
法

律
第

13
8
号

）
第

3
条

第

1
項

又
は

第
3
項

の
規

定
に

よ
り

、
同

法
第

2
条

第
1
項

に
規

定
す

る
公

共
用

水
域

に
放

流
水

を
排

出
す

る
合

併
処

理
浄

化
槽

に
関

し
て

、
合

併
処

理
浄

化
槽

か
ら

の
放

流
水

の
B
O
D
（

以
下

「
放

流
水

の
B
O
D
」

と
い

う
。
）

を
1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

20
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
下

と
す

る
排

水
基

準
が

定
め

ら
れ

て
い

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
合

併
処

理
浄

化
槽

の
構

造
は

、
第

一
号

か
ら

第
五

号
ま

で
の

い
ず

れ
か

に
該

当
し

、
か

つ
、
第

1
第

四
号

に

定
め

る
構

造
と

し
た

も
の

と
す

る
。
た

だ
し

、
屎

尿
と

雑
排

水
と

を
合

併

し
て

処
理

す
る

方
法

に
よ

る
場

合
に

限
る

。
 

一
 

回
転

板
接

触
方

式
 

 
（

一
）
及

び
（

五
）
か

ら
（

七
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

沈
殿

分
離

槽
、

回
転

板
接

触
槽

、
沈

殿
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
5
1
人

以
上

5
0
0
人

以
下

で
あ

る
も

の
又

は
（

二
）

及
び

（
三

）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
沈

砂
槽

に
、
（

四
）

か

ら
（

七
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

流
量

調
整

槽
、
回

転
板

接
触

槽
、
沈

殿

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
、
（

八
）

に
定

め
る

構
造

の

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
（

処
理

対
象

人
員

が
5
0
1

人
以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、
（

九
）

及
び

（
十

）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

設
備

及
び

汚
泥

貯

留
槽

）
を

備
え

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
1
0
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
。
 

（
一

）
 

沈
殿

分
離

槽
 

（
イ

）
 

2
室

又
は

3
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

n
≦

1
0
0
 

V
＝

1
.
6
5
q
n
 

1
0
1
≦

n
≦

2
0
0
 

V
＝

1
6
5
q
＋

1
.
1
q
（

n
－

1
0
0
）

 

n
≧

2
0
1
 

V
＝

2
7
5
q
＋

0
.
5
5
q
（

n
－

2
0
0
）

 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n
、

V
及

び
q
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も
の

と
す

る
。

 

n
 

処
理

対
象

人
員

（
単

位
 

人
）

 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

q
 

1
人

当
た

り
の

日
平

均
汚

水
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、

沈
殿

分
離

槽
の

有
効

容
量

の
お

お
む

ね
3
分

の
2
と

し
、
3
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
お

お
む

ね
2
分

の
1
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1
.
8
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下

と
す

る
こ

と
。

 

第
6 

水
質

汚
濁

防
止

法
（

昭
和

45
年

法
律

第
13

8
号

）
第

3
条

第

1
項

又
は

第
3
項

の
規

定
に

よ
り

、
同

法
第

2
条

第
1
項

に
規

定
す

る
公

共
用

水
域

に
放

流
水

を
排

出
す

る
合

併
処

理
浄

化
槽

に
関

し
て

、
放

流
水

の
B

O
D

を
1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

20
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
下

と
す

る
排

水
基

準
が

定
め

ら
れ

て
い

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
合

併
処

理
浄

化
槽

の
構

造
は

、
第

一
号

か
ら

第
五

号
ま

で
の

い
ず

れ
か

に
該

当
し

、
か

つ
、
第

1

第
四

号
に

定
め

る
構

造
と

し
た

も
の

と
す

る
。
た

だ
し

、
屎

尿
と

雑
排

水

と
を

合
併

し
て

処
理

す
る

方
法

に
よ

る
場

合
に

限
る

。
 

 一
 

回
転

板
接

触
方

式
 

 
第

2
第

一
号

に
定

め
る

合
併

処
理

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

二
 

10
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で

あ
る

も
の

」
を
「

10
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」
と

、
同

号
の
（

一
）
の
（

ロ
）

中
「

計
算

し
た

数
値

以
上

」
を
「

計
算

し
た

数
値

に
1.

1
を

乗
じ

て
得

た

数
値

以
上

」
と

、
同

号
の

（
四

）
の

（
イ

）
中

「
24

分
の

1
の

1.
5
倍

」

を
「

24
分

の
1
の

1
倍

」
と

、
同

号
の

（
五

）
の

（
ハ

）
中

「
12

グ
ラ

ム
」

を
「

5
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 

第
6 

水
質

汚
濁

防
止

法
（

昭
和

45
年

法
律

第
13

8
号

）
第

3
条

第

1
項

又
は

第
3
項

の
規

定
に

よ
り

、
同

法
第

2
条

第
1
項

に
規

定
す

る
公

共
用

水
域

に
放

流
水

を
排

出
す

る
屎

尿
浄

化
槽

に
関

し
て

、
放

流
水

の

B
O

D
を

1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

20
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
下

と
す

る
排

水
基

準

が
定

め
ら

れ
て

い
る

場
合

に
お

い
て

は
、

当
該

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

は
、

第
一

号
か

ら
第

五
号

ま
で

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
、
か

つ
、
第

1
第

四
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
屎

尿
と

雑
排

水
と

を
合

併
し

て
処

理
す

る
方

法
に

よ
る

場
合

に
限

る
。

 

 一
 

回
転

板
接

触
方

式
 

 
第

2
第

一
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

二
 

10
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る

も
の

」
を

「
10

1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

同
号

の
（

一
）

の
（

ロ
）

中
「

計
算

し
た

数
値

以
上

」
を
「

計
算

し
た

数
値

に
1.

1
を

乗
じ

て
得

た

数
値

以
上

」
と

、
同

号
の

（
四

）
の

（
イ

）
中

「
24

分
の

1
の

1.
5
倍

」

を
「

24
分

の
1
の

1
倍

」
と

、
同

号
の

（
五

）
の

（
ハ

）
中

「
12

グ
ラ

ム
」

を
「

5
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 

第
6 

水
質

汚
濁

防
止

法
（

昭
和

45
年

法
律

第
13

8
号

）
第

3
条

第

1
項

又
は

第
3
項

の
規

定
に

よ
り

、
同

法
第

2
条

第
1
項

に
規

定
す

る
公

共
用

水
域

に
放

流
水

を
排

出
す

る
屎

尿
浄

化
槽

に
関

し
て

、
放

流
水

の

B
O

D
を

1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

2
0
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
下

と
す

る
排

水
基

準
が

定
め

ら
れ

て
い

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
は

、
第

一
号

か
ら

第
五

号
ま

で
の

一
に

該
当

し
、
か

つ
、
第

1
第

七
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
屎

尿
と

雑
排

水
と

を
合

併
し

て
処

理
す

る
方

法
に

よ
る

場
合

に
限

る
。

 

 一
 

回
転

板
接

触
方

式
 

 
第

2
第

一
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

二
 

1
0
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る

も
の

」
を

「
1
0
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

同
号

の
（

一
）

の
（

ロ
）

中
「

計
算

し
た

数
値

以
上

」
を
「

計
算

し
た

数
値

に
1.

1
を

乗
じ

て
得

た

数
値

以
上

」
と

、
同

号
の

（
四

）
の

（
イ

）
中

「
24

分
の

1
の

1.
5
倍

」

を
「

24
分

の
1
の

1
倍

」
と

、
同

号
の

（
五

）
の

（
ハ

）
中

「
12

グ
ラ

ム
」

を
「

5
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

                   

平
成

７
年

以
前

は
p
.
7
7
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35 

 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

（
ホ

）
 

第
1
室

に
お

い
て

は
、
流

入
管

の
開

口
部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
3
分

の
1
か

ら
4
分

の
1
ま

で
の

深
さ

と
し

、

沈
殿

汚
泥

を
撹

乱
し

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

各
室

に
お

い
て

は
、
流

出
管

又
は

バ
ッ

フ
ル

の
下

端
の

開
口

部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
か

ら
3
分

の

1
ま

で
の

深
さ

と
し

、
浮

上
物

の
流

出
し

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。
 

（
ト

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

沈
殿

分
離

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

の
1
日

当
た

り
の

送
水

容
量

を
日

平
均

汚
水

量

の
お

お
む

ね
2
.
5
倍

に
相

当
す

る
容

量
と

し
、
ポ

ン
プ

升
の

有
効

容

量
は

、
当

該
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合
に

、
汚

水
が

あ
ふ

れ
出

な
い

容
量

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

流
入

水
の

流
量

変
動

が
大

き
い

場
合

に
お

い
て

は
、
流

量
を

調

整
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

（
イ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
（

処
理

対
象

人
員

が
5
0
0
人

以
下

の
場

合
に

お
い

て
は

、
荒

目
ス

ク
リ

ー
ン

及
び

沈
砂

槽
に

代
え

て
、
ば

つ
気

型

ス
ク

リ
ー

ン
を

設
け

る
こ

と
が

で
き

る
。
）

及
び

微
細

目
ス

ク
リ

ー

ン
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
流

量
調

整
槽

の
次

に
設

け
る

こ
と

が
で

き

る
。

 

（
ロ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
5
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク
リ

ー
ン

か
ら

除
去

し
た

汚
物

等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。
 

（
ハ

）
 

ば
つ

気
型

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
3
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
5
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、

下
部

に
散

気
装

置
を

設
け

、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

ほ
か

、
除

去
し

た
汚

物
等

及
び

砂
等

を
貯

留
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
1
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
2
.
5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た

汚
物

等
を

自
動

的
に

除
去

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク

リ
ー

ン
か

ら
除

去
し

た
汚

物
等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
と

と
も

に
、
目

幅
の

有
効

間
隔

が
5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
以

下
の

ス
ク

リ
ー

ン
を

備
え

た
副

水
路

を
設

け
る

こ
と

。
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改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

（
ホ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

を
流

量
調

整
槽

の
前

に
設

け
る

場
合

は
、

破
砕

装
置

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
。

た
だ

し
、

処
理

対
象

人
員

が

5
0
0
人

以
下

の
場

合
に

お
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

（
ヘ

）
 

破
砕

装
置

は
、
汚

物
等

を
有

効
に

破
砕

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

し
、

目
幅

の
有

効
間

隔
が

お
お

む
ね

2
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

ス

ク
リ

ー
ン

を
備

え
た

副
水

路
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

沈
砂

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

1
時

間
当

た
り

の
最

大
汚

水
量

の
6
0
分

の
1

に
相

当
す

る
容

量
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
ば

つ
気

装
置

を
設

け
る

場
合

に
お

い
て

は
、

1
時

間
当

た
り

の
最

大
汚

水
量

の
6
0
分

の
3
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
し

、
か

つ
、
消

泡
装

置
を

設
け

る
も

の
と

す
る

。
 

（
ロ

）
 

槽
の

底
部

は
、
ホ

ッ
パ

ー
型

と
し

、
排

砂
装

置
を

設
け

る
こ

と
。
 

（
ハ

）
 

槽
の

底
部

か
ら

排
砂

装
置

に
よ

り
排

出
さ

れ
た

砂
等

を
貯

留
す

る
排

砂
槽

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
四

）
 

流
量

調
整

槽
 

（
イ

）
 

流
量

調
整

槽
か

ら
移

送
す

る
1
時

間
当

た
り

の
汚

水
量

は
、
当

該
槽

に
流

入
す

る
日

平
均

汚
水

量
の

2
4
分

の
1
の

1
倍

以
下

と
な

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

汚
水

を
攪

拌
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

有
効

水
深

は
、

1
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
5
0
1
人

以
上

の
場

合
に

お
い

て
は

、
1
.
5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

槽
の

底
部

及
び

上
端

か
ら

5
0
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

ま
で

の
部

分

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な
い

も
の

と
す

る
。

 

（
ニ

）
 

当
該

槽
に

お
い

て
、
異

常
に

水
位

が
上

昇
し

た
場

合
に

、
次

の

槽
に

有
効

に
汚

水
を

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。
 

（
ホ

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
2
台

以

上
の

ポ
ン

プ
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

当
該

槽
に

流
入

す
る

1
日

当
た

り
の

汚
水

量
を

計
量

し
、
及

び

記
録

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

当
該

槽
か

ら
移

送
す

る
1
時

間
当

た
り

の
汚

水
量

を
容

易
に

調

整
し

、
及

び
計

量
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
五

）
 

回
転

板
接

触
槽

 

（
イ

）
 

3
室

以
上

に
区

分
し

、
汚

水
が

長
時

間
回

転
板

に
接

触
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
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改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

日

平
均

汚
水

量
の

4
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

、
流

量
調

整
槽

を

設
け

る
場

合
に

あ
つ

て
は

日
平

均
汚

水
量

の
6
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

回
転

板
の

表
面

積
は

、
回

転
板

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
1
日

当
た

り
の

平
均

の
流

入
水

の
B
O
D（

以
下
「

日
平

均
流

入
水

B
O
D
」

と
い

う
。
）

が
5
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ

と
。

 

（
ニ

）
 

回
転

板
は

、
そ

の
表

面
積

の
お

お
む

ね
4
0
パ

ー
セ

ン
ト

が
汚

水
に

接
触

す
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

回
転

板
は

、
回

転
板

相
互

の
間

隔
を

2
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
以

上

と
し

、
生

物
膜

が
付

着
し

や
す

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

回
転

板
の

円
周

速
度

は
、

1
分

間
に

つ
き

2
0
メ

ー
ト

ル
以

下

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

槽
の

壁
及

び
底

部
は

、
回

転
板

と
の

間
隔

を
回

転
板

の
径

の
お

お
む

ね
1
0
パ

ー
セ

ン
ト

と
す

る
等

汚
泥

の
堆

積
が

生
じ

難
く

、
か

つ
、

汚
水

が
回

転
板

に
有

効
に

接
触

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

槽
に

は
上

家
等

を
設

け
、
か

つ
、
通

気
を

十
分

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
六

）
 

沈
殿

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

日

平
均

汚
水

量
の

6
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

、
流

量
調

整
槽

を

設
け

る
場

合
に

あ
つ

て
は

日
平

均
汚

水
量

の
8
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

処
理

対
象

人
員

が
9
0
人

以
下

の
場

合
に

あ
つ

て
は

、
次

の
表

の
計

算
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

V
＝

2
.
3
＋

（
1
5
q
－

2
.
3
）
（

n
－

5
0
）

／
4
0
 

こ
の

表
に

お
い

て
、
n
、
V
及

び
q
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も
の

と
す

る
。

 

n
 

処
理

対
象

人
員

（
単

位
 

人
）

 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

q
 

1
人

当
た

り
の

日
平

均
汚

水
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
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改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

（
ロ

）
 

槽
の

水
面

の
面

積
は

、
水

面
積

負
荷

が
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

8
立

方
メ

ー
ト

ル
以

下
、
流

量
調

整
槽

を
設

け

る
場

合
に

あ
つ

て
は

1
2
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
5
0
0

人
を

超
え

る
部

分
に

つ
い

て
は

、
1
5

立
方

メ
ー

ト
ル

）
以

下
と

な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ハ

）
 

越
流

せ
き

を
設

け
て

沈
殿

槽
か

ら
汚

水
が

越
流

す
る

構
造

と

し
、
越

流
せ

き
の

長
さ

は
、
越

流
負

荷
が

流
量

調
整

槽
を

設
け

な
い

場
合

に
あ

つ
て

は
3
0
立

方
メ

ー
ト

ル
以

下
、

流
量

調
整

槽
を

設
け

る
場

合
に

あ
つ

て
は

4
5
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
5
0
0

人
を

超
え

る
部

分
に

つ
い

て
は

、
5
0

立
方

メ
ー

ト
ル

）
以

下
と

な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

有
効

水
深

は
、
処

理
対

象
人

員
が

1
0
0
人

以
下

の
場

合
に

あ
つ

て
は

1
メ

ー
ト

ル
以

上
、
1
0
1
人

以
上

5
0
0
人

以
下

の
場

合
に

あ
つ

て
は

1
.
5
メ

ー
ト

ル
以

上
、
5
0
1
人

以
上

の
場

合
に

あ
つ

て
は

2
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
槽

の
底

部
が

ホ
ッ

パ
ー

型
の

場
合

に
お

い
て

は
、
ホ

ッ
パ

ー
部

の
高

さ
の

2
分

の
1
に

相
当

す
る

長
さ

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な
い

も
の

と
す

る
。

 

（
ホ

）
 

槽
の

底
部

が
ホ

ッ
パ

ー
型

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の
平

面
の

形
状

を
円

形
又

は
正

多
角

形
（

正
三

角
形

を
除

く
。
）

と
す

る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
6
0
度

以
上

と
し

、
底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
抜

き
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

汚
泥

を
有

効
に

集
積

し
、
か

つ
、
自

動
的

に
引

き
抜

く
こ

と
に

よ
り

、
沈

殿
分

離
槽

、
汚

泥
濃

縮
貯

留
槽

又
は

汚
泥

濃
縮

設
備

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
チ

）
 

浮
上

物
が

生
ず

る
お

そ
れ

の
あ

る
も

の
に

あ
つ

て
は

、
浮

上
物

を
除

去
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

（
四

）
に

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
八

）
 

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
 

（
イ

）
 

汚
泥

の
濃

縮
に

よ
り

生
じ

た
脱

離
液

を
流

量
調

整
槽

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
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39 

 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

入
汚

泥
量

及
び

濃
縮

汚
泥

の
搬

出
計

画
に

見

合
う

容
量

と
し

、
有

効
水

深
は

、
1
.
5
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル

以
下

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

流
入

管
の

開
口

部
及

び
流

出
管

又
は

バ
ッ

フ
ル

の
下

端
の

開
口

部
は

、
汚

泥
の

固
液

分
離

を
妨

げ
な

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

汚
泥

の
搬

出
を

容
易

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
ホ

）
 

槽
内

を
攪

拌
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
九

）
 

汚
泥

濃
縮

設
備

 

 
汚

泥
濃

縮
設

備
は

、
汚

泥
を

濃
縮

し
、
脱

離
液

を
流

量
調

整
槽

へ
、
濃

縮
汚

泥
を

汚
泥

貯
留

槽
へ

そ
れ

ぞ
れ

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と

し
、
（

イ
）

又
は

（
ロ

）
に

よ
る

こ
と

。
 

（
イ

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

（
1
）

 
有

効
容

量
は

、
濃

縮
汚

泥
の

引
抜

計
画

に
見

合
う

容
量

と
し

、

有
効

水
深

は
、

2
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
 

（
2
）

 
流

入
管

の
開

口
部

及
び

流
出

管
又

は
バ

ッ
フ

ル
の

下
端

の
開

口

部
は

、
汚

泥
の

固
液

分
離

を
妨

げ
な

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
3
）

 
汚

泥
か

き
よ

せ
装

置
を

設
け

る
場

合
に

あ
つ

て
は

底
部

の
勾

配

は
1
0
0
分

の
5
以

上
と

し
、
当

該
装

置
を

設
け

な
い

場
合

に
あ

つ
て

は
底

部
を

ホ
ッ

パ
ー

型
と

し
、
ホ

ッ
パ

ー
の

勾
配

を
水

平
面

に
対

し

4
5
度

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

汚
泥

濃
縮

装
置

 

（
1
）

 
汚

泥
を

脱
離

液
と

濃
縮

汚
泥

と
に

有
効

に
分

離
す

る
こ

と
が

で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
2
）

 
濃

縮
汚

泥
中

の
固

形
物

の
濃

度
を

お
お

む
ね

4
パ

ー
セ

ン
ト

に

濃
縮

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
十

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
汚

泥
の

搬
出

計
画

に
見

合
う

容
量

と
す

る
こ

と
。
 

（
ロ

）
 

汚
泥

の
搬

出
を

容
易

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
ハ

）
 

槽
内

を
攪

拌
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。
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年
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40 

 

改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

二
 

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
前

号
に

定
め

る
合

併
処

理
浄

化
槽

の
構

造
で

同
号
（

五
）
の

回
転

板
接

触
槽

を
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

接
触

ば
つ

気
槽

に
置

き
換

え
た

構
造

と
し

た
も

の
。

 

（
一

）
 

2
室

以
上

に
区

分
し

、
汚

水
が

長
時

間
接

触
材

に
接

触
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

有
効

容
量

は
、
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B
O
D
が

0
.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

し
、

か
つ

、

日
平

均
汚

水
量

の
3
分

の
2
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。
 

（
三

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
第

1
室

の
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B
O
D
が

0
.
5
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る

よ
う

に
し

、
か

つ
、
接

触
ば

つ
気

槽
の

有
効

容
量

の
5
分

の
3
に

相

当
す

る
容

量
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
四

）
 

有
効

水
深

は
、
1
.
5
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

有
効

容
量

に
対

す
る

接
触

材
の

充
填

率
は

、
5
5

パ
ー

セ
ン

ト

以
上

と
し

、
接

触
ば

つ
気

槽
の

底
部

と
の

距
離

を
適

切
に

保
持

す
る

等
、
当

該
槽

内
の

循
環

流
を

妨
げ

ず
、
か

つ
、
当

該
槽

内
の

水
流

が

短
絡

し
な

い
よ

う
に

充
填

す
る

こ
と

。
 

（
六

）
 

接
触

材
は

、
生

物
膜

に
よ

る
閉

塞
が

生
じ

難
い

形
状

と
し

、
生

物
膜

が
付

着
し

や
す

く
、
十

分
な

物
理

的
強

度
を

有
す

る
構

造
と

す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

し
、
溶

存

酸
素

を
1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

1
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
上

に
保

持
し

、
か

つ
、

空
気

量
を

容
易

に
調

整
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
八

）
 

各
室

は
、
生

物
膜

を
効

率
よ

く
逆

洗
し

、
は

く
離

す
る

こ
と

が

で
き

る
機

能
を

有
し

、
か

つ
、
は

く
離

汚
泥

そ
の

他
の

浮
遊

汚
泥

を

引
き

抜
き

、
沈

殿
分

離
槽

、
沈

殿
槽

、
汚

泥
濃

縮
貯

留
槽

又
は

汚
泥

濃
縮

設
備

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
な

お
、

ポ
ン

プ
等

に
よ

り
強

制
的

に
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
移

送
量

を
調

整
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
九

）
 

消
泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

   

二
 

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
第

2
第

二
号

に
定

め
る

合
併

処
理

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

2
第

一
号

本
文

中
「

10
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

10
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

同
号

の
（

一
）

の

（
ロ

）
中
「

計
算

し
た

数
値

以
上

」
を
「

計
算

し
た

数
値

に
1.

1
を

乗
じ

て
得

た
数

値
以

上
」

と
、

同
号

の
（

四
）

の
（

イ
）

中
「

24
分

の
1
の

1.
5
倍

」
を
「

24
分

の
1
の

1
倍

」
と

、
第

2
第

二
号

の
（

二
）
中
「

0.
5

キ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

5
分

の
2」

を
「

3
分

の

2」
と

、
同

号
の
（

三
）
中
「

0.
8
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を
「

0.
5
キ

ロ
グ

ラ
ム

」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

 

二
 

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
第

2
第

二
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

2
第

一
号

本
文

中
「

10
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」
を
「

10
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」
と

、
同

号
の
（

一
）
の
（

ロ
）

中
「

計
算

し
た

数
値

以
上

」
を
「

計
算

し
た

数
値

に
1.

1
を

乗
じ

て
得

た

数
値

以
上

」
と

、
同

号
の

（
四

）
の

（
イ

）
中

「
24

分
の

1
の

1.
5
倍

」

を
「

24
分

の
1
の

1
倍

」
と

、
第

2
第

二
号

の
（

二
）

中
「

0.
5
キ

ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

5
分

の
2」

を
「

3
分

の
2」

と
、

同
号

の
（

三
）

中
「

0.
8

キ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
5

キ
ロ

グ
ラ

ム
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

 

二
 

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
第

2
第

二
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

2
第

一
号

本
文

中
「

1
0
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」
を
「

1
0
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」
と

、
同

号
の
（

一
）
の
（

ロ
）

中
「

計
算

し
た

数
値

以
上

」
を
「

計
算

し
た

数
値

に
1.

1
を

乗
じ

て
得

た

数
値

以
上

」
と

、
同

号
の

（
四

）
の

（
イ

）
中

「
24

分
の

1
の

1.
5
倍

」

を
「

24
分

の
1
の

1
倍

」
と

、
第

2
第

二
号

の
（

二
）

中
「

0.
5
キ

ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

5
分

の
2」

を
「

3
分

の
2」

と
、

同
号

の
（

三
）

中
「

0.
8

キ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
5

キ
ロ

グ
ラ

ム
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

 

平
成

７
年
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改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

三
 

散
水

濾
床

方
式

 

 
（

一
）

及
び

（
二

）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
沈

砂
槽

に
、

（
三

）
か

ら
（

六
）

ま
で

に
定

め
る

構
造

の
流

量
調

整
槽

、
散

水
濾

床
、
 

 
 

 

沈
澱

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
、
（

七
）

及
び

（
八

）

に
定

め
る

構
造

の
汚

泥
濃

縮
設

備
及

び
汚

泥
貯

留
槽

を
備

え
た

構
造

で

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

で
あ

る
も

の
。

 

（
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

（
イ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、

流
量

調
整

槽
の

次
に

設
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
ロ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
50

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク
リ

ー
ン

か
ら

除
去

し
た

汚
物

等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
1
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
2.

5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た

汚
物

等
を

自
動

的
に

除
去

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク

リ
ー

ン
か

ら
除

去
し

た
汚

物
等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
と

と
も

に
、
目

幅
の

有
効

間
隔

が
5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
以

下
の

ス
ク

リ
ー

ン
を

備
え

た
副

水
路

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

を
流

量
調

整
槽

の
前

に
設

け
る

場
合

は
、

破
砕

装
置

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

破
砕

装
置

は
、
汚

物
等

を
有

効
に

破
砕

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

し
、

目
幅

の
有

効
間

隔
が

お
お

む
ね

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

ス

ク
リ

ー
ン

を
備

え
た

副
水

路
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

 
第

一
号

（
三

）
に

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

一
号

（
四

）
に

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

  （
四

）
 

散
水

濾
床

 

  

三
 

散
水

濾
床

方
式

 

 
（

一
）

及
び

（
二

）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
沈

砂
槽

に
、

（
三

）
か

ら
（

六
）

ま
で

に
定

め
る

構
造

の
流

量
調

整
槽

、
散

水
濾

床
、

沈
殿

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
、
（

七
）

及
び

（
八

）

に
定

め
る

構
造

の
汚

泥
濃

縮
設

備
及

び
汚

泥
貯

留
槽

を
備

え
た

構
造

で

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

で
あ

る
も

の
。

 

（
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

（
イ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、

流
量

調
整

槽
の

次
に

設
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
ロ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
50

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク
リ

ー
ン

か
ら

除
去

し
た

汚
物

等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
1
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
2.

5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た

汚
物

等
を

自
動

的
に

除
去

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク

リ
ー

ン
か

ら
除

去
し

た
汚

物
等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
と

と
も

に
、
目

幅
の

有
効

間
隔

が
5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
以

下
の

ス
ク

リ
ー

ン
を

備
え

た
副

水
路

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

を
流

量
調

整
槽

の
前

に
設

け
る

場
合

は
、

破
砕

装
置

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

破
砕

装
置

は
、
汚

物
等

を
有

効
に

破
砕

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

し
、

目
幅

の
有

効
間

隔
が

お
お

む
ね

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

ス

ク
リ

ー
ン

を
備

え
た

副
水

路
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

四
）
の
（

イ
）
中
「

24
分

の
1
の

1.
5

倍
」

を
「

24
分

の
1
の

1
倍

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
四

）
 

散
水

濾
床

 

 
第

2
第

三
号

の
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
号

の
（

一
）

中
「

0.
7
キ

ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
1
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

8
グ

ラ
ム

」
を

「
3
グ

ラ
ム

」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

三
 

散
水

濾
床

方
式

 

 
（

一
）

及
び

（
二

）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
沈

砂
槽

に
、

（
三

）
か

ら
（

六
）

ま
で

に
定

め
る

構
造

の
流

量
調

整
槽

、
散

水
濾

床
、

沈
殿

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
、
（

七
）

及
び

（
八

）

に
定

め
る

構
造

の
汚

泥
濃

縮
設

備
及

び
汚

泥
貯

留
槽

を
備

え
た

構
造

で

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

で
あ

る
も

の
。

 

（
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

（
イ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、

流
量

調
整

槽
の

次
に

設
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
ロ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
50

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク
リ

ー
ン

か
ら

除
去

し
た

汚
物

等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
1
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
2.

5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た

汚
物

等
を

自
動

的
に

除
去

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク

リ
ー

ン
か

ら
除

去
し

た
汚

物
等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
と

と
も

に
、
目

幅
の

有
効

間
隔

が
5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
以

下
の

ス
ク

リ
ー

ン
を

備
え

た
副

水
路

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

を
流

量
調

整
槽

の
前

に
設

け
る

場
合

は
、

破
砕

装
置

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

破
砕

装
置

は
、
汚

物
等

を
有

効
に

破
砕

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

し
、

目
幅

の
有

効
間

隔
が

お
お

む
ね

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

ス

ク
リ

ー
ン

を
備

え
た

副
水

路
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

四
）
の
（

イ
）
中
「

24
分

の
1
の

1.
5

倍
」

を
「

24
分

の
1
の

1
倍

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
四

）
 

散
水

濾
床

 

 
第

2
第

三
号

の
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
号

の
（

一
）

中
「

0.
7
キ

ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
1
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

8
グ

ラ
ム

」
を

「
3
グ

ラ
ム

」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

 

三
 

散
水

濾
床

方
式

 

 
（

一
）

及
び

（
二

）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
沈

砂
槽

に
、

（
三

）
か

ら
（

六
）

ま
で

に
定

め
る

構
造

の
流

量
調

整
槽

、
散

水
濾

床
、

沈
澱

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
、
（

七
）

及
び

（
八

）

に
定

め
る

構
造

の
汚

泥
濃

縮
設

備
及

び
汚

泥
貯

留
槽

を
備

え
た

構
造

で

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

で
あ

る
も

の
。

 

（
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

（
イ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、

流
量

調
整

槽
の

次
に

設
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
ロ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
5
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク
リ

ー
ン

か
ら

除
去

し
た

汚
物

等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。
 

（
ハ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
1
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
2
.
5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た

汚
物

等
を

自
動

的
に

除
去

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク

リ
ー

ン
か

ら
除

去
し

た
汚

物
等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
と

と
も

に
、

目
幅

の
有

 

効
間

隔
が

5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
以

下
の

ス
ク

リ
ー

ン
を

備
え

た
副

水
路

を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ニ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

を
流

量
調

整
槽

の
前

に
設

け
る

場
合

は
、

破
砕

装
置

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

破
砕

装
置

は
、
汚

物
等

を
有

効
に

破
砕

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

し
、

目
幅

の
有

効
間

隔
が

お
お

む
ね

2
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

ス

ク
リ

ー
ン

を
備

え
た

副
水

路
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

四
）
の
（

イ
）
中
「

24
分

の
1
の

1.
5

倍
」

を
「

24
分

の
1
の

1
倍

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
四

）
 

散
水

濾
床

 

 
第

2
第

三
号

の
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
号

の
（

一
）

中
「

0.
7
キ

ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
1
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

8
グ

ラ
ム

」
を

「
3
グ

ラ
ム

」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

平
成

７
年

以
前

は
p
.
7
9
参

照
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改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

（
イ

）
 

濾
材

の
部

分
の

有
効

容
量

は
、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て

は
濾

材
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B
O
D
が

0
.
1

キ
ロ

グ
ラ

ム
以

下
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は

濾
材

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B
O
D

が
3
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

濾
材

の
部

分
の

深
さ

は
、

砕
石

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は

1
.
2
メ

ー
ト

ル
以

上
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は
2
.
5
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
ハ

）
 

散
水

量
は

、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て
は

濾
床

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
し

て
1
日

当
た

り
1
0
立

方
メ

ー
ト

ル
以

下
、

砕
石

以
外

の
も

の
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て
は

濾
材

の
表

面
積

1

平
方

メ
ー

ト
ル

に
対

し
て

1
日

当
た

り
0
.
6
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

固
定

ノ
ズ

ル
又

は
回

転
散

水
機
（

回
転

散
水

機
の

散
水

口
と

濾

床
の

表
面

と
の

間
隔

を
1
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

と
し

た
も

の
に

限
る

。
）

に
よ

つ
て

濾
床

の
表

面
に

均
等

に
散

水
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

濾
材

受
け

の
下

面
と

槽
の

底
部

と
の

間
隔

は
、

3
0

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、

か
つ

、
槽

の
底

部
の

勾
配

は
、

5
0
分

の
1
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

送
気

及
び

排
気

の
た

め
の

通
気

設
備

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

濾
材

に
は

、
径

が
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

7
.
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

の
硬

質
の

砕
石

又
は

こ
れ

と
同

等
以

上
に

好
気

性
生

物

膜
を

生
成

し
や

す
く

、
1

立
方

メ
ー

ト
ル

当
た

り
の

表
面

積
が

8
0

平
方

メ
ー

ト
ル

以
上

、
か

つ
、

空
隙

率
が

9
0
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

で

あ
る

も
の

を
用

い
る

こ
と

。
 

（
チ

）
 

ポ
ン

プ
升

を
有

し
、
当

該
ポ

ン
プ

升
に

は
、
浮

遊
物

に
よ

つ
て

閉
塞

し
な

い
構

造
で

、
か

つ
、
十

分
な

処
理

能
力

を
有

す
る

散
水

用

ポ
ン

プ
を

2
台

以
上

設
け

る
こ

と
。

 

       

 
 

 

平
成

７
年
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前

は
p
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改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

（
リ

）
 

分
水

装
置

を
有

し
、
当

該
装

置
は

、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ

つ
て

は
日

平
均

汚
水

量
の

1
0
0

パ
ー

セ
ン

ト
に

相
当

す
る

容
量

以

上
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は
濾

材
の

部
分

の

深
さ

が
2
.
5
メ

ー
ト

ル
の

と
き

に
日

平
均

汚
水

量
の

2
0
0
パ

ー
セ

ン

ト
以

上
に

相
当

す
る

容
量
（

濾
材

の
部

分
の

深
さ

が
異

な
る

場
合

に

お
い

て
は

、
当

該
深

さ
に

応
じ

た
容

量
）
以

上
の

散
水

濾
床

か
ら

の

流
出

水
を

ポ
ン

プ
升

へ
1

日
に

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と

す
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

沈
殿

槽
 

 
第

一
号

（
六

）
に

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

設
備

 

 
第

一
号

（
九

）
に

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
八

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

一
号

（
十

）
に

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

四
 

長
時

間
ば

つ
気

方
式

 

 
（

一
）

及
び

（
二

）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
沈

砂
槽

に
、

（
三

）
か

ら
（

六
）

ま
で

に
定

め
る

構
造

の
流

量
調

整
槽

、
ば

つ
気

槽
、
 

 

沈
殿

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
、
（

七
）

に
定

め
る

構

造
の

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
（

処
理

対
象

人
員

が
5
0
1
人

以
上

の
場

合
に

お
い

て
は

、
（

八
）

及
び

（
九

）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

設
備

及
び

汚
泥

貯
留

槽
）

を
備

え
た

構
造

で
処

理
対

象
人

員
が

1
0
1

人
以

上
で

あ
る

も

の
。

 

（
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

（
イ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
に

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
、
破

砕
装

置
又

は
微

細

目
ス

ク
リ

ー
ン

の
い

ず
れ

か
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造

と
す

る
こ

と
。
た

だ
し

、
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
に

あ
つ

て
は

、
流

量

調
整

槽
の

次
に

設
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
ロ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
5
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク
リ

ー
ン

か
ら

除
去

し
た

汚
物

等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。
 

      

        （
五

）
 

沈
澱

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

六
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

設
備

 

 
第

2
第

一
号

の
（

九
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
八

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

十
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

四
 

長
時

間
ば

つ
気

方
式

 

 
第

2
第

四
号

に
定

め
る

合
併

処
理

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

二
 

10
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で

あ
る

も
の

」
を
「

10
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」
と

、
同

号
の
（

三
）
中
「

構

造
と

す
る

こ
と

」
を
「

構
造

に
準

ず
る

も
の

」
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合

に
お

い
て

、
同

号
の

（
四

）
の

（
イ

）
中

「
24

分
の

1
の

1.
5
倍

」
を

「
24

分
の

1
の

1
倍

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

」
と

、
同

号
の
（

四
）

の
（

イ
）

中
「

0.
3

キ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
2

キ
ロ

グ
ラ

ム
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

）
」

と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

  

        （
五

）
 

沈
殿

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

六
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

設
備

 

 
第

2
第

一
号

の
（

九
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
八

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

十
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

四
 

長
時

間
ば

つ
気

方
式

 

 
第

2
第

四
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

二
 

10
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る

も
の

」
を

「
10

1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

同
号

の
（

三
）

中
「

構
造

と
す

る
こ

と
」
を
「

構
造

に
準

ず
る

も
の

」
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
の
（

四
）
の
（

イ
）
中
「

24
分

の
1
の

1.
5
倍

」
を
「

24

分
の

1
の

1
倍

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

」
と

、
同

号
の

（
四

）

の
（

イ
）

中
「

0.
3

キ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
2

キ
ロ

グ
ラ

ム
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

）
」

と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 

        （
五

）
 

沈
殿

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

六
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

設
備

 

 
第

2
第

一
号

の
（

九
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
八

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

十
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

四
 

長
時

間
ば

つ
気

方
式

 

 
第

2
第

四
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

二
 

1
0
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る

も
の

」
を

「
1
0
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

同
号

の
（

三
）

中
「

構
造

と
す

る
こ

と
」
を
「

構
造

に
準

ず
る

も
の

」
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
の
（

四
）
の
（

イ
）
中
「

24
分

の
1
の

1.
5
倍

」
を
「

24

分
の

1
の

1
倍

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

」
と

、
同

号
の

（
四

）

の
（

イ
）

中
「

0.
3

キ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
2

キ
ロ

グ
ラ

ム
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

）
」

と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
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改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

（
ハ

）
 

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
2
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク
リ

ー
ン

か
ら

除
去

し
た

汚
物

等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。
 

（
ニ

）
 

破
砕

装
置

は
、
汚

物
等

を
有

効
に

破
砕

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

し
、

目
幅

の
有

効
間

隔
が

お
お

む
ね

2
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

ス

ク
リ

ー
ン

を
備

え
た

副
水

路
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
1
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
2
.
5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た

汚
物

等
を

自
動

的
に

除
去

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク

リ
ー

ン
か

ら
除

去
し

た
汚

物
等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
と

と
も

に
、
目

幅
の

有
効

間
隔

が
お

お
む

ね

2
0

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

の
ス

ク
リ

ー
ン

を
備

え
た

副
水

路
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

を
流

量
調

整
槽

の
前

に
設

け
る

場
合

は
、

破
砕

装
置

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

処
理

対
象

人
員

が
5
0
0
人

以
下

の
場

合
に

お
い

て
は

、
（

イ
）

か
ら
（

ヘ
）
ま

で
に

か
か

わ
ら

ず
、
第

一
号

の
（

二
）
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

 
第

一
号

（
三

）
に

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

一
号

（
四

）
に

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
四

）
 

ば
つ

気
槽

 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B
O
D
が

0
.
2
キ

ロ
グ

ラ
ム
（

処
理

対
象

人
員

が
5
0
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

0
.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

）
と

な
る

よ
う

に
し

、

か
つ

、
日

平
均

汚
水

量
の

3
分

の
2
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

水
深

は
、

1
.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
5
0
1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、
2
メ

ー
ト

ル
）
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
特

殊
な

装
置

を
設

け
た

場
合

に
お

い
て

は
、

5
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

    

 
 

 

平
成

７
年

以
前

は
p
.
8
0
参

照
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改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

（
ハ

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

し
、
溶

存

酸
素

を
お

お
む

ね
1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

1
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
上

に
保

持

し
、
か

つ
、
空

気
量

を
容

易
に

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ニ

）
 

沈
殿

槽
か

ら
の

汚
泥

返
送

量
を

容
易

に
調

整
し

、
及

び
計

量
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

消
泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

沈
殿

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
日

平
均

汚
水

量
の

6
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

槽
の

水
面

の
面

積
は

、
水

面
積

負
荷

が
8
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処

理
対

象
人

員
が

5
0
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

1
5
立

方
メ

ー
ト

ル
）

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ハ

）
 

越
流

せ
き

を
設

け
て

沈
殿

槽
か

ら
汚

水
が

越
流

す
る

構
造

と

し
、

越
流

せ
き

の
長

さ
は

、
越

流
負

荷
が

3
0
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処

理
対

象
人

員
が

5
0
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

5
0
立

方
メ

ー
ト

ル
）

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

有
効

水
深

は
、

1
.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
5
0
1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、
槽

の
底

部
が

ホ
ッ

パ
ー

型
の

場
合

に
お

い
て

は
、
ホ

ッ
パ

ー
部

の
高

さ
の

2
分

の
1
に

相
当

す
る

長
さ

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な

い
も

の
と

す
る

。
 

（
ホ

）
 

槽
の

底
部

が
ホ

ッ
パ

ー
型

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の
平

面
の

形
状

を
円

形
又

は
正

多
角

形
（

正
三

角
形

を
除

く
。
）

と
す

る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
6
0
度

以
上

と
し

、
底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
抜

き
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

汚
泥

を
有

効
に

集
積

し
、
か

つ
、
自

動
的

に
引

き
抜

く
こ

と
に

よ
り

、
汚

泥
濃

縮
貯

留
槽

又
は

汚
泥

濃
縮

設
備

へ
移

送
す

る
と

と
も

に
、
ば

つ
気

槽
へ

日
平

均
汚

水
量

の
2
0
0
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

に
相

当

す
る

汚
泥

を
1
日

に
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

   

 
 

 

平
成

７
年

以
前

は
p
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8
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改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

（
チ

）
 

浮
上

物
が

生
ず

る
お

そ
れ

の
あ

る
も

の
に

あ
つ

て
は

、
浮

上
物

を
除

去
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

（
四

）
に

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
 

 
第

一
号
（

八
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
号

（
八

）
（

イ
）

中
「

流
量

調
整

槽
」

を
「

流
量

調
整

槽
又

は
ば

つ
気

槽
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
八

）
 

汚
泥

濃
縮

設
備

 

 
第

一
号
（

九
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
（

九
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を
「

流
量

調
整

槽
又

は

ば
つ

気
槽

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
九

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

一
号

（
十

）
に

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

五
 

標
準

活
性

汚
泥

方
式

 

 
（

一
）

及
び

（
二

）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
沈

砂
槽

に
、

（
三

）
か

ら
（

六
）

ま
で

に
定

め
る

構
造

の
流

量
調

整
槽

、
ば

つ
気

槽
、

沈
殿

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
、
（

七
）

及
び

（
八

）

に
定

め
る

構
造

の
汚

泥
濃

縮
設

備
及

び
汚

泥
貯

留
槽

を
備

え
た

構
造

で

処
理

対
象

人
員

が
5
,
0
0
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
。

 

（
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

 
前

号
（

一
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

 
第

一
号

（
三

）
に

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

一
号

（
四

）
に

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
四

）
 

ば
つ

気
槽

 

 
前

号
（

四
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合

に
お

い
て

、
同

号
（

四
）
（

イ
）

中
「

0
.
2

キ
ロ

グ
ラ

ム
（

処
理

対
象

人

員
が

5
0
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、
0
.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

）
」
を
「

0
.
6

キ
ロ

グ
ラ

ム
」
と

、「
3
分

の
2
」
を
「

3
分

の
1
」
と

、
同

号
（

四
）（

ロ
）

中
「

1
.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
5
0
1
人

以
上

の
場

合
に

お
い

て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）
」

を
「

3
メ

ー
ト

ル
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。
 

   

              五
 

標
準

活
性

汚
泥

方
式

 

 
第

3
第

五
号

に
定

め
る

合
併

処
理

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
の
（

三
）
中
「

構
造

と
す

る
こ

と
」
を
「

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
第

2
第

一
号

の

（
四

）
の
（

イ
）
中
「

24
分

の
1
の

1.
5
倍

」
を
「

24
分

の
1
の

1
倍

」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

 

              五
 

標
準

活
性

汚
泥

方
式

 

 
第

3
第

五
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
の
（

三
）
中
「

構
造

と
す

る
こ

と
」
を
「

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
第

2
第

一
号

の
（

四
）

の
（

イ
）

中
「

24
分

の
1
の

1.
5
倍

」
を

「
24

分
の

1
の

1
倍

」
と

読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

 

              五
 

標
準

活
性

汚
泥

方
式

 

 
第

3
第

五
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
の
（

三
）
中
「

構
造

と
す

る
こ

と
」
を
「

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
第

2
第

一
号

の
（

四
）

の
（

イ
）

中
「

24
分

の
1
の

1.
5
倍

」
を

「
24

分
の

1
の

1
倍

」
と

読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

 

平
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改
正

 
平

成
18

年
国

土
交

通
省

告
示

第
15

4
号

 
改

正
 

平
成

13
年

国
土

交
通

省
告

示
第

35
3
号

 
改

正
 

平
成

12
年

建
設

省
告

示
第

14
65

号
 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

（
五

）
 

沈
殿

槽
 

 
前

号
（

五
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合

に
お

い
て

、
同

号
（

五
）
（

イ
）

中
「

6
分

の
1
」

を
「

8
分

の
1
」

と
、

同
号

（
五

）
（

ロ
）

中
「

8
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
5
0
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、
1
5
立

方
メ

ー
ト

ル
）
」
を
「

1
8
立

方
メ

ー

ト
ル

」
と

、
同

号
（

五
）（

ト
）
中

「
2
0
0
パ

ー
セ

ン
ト

」
を

「
1
0
0
パ

ー

セ
ン

ト
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

（
四

）
に

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

設
備

 

 
第

一
号
（

九
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
（

九
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を
「

流
量

調
整

槽
又

は

ば
つ

気
槽

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
八

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

一
号

（
十

）
に

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

  

第
７

か
ら

第
１

２
ま

で
 

（
略

）
 

  附
 

則
（

平
成

1
8
年

1
月

1
7
日

 
国

土
交

通
省

告
示

第
1
5
4
号

）
 

（
施

行
期

日
）

 

1
 

こ
の

告
示

は
、

平
成

1
8
年

2
月

1
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

（
経

過
措

置
）

 

2
 

こ
の

告
示

の
施

行
の

日
前

に
設

置
さ

れ
た

合
併

処
理

浄
化

槽
又

は
こ

の
告

示
の

施
行

の
際

現
に

建
築

、
修

繕
若

し
く

は
模

様
替

の
工

事
中

の

合
併

処
理

浄
化

槽
で

、
こ

の
告

示
に

よ
る

改
正

前
の

昭
和

5
5
年

建
設

省
告

示
第

1
2
9
2
号

第
二

各
号

又
は

第
三

各
号

の
規

定
に

適
合

す
る

も

の
は

、
改

正
後

の
昭

和
5
5
年

建
設

省
告

示
第

1
2
9
2
号

の
規

定
に

適
合

す
る

も
の

と
み

な
す

。
 

      

                 

第
７

か
ら

第
１

２
ま

で
 

（
略

）
 

  附
 

則
（

平
成

1
3
年

3
月

2
8
日

 
国

土
交

通
省

告
示

第
3
5
3
号

）
 

こ
の

告
示

は
、

平
成

1
3
年

4
月

1
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

                 

第
７

か
ら

第
１

２
ま

で
 

（
略

）
 

  附
 

則
（

平
成

1
2
年

5
月

3
1
日

 
建

設
省

告
示

第
1
4
6
5
号

）
 

1
 

こ
の

告
示

は
、

平
成

1
2
年

6
月

1
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

2
 

こ
の

告
示

の
施

行
の

際
現

に
設

置
さ

れ
て

い
る

屎
尿

浄
化

槽
若

し
く

は
現

に
建

築
、
修

繕
若

し
く

は
模

様
替

の
工

事
中

の
建

築
物

の
屎

尿
浄

化
槽

又
は

こ
の

告
示

の
施

行
の

日
か

ら
6
月

を
経

過
し

な
い

間
に

設

置
さ

れ
る

屎
尿

浄
化

槽
で

、
こ

の
告

示
に

よ
る

改
正

前
の

昭
和

5
5
年

建
設

省
告

示
第

1
2
9
2
号

第
1
第

一
号

か
ら

第
三

号
ま

で
の

規
定

に
適

合
す

る
構

造
の

も
の

に
つ

い
て

は
、
建

築
基

準
法

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

（
平

成
1
0
年

法
律

第
1
0
0
号

）
第

3
条

の
規

定
に

よ
る

改
正

後

の
建

築
基

準
法

第
3
1
条

第
2
項

の
国

土
交

通
大

臣
が

定
め

た
構

造
方

法
を

用
い

る
も

の
と

み
な

す
。

 

                 

第
７

か
ら

第
１

３
ま

で
 

（
略

）
 

  附
 

則
（

平
成

7
年

1
2
月

2
7
日

 
建

設
省

告
示

第
2
0
9
4
号

）
 

1
 

こ
の

告
示

は
、

平
成

8
年

4
月

1
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

2
 

こ
の

告
示

の
施

行
の

日
か

ら
起

算
し

て
3
月

を
経

過
す

る
日

ま
で

の

間
は

、
こ

の
告

示
に

よ
る

改
正

前
の

規
定

に
よ

る
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造

に
つ

い
て

は
、

な
お

従
前

の
例

に
よ

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 

平
成

７
年

以
前

は
p
.
8
2
参

照
 

 



 

48 

（
2）

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

改
正

経
過

一
覧

（
昭

和
63

年
、

平
成

3
年

、
平

成
7
年

改
正

ま
で

）
 

 
 

［
参

考
］

赤
文

字
及

び
ア

ン
ダ

ー
ラ

イ
ン

（
青

色
破

線
）

部
は

当
該

改
正

箇
所

を
示

す
。

 
改

正
 

平
成

7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

昭
和

55
年

7
月

14
日

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

 

 建
築

基
準

法
施

行
令

（
昭

和
25

年
政

令
第

33
8
号

）
第

32
条

の
規

定

に
基

づ
き

、
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
を

次
の

よ
う

に
指

定
す

る
。

 

    最
終

改
正

 
平

成
7
年

12
月

27
日

 
建

設
省

告
示

第
20

94
号

 

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

 

 

第
1 

生
物

化
学

的
酸

素
要

求
量
（

以
下
「

B
O

D
」
と

い
う

。
）
の

除

去
率

が
65

パ
ー

セ
ン

ト
以

上
及

び
屎

尿
浄

化
槽

か
ら

の
放

流
水

の

B
O

D
（

以
下

「
放

流
水

の
B

O
D
」

と
い

う
。

）
が

1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

9
0
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
下

で
あ

る
性

能
を

有
し

、
か

つ
、

衛
生

上
支

障
が

な

い
も

の
の

構
造

は
、

第
一

号
か

ら
第

六
号

ま
で

の
一

に
該

当
し

、
か

つ
、

第
七

号
に

定
め

る
構

造
と

し
た

も
の

と
す

る
。

 

  一
 

分
離

接
触

ば
つ

気
方

式
（

単
独

処
理

）
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

沈
殿

分
離

室
、
接

触
ば

つ

気
室

、
沈

殿
室

及
び

消
毒

室
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

屎
尿

を
単

独
に

処
理

す
る

も
の

。
 

（
一

）
 

沈
殿

分
離

室
 

 
有

効
容

量
は

、
0.

75
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、
処

理
対

象
人

員
が

5

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
5
人

を
超

え
る

部
分

1
人

当
た

り
0.

09

立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

を
こ

れ
に

加
算

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

接
触

ば
つ

気
室

 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

0.
25

立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

と
し

、
処

理
対

象

人
員

が
5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1
人

当

た
り

0.
02

5
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
を

こ
れ

に
加

算
す

る
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

接
触

材
は

、
生

物
膜

等
に

よ
り

閉
塞

が
生

じ
難

い
形

状
で

、
か

つ
、
生

物
膜

が
付

着
し

や
す

い
構

造
と

し
、
有

効
容

量
に

対
す

る
接

触
材

の
充

填
率

は
、

お
お

む
ね

50
パ

ー
セ

ン
ト

と
す

る
こ

と
。

 

  

昭
和

55
年

7
月

14
日

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

屎
尿

化
槽

の
構

造
 

 建
築

基
準

法
施

行
令

（
昭

和
25

年
政

令
第

33
8
号

）
第

32
条

の
規

定

に
基

づ
き

、
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
を

次
の

よ
う

に
指

定
す

る
。

 

    最
終

改
正

 
平

成
3
年

2
月

1
日

 
建

設
省

告
示

第
13

5
号

 

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

 

 

第
1 

生
物

化
学

的
酸

素
要

求
量
（

以
下
「

B
O

D
」
と

い
う

。
）
の

除

去
率

が
65

パ
ー

セ
ン

ト
以

上
及

び
屎

尿
浄

化
槽

か
ら

の
放

流
水

の

B
O

D
（

以
下

「
放

流
水

の
B

O
D
」

と
い

う
。

）
が

90
（

単
位

 
1
リ

ッ

ト
ル

に
つ

き
ミ

リ
グ

ラ
ム

。
以

下
「

PP
M
」

と
い

う
。

）
以

下
で

あ
る

性
能

を
有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
も

の
の

構
造

は
、
第

一
号

か

ら
第

五
号

ま
で

の
一

に
該

当
し

、
か

つ
、
第

六
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た

も
の

と
す

る
。

 

 一
 

分
離

接
触

ば
つ

気
方

式
（

単
独

処
理

）
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

沈
殿

分
離

室
、
接

触
ば

つ

気
室

、
沈

殿
室

及
び

消
毒

室
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

屎
尿

を
単

独
に

処
理

す
る

も
の

。
 

（
一

）
 

沈
殿

分
離

室
 

 
有

効
容

量
は

、
0.

75
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、
処

理
対

象
人

員
が

5

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
5
人

を
超

え
る

部
分

1
人

当
た

り
0.

09

立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

を
こ

れ
に

加
算

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

接
触

ば
つ

気
室

 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

0.
25

立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

と
し

、
処

理
対

象

人
員

が
5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1
人

当

た
り

0.
02

5
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
を

こ
れ

に
加

算
す

る
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

接
触

材
は

、
生

物
膜

等
に

よ
り

閉
塞

が
生

じ
難

い
形

状
で

、
か

つ
、
生

物
膜

が
付

着
し

や
す

い
構

造
と

し
、
有

効
容

量
に

対
す

る
接

触
材

の
充

填
率

は
、

お
お

む
ね

50
パ

ー
セ

ン
ト

と
す

る
こ

と
。

 

 

昭
和

55
年

7
月

14
日

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

 

 建
築

基
準

法
施

行
令

（
昭

和
25

年
政

令
第

33
8
号

）
第

32
条

の
規

定

に
基

づ
き

、
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
を

次
の

よ
う

に
指

定
す

る
。

 

    最
終

改
正

 
昭

和
63

年
3
月

8
日

 
建

設
省

告
示

第
34

2
号

 

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

 

 

第
1 

生
物

化
学

的
酸

素
要

求
量
（

以
下
「

B
O

D
」
と

い
う

。
）
の

除

去
率

が
65

パ
ー

セ
ン

ト
以

上
及

び
屎

尿
浄

化
槽

か
ら

の
放

流
水

の

B
O

D
（

以
下

「
放

流
水

の
B

O
D
」

と
い

う
。

）
が

90
（

単
位

 
1
リ

ッ

ト
ル

に
つ

き
ミ

リ
グ

ラ
ム

。
以

下
「

PP
M
」

と
い

う
。

）
以

下
で

あ
る

性
能

を
有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
も

の
の

構
造

は
、
第

一
号

か

ら
第

五
号

ま
で

の
一

に
該

当
し

、
か

つ
、
第

六
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た

も
の

と
す

る
。

 

 一
 

分
離

接
触

ば
つ

気
方

式
（

単
独

処
理

）
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

沈
殿

分
離

室
、
接

触
ば

つ

気
室

、
沈

殿
室

及
び

消
毒

室
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

屎
尿

を
単

独
に

処
理

す
る

も
の

。
 

（
一

）
 

沈
殿

分
離

室
 

 
有

効
容

量
は

、
0.

75
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、
処

理
対

象
人

員
が

5

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
5
人

を
超

え
る

部
分

1
人

当
た

り
0.

09

立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

を
こ

れ
に

加
算

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

接
触

ば
つ

気
室

 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

0.
25

立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

と
し

、
処

理
対

象

人
員

が
5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1

人
当

た
り

0.
02

5
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
を

こ
れ

に
加

算
す

る
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

接
触

材
は

、
生

物
膜

等
に

よ
り

閉
塞

が
生

じ
難

い
形

状
で

、
か

つ
、
生

物
膜

が
付

着
し

や
す

い
構

造
と

し
、
有

効
容

量
に

対
す

る
接

触
材

の
充

填
率

は
、

お
お

む
ね

50
パ

ー
セ

ン
ト

と
す

る
こ

と
。

 

 

昭
和

55
年

7
月

14
日

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

 

 建
築

基
準

法
施

行
令

（
昭

和
25

年
政

令
第

33
8
号

）
第

32
条

の
規

定

に
基

づ
き

、
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
を

次
の

よ
う

に
指

定
す

る
。

 

    最
終

改
正

 
昭

和
55

年
7
月

14
日

 
建

設
省

告
示

第
12

92
号

 

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

 

 

第
1 

生
物

化
学

的
酸

素
要

求
量
（

以
下
「

B
O

D
」
と

い
う

。
）
の

除

去
率

が
65

パ
ー

セ
ン

ト
以

上
及

び
屎

尿
浄

化
槽

か
ら

の
放

流
水

の

B
O

D
（

以
下

「
放

流
水

の
B

O
D
」

と
い

う
。

）
が

90
（

単
位

 
1
リ

ッ

ト
ル

に
つ

き
ミ

リ
グ

ラ
ム

。
以

下
「

PP
M
」

と
い

う
。

）
以

下
で

あ
る

性
能

を
有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
も

の
の

構
造

は
、
第

一
号

か

ら
第

三
号

ま
で

の
一

に
該

当
し

、
か

つ
、
第

四
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た

も
の

と
す

る
。

 

 一
 

分
離

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

沈
澱

分
離

室
、
接

触
ば

つ

気
室

、
沈

澱
室

及
び

消
毒

室
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

せ
た

構
造

で
屎

尿
を

単
独

に
処

理
す

る
も

の
。

 

（
一

）
 

沈
澱

分
離

室
 

 
有

効
容

量
は

、
0.

75
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、
処

理
対

象
人

員
が

5

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
5
人

を
超

え
る

部
分

1
人

当
た

り
0.

09

立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

を
こ

れ
に

加
算

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

接
触

ば
つ

気
室

 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

0.
25

立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

と
し

、
処

理
対

象

人
員

が
5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1

人
当

た
り

0.
02

5
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
を

こ
れ

に
加

算
す

る
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

接
触

材
は

、
生

物
膜

等
に

よ
り

閉
塞

が
生

じ
難

い
形

状
で

、
か

つ
、
生

物
膜

が
付

着
し

や
す

い
構

造
と

し
、
有

効
容

量
に

対
す

る
接

触
材

の
充

填
率

は
、

お
お

む
ね

50
パ

ー
セ

ン
ト

と
す

る
こ

と
。

 

 

平
成

７
年

以
降

は
p.

4
参

照
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改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

（
ハ

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

し
、
溶

存

酸
素

を
お

お
む

ね
1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

0
.
3
ミ

リ
グ

ラ
ム

に
保

持
す

る
よ

う
に

十
分

な
酸

素
を

供
給

し
、
か

つ
、
は

く
離

汚
泥

を
沈

殿
分

離
室

に
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
三

）
 

沈
殿

室
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

消
毒

室
の

有
効

容
量

と
の

合
計

を
0.

15
立

方

メ
ー

ト
ル

以
上

と
し

、
処

理
対

象
人

員
が

5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1
人

当
た

り
0.

01
5
立

方
メ

ー
ト

ル

以
上

を
こ

れ
に

加
算

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

流
入

水
の

沈
殿

作
用

を
速

や
か

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

ほ
か

、
ス

カ
ム

の
生

成
を

少
な

く
す

る
こ

と
が

で
き

、
か

つ
、

生
成

物
の

流
出

を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
四

）
 

消
毒

室
 

 
消

毒
室

は
、
汚

水
の

塩
素

接
触

に
よ

る
消

毒
作

用
を

有
効

に
継

続
し

て

行
う

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

二
 

分
離

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

沈
殿

分
離

室
、
ば

つ
気

室
、

沈
殿

室
及

び
消

毒
室

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
た

構
造

で
屎

尿
を

単

独
に

処
理

す
る

も
の

。
 

（
一

）
 

沈
殿

分
離

室
 

 
第

一
号

の
（

一
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

ば
つ

気
室

 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

0.
45

立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

と
し

、
処

理
対

象

人
員

が
5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1

人
当

た
り

0.
06

立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

を
こ

れ
に

加
算

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

し
、
溶

存

酸
素

を
お

お
む

ね
1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

0
.
3
ミ

リ
グ

ラ
ム

に
保

持
す

る
よ

う
に

十
分

な
酸

素
を

供
給

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
三

）
 

沈
殿

室
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

消
毒

室
の

有
効

容
量

と
の

合
計

を
0.

15
立

方

メ
ー

ト
ル

以
上

と
し

、
処

理
対

象
人

員
が

5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1
人

当
た

り
0.

02
立

方
メ

ー
ト

ル

以
上

を
こ

れ
に

加
算

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

流
入

水
の

沈
殿

作
用

を
速

や
か

に
行

う
こ

と
が

で
き

、
か

つ
、

沈
殿

汚
泥

の
全

量
を

ば
つ

気
室

に
返

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造

と
す

る
ほ

か
、
ス

カ
ム

の
生

成
を

少
な

く
す

る
こ

と
が

で
き

、
か

つ
、

生
成

物
の

流
出

を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ハ

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

し
、
溶

存

酸
素

を
お

お
む

ね
0.

3P
PM

に
保

持
す

る
よ

う
に

十
分

な
酸

素
を

供
給

し
、
か

つ
、
は

く
離

汚
泥

を
沈

殿
分

離
室

に
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
三

）
 

沈
殿

室
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

消
毒

室
の

有
効

容
量

と
の

合
計

を
0.

15
立

方

メ
ー

ト
ル

以
上

と
し

、
処

理
対

象
人

員
が

5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1
人

当
た

り
0.

01
5
立

方
メ

ー
ト

ル

以
上

を
こ

れ
に

加
算

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

流
入

水
の

沈
殿

作
用

を
速

や
か

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

ほ
か

、
ス

カ
ム

の
生

成
を

少
な

く
す

る
こ

と
が

で
き

、
か

つ
、

生
成

物
の

流
出

を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
四

）
 

消
毒

室
 

 
消

毒
室

は
、
汚

水
の

塩
素

接
触

に
よ

る
消

毒
作

用
を

有
効

に
継

続
し

て

行
う

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

二
 

分
離

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

沈
殿

分
離

室
、
ば

つ
気

室
、

沈
殿

室
及

び
消

毒
室

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
せ

た
構

造
で

屎
尿

を
単

独

に
処

理
す

る
も

の
。

 

（
一

）
 

沈
殿

分
離

室
 

 
第

一
号

の
（

一
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

ば
つ

気
室

 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

0.
45

立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

と
し

、
処

理
対

象

人
員

が
5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1

人
当

た
り

0.
06

立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

を
こ

れ
に

加
算

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

し
、
溶

存

酸
素

を
お

お
む

ね
0.

3P
PM

に
保

持
す

る
よ

う
に

十
分

な
酸

素
を

供
給

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 （
三

）
 

沈
殿

室
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

消
毒

室
の

有
効

容
量

と
の

合
計

を
0.

15
立

方

メ
ー

ト
ル

以
上

と
し

、
処

理
対

象
人

員
が

5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1
人

当
た

り
0.

02
立

方
メ

ー
ト

ル

以
上

を
こ

れ
に

加
算

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

流
入

水
の

沈
殿

作
用

を
速

や
か

に
行

う
こ

と
が

で
き

、
か

つ
、

沈
殿

汚
泥

の
全

量
を

ば
つ

気
室

に
返

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造

と
す

る
ほ

か
、
ス

カ
ム

の
生

成
を

少
な

く
す

る
こ

と
が

で
き

、
か

つ
、

生
成

物
の

流
出

を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ハ

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
攪

拌
し

、
溶

存
酸

素
を

お
お

む
ね

0.
3P

PM
に

保
持

す
る

よ
う

に
十

分
な

酸
素

を
供

給
し

、
か

つ
、
は

く
離

汚
泥

を
沈

殿
分

離
室

に
移

送
す

る
こ

と
が

で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

沈
殿

室
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

消
毒

室
の

有
効

容
量

と
の

合
計

を
0.

15
立

方

メ
ー

ト
ル

以
上

と
し

、
処

理
対

象
人

員
が

5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1
人

当
た

り
0.

01
5
立

方
メ

ー
ト

ル

以
上

を
こ

れ
に

加
算

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

流
入

水
の

沈
殿

作
用

を
速

や
か

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

ほ
か

、
ス

カ
ム

の
生

成
を

少
な

く
す

る
こ

と
が

で
き

、
か

つ
、

生
成

物
の

流
出

を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
四

）
 

消
毒

室
 

 
消

毒
室

は
、
汚

水
の

塩
素

接
触

に
よ

る
消

毒
作

用
を

有
効

に
継

続
し

て

行
う

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

二
 

分
離

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

沈
殿

分
離

室
、
ば

つ
気

室
、

沈
殿

室
及

び
消

毒
室

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
せ

た
構

造
で

屎
尿

を
単

独

に
処

理
す

る
も

の
。

 

（
一

）
 

沈
殿

分
離

室
 

 
第

一
号

の
（

一
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

ば
つ

気
室

 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

0.
45

立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

と
し

、
処

理
対

象

人
員

が
5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1

人
当

た
り

0.
06

立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

を
こ

れ
に

加
算

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

し
、
溶

存

酸
素

を
お

お
む

ね
0.

3P
PM

に
保

持
す

る
よ

う
に

十
分

な
酸

素
を

供
給

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 （
三

）
 

沈
殿

室
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

消
毒

室
の

有
効

容
量

と
の

合
計

を
0.

15
立

方

メ
ー

ト
ル

以
上

と
し

、
処

理
対

象
人

員
が

5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1
人

当
た

り
0.

02
立

方
メ

ー
ト

ル

以
上

を
こ

れ
に

加
算

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

流
入

水
の

沈
殿

作
用

を
速

や
か

に
行

う
こ

と
が

で
き

、
か

つ
、

沈
殿

汚
泥

の
全

量
を

ば
つ

気
室

に
返

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造

と
す

る
ほ

か
、
ス

カ
ム

の
生

成
を

少
な

く
す

る
こ

と
が

で
き

、
か

つ
、

生
成

物
の

流
出

を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ハ

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

し
、
溶

存

酸
素

を
お

お
む

ね
0.

3P
PM

に
保

持
す

る
よ

う
に

十
分

な
酸

素
を

供
給

し
、
か

つ
、
は

く
離

汚
泥

を
沈

澱
分

離
室

に
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
三

）
 

沈
澱

室
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

消
毒

室
の

有
効

容
量

と
の

合
計

を
0.

15
立

方

メ
ー

ト
ル

以
上

と
し

、
処

理
対

象
人

員
が

5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1
人

当
た

り
0.

01
5
立

方
メ

ー
ト

ル

以
上

を
こ

れ
に

加
算

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

流
入

水
の

沈
澱

作
用

を
速

や
か

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

ほ
か

、
ス

カ
ム

の
浮

上
を

少
な

く
す

る
こ

と
が

で
き

、
か

つ
、

浮
上

物
の

流
出

を
防

止
す
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。
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を
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理
す

る

も
の

。
 

（
一

）
 

腐
敗

室
 

 
腐

敗
室

は
、
汚

水
の

沈
澱

分
離

作
用

及
び

消
化

作
用

を
行

う
機

能
を

有

す
る

も
の

と
し

、
（

イ
）

又
は

（
ロ

）
に

よ
る

こ
と

。
 

（
イ

）
 

多
室

型
 

（
1）

 
2
室

以
上

4
室

以
下

の
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
2）

 
有

効
容

量
は

、
1.

5
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、

処
理

対
象

人

員
が

5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を
超

え
る

部
分

1
人

当
た

り
0.

1
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
を

こ
れ

に
加

算
す

る
こ

と
。

 

（
3）

 
第

1
室

の
有

効
容

量
は

、
2
室

型
の

場
合

に
あ

つ
て

は
腐

敗
室

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

3
分

の
2、

3
室

型
又

は
4
室

型
の

場
合

に
あ

つ
て

は
腐

敗
室

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

2
分

の
1
と

す
る

こ
と

。
 

（
4）

 
最

終
の

室
に

予
備

濾
過

装
置

を
設

け
、

当
該

装
置

の
下

方
よ

り

汚
水

を
通

ず
る

構
造

と
す

る
こ

と
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
当

該
装

置
の

砕
石

層
又

は
こ

れ
に

準
ず

る
も

の
の

体
積

は
、

有
効

容
量

の

10
分

の
1
を

限
度

と
し

て
当

該
有

効
容

量
に

算
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

（
5）

 
各

室
の

有
効

水
深

は
、

1
メ

ー
ト

ル
以

上
3
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
 

（
6）

 
第

1
室

に
お

い
て

は
、

流
入

管
の

開
ロ

部
の

位
置

を
水

面
か

ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
3
分

の
1
の

深
さ

と
す

る
こ

と
。

 

（
7）

 
各

室
に

お
い

て
は

、
流

出
管

又
は

バ
ッ

フ
ル

の
下

端
の

開
ロ

部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
の

深
さ

と

し
、

浮
上

物
又

は
ス

カ
ム

の
流

出
し

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

変
形

多
室

型
 

（
1）

 
沈

澱
室

の
下

方
に

消
化

室
を

設
け

、
汚

水
が

消
化

室
を

経
由

し

て
沈

澱
室

に
流

入
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
2）

 
有

効
容

量
は

、
（

イ
）

の
（

2）
に

定
め

る
数

値
と

す
る

こ
と

。
 

（
3）

 
消

化
室

の
有

効
容

量
は

、
腐

敗
室

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

4

分
の

3
と

す
る

こ
と

。
 

（
4）

 
沈

澱
室

か
ら

浮
上

物
又

は
ス

カ
ム

の
流

出
を

防
止

す
る

こ
と

が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

平
成

７
年

以
降

は
p.

6
参

照
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改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

（
5）

 
沈

殿
室

の
ホ

ッ
パ

ー
の

ス
ロ

ッ
ト

の
位

置
は

、
水

面
か

ら
有

効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
の

深
さ

と
す

る
こ

と
。

 

（
6）

 
沈

殿
室

の
ホ

ッ
パ

ー
は

、
勾

配
を

水
平

面
に

対
し

50
度

以
上

、

ス
ロ

ッ
ト

の
幅

を
3
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

10
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

、
オ

ー
バ

ー
ラ

ッ
プ

を
水

平
距

離
で

ス
ロ

ッ
ト

の
幅

以
上

と

し
、

閉
塞

を
き

た
さ

な
い

滑
ら

か
な

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

散
水

濾
床

 

（
イ

）
 

濾
材

の
部

分
の

有
効

容
量

は
、

0.
75

立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

と

し
、
処

理
対

象
人

員
が

5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を

超
え

る
部

分
1
人

当
た

り
0.

05
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
を

こ
れ

に
加

算
す

る
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

濾
材

部
分

の
深

さ
は

、
0.

9
メ

ー
ト

ル
以

上
2
メ

ー
ト

ル
以

下

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

濾
材

に
は

、
径

が
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

7.
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

の
硬

質
の

砕
石

そ
の

他
こ

れ
と

同
等

以
上

に
好

気
性

生

物
膜

を
生

成
し

や
す

い
も

の
を

用
い

る
こ

と
。

 

（
ニ

）
 

散
水

樋
を

使
用

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、
散

水
樋

の
下

面
と

濾

材
面

と
の

間
隔

を
10

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

濾
材

受
け

の
下

面
と

槽
の

底
部

と
の

間
隔

は
、

10
セ

ン
チ

メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

送
気

及
び

排
気

の
た

め
の

通
気

設
備

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

濾
床

の
表

面
に

対
し

て
均

等
に

散
水

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

消
毒

室
 

 
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

四
 

分
離

接
触

ば
つ

気
方

式
（

合
併

処
理

）
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

沈
殿

分
離

槽
、
接

触
ば

つ

気
槽

、
沈

殿
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

屎
尿

と
雑

排
水
（

工
場

廃
水

、
雨

水
そ

の
他

の
特

殊
な

排
水

を
除

く
。
以

下
同

じ
。
）
と

を
合

併
し

て
処

理
す

る
方

法
に

よ
る

も
の

。
た

だ
し

、
処

理
対

象
人

員
が

50
人

以
下

で
あ

る
も

の
に

限
る

。
 

（
一

）
 

沈
殿

分
離

槽
 

（
イ

）
 

2
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

 

（
5）

 
沈

殿
室

の
ホ

ッ
パ

ー
の

ス
ロ

ッ
ト

の
位

置
は

、
水

面
か

ら
有

効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
の

深
さ

と
す

る
こ

と
。

 

（
6）

 
沈

殿
室

の
ホ

ッ
パ

ー
は

、
勾

配
を

水
平

面
に

対
し

50
度

以
上

、

ス
ロ

ッ
ト

の
幅

を
3
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

10
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

、
オ

ー
バ

ー
ラ

ッ
プ

を
水

平
距

離
で

ス
ロ

ッ
ト

の
幅

以
上

と

し
、

閉
塞

を
き

た
さ

な
い

滑
ら

か
な

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

散
水

濾
床

 

（
イ

）
 

濾
材

の
部

分
の

有
効

容
量

は
、

0.
75

立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

と

し
、
処

理
対

象
人

員
が

5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を

超
え

る
部

分
1
人

当
た

り
0.

05
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
を

こ
れ

に
加

算
す

る
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

濾
材

部
分

の
深

さ
は

、
0.

9
メ

ー
ト

ル
以

上
2
メ

ー
ト

ル
以

下

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

濾
材

に
は

、
径

が
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

7.
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

の
硬

質
の

砕
石

そ
の

他
こ

れ
と

同
等

以
上

に
好

気
性

生

物
膜

を
生

成
し

や
す

い
も

の
を

用
い

る
こ

と
。

 

（
ニ

）
 

散
水

樋
を

使
用

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、
散

水
樋

の
下

面
と

濾

材
面

と
の

間
隔

を
10

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

濾
材

受
け

の
下

面
と

槽
の

底
部

と
の

間
隔

は
、

10
セ

ン
チ

メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

送
気

及
び

排
気

の
た

め
の

通
気

設
備

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

濾
床

の
表

面
に

対
し

て
均

等
に

散
水

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

消
毒

室
 

 
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

四
 

分
離

接
触

ば
つ

気
方

式
（

合
併

処
理

）
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

沈
殿

分
離

槽
、
接

触
ば

つ

気
槽

、
沈

殿
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

屎
尿

と
雑

排
水
（

工
場

廃
水

、
雨

水
そ

の
他

の
特

殊
な

排
水

を
除

く
。
以

下
同

じ
。
）
と

を
合

併
し

て
処

理
す

る
方

法
に

よ
る

も
の

。
た

だ
し

、
処

理
対

象
人

員
が

50
人

以
下

で
あ

る
も

の
に

限
る

。
 

（
一

）
 

沈
殿

分
離

槽
 

（
イ

）
 

2
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
5）

 
沈

殿
室

の
ホ

ッ
パ

ー
の

ス
ロ

ッ
ト

の
位

置
は

、
水

面
か

ら
有

効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
の

深
さ

と
す

る
こ

と
。

 

（
6）

 
沈

殿
室

の
ホ

ッ
パ

ー
は

、
勾

配
を

水
平

面
に

対
し

50
度

以
上

、

ス
ロ

ッ
ト

の
幅

を
3
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

10
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

、
オ

ー
バ

ー
ラ

ッ
プ

を
水

平
距

離
で

ス
ロ

ッ
ト

の
幅

以
上

と

し
、

閉
塞

を
き

た
さ

な
い

滑
ら

か
な

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

散
水

濾
床

 

（
イ

）
 

濾
材

の
部

分
の

有
効

容
量

は
、

0.
75

立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

と

し
、
処

理
対

象
人

員
が

5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を

超
え

る
部

分
1
人

当
た

り
0.

05
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
を

こ
れ

に
加

算
す

る
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

濾
材

部
分

の
深

さ
は

、
0.

9
メ

ー
ト

ル
以

上
2
メ

ー
ト

ル
以

下

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

濾
材

に
は

、
径

が
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

7.
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

の
硬

質
の

砕
石

そ
の

他
こ

れ
と

同
等

以
上

に
好

気
性

生

物
膜

を
生

成
し

や
す

い
も

の
を

用
い

る
こ

と
。

 

（
ニ

）
 

散
水

樋
を

使
用

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、
散

水
樋

の
下

面
と

濾

材
面

と
の

間
隔

を
10

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

濾
材

受
け

の
下

面
と

槽
の

底
部

と
の

間
隔

は
、

10
セ

ン
チ

メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

送
気

及
び

排
気

の
た

め
の

通
気

設
備

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

濾
床

の
表

面
に

対
し

て
均

等
に

散
水

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

消
毒

室
 

 
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

四
 

分
離

接
触

ば
つ

気
方

式
（

合
併

処
理

）
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

沈
殿

分
離

槽
、
接

触
ば

つ

気
槽

、
沈

殿
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

屎
尿

と
雑

排
水
（

工
場

廃
水

、
雨

水
そ

の
他

の
特

殊
な

排
水

を
除

く
。
以

下
同

じ
。
）
と

を
合

併
し

て
処

理
す

る
方

法
に

よ
る

も
の

。
た

だ
し

、
処

理
対

象
人

員
が

5
0
人

以
下

で
あ

る
も

の
に

限
る

。
 

（
一

）
 

沈
殿

分
離

槽
 

（
イ

）
 

2
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
5）

 
沈

澱
室

の
ホ

ッ
パ

ー
の

ス
ロ

ッ
ト

の
位

置
は

、
水

面
か

ら
有

効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
の

深
さ

と
す

る
こ

と
。

 

（
6）

 
沈

澱
室

の
ホ

ッ
パ

ー
は

、
勾

配
を

水
平

面
に

対
し

50
度

以
上

、

ス
ロ

ッ
ト

の
幅

を
3
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

10
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

、
オ

ー
バ

ー
ラ

ッ
プ

を
水

平
距

離
で

ス
ロ

ッ
ト

の
幅

以
上

と

し
、

閉
塞

を
き

た
さ

な
い

滑
ら

か
な

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

散
水

濾
床

 

（
イ

）
 

濾
材

の
部

分
の

有
効

容
量

は
、

0.
75

立
方

メ
ー

ト
ル

以
上

と

し
、
処

理
対

象
人

員
が

5
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

5
人

を

超
え

る
部

分
1
人

当
た

り
0.

05
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
を

こ
れ

に
加

算
す

る
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

濾
材

部
分

の
深

さ
は

、
0.

9
メ

ー
ト

ル
以

上
2
メ

ー
ト

ル
以

下

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

濾
材

に
は

、
径

が
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

7.
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

の
硬

質
の

砕
石

そ
の

他
こ

れ
と

同
等

以
上

に
好

気
性

生

物
膜

を
生

成
し

や
す

い
も

の
を

用
い

る
こ

と
。

 

（
ニ

）
 

散
水

樋
を

使
用

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、
散

水
樋

の
下

面
と

濾

材
面

と
の

間
隔

を
10

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

濾
材

受
け

の
下

面
と

槽
の

底
部

と
の

間
隔

は
、

10
セ

ン
チ

メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

送
気

及
び

排
気

の
た

め
の

通
気

設
備

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

濾
床

の
表

面
に

対
し

て
均

等
に

散
水

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

消
毒

室
 

 
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

   

平
成

７
年

以
降

は
p.

7
参

照
  



 

52 

 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

n≦
5 

V
＝

2.
5 

6≦
n≦

10
 

V
＝

2.
5＋

0.
5（

n－
5）

 

11
≦

n≦
50

 
V
＝

5＋
0.

25
（

n－
10

）
 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n
及

び
V

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

数
値

を
表

す
も

の
と

す
る

 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
沈

殿
分

離
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む

ね
3
分

の
2
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1.

2
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
10

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
1.

5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

第
1
室

に
お

い
て

は
、
流

入
管

の
開

口
部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
3
分

の
1
か

ら
4
分

の
1
ま

で
の

深
さ

と
し

、

沈
殿

汚
泥

を
撹

乱
し

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

各
室

に
お

い
て

は
、
流

出
管

又
は

バ
ッ

フ
ル

の
下

端
の

開
口

部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
か

ら
3
分

の

1
ま

で
の

深
さ

と
し

、
浮

上
物

の
流

出
し

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

沈
殿

分
離

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

は
、

次
の

（
1）

か
ら

（
3）

ま
で

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

こ
と

。
 

（
1）

 
2
台

以
上

備
え

、
閉

塞
を

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
2）

 
1

日
当

た
り

の
送

水
容

量
は

、
1

台
ご

と
に

、
日

平
均

汚
水

量

の
お

お
む

ね
2
.
5
倍

に
相

当
す

る
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
3）

 
ポ

ン
プ

升
の

有
効

容
量

は
、

1
台

の
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合

に
、

汚
水

が
あ

ふ
れ

出
な

い
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

接
触

ば
つ

気
槽

 

（
イ

）
 

有
効

容
量

が
5.

2
立

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て

は
、

2
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

    

n≦
5 

V
＝

2.
5 

6≦
n≦

10
 

V
＝

2.
5＋

0.
5（

n－
5）

 

11
≦

n≦
50

 
V
＝

5＋
0.

25
（

n－
10

）
 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n
及

び
V

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

数
値

を
表

す
も

の
と

す
る

 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
沈

殿
分

離
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む

ね
3
分

の
2
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1.

2
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
10

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
1.

5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

第
1
室

に
お

い
て

は
、
流

入
管

の
開

口
部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
3
分

の
1
の

深
さ

と
し

、
沈

殿
汚

泥
を

撹

乱
し

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

各
室

に
お

い
て

は
、
流

出
管

又
は

バ
ッ

フ
ル

の
下

端
の

開
口

部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
の

深
さ

と

し
、

浮
上

物
の

流
出

し
難

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 （
ト

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

沈
殿

分
離

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

は
、

次
の

（
1）

か
ら

（
3）

ま
で

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

こ
と

。
 

（
1）

 
2
台

以
上

備
え

、
閉

塞
を

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
2）

 
1

日
当

た
り

の
送

水
容

量
は

、
1

台
ご

と
に

、
日

平
均

汚
水

量

に
見

合
う

容
量

と
す

る
こ

と
。

 

（
3）

 
ポ

ン
プ

升
の

有
効

容
量

は
、

1
台

の
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合

に
、

汚
水

が
あ

ふ
れ

出
な

い
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

接
触

ば
つ

気
槽

 

（
イ

）
 

有
効

容
量

が
5.

2
立

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て

は
、

2
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

n
≦

5
 

V
＝

2
.
5
 

6
≦

n
≦

1
0
 

V
＝

2
.
5
＋

0
.
5
（

n
－

5
）

 

1
1
≦

n
≦

5
0
 

V
＝

5
＋

0
.
2
5
（

n
－

1
0
）

 

こ
の

表
に

お
い

て
、
n
及

び
V
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も
の

と
す

る
 

n
 

処
理

対
象

人
員

（
単

位
 

人
）

 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
沈

殿
分

離
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む

ね
3
分

の
2
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1
.
2
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
1
0

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
1
.
5
メ

ー
ト

ル
）
以

上
と

す
る

こ

と
。

 

（
ホ

）
 

第
1
室

に
お

い
て

は
、
流

入
管

の
開

口
部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
3
分

の
1
の

深
さ

と
し

、
沈

殿
汚

泥
を

攪
乱

し
な

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

各
室

に
お

い
て

は
、
流

出
管

又
は

バ
ッ

フ
ル

の
下

端
の

開
口

部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
の

深
さ

と

し
、

浮
上

物
の

流
出

し
難

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 （
ト

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

沈
殿

分
離

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

は
、
次

の
（

1
）
か

ら
（

3
）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
。

 

（
1
）

 
2
台

以
上

備
え

、
閉

塞
を

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
2
）
 

1
日

当
た

り
の

送
水

容
量

は
、
1
台

ご
と

に
、
日

平
均

汚
水

量
に

見
合

う
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
3
）

 
ポ

ン
プ

升
の

有
効

容
量

は
、

1
台

の
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合

に
、

汚
水

が
あ

ふ
れ

出
な

い
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

接
触

ば
つ

気
槽

 

（
イ

）
 

有
効

容
量

が
5
.
2

立
方

メ
ー

ト
ル

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

2
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

 

平
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改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

n≦
5 

V
＝

1 

6≦
n≦

10
 

V
＝

1＋
0.

2（
n－

5）
 

11
≦

n≦
50

 
V
＝

2＋
0.

16
（

n－
10

）
 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n
及

び
V

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

数
値

を
表

す
も

の
と

す
る

。
 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
容

量
は

、

接
触

ば
つ

気
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

5
分

の
3
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

有
効

水
深
（

接
触

ば
つ

気
槽

を
2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
水

深
）

は
、

1.
2
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人

員
が

10
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

汚
水

が
長

時
間

接
触

材
に

接
触

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

接
触

材
は

、
次

の
（

1）
か

ら
（

3）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
。

 

（
1）

 
接

触
ば

つ
気

槽
の

底
部

と
の

距
離

を
適

切
に

保
持

す
る

等
当

該

槽
内

の
循

環
流

を
妨

げ
ず

、
か

つ
、
当

該
槽

内
の

水
流

が
短

絡
し

な

い
よ

う
に

充
填

す
る

こ
と

。
 

（
2）

 
有

効
容

量
に

対
す

る
充

填
率

は
、

お
お

む
ね

55
パ

ー
セ

ン
ト

と
す

る
こ

と
。

 

（
3）

 
生

物
膜

に
よ

る
閉

塞
が

生
じ

難
い

形
状

と
し

、
生

物
膜

が
付

着

し
や

す
く

、
十

分
な

物
理

的
強

度
を

有
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

ば
つ

気
装

置
は

、
次

の
（

1）
か

ら
（

3）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
。

 

（
1）

 
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
2）

 
1
時

間
当

た
り

に
送

気
で

き
る

空
気

量
は

、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、

次
の

表
の

式
に

よ
つ

て
計

算
し

た
数

値
以

上
と

す
る

こ

と
。

 

      

n≦
5 

V
＝

1 

6≦
n≦

10
 

V
＝

1＋
0.

2（
n－

5）
 

11
≦

n≦
50

 
V
＝

2＋
0.

16
（

n－
10

）
 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n
及

び
V

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

数
値

を
表

す
も

の
と

す
る

。
 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
容

量
は

、

接
触

ば
つ

気
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

5
分

の
3
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

有
効

水
深
（

接
触

ば
つ

気
槽

を
2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
水

深
）

は
、

1.
2
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人

員
が

10
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

汚
水

が
長

時
間

接
触

材
に

接
触

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

接
触

材
は

、
次

の
（

1）
か

ら
（

3）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
。

 

（
1）

 
接

触
ば

つ
気

槽
の

底
部

と
の

距
離

を
適

切
に

保
持

す
る

等
当

該

槽
内

の
循

環
流

を
妨

げ
な

い
よ

う
に

充
填

す
る

こ
と

。
 

 （
2）

 
有

効
容

量
に

対
す

る
充

填
率

は
、

お
お

む
ね

55
パ

ー
セ

ン
ト

と
す

る
こ

と
。

 

（
3）

 
生

物
膜

に
よ

る
閉

塞
が

生
じ

難
い

形
状

と
し

、
生

物
膜

が
付

着

し
や

す
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

ば
つ

気
装

置
は

、
次

の
（

1）
か

ら
（

3）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
。

 

（
1）

 
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
2）

 
1
時

間
当

た
り

に
送

気
で

き
る

空
気

量
は

、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、

次
の

表
の

式
に

よ
つ

て
計

算
し

た
数

値
以

上
と

す
る

こ

と
。

 

n
≦

5
 

V
＝

1
 

6
≦

n
≦

1
0
 

V
＝

1
＋

0
.
2
（

n
－

5
）

 

1
1
≦

n
≦

5
0
 

V
＝

2
＋

0
.
1
6
（

n
－

1
0
）

 

こ
の

表
に

お
い

て
、
n
及

び
V
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も
の

と
す

る
。

 

n
 

処
理

対
象

人
員

（
単

位
 

人
）

 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
容

量
は

、

接
触

ば
つ

気
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

5
分

の
3
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

有
効

水
深
（

接
触

ば
つ

気
槽

を
2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
水

深
）

は
、

1
.
2
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人

員
が

1
0
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

1
.
5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

汚
水

が
長

時
間

接
触

材
に

接
触

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

接
触

材
は

、
次

の
（

1
）
か

ら
（

3
）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に

よ
る

こ
と

。
 

（
1
）

 
接

触
ば

つ
気

槽
の

底
部

と
の

距
離

を
適

切
に

保
持

す
る

等
当

該

槽
内

の
循

環
流

を
妨

げ
な

い
よ

う
に

充
填

す
る

こ
と

。
 

 （
2
）
 

有
効

容
量

に
対

す
る

充
填

率
は

、
お

お
む

ね
5
5
パ

ー
セ

ン
ト

と

す
る

こ
と

。
 

（
3
）

 
生

物
膜

に
よ

る
閉

塞
が

生
じ

難
い

形
状

と
し

、
生

物
膜

が
付

着

し
や

す
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

ば
つ

気
装

置
は

、
次

の
（

1
）
か

ら
（

3
）
ま

で
に

定
め

る
と

こ

ろ
に

よ
る

こ
と

。
 

（
1
）

 
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
2
）

 
1
時

間
当

た
り

に
送

気
で

き
る

空
気

量
は

、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、

次
の

表
の

式
に

よ
つ

て
計

算
し

た
数

値
以

上
と

す
る

こ

と
。

 

 

平
成

７
年

以
降

は
p.

9
参

照
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改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
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Q
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0.
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n－

5）
 

11
≦

n≦
50

 
Q
＝

4＋
0.

25
（

n－
10

）
 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n
及

び
Q

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

数
値

を
表

す
も

の
と

す
る

。
 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

Q
 

1
時

間
当

た
り

に
送

気
で

き
る

空
気

量
（

単
位

 
立

方
メ

ー
ト

ル

／
時

間
）

 

（
3）

 
空

気
量

を
調

節
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

生
物

膜
を

効
率

よ
く

逆
洗

し
、
は

く
離

す
る

こ
と

が
で

き
る

機

能
を

有
し

、
か

つ
、
は

く
離

汚
泥

そ
の

他
の

浮
遊

汚
泥

を
沈

殿
分

離

槽
へ

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。
た

だ
し

、
2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
各

室
は

、
は

く
離

汚
泥

そ
の

他
の

浮
遊

汚
泥

を
引

き
抜

く
こ

と
に

よ
り

、
沈

殿
分

離
槽

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
な

お
、
ポ

ン
プ

等
に

よ
り

強
制

的

に
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
移

送
量

を
調

整
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
リ

）
 

有
効

容
量

が
5.

2
立

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て

は
、

消
泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
三

）
 

沈
殿

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

n≦
5 

V
＝

0.
3 

6≦
n≦

10
 

V
＝

0.
3＋

0.
08

（
n－

5）
 

11
≦

n≦
50

 
V
＝

0.
7＋

0.
04

（
n－

10
）

 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n
及

び
V

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

数
値

を
表

す
も

の
と

す
る

。
 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

が
1.

5
立

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

場
合

に
お

い
て

は
、

沈
殿

槽
の

底
部

に
ス

ロ
ッ

ト
を

設
け

、
汚

泥
を

重
力

に
よ

り
接

触
ば

つ
気

槽
へ

速
や

か
に

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
し

、
有

効
容

量
が

1.
5
立

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の

底
部

を
ホ

ッ
パ

ー
型

と
し

、
汚

泥
を

有
効

に
集

積
し

、
か

つ
、
自

動

的
に

引
き

抜
く

こ
と

に
よ

り
、
沈

殿
分

離
槽

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

n≦
5 

Q
＝

2 

6≦
n≦

10
 

Q
＝

2＋
0.

4（
n－

5）
 

11
≦

n≦
50

 
Q
＝

4＋
0.

25
（

n－
10

）
 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n
及

び
Q

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

数
値

を
表

す
も

の
と

す
る

。
 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

Q
 

1
時

間
当

た
り

に
送

気
で

き
る

空
気

量
（

単
位

 
立

方
メ

ー
ト

ル

／
時

間
）

 

（
3）

 
空

気
量

を
調

節
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

生
物

膜
を

は
く

離
す

る
こ

と
が

で
き

る
機

能
を

有
し

、
か

つ
、

は
く

離
汚

泥
を

沈
殿

分
離

槽
へ

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1

室
は

、
は

く
離

汚
泥

を
引

き
抜

く
こ

と
に

よ
り

、
沈

殿
分

離
槽

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
に

限
る

。
 

   （
リ

）
 

有
効

容
量

が
5.

2
立

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て

は
、

消
泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
三

）
 

沈
殿

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

n≦
5 

V
＝

0.
3 

6≦
n≦

10
 

V
＝

0.
3＋

0.
08

（
n－

5）
 

11
≦

n≦
50

 
V
＝

0.
7＋

0.
04

（
n－

10
）

 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n
及

び
V

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

数
値

を
表

す
も

の
と

す
る

。
 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

が
1.

5
立

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

場
合

に
お

い
て

は
、

沈
殿

槽
の

底
部

に
ス

ロ
ッ

ト
を

設
け

、
汚

泥
を

重
力

に
よ

り
接

触
ば

つ
気

槽
へ

速
や

か
に

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
し

、
有

効
容

量
が

1.
5
立

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の

底
部

を
ホ

ッ
パ

ー
型

と
し

、
汚

泥
を

有
効

に
集

積
し

、
か

つ
、
自

動

的
に

引
き

抜
く

こ
と

に
よ

り
、
沈

殿
分

離
槽

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

n
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5
 

Q
＝

2
 

6
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n
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1
0
 

Q
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0
.
4
（
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－

5
）
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n
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5
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Q
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0
.
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n
－

1
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）

 

こ
の

表
に

お
い

て
、
n
及

び
Q
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も
の

と
す

る
。

 

n
 

処
理

対
象

人
員

（
単

位
 

人
）

 

Q
 

1
時

間
当

た
り

に
送

気
で

き
る

空
気

量
（

単
位

 
立

方
メ

ー
ト

ル

／
時

間
）

 

（
3
）

 
空

気
量

を
調

節
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

生
物

膜
を

は
く

離
す

る
こ

と
が

で
き

る
機

能
を

有
し

、
か

つ
、

は
く

離
汚

泥
を

沈
殿

分
離

槽
へ

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1

室
は

、
は

く
離

汚
泥

を
引

き
抜

く
こ

と
に

よ
り

、
沈

殿
分

離
槽

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
に

限
る

。
 

   （
リ

）
 

有
効

容
量

が
5
.
2

立
方

メ
ー

ト
ル

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

消
泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
三

）
 

沈
殿

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

n
≦

5
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＝

0
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3
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≦

n
≦

1
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＝
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.
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）

 

こ
の

表
に

お
い

て
、
n
及

び
V
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も
の

と
す

る
。

 

n
 

処
理

対
象

人
員

（
単

位
 

人
）

 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

が
1
.
5
立

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

場
合

に
お

い
て

は
、

沈
殿

槽
の

底
部

に
ス

ロ
ッ

ト
を

設
け

、
汚

泥
を

重
力

に
よ

り
接

触
ば

つ
気

槽
へ

速
や

か
に

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
し

、
有

効
容

量
が

1
.
5
立

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の

底
部

を
ホ

ッ
パ

ー
型

と
し

、
汚

泥
を

有
効

に
集

積
し

、
か

つ
、
自

動

的
に

引
き

抜
く

こ
と

に
よ

り
、
沈

殿
分

離
槽

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 

平
成

７
年

以
降

は
p.

10
参

照
  



 

55 

 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

（
ハ

）
 

沈
殿

槽
の

底
部

が
ホ

ッ
パ

ー
型

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の
水

面
の

面
積

は
、
水

面
の

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
当

た
り

の
日

平

均
汚

水
量
（

以
下
「

水
面

積
負

荷
」
と

い
う

。
）
が

8
立

方
メ

ー
ト

ル
以

下
と

な
る

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

（
ニ

）
 

越
流

せ
き

を
設

け
て

汚
水

が
沈

殿
槽

か
ら

消
毒

槽
へ

越
流

す
る

構
造

と
し

、
当

該
越

流
せ

き
の

長
さ

は
、
越

流
せ

き
の

長
さ

1
メ

ー

ト
ル

当
た

り
の

日
平

均
汚

水
量

（
以

下
「

越
流

負
荷

」
と

い
う

。
）

が
20

立
方

メ
ー

ト
ル

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

有
効

水
深

は
、

1
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
沈

殿
槽

の
底

部
が

ホ
ッ

パ
ー

型
の

場
合

に
お

い
て

は
、
ホ

ッ
パ

ー
部

の

高
さ

の
2
分

の
1
に

相
当

す
る

長
さ

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な

い
も

の
と

す
る

。
 

（
へ

）
 

沈
殿

槽
の

底
部

が
ホ

ッ
パ

ー
型

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の
平

面
の

形
状

を
円

形
又

は
正

多
角

形
（

正
三

角
形

を
除

く
。
）
と

す
る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
60

度
以

上
と

し
、

底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
き

抜
き

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

浮
上

物
の

流
出

を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
四

）
 

消
毒

槽
 

第
一

号
の

（
四

）
に

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 五
 

嫌
気

濾
床

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

嫌
気

濾
床

槽
、
接

触
ば

つ

気
槽

、
沈

殿
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

屎
尿

と
雑

排
水

と
を

合
併

し
て

処
理

す
る

方
法

に
よ

る
も

の
。
た

だ
し

、
処

理

対
象

人
員

が
50

人
以

下
で

あ
る

も
の

に
限

る
。

 

（
一

）
 

嫌
気

濾
床

槽
 

（
イ

）
 

2
室

以
上

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

    

（
ハ

）
 

沈
殿

槽
の

底
部

が
ホ

ッ
パ

ー
型

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の
水

面
の

面
積

は
、
水

面
の

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
当

た
り

の
日

平

均
汚

水
量
（

以
下
「

水
面

積
負

荷
」
と

い
う

。
）
が

8
立

方
メ

ー
ト

ル
以

下
と

な
る

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

（
ニ

）
 

越
流

せ
き

を
設

け
て

汚
水

が
沈

殿
槽

か
ら

消
毒

槽
へ

越
流

す
る

構
造

と
し

、
当

該
越

流
せ

き
の

長
さ

は
、
越

流
せ

き
の

長
さ

1
メ

ー

ト
ル

当
た

り
の

日
平

均
汚

水
量

（
以

下
「

越
流

負
荷

」
と

い
う

。
）

が
20

立
方

メ
ー

ト
ル

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

有
効

水
深

は
、

1
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
沈

殿
槽

の
底

部
が

ホ
ッ

パ
ー

型
の

場
合

に
お

い
て

は
、
ホ

ッ
パ

ー
部

の

高
さ

の
2
分

の
1
に

相
当

す
る

長
さ

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な

い
も

の
と

す
る

。
 

（
へ

）
 

沈
殿

槽
の

底
部

が
ホ

ッ
パ

ー
型

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の
平

面
の

形
状

を
円

形
又

は
正

多
角

形
（

正
三

角
形

を
除

く
。
）
と

す
る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
60

度
以

上
と

し
、

底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
き

抜
き

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

浮
上

物
の

流
出

を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
四

）
 

消
毒

槽
 

第
一

号
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 五
 

嫌
気

濾
床

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

嫌
気

濾
床

槽
、
接

触
ば

つ

気
槽

、
沈

殿
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

屎
尿

と
雑

排
水

と
を

合
併

し
て

処
理

す
る

方
法

に
よ

る
も

の
。
た

だ
し

、
処

理

対
象

人
員

が
50

人
以

下
で

あ
る

も
の

に
限

る
。

 

（
一

）
 

嫌
気

濾
床

槽
 

（
イ

）
 

2
室

以
上

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

沈
殿

槽
の

底
部

が
ホ

ッ
パ

ー
型

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の
水

面
の

面
積

は
、
水

面
の

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
当

た
り

の
日

平

均
汚

水
量
（

以
下
「

水
面

積
負

荷
」
と

い
う

。
）
が

8
立

方
メ

ー
ト

ル
以

下
と

な
る

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

（
ニ

）
 

越
流

せ
き

を
設

け
て

汚
水

が
沈

殿
槽

か
ら

消
毒

槽
へ

越
流

す
る

構
造

と
し

、
当

該
越

流
せ

き
の

長
さ

は
、
越

流
せ

き
の

長
さ

1
メ

ー

ト
ル

当
た

り
の

日
平

均
汚

水
量

（
以

下
「

越
流

負
荷

」
と

い
う

。
）

が
2
0
立

方
メ

ー
ト

ル
以

下
と

な
る

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

有
効

水
深

は
、

1
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
沈

殿
槽

の
底

部
が

ホ
ッ

パ
ー

型
の

場
合

に
お

い
て

は
、
ホ

ッ
パ

ー
部

の

高
さ

の
2
分

の
1
に

相
当

す
る

長
さ

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な
い

も
の

と
す

る
。

 

（
へ

）
 

沈
殿

槽
の

底
部

が
ホ

ッ
パ

ー
型

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の
平

面
の

形
状

を
円

形
又

は
正

多
角

形
（

正
三

角
形

を
除

く
。
）
と

す
る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
6
0
度

以
上

と
し

、
底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
き

抜
き

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

浮
上

物
の

流
出

を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
四

）
 

消
毒

槽
 

第
一

号
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 五
 

嫌
気

濾
床

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

嫌
気

濾
床

槽
、
接

触
ば

つ

気
槽

、
沈

殿
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

屎
尿

と
雑

排
水

と
を

合
併

し
て

処
理

す
る

方
法

に
よ

る
も

の
。
た

だ
し

、
処

理

対
象

人
員

が
5
0
人

以
下

で
あ

る
も

の
に

限
る

。
 

（
一

）
 

嫌
気

濾
床

槽
 

（
イ

）
 

2
室

以
上

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

 

平
成

７
年

以
降

は
p.

11
参

照
  



 

56 

 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

n≦
5 

V
＝

1.
5 

6≦
n≦

10
 

V
＝

1.
5＋

0.
4（

n－
5）

 

11
≦

n≦
50

 
V
＝

3.
5＋

0.
2（

n－
10

）
 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n
及

び
V

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

数
値

を
表

す
も

の
と

す
る

。
 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
嫌

気
濾

床
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む

ね
2
分

の
1
か

ら
お

お
む

ね
3
分

の
2
ま

で
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1.

2
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
10

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
1.

5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

各
室

の
有

効
容

量
に

対
す

る
濾

材
の

充
填

率
は

、
第

1
室

に
あ

つ
て

は
お

お
む

ね
40

パ
ー

セ
ン

ト
と

し
、

そ
の

他
の

室
に

あ
つ

て

は
お

お
む

ね
60

パ
ー

セ
ン

ト
と

す
る

こ
と

。
 

（
へ

）
 

濾
材

は
、
汚

泥
を

捕
捉

し
や

す
く

、
か

つ
、
嫌

気
濾

床
槽

内
の

水
流

が
短

絡
し

難
い

形
状

と
し

、
当

該
槽

の
底

部
と

の
距

離
を

適
切

に
保

持
す

る
等

当
該

槽
内

に
閉

塞
が

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

濾
材

に
汚

泥
清

掃
孔

（
直

径
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
の

円

が
内

接
す

る
も

の
に

限
る

。
）
を

設
け

る
ほ

か
、
各

室
の

浮
上

物
及

び
汚

泥
の

有
効

な
引

き
抜

き
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
チ

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

嫌
気

濾
床

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

は
、

次
の

（
1）

か
ら

（
3）

ま
で

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

こ
と

。
 

（
1）

 
2
台

以
上

備
え

、
閉

塞
を

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
2）

 
1

日
当

た
り

の
送

水
容

量
は

、
1

台
ご

と
に

、
日

平
均

汚
水

量

の
お

お
む

ね
2
.
5
倍

に
相

当
す

る
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
3）

 
ポ

ン
プ

升
の

有
効

容
量

は
、

1
台

の
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合

に
、

汚
水

が
あ

ふ
れ

出
な

い
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

接
触

ば
つ

気
槽

 

 
第

四
号

の
（

二
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の

（
二

）
の

（
チ

）
中

「
沈

殿
分

離
槽

」
を

「
嫌

気
濾

床
槽

」
と

、
「

な
お

、
ポ

ン
プ

等
に

よ
り

強
制

的
に

移
送

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、
移

送
量

を
調

整
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
」

を
「

た
だ

し
、
ポ

ン
プ

等
に

よ
り

強
制

的
に

移
送

し
、
か

つ
、
移

送
量

を

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

に
限

る
。
」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

n≦
5 

V
＝

1.
5 

6≦
n≦

10
 

V
＝

1.
5＋

0.
4（

n－
5）

 

11
≦

n≦
50

 
V
＝

3.
5＋

0.
2（

n－
10

）
 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n
及

び
V

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

数
値

を
表

す
も

の
と

す
る

。
 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
嫌

気
濾

床
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む

ね
2
分

の
1
か

ら
お

お
む

ね
3
分

の
2
ま

で
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1.

2
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
10

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
1.

5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

各
室

の
有

効
容

量
に

対
す

る
濾

材
の

充
填

率
は

、
第

1
室

に
あ

つ
て

は
お

お
む

ね
40

パ
ー

セ
ン

ト
と

し
、

そ
の

他
の

室
に

あ
つ

て

は
お

お
む

ね
60

パ
ー

セ
ン

ト
と

す
る

こ
と

。
 

（
へ

）
 

濾
材

は
、
汚

泥
を

捕
捉

し
や

す
く

、
か

つ
、
嫌

気
濾

床
槽

内
の

水
流

が
短

絡
し

難
い

形
状

と
し

、
当

該
槽

の
底

部
と

の
距

離
を

適
切

に
保

持
す

る
等

当
該

槽
内

に
閉

塞
が

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

濾
材

に
汚

泥
清

掃
孔

（
直

径
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
の

円

が
内

接
す

る
も

の
に

限
る

。
）
を

設
け

る
ほ

か
、
各

室
の

浮
上

物
及

び
汚

泥
の

有
効

な
引

き
抜

き
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
チ

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

嫌
気

濾
床

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

は
、

次
の

（
1）

か
ら

（
3）

ま
で

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

こ
と

。
 

（
1）

 
2
台

以
上

備
え

、
閉

塞
を

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
2）

 
1

日
当

た
り

の
送

水
容

量
は

、
1

台
ご

と
に

、
日

平
均

汚
水

量

に
見

合
う

容
量

と
す

る
こ

と
。

 

（
3）

 
ポ

ン
プ

升
の

有
効

容
量

は
、

1
台

の
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合

に
、

汚
水

が
あ

ふ
れ

出
な

い
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

接
触

ば
つ

気
槽

 

 
第

四
号
（

二
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
号

の
（

二
）
（

チ
）

中
「

沈
殿

分
離

槽
」

を
「

嫌
気

濾

床
槽

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 

n
≦

5
 

V
＝

1
.
5
 

6
≦

n
≦

1
0
 

V
＝

1
.
5
＋

0
.
4
（

n
－

5
）

 

1
1
≦

n
≦

5
0
 

V
＝

3
.
5
＋

0
.
2
（

n
－

1
0
）

 

こ
の

表
に

お
い

て
、
n
及

び
V
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も
の

と
す

る
。

 

n
 

処
理

対
象

人
員

（
単

位
 

人
）

 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
嫌

気
濾

床
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む

ね
2
分

の
1
か

ら
お

お
む

ね
3
分

の
2
ま

で
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1
.
2
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
1
0

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
1
.
5
メ

ー
ト

ル
）
以

上
と

す
る

こ

と
。

 

（
ホ

）
 

各
室

の
有

効
容

量
に

対
す

る
濾

材
の

充
填

率
は

、
第

1
室

に
あ

つ
て

は
お

お
む

ね
4
0
パ

ー
セ

ン
ト

と
し

、
そ

の
他

の
室

に
あ

つ
て

は
お

お
む

ね
6
0
パ

ー
セ

ン
ト

と
す

る
こ

と
。

 

（
へ

）
 

濾
材

は
、
汚

泥
を

捕
捉

し
や

す
く

、
か

つ
、
嫌

気
濾

床
槽

内
の

水
流

が
短

絡
し

難
い

形
状

と
し

、
当

該
槽

の
底

部
と

の
距

離
を

適
切

に
保

持
す

る
等

当
該

槽
内

に
閉

塞
が

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。
 

（
ト

）
 

濾
材

に
汚

泥
清

掃
孔

（
直

径
1
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

の
円

が
内

接
す

る
も

の
に

限
る

。
）
を

設
け

る
ほ

か
、
各

室
の

浮
上

物
及

び
汚

泥
の

有
効

な
引

き
抜

き
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
チ

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

嫌
気

濾
床

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

は
、
次

の
（

1
）
か

ら
（

3
）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
。

 

（
1
）

 
2
台

以
上

備
え

、
閉

塞
を

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
2
）
 

1
日

当
た

り
の

送
水

容
量

は
、
1
台

ご
と

に
、
日

平
均

汚
水

量
に

見
合

う
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
3
）

 
ポ

ン
プ

升
の

有
効

容
量

は
、

1
台

の
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合

に
、

汚
水

が
あ

ふ
れ

出
な

い
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

接
触

ば
つ

気
槽

 

 
第

四
号
（

二
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
号

の
（

二
）
（

チ
）

中
「

沈
殿

分
離

槽
」

を
「

嫌
気

濾

床
槽

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
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57 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

（
三

）
 

沈
殿

槽
 

 
第

四
号

の
（

三
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の

（
三

）
の

（
ロ

）
中

「
沈

殿
分

離
槽

」
を

「
嫌

気
濾

床
槽

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
四

）
 

消
毒

槽
 

 
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

六
 

脱
窒

濾
床

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

四
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

脱
窒

濾
床

槽
、
 

接
触

ば

つ
気

槽
、
沈

殿
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

屎

尿
と

雑
排

水
と

を
合

併
し

て
処

理
す

る
方

法
に

よ
る

も
の

。
た

だ
し

、
処

理
対

象
人

員
が

5
0
人

以
下

で
あ

る
も

の
に

限
る

。
 

（
一

）
脱

窒
濾

床
槽

 

（
イ

）
 

2
室

以
上

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

n
≦

5
 

V
=
2
.
5
 

6
≦

n
≦

1
0
 

V
=
2
.
5
＋

0
.
5
（

n
-
5
）

 

1
1
≦

n
≦

5
0
 

V
=
5
＋

0
.
3
（

n
-
1
0
）

 

 
こ

の
表

に
お

い
て

、
n
及

び
V
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も

の
と

す
る

。
 

n
 

処
理

対
象

人
員

（
単

位
 

人
）

 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
脱

窒
濾

床
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む

ね
2
分

の
1
か

ら
3
分

の
2
ま

で
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1
.
4
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
1
0

人
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
は

、
1
.
5
メ

ー
ト

ル
）
以

上
と

す
る

こ

と
。

 

（
ホ

）
 

各
室

の
有

効
容

量
に

対
す

る
濾

材
の

充
填

率
は

、
第

1
室

に
あ

つ
て

は
お

お
む

ね
4
0
パ

ー
セ

ン
ト

と
し

、
そ

の
他

の
室

に
あ

つ
て

は
お

お
む

ね
6
0
パ

ー
セ

ン
ト

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

濾
材

は
、
汚

泥
を

捕
捉

し
や

す
く

、
か

つ
、
脱

窒
濾

床
槽

内
の

水
流

が
短

絡
し

難
い

形
状

と
し

、
当

該
槽

の
底

部
と

の
距

離
を

適
切

に
保

持
す

る
等

当
該

槽
内

に
閉

塞
が

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。
 

（
ト

）
 

濾
材

に
汚

泥
清

掃
孔

（
直

径
1
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

の
円

が
内

接
す

る
も

の
に

限
る

。
）
を

設
け

る
ほ

か
、
各

室
の

浮
上

物
及

び
汚

泥
の

有
効

な
引

き
抜

き
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
三

）
 

沈
殿

槽
 

 
第

四
号
（

三
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
号

（
三

）
（

ロ
）

中
「

沈
殿

分
離

槽
」

を
「

嫌
気

濾
床

槽
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
四

）
 

消
毒

槽
 

 
第

一
号

（
四

）
に

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 

（
三

）
 

沈
殿

槽
 

 
第

四
号
（

三
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
号

（
三

）
（

ロ
）

中
「

沈
殿

分
離

槽
」

を
「

嫌
気

濾
床

槽
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
四

）
 

消
毒

槽
 

 
第

一
号

（
四

）
に

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
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58 

 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

（
チ

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

脱
窒

濾
床

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

は
、
次

の
（

1
）
か

ら
（

3
）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
。

 

（
1
）

 
2
台

以
上

備
え

、
閉

塞
を

生
じ

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
2
）
 

1
日

当
た

り
の

送
水

容
量

は
、
1
台

ご
と

に
、
日

平
均

汚
水

量
の

お
お

む
ね

2
.
5
倍

に
相

当
す

る
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
3
）

 
ポ

ン
プ

升
の

有
効

容
量

は
、

1
台

の
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合

に
、

汚
水

が
あ

ふ
れ

出
な

い
容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

接
触

ば
つ

気
槽

 

（
イ

）
 

処
理

対
象

人
員

が
1
8
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

2
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

n
≦

5
 

V
=
1
.
5
 

6
≦

n
≦

1
0
 

V
=
1
.
5
＋

0
.
3
（

n
-
5
）

 

1
1
≦

n
≦

5
0
 

V
=
3
＋

0
.
2
6
（

n
-
1
0
）

 

 
こ

の
表

に
お

い
て

、
n
及

び
V
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も

の
と

す
る

。
 

n
 

処
理

対
象

人
員

（
単

位
 

人
）

 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
容

量
は

、

接
触

ば
つ

気
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む
ね

5
分

の
3
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

有
効

水
深
（

接
触

ば
つ

気
槽

を
2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
第

1
室

の
有

効
水

深
）

は
、

1
.
4
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人

員
が

1
0
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

1
.
5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

汚
水

が
長

時
間

接
触

材
に

接
触

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

接
触

材
は

、
次

の
（

1
）
か

ら
（

3
）
ま

で
に

定
め

る
と

こ
ろ

に

よ
る

こ
と

。
 

（
1
）

 
接

触
ば

つ
気

槽
の

底
部

と
の

距
離

を
適

切
に

保
持

す
る

等
当

該

槽
内

の
循

環
流

を
妨

げ
ず

、
か

つ
、
当

該
槽

内
の

水
流

が
短

絡
し

な

い
よ

う
に

充
填

す
る

こ
と

。
 

（
2
）
 

有
効

容
量

に
対

す
る

充
填

率
は

、
お

お
む

ね
5
5
パ

ー
セ

ン
ト

と

す
る

こ
と

。
 

（
3
）

 
生

物
膜

に
よ

る
閉

塞
が

生
じ

難
い

形
状

と
し

、
生

物
膜

が
付

着

し
や

す
く

、
十

分
な

物
理

的
強

度
を

有
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
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59 

 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

（
ト

）
 

ば
つ

気
装

置
は

、
次

の
（

1
）
か

ら
（

3
）
ま

で
に

定
め

る
と

こ

ろ
に

よ
る

こ
と

。
 

（
1
）

 
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
2
）

 
1

時
間

当
た

り
に

送
気

で
き

る
空

気
量

は
、

処
理

対
象

人
員

に

応
じ

て
、

次
の

表
の

式
に

よ
つ

て
計

算
し

た
数

値
以

上
と

す
る

こ

と
。

 

n
≦

5
 

Q
=
5
 

6
≦

n
≦

1
0
 

Q
=
5
＋

0
.
9
（

n
-
5
）

 

1
1
≦

n
≦

5
0
 

Q
=
9
.
5
＋

0
.
6
7
（

n
-
1
0
）

 

 
こ

の
表

に
お

い
て

、
n
及

び
Q
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も

の
と

す
る

。
 

n
 

処
理

対
象

人
員

（
単

位
 

人
）

 

Q
 

1
時

間
当

た
り

に
送

気
で

き
る

空
気

量
（

単
位

 
立

方
メ

ー
ト

ル

／
時

間
）

 

（
3
）

 
空

気
量

を
調

節
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

生
物

膜
を

効
率

よ
く

逆
洗

し
、
は

く
離

す
る

こ
と

が
で

き
る

機

能
を

有
し

、
は

く
離

汚
泥

そ
の

他
の

浮
遊

汚
泥

を
引

き
抜

く
こ

と
に

よ
り

、
脱

窒
濾

床
槽

第
1
室

へ
強

制
的

に
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

、

か
つ

、
当

該
移

送
量

を
容

易
に

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
リ

）
 

循
環

装
置

を
有

し
、
接

触
ば

つ
気

槽
（

当
該

槽
を

2
室

に
区

分

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、
第

2
室

）
か

ら
脱

窒
濾

床
槽

第
1
室

の
流

入
管

の
開

口
部

付
近

へ
汚

水
を

安
定

し
て

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
、

か
つ

、
当

該
移

送
量

を
容

量
に

調
整

し
、
及

び
計

量
す

る
こ

と
が

で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヌ

）
 

処
理

対
象

人
員

が
1
8
人

を
超

え
る

場
合

に
お

い
て

は
、

消
泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
三

）
 

沈
殿

槽
 

 
第

四
号

の
（

三
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の

（
三

）
の

（
ロ

）
中

「
沈

殿
分

離
槽

」
を

「
脱

窒
濾

床
槽

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
四

）
 

消
毒

槽
 

 
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。
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60 

 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

七
 

一
般

構
造

 

イ
 

槽
の

底
、
周

壁
及

び
隔

壁
は

、
耐

水
材

料
で

造
り

、
漏

水
し

な
い

構

造
と

す
る

こ
と

。
 

ロ
 

槽
は

、
土

圧
、
水

圧
、
自

重
及

び
そ

の
他

の
荷

重
に

対
し

て
安

全
な

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

ハ
 

腐
食

、
変

形
等

の
お

そ
れ

の
あ

る
部

分
に

は
、
腐

食
、
変

形
等

の
し

難
い

材
料

又
は

有
効

な
防

腐
、
補

強
等

の
措

置
を

し
た

材
料

を
使

用
す

る
こ

と
。

 

ニ
 

槽
の

天
井

が
ふ

た
を

兼
ね

る
場

合
を

除
き

、
天

井
に

は
マ

ン
ホ

ー
ル

（
径

45
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

（
処

理
対

象
人

員
が

51
人

以
上

の
場

合

に
お

い
て

は
、

60
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

）
以

上
の

円
が

内
接

す
る

も
の

に
限

る
。
）
を

設
け

、
か

つ
、
密

閉
す

る
こ

と
が

で
き

る
耐

水
材

料
又

は
鋳

鉄
で

造
ら

れ
た

ふ
た

を
設

け
る

こ
と

。
 

ホ
 

通
気

及
び

排
気

の
た

め
の

開
ロ

部
は

、
雨

水
、
土

砂
等

の
流

入
を

防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

ほ
か

、
昆

虫
類

が
発

生
す

る
お

そ

れ
の

あ
る

部
分

に
設

け
る

も
の

に
は

、
防

虫
網

を
設

け
る

こ
と

。
 

ヘ
 

悪
臭

を
生

ず
る

お
そ

れ
の

あ
る

部
分

は
、
密

閉
す

る
か

、
又

は
臭

突

そ
の

他
の

防
臭

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

ト
 

機
器

類
は

、
長

時
間

の
連

続
運

転
に

対
し

て
故

障
が

生
じ

難
い

堅
牢

な
構

造
と

す
る

ほ
か

、
振

動
及

び
騒

音
を

防
止

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

す
る

こ
と

。
 

チ
 

流
入

水
量

、
負

荷
量

等
の

著
し

い
変

動
に

対
し

て
機

能
上

支
障

が
な

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

リ
 

屎
尿

浄
化

槽
に

接
続

す
る

配
管

は
、
閉

塞
、
逆

流
及

び
漏

水
を

生
じ

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

ヌ
 

槽
の

点
検

、
保

守
、
汚

泥
の

管
理

及
び

清
掃

を
容

易
か

つ
安

全
に

す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

し
、
必

要
に

応
じ

て
換

気
の

た
め

の
措

置
を

講
ず

る
こ

と
。

 

ル
 

汚
水

の
温

度
低

下
に

よ
り

処
理

機
能

に
支

障
が

生
じ

な
い

構
造

と

す
る

こ
と

。
 

ヲ
 

調
整

及
び

計
量

が
、

適
切

に
行

わ
れ

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

ワ
 

イ
か

ら
ヲ

ま
で

に
定

め
る

構
造

と
す

る
ほ

か
、
屎

尿
浄

化
槽

と
し

て

衛
生

上
支

障
が

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

   

六
 

一
般

構
造

 

イ
 

槽
の

底
、
周

壁
及

び
隔

壁
は

、
耐

水
材

料
で

造
り

、
漏

水
し

な
い

構

造
と

す
る

こ
と

。
 

ロ
 

槽
は

、
土

圧
、
水

圧
、
自

重
及

び
そ

の
他

の
荷

重
に

対
し

て
安

全
な

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

ハ
 

腐
食

、
変

形
等

の
お

そ
れ

の
あ

る
部

分
に

は
、
腐

食
、
変

形
等

の
し

難
い

材
料

又
は

有
効

な
防

腐
、
補

強
等

の
措

置
を

し
た

材
料

を
使

用
す

る
こ

と
。

 

ニ
 

槽
の

天
井

が
ふ

た
を

兼
ね

る
場

合
を

除
き

、
天

井
に

は
マ

ン
ホ

ー
ル

（
径

45
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

（
処

理
対

象
人

員
が

51
人

以
上

の
場

合

に
お

い
て

は
、

60
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

）
以

上
の

円
が

内
接

す
る

も
の

に
限

る
。
）
を

設
け

、
か

つ
、
密

閉
す

る
こ

と
が

で
き

る
耐

水
材

料
又

は
鋳

鉄
で

造
ら

れ
た

ふ
た

を
設

け
る

こ
と

。
 

ホ
 

通
気

及
び

排
気

の
た

め
の

開
ロ

部
は

、
雨

水
、
土

砂
等

の
流

入
を

防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

ほ
か

、
昆

虫
類

が
発

生
す

る
お

そ

れ
の

あ
る

部
分

に
設

け
る

も
の

に
は

、
防

虫
網

を
設

け
る

こ
と

。
 

ヘ
 

悪
臭

を
生

ず
る

お
そ

れ
の

あ
る

部
分

は
、
密

閉
す

る
か

、
又

は
臭

突

そ
の

他
の

防
臭

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

ト
 

機
器

類
は

、
長

時
間

の
連

続
運

転
に

対
し

て
故

障
が

生
じ

難
い

堅
牢

な
構

造
と

す
る

ほ
か

、
振

動
及

び
騒

音
を

防
止

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

す
る

こ
と

。
 

チ
 

流
入

水
量

、
負

荷
量

等
の

著
し

い
変

動
に

対
し

て
機

能
上

支
障

が
な

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

リ
 

屎
尿

浄
化

槽
に

接
続

す
る

配
管

は
、
閉

塞
、
逆

流
及

び
漏

水
を

生
じ

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

ヌ
 

槽
の

点
検

、
保

守
、
汚

泥
の

管
理

及
び

清
掃

を
容

易
か

つ
安

全
に

す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

し
、
必

要
に

応
じ

て
換

気
の

た
め

の
措

置
を

講
ず

る
こ

と
。

 

ル
 

汚
水

の
温

度
低

下
に

よ
り

処
理

機
能

に
支

障
が

生
じ

な
い

構
造

と

す
る

こ
と

。
 

 ヲ
 

イ
か

ら
ル

ま
で

に
定

め
る

構
造

と
す

る
ほ

か
、
屎

尿
浄

化
槽

と
し

て

衛
生

上
支

障
が

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 

六
 

一
般

構
造

 

イ
 

槽
の

底
、
周

壁
及

び
隔

壁
は

、
耐

水
材

料
で

造
り

、
漏

水
し

な
い

構

造
と

す
る

こ
と

。
 

ロ
 

槽
は

、
土

圧
、
水

圧
、
自

重
及

び
そ

の
他

の
荷

重
に

対
し

て
安

全
な

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

ハ
 

腐
食

、
変

形
等

の
お

そ
れ

の
あ

る
部

分
に

は
、
腐

食
、
変

形
等

の
し

難
い

材
料

又
は

有
効

な
防

腐
、
補

強
等

の
措

置
を

し
た

材
料

を
使

用
す

る
こ

と
。

 

ニ
 

槽
の

天
井

が
ふ

た
を

兼
ね

る
場

合
を

除
き

、
天

井
に

は
マ

ン
ホ

ー
ル

（
径

45
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

（
処

理
対

象
人

員
が

51
人

以
上

の
場

合

に
お

い
て

は
、

60
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

）
以

上
の

円
が

内
接

す
る

も
の

に
限

る
。
）
を

設
け

、
か

つ
、
密

閉
す

る
こ

と
が

で
き

る
耐

水
材

料
又

は
鋳

鉄
で

造
ら

れ
た

ふ
た

を
設

け
る

こ
と

。
 

ホ
 

通
気

及
び

排
気

の
た

め
の

開
ロ

部
は

、
雨

水
、
土

砂
等

の
流

入
を

防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

ほ
か

、
昆

虫
類

が
発

生
す

る
お

そ

れ
の

あ
る

部
分

に
設

け
る

も
の

に
は

、
防

虫
網

を
設

け
る

こ
と

。
 

ヘ
 

悪
臭

を
生

ず
る

お
そ

れ
の

あ
る

部
分

は
、
密

閉
す

る
か

、
又

は
臭

突

そ
の

他
の

防
臭

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

ト
 

機
器

類
は

、
長

時
間

の
連

続
運

転
に

対
し

て
故

障
が

生
じ

難
い

堅
牢

な
構

造
と

す
る

ほ
か

、
振

動
及

び
騒

音
を

防
止

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

す
る

こ
と

。
 

チ
 

流
入

水
量

、
負

荷
量

等
の

著
し

い
変

動
に

対
し

て
機

能
上

支
障

が
な

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

リ
 

屎
尿

浄
化

槽
に

接
続

す
る

配
管

は
、
閉

塞
、
逆

流
及

び
漏

水
を

生
じ

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

ヌ
 

槽
の

点
検

、
保

守
、
汚

泥
の

管
理

及
び

清
掃

を
容

易
か

つ
安

全
に

す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

し
、
必

要
に

応
じ

て
換

気
の

た
め

の
措

置
を

講
ず

る
こ

と
。

 

ル
 

汚
水

の
温

度
低

下
に

よ
り

処
理

機
能

に
支

障
が

生
じ

な
い

構
造

と

す
る

こ
と

。
 

 ヲ
 

イ
か

ら
ル

ま
で

に
定

め
る

構
造

と
す

る
ほ

か
、
屎

尿
浄

化
槽

と
し

て

衛
生

上
支

障
が

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 

四
 

一
般

構
造

 

イ
 

槽
の

底
、
周

壁
及

び
隔

壁
は

、
耐

水
材

料
で

造
り

、
漏

水
し

な
い

構

造
と

す
る

こ
と

。
 

ロ
 

槽
は

、
土

圧
、
水

圧
、
自

重
及

び
そ

の
他

の
荷

重
に

対
し

て
安

全
な

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

ハ
 

腐
食

、
変

形
等

の
お

そ
れ

の
あ

る
部

分
に

は
、
腐

食
、
変

形
等

の
し

難
い

材
料

又
は

有
効

な
防

腐
、
補

強
等

の
措

置
を

し
た

材
料

を
使

用
す

る
こ

と
。

 

ニ
 

槽
の

天
井

が
ふ

た
を

兼
ね

る
場

合
を

除
き

、
天

井
に

は
マ

ン
ホ

ー
ル

（
径

45
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

（
処

理
対

象
人

員
が

51
人

以
上

の
場

合

に
お

い
て

は
、

60
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

）
以

上
の

円
が

内
接

す
る

も
の

に
限

る
。
）
を

設
け

、
か

つ
、
密

閉
す

る
こ

と
が

で
き

る
耐

水
材

料
又

は
鋳

鉄
で

造
ら

れ
た

ふ
た

を
設

け
る

こ
と

。
 

ホ
 

通
気

及
び

排
気

の
た

め
の

開
ロ

部
は

、
雨

水
、
土
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等
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流

入
を

防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と
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る

ほ
か

、
昆

虫
類

が
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す
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お

そ

れ
の

あ
る

部
分
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の
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は
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防

虫
網
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る

こ
と

。
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か
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又
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突
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の
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臭
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置
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る
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と

。
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と
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ほ
か

、
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騒

音
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る

こ
と

が
で
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る

構

造
と

す
る

こ
と

。
 

チ
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入
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量
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負
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量

等
の
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し
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変
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に
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障
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な
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と
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る
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と

。
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化
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に
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続

す
る

配
管
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、
閉

塞
、
逆

流
及

び
漏

水
を

生
じ

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

ヌ
 

槽
の

点
検

、
保

守
、
汚

泥
の

管
理

及
び

清
掃

を
容

易
か

つ
安

全
に

す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

し
、
必

要
に

応
じ

て
換

気
の

た
め

の
措

置
を

講
ず

る
こ

と
。

 

ル
 

汚
水

の
温

度
低

下
に

よ
り

処
理

機
能

に
支

障
が

生
じ

な
い

構
造

と

す
る

こ
と
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 ヲ
 

イ
か

ら
ル

ま
で

に
定

め
る

構
造

と
す

る
ほ

か
、
屎

尿
浄

化
槽

と
し

て

衛
生

上
支

障
が

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
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61 

 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

第
2 

B
O

D
の

除
去

率
が

70
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

及
び

放
流

水
の

B
O

D
が

1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

6
0
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
下

で
あ

る
性

能
を

有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
も

の
の

構
造

は
、
第

一
号

か
ら

第
四

号

ま
で

の
一

に
該

当
し

、
か

つ
、
第

1
第

七
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
も

の

と
す

る
。
た

だ
し

、
屎

尿
と

雑
排

水
と

を
合

併
し

て
処

理
す

る
方

法
に

よ

る
場

合
に

限
る

。
 

 

一
 

回
転

板
接

触
方

式
 

 
（

一
）
及

び
（

五
）
か

ら
（

七
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

沈
殿

分
離

槽
、

回
転

板
接

触
槽

、
沈

澱
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
51

人
以

上
50

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
又

は
（

二
）

及
び
（

三
）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
沈

砂
槽

に
、
（

四
）
か

ら
（

七
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

流
量

調
整

槽
、
回

転
板

接
触

槽
、
沈

殿

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
、
（

八
）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

の
場

合
に

お
い

て

は
、
（

九
）
及

び
（

十
）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

設
備

及
び

汚
泥

貯

留
槽

）
を

備
え

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
1
0
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
。

 

（
一

）
 

沈
殿

分
離

槽
 

（
イ

）
 

2
室

又
は

3
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

n≦
10

0 
V
＝

1.
5q

n 

10
1≦

n≦
20

0 
V
＝

15
0q

＋
q（

n－
10

0）
 

n≧
20

1 
V
＝

25
0q

＋
0.

5q
（

n－
20

0）
 

 
こ

の
表

に
お

い
て

、
n、

V
及

び
q
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表

す
も

の
と

す
る

。
 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

q 
1
人

当
た

り
の

日
平

均
汚

水
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
2
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、

沈
殿

分
離

槽
の

有
効

容
量

の
お

お
む

ね
3
分

の
2
と

し
、
3
室

に
区

分
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
お

お
む

ね
2
分

の
1
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
1.

8
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下

と
す

る
こ

と
。

 

 

第
2 

B
O

D
の

除
去

率
が

70
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

及
び

放
流

水
の

B
O

D
が

60
PP

M
以

下
で

あ
る

性
能

を
有

し
、

か
つ

、
衛

生
上

支
障

が

な
い

も
の

の
構

造
は

、
第

一
号

か
ら

第
四

号
ま

で
の

一
に

該
当

し
、
か

つ
、

第
1
第

六
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
屎

尿
と

雑

排
水

と
を

合
併

し
て

処
理

す
る

方
法

に
よ

る
場

合
に

限
る

。
 

  一
 

回
転

板
接

触
方

式
 

 
（

一
）
及

び
（

四
）
か

ら
（

六
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

沈
殿

分
離

槽
、

回
転

板
接

触
槽

、
沈

澱
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

せ
た

構
造

で
処

理
対

象
人

員
が

51
人

以
上

50
0
人

以
下

で
あ

る
も

の
又

は
（

二
）

か
ら
（

六
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
、
流

量
調

整
槽

、
回

転

板
接

触
槽

、
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澱
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序
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組
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合
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、
（

七
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定
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泥
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縮

貯
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1
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い
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（
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び
（

九
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に

定
め

る
構

造
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汚
泥

濃
縮
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及
び

汚
泥

貯
留

槽
）

を
備

え
た

構
造

で
処

理
対

象
人

員
が

20
1

人
以

上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
。
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一
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沈
殿

分
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（
イ
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2
室

以
上

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
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。
 

（
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効
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、
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に
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じ
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、
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の
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式

に
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て
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た

数
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と
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こ

の
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び
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は

、
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ぞ
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次
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数
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を

表
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も
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）
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均
汚
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（
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（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
沈

殿
分

離
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む

ね
3
分

の
2
と

す
る

こ
と

。
 

 （
ニ
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各
室

の
有

効
水

深
は

、
1
.
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メ

ー
ト

ル
以

上
4
メ

ー
ト
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こ

と
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B
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方
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触
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び
（
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（

六
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触
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造
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対
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50
0
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も
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は
（
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）
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（
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）
ま
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の
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（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

q 
1
人

当
た

り
の

日
平

均
汚

水
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容
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容
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の
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2
と

す
る

こ
と

。
 

 （
ニ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
2
メ

ー
ト

ル
以

上
4
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
 

 

第
2 

B
O

D
の

除
去

率
が

70
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

及
び

放
流

水
の

B
O

D
が

60
PP

M
以

下
で

あ
る

性
能

を
有

し
、

か
つ

、
衛

生
上

支
障

が

な
い

も
の

の
構

造
は

、
第

一
号

か
ら

第
四

号
ま

で
の

一
に

該
当

し
、
か

つ
、

第
1
第

四
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
屎

尿
と

雑

排
水
（

工
場

廃
水

、
雨

水
そ

の
他

の
特

殊
な

排
水

を
除

く
。
以

下
同

じ
。
）

と
を

合
併

し
て

処
理

す
る

方
法

に
よ

る
場

合
に

限
る

。
 

 

一
 

回
転

板
接

触
方

式
 

 
（

一
）
及

び
（

四
）
か

ら
（

六
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

沈
澱

分
離

槽
、

回
転

板
接

触
槽

、
沈

澱
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

せ
た

構
造

で
処

理
対

象
人

員
が

51
人

以
上

50
0
人

以
下

で
あ

る
も

の
又

は
（

二
）

か
ら
（

六
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
、
流

量
調

整
槽

、
回

転

板
接

触
槽

、
沈

澱
水

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
せ

、
（

七
）

に
定

め
る

構
造

の
汚

泥
濃

縮
貯

留
槽

（
処

理
対

象
人

員
が

50
1

人
以

上

の
場

合
に

お
い

て
は

、
（

八
）
及

び
（

九
）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

槽
及

び
汚

泥
貯

留
槽

）
を

備
え

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
20

1
人

以

上
2,

00
0
人

以
下

で
あ

る
も

の
。

 

 （
一

）
 

沈
澱

分
離

槽
 

（
イ

）
 

2
室

に
区

分
し

、
直

列
に

接
続

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
処

理
対

象
人

員
に

応
じ

て
、
次

の
表

の
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

n≦
10

0 
V
＝

1.
5q

n 

10
1≦

n≦
20

0 
V
＝

15
0q

＋
q（

n－
10

0）
 

n≧
20

1 
V
＝

25
0q

＋
0.

5q
（

n－
20

0）
 

 
こ

の
表

に
お

い
て

、
n、

V
及

び
q
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表

す
も

の
と

す
る

。
 

n 
処

理
対

象
人

員
（

単
位

 
人

）
 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

q 
1
人

当
た

り
の

日
平

均
汚

水
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ハ

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
沈

澱
分

離
槽

の
有

効
容

量
の

お
お

む

ね
3
分

の
2
と

す
る

こ
と

。
 

 （
ニ

）
 

各
室

の
有

効
水

深
は

、
2
メ

ー
ト

ル
以

上
4
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
 

 

平
成

７
年

以
降

は
p.

17
参

照
  



 

62 

 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

（
ホ

）
 

第
1
室

に
お

い
て

は
、
流

入
管

の
開

口
部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
3
分

の
1
か

ら
4
分

の
1
ま

で
の

深
さ

と
し

、

沈
殿

汚
泥

を
撹

乱
し

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

各
室

に
お

い
て

は
、
流

出
管

又
は

バ
ッ

フ
ル

の
下

端
の

開
口

部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
か

ら
3
分

の

1
ま

で
の

深
さ

と
し

、
浮

上
物

の
流

出
し

難
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

沈
殿

分
離

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

の
1
日

当
た

り
の

送
水

容
量

を
日

平
均

汚
水

量

の
お

お
む

ね
2
.
5
倍

に
相

当
す

る
容

量
と

し
、
ポ

ン
プ

升
の

有
効

容

量
は

、
当

該
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合
に

、
汚

水
が

あ
ふ

れ
出

な
い

容
量

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

流
入

水
の

流
量

変
動

が
大

き
い

場
合

に
お

い
て

は
、
流

量
を

調

整
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 （
二

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

（
イ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
（

処
理

対
象

人
員

が
5
0
0
人

以
下

の
場

合
に

お
い

て
は

、
荒

目
ス

ク
リ

ー
ン

及
び

沈
砂

槽
に

代
え

て
、
ば

つ
気

型

ス
ク

リ
ー

ン
を

設
け

る
こ

と
が

で
き

る
。
）
及

び
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
流

量
調

整
槽

の
次

に
設

け
る

こ
と

が
で

き

る
。

 

（
ロ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
50

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク
リ

ー
ン

か
ら

除
去

し
た

汚
物

等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。
 

（
ハ

）
 

ば
つ

気
型

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
3
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
5
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、

下
部

に
散

気
装

置
を

設
け

、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

ほ
か

、
除

去
し

た
汚

物
等

及
び

砂
等

を
貯

留
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
1
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
2.

5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た

汚
物

等
を

自
動

的
に

除
去

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク

リ
ー

ン
か

ら
除

去
し

た
汚

物
等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
と

と
も

に
、
目

幅
の

有
効

間
隔

が
5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
以

下
の

ス
ク

リ
ー

ン
を

備
え

た
副

水
路

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

第
1
室

に
お

い
て

は
、
流

入
管

の
開

口
部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
3
分

の
1
の

深
さ

と
し

、
沈

殿
汚

泥
を

撹

乱
し

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

各
室

に
お

い
て

は
、
流

出
管

又
は

バ
ッ

フ
ル

の
下

端
の

開
口

部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
の

深
さ

と

し
、

浮
上

物
の

流
出

し
難

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 （
ト

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

沈
殿

分
離

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

の
1
日

当
た

り
の

送
水

容
量

を
日

平
均

汚
水

量

の
2.

5
倍

に
相

当
す

る
容

量
以

上
と

し
、

ポ
ン

プ
升

の
有

効
容

量

は
、
当

該
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合
に

、
汚

水
が

あ
ふ

れ
出

な
い

容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
チ

）
 

処
理

対
象

人
員

が
20

1
人

以
上

の
も

の
で

流
入

水
の

流
量

変

動
が

大
き

い
場

合
に

お
い

て
は

、
流

量
を

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

（
イ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

せ
た

構
造

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、

流
量

調
整

槽
の

次
に

設
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

   （
ロ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
50

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、

砂
だ

ま
り

等
を

設
け

る
こ

と
。

 

       （
ハ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
1
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
2.

5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、
目

幅
の

有
効

間
隔

が
5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
以

下
の

ス
ク

リ
ー

ン
を

備
え

た
副

水
路

を
設

け
る

こ

と
。

 

 

（
ホ

）
 

第
1
室

に
お

い
て

は
、
流

入
管

の
開

口
部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
3
分

の
1
の

深
さ

と
し

、
沈

殿
汚

泥
を

撹

乱
し

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

各
室

に
お

い
て

は
、
流

出
管

又
は

バ
ッ

フ
ル

の
下

端
の

開
口

部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
の

深
さ

と

し
、

浮
上

物
の

流
出

し
難

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 （
ト

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

沈
殿

分
離

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

の
1
日

当
た

り
の

送
水

容
量

を
日

平
均

汚
水

量

の
2.

5
倍

に
相

当
す

る
容

量
以

上
と

し
、

ポ
ン

プ
升

の
有

効
容

量

は
、
当

該
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合
に

、
汚

水
が

あ
ふ

れ
出

な
い

容

量
と

す
る

こ
と

。
 

（
チ

）
 

処
理

対
象

人
員

が
20

1
人

以
上

の
も

の
で

流
入

水
の

流
量

変

動
が

大
き

い
場

合
に

お
い

て
は

、
流

量
を

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

（
イ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

せ
た

構
造

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、

流
量

調
整

槽
の

次
に

設
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

   （
ロ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
50

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、

砂
だ

ま
り

等
を

設
け

る
こ

と
。

 

       （
ハ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
1
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
2.

5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、
目

幅
の

有
効

間
隔

が
5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
以

下
の

ス
ク

リ
ー

ン
を

備
え

た
副

水
路

を
設

け
る

こ

と
。

 

 

（
ホ

）
 

第
1
室

に
お

い
て

は
、
流

入
管

の
開

口
部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
3
分

の
1
の

深
さ

と
し

、
沈

澱
汚

泥
を

攪

乱
し

な
い

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

各
室

に
お

い
て

は
、
流

出
管

又
は

バ
ッ

フ
ル

の
下

端
の

開
口

部

の
位

置
を

水
面

か
ら

有
効

水
深

の
お

お
む

ね
2
分

の
1
の

深
さ

と

し
、

浮
上

物
の

流
出

し
難

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 （
ト

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

沈
澱

分
離

槽
へ

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
ポ

ン
プ

の
1
日

当
た

り
の

送
水

容
量

を
日

平
均

汚
水

量

の
2.

5
倍

に
相

当
す

る
容

量
以

上
と

し
、
ポ

ン
プ

ま
す

の
有

効
容

量

は
、
当

該
ポ

ン
プ

で
移

送
し

た
場

合
に

、
汚

水
が

あ
ふ

れ
出

な
い

容

量
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
チ

）
 

処
理

対
象

人
員

が
20

1
人

以
上

の
も

の
で

流
入

水
の

流
量

変

動
が

大
き

い
場

合
に

お
い

て
は

、
流

量
を

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

（
イ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

せ
た

構
造

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、

流
量

調
整

槽
の

次
に

設
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

   （
ロ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
50

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、

砂
だ

ま
り

等
を

設
け

る
こ

と
。

 

       （
ハ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
1
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
2.

5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、
目

幅
の

有
効

間
隔

が
5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
以

下
の

ス
ク

リ
ー

ン
を

備
え

た
副

水
路

を
設

け
る

こ

と
。

 

 

平
成

７
年

以
降

は
p.

18
参

照
  



 

63 

 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

（
ホ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

を
流

量
調

整
槽

の
前

に
設

け
る

場
合

は
、

破
砕

装
置

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
。

た
だ

し
、

処
理

対
象

人
員

が

5
0
0
人

以
下

の
場

合
に

お
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

（
ヘ

）
 

破
砕

装
置

は
、
汚

物
等

を
有

効
に

破
砕

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

し
、

目
幅

の
有

効
間

隔
が

お
お

む
ね

2
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

ス

ク
リ

ー
ン

を
備

え
た

副
水

路
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

沈
砂

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

1
時

間
当

た
り

の
最

大
汚

水
量

の
6
0
分

の
1

に
相

当
す

る
容

量
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
ば

つ
気

装
置

を
設

け
る

場
合

に
お

い
て

は
、

1
時

間
当

た
り

の
最

大
汚

水
量

の
6
0
分

の
3
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
し

、
か

つ
、
消

泡
装

置
を

設
け

る
も

の
と

す
る

。
 

（
ロ

）
 

槽
の

底
部

は
、
ホ

ッ
パ

ー
型

と
し

、
排

砂
装

置
を

設
け

る
こ

と
。
 

（
ハ

）
 

槽
の

底
部

か
ら

排
砂

装
置

に
よ

り
排

出
さ

れ
た

砂
等

を
貯

留
す

る
排

砂
槽

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
四

）
 

流
量

調
整

槽
 

（
イ

）
 

流
量

調
整

槽
か

ら
移

送
す

る
1
時

間
当

た
り

の
汚

水
量

は
、
当

該
槽

に
流

入
す

る
日

平
均

汚
水

量
の

24
分

の
1
の

1.
5
倍

以
下

と

な
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 （
ロ

）
 

汚
水

を
撹

乱
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

有
効

水
深

は
、

1
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

の
場

合
に

お
い

て
は

、
1.

5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

槽
の

底
部

及
び

上
端

か
ら

50
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

ま
で

の
部

分

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な
い

も
の

と
す

る
。

 

（
ニ

）
 

当
該

槽
に

お
い

て
、
異

常
に

水
位

が
上

昇
し

た
場

合
に

、
次

の

槽
に

有
効

に
汚

水
を

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
2
台

以

上
の

ポ
ン

プ
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

当
該

槽
に

流
入

す
る

1
日

当
た

り
の

汚
水

量
を

計
量

し
、
及

び

記
録

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

当
該

槽
か

ら
移

送
す

る
1
時

間
当

た
り

の
汚

水
量

を
容

易
に

調

整
し

、
及

び
計

量
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
五

）
 

回
転

板
接

触
槽

 

（
イ

）
 

3
室

以
上

に
区

分
し

、
汚

水
が

長
時

間
回

転
板

に
接

触
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 

（
ニ

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
に

付
着

し
た

汚
物

等
を

除
去

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

             （
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

（
イ

）
 

流
量

調
整

槽
か

ら
移

送
す

る
1
時

間
当

た
り

の
汚

水
量

は
、
当

該
槽

に
流

入
す

る
日

平
均

汚
水

量
の

24
分

の
1
の

1.
5
倍

以
下

と

な
る

構
造

と
し

、
か

つ
、
当

該
汚

水
量

を
計

量
す

る
こ

と
が

で
き

る

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

汚
水

を
攪

拌
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

有
効

水
深

は
、

1
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

の
場

合
に

お
い

て
は

、
1.

5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

槽
の

底
部

及
び

上
端

か
ら

50
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

ま
で

の
部

分

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な
い

も
の

と
す

る
。

 

（
ニ

）
 

当
該

槽
に

お
い

て
、
異

常
に

水
位

が
上

昇
し

た
場

合
に

、
次

の

槽
に

有
効

に
汚

水
を

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
2
台

以

上
の

ポ
ン

プ
を

設
け

る
こ

と
。

 

    （
四

）
 

回
転

板
接

触
槽

 

（
イ

）
 

3
室

以
上

に
区

分
し

、
汚

水
が

長
時

間
回

転
板

に
接

触
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 

（
ニ

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
に

付
着

し
た

汚
物

等
を

除
去

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

             （
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

（
イ

）
 

流
量

調
整

槽
か

ら
移

送
す

る
1
時

間
当

た
り

の
汚

水
量

は
、
当

該
槽

に
流

入
す

る
日

平
均

汚
水

量
の

24
分

の
1
の

1.
5
倍

以
下

と

な
る

構
造

と
し

、
か

つ
、
当

該
汚

水
量

を
計

量
す

る
こ

と
が

で
き

る

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

汚
水

を
撹

乱
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

有
効

水
深

は
、

1
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

の
場

合
に

お
い

て
は

、
1.

5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

槽
の

底
部

及
び

上
端

か
ら

50
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

ま
で

の
部

分

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な
い

も
の

と
す

る
。

 

（
ニ

）
 

当
該

槽
に

お
い

て
、
異

常
に

水
位

が
上

昇
し

た
場

合
に

、
次

の

槽
に

有
効

に
汚

水
を

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
2
台

以

上
の

ポ
ン

プ
を

設
け

る
こ

と
。

 

    （
四

）
 

回
転

板
接

触
槽

 

（
イ

）
 

3
室

以
上

に
区

分
し

、
汚

水
が

長
時

間
回

転
板

に
接

触
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 

（
ニ

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
に

付
着

し
た

汚
物

等
を

除
去

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

             （
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

（
イ

）
 

流
量

調
整

槽
か

ら
移

送
す

る
1
時

間
当

た
り

の
汚

水
量

は
、
当

該
槽

に
流

入
す

る
日

平
均

汚
水

量
の

24
分

の
1
の

1.
5
倍

以
下

と

な
る

構
造

と
し

、
か

つ
、
当

該
汚

水
量

を
計

量
す

る
こ

と
が

で
き

る

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

汚
水

を
攪

拌
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

有
効

水
深

は
、

1
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

の
場

合
に

お
い

て
は

、
1.

5
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

槽
の

底
部

及
び

上
端

か
ら

50
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

ま
で

の
部

分

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な
い

も
の

と
す

る
。

 

（
ニ

）
 

当
該

槽
に

お
い

て
、
異

常
に

水
位

が
上

昇
し

た
場

合
に

、
次

の

槽
に

有
効

に
汚

水
を

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

ポ
ン

プ
に

よ
り

汚
水

を
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
2
台

以

上
の

ポ
ン

プ
を

設
け

る
こ

と
。

 

    （
四

）
 

回
転

板
接

触
槽

 

（
イ

）
 

3
室

以
上

に
区

分
し

、
汚

水
が

長
時

間
回

転
板

に
接

触
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 

平
成

７
年

以
降

は
p.

19
参

照
  



 

64 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

日

平
均

汚
水

量
の

4
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

、
流

量
調

整
槽

を
設

け
る

場
合

に
あ

つ
て

は
日

平
均

汚
水

量
の

6
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

回
転

板
の

表
面

積
は

、
回

転
板

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
1
日

当
た

り
の

平
均

の
流

入
水

の
B

O
D
（

以
下

「
日

平
均

流
入

水
B

O
D
」

と
い

う
。

）
が

12
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

回
転

板
は

、
そ

の
表

面
積

の
お

お
む

ね
40

パ
ー

セ
ン

ト
が

汚

水
に

接
触

す
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

回
転

板
は

、
回

転
板

相
互

の
間

隔
を

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
以

上

と
し

、
生

物
膜

が
付

着
し

や
す

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

回
転

板
の

円
周

速
度

は
、

1
分

間
に

つ
き

20
メ

ー
ト

ル
以

下

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

槽
の

壁
及

び
底

部
は

、
回

転
板

と
の

間
隔

を
回

転
板

の
径

の
お

お
む

ね
10

パ
ー

セ
ン

ト
と

す
る

等
汚

泥
の

堆
積

が
生

じ
難

く
、

か

つ
、

汚
水

が
回

転
板

に
有

効
に

接
触

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

槽
に

は
上

家
等

を
設

け
、
か

つ
、
通

気
を

十
分

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
六

）
 

沈
澱

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

日

平
均

汚
水

量
の

6
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

、
流

量
調

整
槽

を
設

け
る

場
合

に
あ

つ
て

は
日

平
均

汚
水

量
の

8
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

処
理

対
象

人
員

が
9
0
人

以
下

の
場

合
に

あ
つ

て
は

、
次

の
表

の
計

算
式

に
よ

つ
て

計
算

し
た

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

V
=
2
.
3
＋

（
1
5
q
－

2
.
3
）

（
n
－

5
0
）

／
4
0
 

こ
の

表
に

お
い

て
、

n
、

V
及

び
q
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
数

値
を

表
す

も
の

と
す

る
。

 

n
 

処
理

対
象

人
員

（
単

位
 

人
）

 

V
 

有
効

容
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

q
 

1
人

当
た

り
の

日
平

均
汚

水
量

（
単

位
 

立
方

メ
ー

ト
ル

）
 

（
ロ

）
 

槽
の

水
面

の
面

積
は

、
水

面
積

負
荷

が
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

8
立

方
メ

ー
ト

ル
以

下
、
流

量
調

整
槽

を
設

け

る
場

合
に

あ
つ

て
は

12
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0

人
を

超
え

る
部

分
に

つ
い

て
は

、
15

立
方

メ
ー

ト
ル

）
以

下
と

な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

日

平
均

汚
水

量
の

4
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

、
流

量
調

整
槽

を
設

け
る

場
合

に
あ

つ
て

は
日

平
均

汚
水

量
の

6
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

回
転

板
の

表
面

積
は

、
回

転
板

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
1
日

当
た

り
の

平
均

の
流

入
水

の
B

O
D
（

以
下

「
日

平
均

流
入

水
B

O
D
」

と
い

う
。

）
が

12
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

回
転

板
は

、
そ

の
表

面
積

の
お

お
む

ね
40

パ
ー

セ
ン

ト
が

汚

水
に

接
触

す
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

回
転

板
は

、
回

転
板

相
互

の
間

隔
を

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
以

上

と
し

、
生

物
膜

が
付

着
し

や
す

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

回
転

板
の

円
周

速
度

は
、

1
分

間
に

つ
き

20
メ

ー
ト

ル
以

下

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

槽
の

壁
及

び
底

部
は

、
回

転
板

と
の

間
隔

を
回

転
板

の
径

の
お

お
む

ね
10

パ
ー

セ
ン

ト
と

す
る

等
汚

泥
の

堆
積

が
生

じ
難

く
、

か

つ
、

汚
水

が
回

転
板

に
有

効
に

接
触

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

槽
に

は
上

家
等

を
設

け
、
か

つ
、
通

気
を

十
分

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

沈
澱

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

日

平
均

汚
水

量
の

6
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

、
流

量
調

整
槽

を
設

け
る

場
合

に
あ

つ
て

は
日

平
均

汚
水

量
の

8
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。
た

だ
し

、
こ

れ
ら

の
容

量
が

3
立

方

メ
ー

ト
ル

未
満

の
場

合
に

お
い

て
は

、
3
立

方
メ

ー
ト

ル
と

す
る

。
 

       （
ロ

）
 

槽
の

水
面

の
面

積
は

、
水

面
積

負
荷

が
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

8
立

方
メ

ー
ト

ル
以

下
、
流

量
調

整
槽

を
設

け

る
場

合
に

あ
つ

て
は

12
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0

人
を

超
え

る
部

分
に

つ
い

て
は

、
15

立
方

メ
ー

ト
ル

）
以

下
と

な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

日

平
均

汚
水

量
の

4
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

、
流

量
調

整
槽

を
設

け
る

場
合

に
あ

つ
て

は
日

平
均

汚
水

量
の

6
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

回
転

板
の

表
面

積
は

、
回

転
板

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
1
日

当
た

り
の

平
均

の
流

入
水

の
B

O
D
（

以
下

「
日

平
均

流
入

水
B

O
D
」

と
い

う
。

）
が

12
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

回
転

板
は

、
そ

の
表

面
積

の
お

お
む

ね
40

パ
ー

セ
ン

ト
が

汚

水
に

接
触

す
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

回
転

板
は

、
回

転
板

相
互

の
間

隔
を

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
以

上

と
し

、
生

物
膜

が
付

着
し

や
す

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

回
転

板
の

円
周

速
度

は
、

1
分

間
に

つ
き

20
メ

ー
ト

ル
以

下

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

槽
の

壁
及

び
底

部
は

、
回

転
板

と
の

間
隔

を
回

転
板

の
径

の
お

お
む

ね
10

パ
ー

セ
ン

ト
と

す
る

等
汚

泥
の

堆
積

が
生

じ
難

く
、

か

つ
、

汚
水

が
回

転
板

に
有

効
に

接
触

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

槽
に

は
上

家
等

を
設

け
、
か

つ
、
通

気
を

十
分

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

沈
澱

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

日

平
均

汚
水

量
の

6
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

、
流

量
調

整
槽

を
設

け
る

場
合

に
あ

つ
て

は
日

平
均

汚
水

量
の

8
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。
た

だ
し

、
こ

れ
ら

の
容

量
が

3
立

方

メ
ー

ト
ル

未
満

の
場

合
に

お
い

て
は

、
3
立

方
メ

ー
ト

ル
と

す
る

。
 

       （
ロ

）
 

槽
の

水
面

の
面

積
は

、
水

面
積

負
荷

が
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

8
立

方
メ

ー
ト

ル
以

下
、
流

量
調

整
槽

を
設

け

る
場

合
に

あ
つ

て
は

12
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0

人
を

超
え

る
部

分
に

つ
い

て
は

、
15

立
方

メ
ー

ト
ル

）
以

下
と

な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

日

平
均

汚
水

量
の

4
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

、
流

量
調

整
槽

を
設

け
る

場
合

に
あ

つ
て

は
日

平
均

汚
水

量
の

6
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

回
転

板
の

表
面

積
は

、
回

転
板

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
1
日

当
た

り
の

平
均

の
流

入
水

の
B

O
D
（

以
下

「
日

平
均

流
入

水
B

O
D
」

と
い

う
。

）
が

12
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

回
転

板
は

、
そ

の
表

面
積

の
お

お
む

ね
40

パ
ー

セ
ン

ト
が

汚

水
に

接
触

す
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

回
転

板
は

、
回

転
板

相
互

の
間

隔
を

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
以

上

と
し

、
生

物
膜

が
付

着
し

や
す

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

回
転

板
の

円
周

速
度

は
、

1
分

間
に

つ
き

20
メ

ー
ト

ル
以

下

と
す

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

槽
の

壁
及

び
底

部
は

、
回

転
板

と
の

間
隔

を
回

転
板

の
径

の
お

お
む

ね
10

パ
ー

セ
ン

ト
と

す
る

等
汚

泥
の

堆
積

が
生

じ
難

く
、

か

つ
、

汚
水

が
回

転
板

に
有

効
に

接
触

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

槽
に

は
上

家
等

を
設

け
、
か

つ
、
通

気
を

十
分

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

沈
澱

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

量
調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

日

平
均

汚
水

量
の

6
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

、
流

量
調

整
槽

を
設

け
る

場
合

に
あ

つ
て

は
日

平
均

汚
水

量
の

8
分

の
1
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。
た

だ
し

、
こ

れ
ら

の
容

量
が

3
立

方

メ
ー

ト
ル

未
満

の
場

合
に

お
い

て
は

、
3
立

方
メ

ー
ト

ル
と

す
る

。
 

       （
ロ

）
 

槽
の

水
面

の
面

積
は

、
水

面
の

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
当

た
り

の
日

平
均

汚
水

量
（

以
下
「

水
面

積
負

荷
」
と

い
う

。
）
が

流
量

調

整
槽

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

8
立

方
メ

ー
ト

ル
以

下
、
流

量

調
整

槽
を

設
け

る
場

合
に

あ
つ

て
は

12
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対

象
人

員
が

50
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

15
立

方
メ

ー
ト

ル
）

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

平
成

７
年

以
降

は
p.

20
参

照
  



 

65 

 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

（
ハ

）
 

越
流

せ
き

を
設

け
て

沈
澱

槽
か

ら
汚

水
が

越
流

す
る

構
造

と

し
、
越

流
せ

き
の

長
さ

は
、
越

流
負

荷
が

流
量

調
整

槽
を

設
け

な
い

場
合

に
あ

つ
て

は
30

立
方

メ
ー

ト
ル

以
下

、
流

量
調

整
槽

を
設

け

る
場

合
に

あ
つ

て
は

45
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0

人
を

超
え

る
部

分
に

つ
い

て
は

、
50

立
方

メ
ー

ト
ル

）
以

下
と

な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

 （
ニ

）
 

有
効

水
深

は
、

処
理

対
象

人
員

が
10

0
人

以
下

の
場

合
に

あ

つ
て

は
1
メ

ー
ト

ル
以

上
、

10
1
人

以
上

50
0
人

以
下

の
場

合
に

あ
つ

て
は

1.
5
メ

ー
ト

ル
以

上
、

50
1
人

以
上

の
場

合
に

あ
つ

て
は

2
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
槽

の
底

部
が

ホ
ッ

パ
ー

型
の

場
合

に
お

い
て

は
、

ホ
ッ

パ
ー

部
の

高
さ

の
2
分

の
1
に

相

当
す

る
長

さ
を

当
該

有
効

水
深

に
含

め
な

い
も

の
と

す
る

。
 

（
ホ

）
 

槽
の

底
部

が
ホ

ッ
パ

ー
型

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の
平

面
の

形
状

を
円

形
又

は
正

多
角

形
（

正
三

角
形

を
除

く
。
）
と

す
る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
60

度
以

上
と

し
、

底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
抜

き
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

汚
泥

を
有

効
に

集
積

し
、
か

つ
、
自

動
的

に
引

き
抜

く
こ

と
に

よ
り

、
沈

殿
分

離
槽

、
汚

泥
濃

縮
貯

留
槽

又
は

汚
泥

濃
縮

設
備

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
チ

）
 

浮
上

物
が

生
ず

る
お

そ
れ

の
あ

る
も

の
に

あ
つ

て
は

、
浮

上
物

を
除

去
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
八

）
 

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
 

（
イ

）
 

汚
泥

の
濃

縮
に

よ
り

生
じ

た
脱

離
液

を
流

量
調

整
槽

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

入
汚

泥
量

及
び

濃
縮

汚
泥

の
搬

出
計

画
に

見

合
う

容
量

と
し

、
有

効
水

深
は

、
1
.
5
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル

以
下

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

流
入

管
の

開
口

部
及

び
流

出
管

又
は

バ
ッ

フ
ル

の
下

端
の

開
口

部
は

、
汚

泥
の

固
液

分
離

を
妨

げ
な

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

汚
泥

の
搬

出
を

容
易

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
ホ

）
 

槽
内

を
攪

拌
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

越
流

せ
き

を
設

け
て

沈
澱

槽
か

ら
汚

水
が

越
流

す
る

構
造

と

し
、
越

流
せ

き
の

長
さ

は
、
越

流
負

荷
が

流
量

調
整

槽
を

設
け

な
い

場
合

に
あ

つ
て

は
30

立
方

メ
ー

ト
ル

以
下

、
流

量
調

整
槽

を
設

け

る
場

合
に

あ
つ

て
は

45
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0

人
を

超
え

る
部

分
に

つ
い

て
は

、
50

立
方

メ
ー

ト
ル

）
以

下
と

な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

 （
ニ

）
 

有
効

水
深

は
、

処
理

対
象

人
員

が
10

0
人

以
下

の
場

合
に

あ

つ
て

は
1
メ

ー
ト

ル
以

上
、

10
1
人

以
上

50
0
人

以
下

の
場

合
に

あ
つ

て
は

1.
5
メ

ー
ト

ル
以

上
、

50
1
人

以
上

の
場

合
に

あ
つ

て
は

2
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
槽

の
底

部
が

ホ
ッ

パ
ー

型
の

場
合

に
お

い
て

は
、

ホ
ッ

パ
ー

部
の

高
さ

の
2
分

の
1
に

相

当
す

る
長

さ
を

当
該

有
効

水
深

に
含

め
な

い
も

の
と

す
る

。
 

（
ホ

）
 

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

以
下

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該

槽
の

平
面

の
形

状
を

円
形

又
は

正
多

角
形

（
正

三
角

形
を

除
く

。
）

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
60

度
以

上
と

し
、

底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
抜

き
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

汚
泥

を
有

効
に

集
積

し
、
か

つ
、
自

動
的

に
引

き
抜

く
こ

と
に

よ
り

、
沈

殿
分

離
槽

、
汚

泥
濃

縮
貯

留
槽

又
は

汚
泥

濃
縮

槽
へ

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

浮
上

物
が

生
ず

る
お

そ
れ

の
あ

る
も

の
に

あ
つ

て
は

、
浮

上
物

を
除

去
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
 

（
イ

）
 

汚
泥

の
濃

縮
に

よ
り

生
じ

た
脱

離
液

を
流

量
調

整
槽

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

入
汚

泥
量

及
び

濃
縮

汚
泥

の
搬

出
計

画
に

見

合
う

容
量

と
す

る
こ

と
。

 

   （
ハ

）
 

汚
泥

の
搬

出
を

容
易

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
ニ

）
 

槽
内

を
攪

拌
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

越
流

せ
き

を
設

け
て

沈
澱

槽
か

ら
汚

水
が

越
流

す
る

構
造

と

し
、
越

流
せ

き
の

長
さ

は
、
越

流
負

荷
が

流
量

調
整

槽
を

設
け

な
い

場
合

に
あ

つ
て

は
30

立
方

メ
ー

ト
ル

以
下

、
流

量
調

整
槽

を
設

け

る
場

合
に

あ
つ

て
は

45
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0

人
を

超
え

る
部

分
に

つ
い

て
は

、
50

立
方

メ
ー

ト
ル

）
以

下
と

な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

 （
ニ

）
 

有
効

水
深

は
、

処
理

対
象

人
員

が
10

0
人

以
下

の
場

合
に

あ

つ
て

は
1
メ

ー
ト

ル
以

上
、

10
1
人

以
上

50
0
人

以
下

の
場

合
に

あ
つ

て
は

1.
5
メ

ー
ト

ル
以

上
、

50
1
人

以
上

の
場

合
に

あ
つ

て
は

2
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
槽

の
底

部
が

ホ
ッ

パ
ー

型
の

場
合

に
お

い
て

は
、

ホ
ッ

パ
ー

部
の

高
さ

の
2
分

の
1
に

相

当
す

る
長

さ
を

当
該

有
効

水
深

に
含

め
な

い
も

の
と

す
る

。
 

（
ホ

）
 

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

以
下

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該

槽
の

平
面

の
形

状
を

円
形

又
は

正
多

角
形

（
正

三
角

形
を

除
く

。
）

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
60

度
以

上
と

し
、

底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
抜

き
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

汚
泥

を
有

効
に

集
積

し
、
か

つ
、
自

動
的

に
引

き
抜

く
こ

と
に

よ
り

、
沈

殿
分

離
槽

、
汚

泥
濃

縮
貯

留
槽

又
は

汚
泥

濃
縮

槽
へ

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
チ

）
 

浮
上

物
が

生
ず

る
お

そ
れ

の
あ

る
も

の
に

あ
つ

て
は

、
浮

上
物

を
除

去
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
 

（
イ

）
 

汚
泥

の
濃

縮
に

よ
り

生
じ

た
脱

離
液

を
流

量
調

整
槽

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

入
汚

泥
量

及
び

濃
縮

汚
泥

の
搬

出
計

画
に

見

合
う

容
量

と
す

る
こ

と
。

 

   （
ハ

）
 

汚
泥

の
搬

出
を

容
易

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
ニ

）
 

槽
内

を
撹

乱
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

越
流

せ
き

を
設

け
て

沈
澱

槽
か

ら
汚

水
が

越
流

す
る

構
造

と

し
、
越

流
せ

き
の

長
さ

は
、
長

さ
1
メ

ー
ト

ル
当

た
り

の
日

平
均

汚

水
量
（

以
下
「

越
流

負
荷

」
と

い
う

。
）
が

流
量

調
整

槽
を

設
け

な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

30
立

方
メ

ー
ト

ル
以

下
、

流
量

調
整

槽
を

設

け
る

場
合

に
あ

つ
て

は
45

立
方

メ
ー

ト
ル

（
処

理
対

象
人

員
が

50
0

人
を

超
え

る
部

分
に

つ
い

て
は

、
50

立
方

メ
ー

ト
ル

）
以

下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

有
効

水
深

は
、

処
理

対
象

人
員

が
10

0
人

以
下

の
場

合
に

あ

つ
て

は
1
メ

ー
ト

ル
以

上
、

10
1
人

以
上

50
0
人

以
下

の
場

合
に

あ
つ

て
は

1.
5
メ

ー
ト

ル
以

上
、

50
1
人

以
上

の
場

合
に

あ
つ

て
は

2
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
槽

の
底

部
が

ホ
ッ

パ
ー

型
の

場
合

に
お

い
て

は
、

ホ
ッ

パ
ー

部
の

高
さ

の
2
分

の
1
以

下

の
部

分
を

当
該

有
効

水
深

に
含

め
な

い
も

の
と

す
る

。
 

（
ホ

）
 

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

以
下

の
場

合
に

お
い

て
は

、
平

面

の
形

状
を

円
形

又
は

正
多

角
形
（

正
三

角
形

を
除

く
。
）
と

す
る

こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
60

度
以

上
と

し
、

底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
抜

き
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

汚
泥

を
有

効
に

集
積

し
、
か

つ
、
自

動
的

に
引

き
抜

い
て

、
沈

澱
分

離
槽

、
汚

泥
濃

縮
貯

留
槽

又
は

汚
泥

濃
縮

水
槽

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
チ

）
 

浮
上

物
が

生
ず

る
お

そ
れ

の
あ

る
も

の
に

あ
つ

て
は

、
浮

上
物

を
除

去
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
 

（
イ

）
 

汚
泥

の
濃

縮
に

よ
り

生
じ

た
脱

離
液

を
流

量
調

整
水

槽
へ

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、
流

入
汚

泥
量

及
び

濃
縮

汚
泥

の
搬

出
計

画
に

見

合
う

容
量

と
す

る
こ

と
。

 

   （
ハ

）
 

汚
泥

の
搬

出
を

容
易

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
ニ

）
 

槽
内

を
攪

拌
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

平
成

７
年

以
降

は
p.

21
参

照
  



 

66 

 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

（
九

）
 

汚
泥

濃
縮

設
備

 

 
汚

泥
濃

縮
設

備
は

、
汚

泥
を

濃
縮

し
、
脱

離
液

を
流

量
調

整
槽

へ
、
濃

縮
汚

泥
を

汚
泥

貯
留

槽
へ

そ
れ

ぞ
れ

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と

し
、

（
イ

）
又

は
（

ロ
）

に
よ

る
こ

と
。

 

（
イ

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

（
1
）

 
有

効
容

量
は

、
濃

縮
汚

泥
の

引
抜

計
画

に
見

合
う

容
量

と
し

、

有
効

水
深

は
、

2
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
 

（
2
）

 
流

入
管

の
開

口
部

及
び

流
出

管
又

は
パ

ッ
フ

ル
の

下
端

の
開

口

部
は

、
汚

泥
の

固
液

分
離

を
妨

げ
な

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
3
）

 
汚

泥
か

き
よ

せ
装

置
を

設
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

底
部

の
勾

配

は
1
0
0
分

の
5
以

上
と

し
、
当

該
装

置
を

設
け

な
い

場
合

に
あ

つ
て

は
底

部
を

ホ
ッ

パ
ー

型
と

し
、
ホ

ッ
パ

ー
の

勾
配

を
水

平
面

に
対

し

4
5
度

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

汚
泥

濃
縮

装
置

 

（
1
）

 
汚

泥
を

脱
離

液
と

濃
縮

汚
泥

と
に

有
効

に
分

離
す

る
こ

と
が

で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
2
）

 
濃

縮
汚

泥
中

の
固

形
物

の
濃

度
を

お
お

む
ね

4
パ

ー
セ

ン
ト

に

濃
縮

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
十

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
汚

泥
の

搬
出

計
画

に
見

合
う

容
量

と
す

る
こ

と
。
 

（
ロ

）
 

汚
泥

の
搬

出
を

容
易

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
ハ

）
 

槽
内

を
撹

乱
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

二
 

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
前

号
に

定
め

る
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
で

同
号

の
（

五
）
の

回
転

板
接

触

槽
を
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

接
触

ば
つ

気
槽

に
置

き

換
え

た
構

造
と

し
た

も
の

。
 

（
一

）
 

2
室

以
上

に
区

分
し

、
汚

水
が

長
時

間
接

触
材

に
接

触
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

有
効

容
量

は
、
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
0.

5
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

し
、
か

つ
、

日
平

均
汚

水
量

の
5
分

の
2
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。
 

（
三

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
第

1
室

の
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー

ト
ル

に
対

す
る

日
平

均
流

入
水

B
O

D
が

0.
8
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と

な
る

よ
う

に
し

、
か

つ
、
接

触
ば

つ
気

槽
の

有
効

容
量

の
5
分

の
3

に
相

当
す

る
容

量
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
八

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

（
イ

）
 

汚
泥

を
濃

縮
し

、
脱

離
液

を
流

量
調

整
槽

へ
、
濃

縮
汚

泥
を

汚

泥
貯

留
槽

へ
そ

れ
ぞ

れ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

 （
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、

濃
縮

汚
泥

の
引

抜
間

隔
に

見
合

う
容

量
と

し
、

有
効

水
深

は
、

2
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。

た
だ

し
、
汚

泥
を

脱
離

液
と

濃
縮

汚
泥

と
に

有
効

に
分

離
す

る
こ

と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
た

場
合

に
お

い
て

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

（
ハ

）
 

汚
泥

か
き

よ
せ

装
置

を
設

け
る

場
合

に
あ

つ
て

は
底

部
の

勾
配

は
10

0
分

の
5
以

上
と

し
、

当
該

装
置

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

底
部

を
ホ

ッ
パ

ー
型

と
し

、
ホ

ッ
パ

ー
の

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
45

度
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
汚

泥
を

脱
離

液
と

濃
縮

汚

泥
と

に
有

効
に

分
離

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
た

場
合

に

お
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

   （
九

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
汚

泥
の

搬
出

計
画

に
見

合
う

容
量

と
す

る
こ

と
。
 

（
ロ

）
 

汚
泥

の
搬

出
を

容
易

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

 二
 

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
前

号
に

定
め

る
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
で

同
号

の
（

四
）
の

回
転

板
接

触

槽
を
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

接
触

ば
つ

気
槽

に
置

き

換
え

た
構

造
と

し
た

も
の

。
 

（
一

）
 

2
室

以
上

に
区

分
し

、
汚

水
が

長
時

間
接

触
材

に
接

触
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

有
効

容
量

は
、
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
0.

5
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

し
、
か

つ
、

日
平

均
汚

水
量

の
5
分

の
2
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。
 

（
三

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
第

1
室

の
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー

ト
ル

に
対

す
る

日
平

均
流

入
水

B
O

D
が

0.
8
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と

な
る

よ
う

に
し

、
か

つ
、
接

触
ば

つ
気

槽
の

有
効

容
量

の
5
分

の
3

に
相

当
す

る
容

量
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
八

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

（
イ

）
 

汚
泥

を
濃

縮
し

、
脱

離
液

を
流

量
調

整
槽

へ
、
濃

縮
汚

泥
を

汚

泥
貯

留
槽

へ
そ

れ
ぞ

れ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

 （
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、

濃
縮

汚
泥

の
引

抜
間

隔
に

見
合

う
容

量
と

し
、

有
効

水
深

は
、

2
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。

た
だ

し
、
汚

泥
を

脱
離

液
と

濃
縮

汚
泥

と
に

有
効

に
分

離
す

る
こ

と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
た

場
合

に
お

い
て

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

（
ハ

）
 

汚
泥

か
き

よ
せ

装
置

を
設

け
る

場
合

に
あ

つ
て

は
底

部
の

勾
配

は
10

0
分

の
5
以

上
と

し
、

当
該

装
置

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

底
部

を
ホ

ッ
パ

ー
型

と
し

、
ホ

ッ
パ

ー
の

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
45

度
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
汚

泥
を

脱
離

液
と

濃
縮

汚

泥
と

に
有

効
に

分
離

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
た

場
合

に

お
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

   （
九

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
汚

泥
の

搬
出

計
画

に
見

合
う

容
量

と
す

る
こ

と
。
 

（
ロ

）
 

汚
泥

の
搬

出
を

容
易

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

 二
 

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
前

号
に

定
め

る
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
で

同
号

の
（

四
）
の

回
転

板
接

触

槽
を
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

接
触

ば
つ

気
槽

に
置

き

換
え

た
構

造
と

し
た

も
の

。
 

（
一

）
 

2
室

以
上

に
区

分
し

、
汚

水
が

長
時

間
接

触
材

に
接

触
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

有
効

容
量

は
、
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
0.

5
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

し
、
か

つ
、

日
平

均
汚

水
量

の
5
分

の
2
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。
 

（
三

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
第

1
室

の
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー

ト
ル

に
対

す
る

日
平

均
流

入
水

B
O

D
が

0.
8
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と

な
る

よ
う

に
し

、
か

つ
、
接

触
ば

つ
気

槽
の

有
効

容
量

の
5
分

の
3

に
相

当
す

る
容

量
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
八

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

（
イ

）
 

汚
泥

を
濃

縮
し

、
脱

離
液

を
流

量
調

整
槽

へ
、
濃

縮
汚

泥
を

汚

泥
貯

留
槽

へ
そ

れ
ぞ

れ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

 （
ロ

）
 

有
効

容
量

は
、

濃
縮

汚
泥

の
引

抜
間

隔
に

見
合

う
容

量
と

し
、

有
効

水
深

は
、

2
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。

た
だ

し
、
汚

泥
を

脱
離

液
と

濃
縮

汚
泥

と
に

有
効

に
分

離
す

る
こ

と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
た

場
合

に
お

い
て

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

（
ハ

）
 

汚
泥

か
き

よ
せ

装
置

を
設

け
る

場
合

に
あ

つ
て

は
底

部
の

勾
配

は
10

0
分

の
5
以

上
と

し
、

当
該

装
置

を
設

け
な

い
場

合
に

あ
つ

て
は

底
部

を
ホ

ッ
パ

ー
型

と
し

、
ホ

ッ
パ

ー
の

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
45

度
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
汚

泥
を

脱
離

液
と

濃
縮

汚

泥
と

に
有

効
に

分
離

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
た

場
合

に

お
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

   （
九

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
汚

泥
の

搬
出

計
画

に
見

合
う

容
量

と
す

る
こ

と
。
 

（
ロ

）
 

汚
泥

の
搬

出
を

容
易

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

 二
 

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
前

号
に

定
め

る
屎

尿
尿

浄
化

槽
の

構
造

で
同

号
の
（

四
）
の

回
転

板
接

触
槽

を
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

接
触

ば
つ

気
槽

に
置

き
換

え
た

構
造

と
し

た
も

の
。

 

（
一

）
 

2
室

以
上

に
区

分
し

、
汚

水
が

長
時

間
接

触
材

に
接

触
す

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

有
効

容
量

は
、
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
0.

5
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

し
、
か

つ
、

日
平

均
汚

水
量

の
5
分

の
2
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。
 

（
三

）
 

第
1
室

の
有

効
容

量
は

、
第

1
室

の
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー

ト
ル

に
対

す
る

日
平

均
流

入
水

B
O

D
が

0.
8
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と

な
る

よ
う

に
し

、
か

つ
、
接

触
ば

つ
気

槽
の

有
効

容
量

の
5
分

の
3

に
相

当
す

る
容

量
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

平
成

７
年

以
降

は
p.

22
参

照
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改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

（
四

）
 

有
効

水
深

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

有
効

容
量

に
対

す
る

接
触

材
の

充
填

率
は

、
5
5

パ
ー

セ
ン

ト

以
上

と
し

、
接

触
ば

つ
気

槽
の

底
部

と
の

距
離

を
適

切
に

保
持

す
る

等
、
当

該
槽

内
の

循
環

流
を

妨
げ

ず
、
か

つ
、
当

該
槽

内
の

水
流

が

短
絡

し
な

い
よ

う
に

充
填

す
る

こ
と

。
 

（
六

）
 

接
触

材
は

、
生

物
膜

に
よ

る
閉

塞
が

生
じ

難
い

形
状

と
し

、
生

物
膜

が
付

着
し

や
す

く
、
十

分
な

物
理

的
強

度
を

有
す

る
構

造
と

す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

撹
拌

し
、
溶

存

酸
素

を
1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

1
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
上

に
保

持
し

、
か

つ
、

空
気

量
を

容
易

に
調

整
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
八

）
 

各
室

は
、
生

物
膜

を
効

率
よ

く
逆

洗
し

、
は

く
離

す
る

こ
と

が

で
き

る
機

能
を

有
し

、
か

つ
、
は

く
離

汚
泥

そ
の

他
の

浮
遊

汚
泥

を

引
き

抜
き

、
沈

澱
分

離
槽

、
沈

澱
槽

、
汚

泥
濃

縮
貯

留
槽

又
は

汚
泥

濃
縮

設
備

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
な

お
、

ポ
ン

プ
等

に
よ

り
強

制
的

に
移

送
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
移

送
量

を
調

整
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
九

）
 

消
泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

三
 

散
水

濾
床

方
式

 

 
第

一
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

で
同

号
の
（

五
）
の

回
転

板
接

触
槽

を
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

散
水

濾
床

に
置

き
換

え
た

構
造

と
し

た
も

の
。

 

（
一

）
 

濾
材

の
部

分
の

有
効

容
量

は
、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て

は
濾

材
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
0.

7

キ
ロ

グ
ラ

ム
以

下
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は

濾
材

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
8
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

濾
材

の
部

分
の

深
さ

は
、

砕
石

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は

1.
2
メ

ー
ト

ル
以

上
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は
2.

5
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

    

（
四

）
 

有
効

水
深

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

有
効

容
量

に
対

す
る

接
触

材
の

充
填

率
は

、
55

パ
ー

セ
ン

ト

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

  （
六

）
 

接
触

材
は

、
生

物
膜

に
よ

る
閉

塞
が

生
じ

難
い

形
状

と
し

、
生

物
膜

が
付

着
し

や
す

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 （
七

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

撹
拌

し
、
溶

存

酸
素

を
お

お
む

ね
1P

PM
に

保
持

す
る

よ
う

に
十

分
な

酸
素

を
供

給
し

、
か

つ
、
は

く
離

汚
泥

を
沈

殿
分

離
室

に
移

送
す

る
こ

と
が

で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
八

）
 

第
1
室

は
、
生

物
膜

を
は

く
離

す
る

こ
と

が
で

き
る

機
能

を
有

し
、

か
つ

、
は

く
離

汚
泥

を
引

き
抜

き
、

沈
澱

分
離

槽
、

沈
澱

槽
、

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
又

は
汚

泥
濃

縮
槽

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

  （
九

）
 

消
泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

三
 

散
水

濾
床

方
式

 

 
第

一
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

で
同

号
の
（

四
）
の

回
転

板
接

触
槽

を
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

散
水

濾
床

に
置

き
換

え
た

構
造

と
し

た
も

の
。

 

（
一

）
 

濾
材

の
部

分
の

有
効

容
量

は
、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て

は
濾

材
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
0.

7

キ
ロ

グ
ラ

ム
以

下
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は

濾
材

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
8
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

濾
材

の
部

分
の

深
さ

は
、

砕
石

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は

1.
2
メ

ー
ト

ル
以

上
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は
2.

5
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

 

（
四

）
 

有
効

水
深

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

有
効

容
量

に
対

す
る

接
触

材
の

充
填

率
は

、
55

パ
ー

セ
ン

ト

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

  （
六

）
 

接
触

材
は

、
生

物
膜

に
よ

る
閉

塞
が

生
じ

難
い

形
状

と
し

、
生

物
膜

が
付

着
し

や
す

い
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 （
七

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

撹
拌

し
、
溶

存

酸
素

を
お

お
む

ね
1P

PM
に

保
持

す
る

よ
う

に
十

分
な

酸
素

を
供

給
し

、
か

つ
、
は

く
離

汚
泥

を
沈

殿
分

離
室

に
移

送
す

る
こ

と
が

で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
八

）
 

第
1
室

は
、
生

物
膜

を
は

く
離

す
る

こ
と

が
で

き
る

機
能

を
有

し
、
か

つ
、
は

く
離

汚
泥

を
引

き
抜

き
、
沈

殿
分

離
槽

、
汚

泥
濃

縮

貯
留

槽
又

は
汚

泥
濃

縮
槽

へ
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す

る
こ

と
。

 

  （
九

）
 

消
泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

三
 

散
水

濾
床

方
式

 

 
第

一
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

で
同

号
の
（

四
）
の

回
転

板
接

触
槽

を
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

散
水

濾
床

に
置

き
換

え
た

構
造

と
し

た
も

の
。

 

（
一

）
 

濾
材

の
部

分
の

有
効

容
量

は
、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て

は
濾

材
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
0.

7

キ
ロ

グ
ラ

ム
以

下
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は

濾
材

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
8
グ
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以
下
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な
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う
に
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は
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砕
石

を
用

い
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場
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に
あ
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て

は

1.
2
メ

ー
ト

ル
以

上
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は
2.

5
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
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有
効

水
深

は
、
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5
メ

ー
ト

ル
以
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5
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ー
ト

ル
以

下
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る

こ
と
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有
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に
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は
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膜
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。
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す
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膜
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る
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と

が
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機
能
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し
、
か

つ
、
は
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離

汚
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を
引

き
抜

き
、
沈

澱
分

離
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、
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泥
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汚
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縮
槽
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移

送
す
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こ

と
が

で
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る
構

造
と

す

る
こ

と
。
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）
 

消
泡

装
置
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設

け
る

こ
と

。
 

三
 

散
水
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床

方
式

 

 
第

一
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

で
同

号
の
（

四
）
の

回
転

板
接

触
槽

を
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

散
水

濾
床

に
置

き
換

え
た

構
造

と
し

た
も

の
。

 

（
一

）
 

濾
材

の
部

分
の

有
効

容
量

は
、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て

は
濾

材
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
0.

7

キ
ロ

グ
ラ

ム
以

下
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は

濾
材

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
8
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

濾
材

の
部

分
の

深
さ

は
、

砕
石

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は

1.
2
メ

ー
ト

ル
以

上
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は
2.

5
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

 

平
成

７
年

以
降

は
p.

23
参

照
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改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

（
三

）
 

散
水

量
は

、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て
は

濾
床

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
し

て
1
日

当
た

り
10

立
方

メ
ー

ト
ル

以
下

、

砕
石

以
外

の
も

の
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て
は

濾
材

の
表

面
積

1

平
方

メ
ー

ト
ル

に
対

し
て

1
日

当
た

り
0.

6
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
四

）
 

固
定

ノ
ズ

ル
又

は
回

転
散

水
機
（

回
転

散
水

機
の

散
水

口
と

濾

床
の

表
面

と
の

間
隔

を
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
た

も
の

に

限
る

。
）
に

よ
つ

て
濾

床
の

表
面

に
均

等
に

散
水

す
る

こ
と

が
で

き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

濾
材

受
け

の
下

面
と

槽
の

底
部

と
の

間
隔

は
、

30
セ

ン
チ

メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、

か
つ

、
槽

の
底

部
の

勾
配

は
、

50
分

の
1
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
六

）
 

送
気

及
び

排
気

の
た

め
の

通
気

設
備

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
七

）
 

濾
材

に
は

、
径

が
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

7.
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

の
硬

質
の

砕
石

又
は

こ
れ

と
同

等
以

上
に

好
気

性
生

物

膜
を

生
成

し
や

す
く

、
1

立
方

メ
ー

ト
ル

当
た

り
の

表
面

積
が

80

平
方

メ
ー

ト
ル

以
上

、
か

つ
空

隙
率

が
90

パ
ー

セ
ン

ト
以

上
で

あ

る
も

の
を

用
い

る
こ

と
。

 

（
八

）
 

ポ
ン

プ
升

を
有

し
、
当

該
ポ

ン
プ

升
に

は
、
浮

遊
物

に
よ

つ
て

閉
塞

し
な

い
構

造
で

、
か

つ
、
十

分
な

処
理

能
力

を
有

す
る

散
水

用

ポ
ン

プ
を

2
台

以
上

設
け

る
こ

と
。

 

（
九

）
 

分
水

装
置

を
有

し
、
当

該
装

置
は

、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ

つ
て

は
日

平
均

汚
水

量
の

10
0

パ
ー

セ
ン

ト
に

相
当

す
る

容
量

以

上
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は
濾

材
の

部
分

の

深
さ

が
2.

5メ
ー

ト
ル

の
と

き
に

日
平

均
汚

水
量

の
20

0パ
ー

セ
ン

ト
以

上
に

相
当

す
る

容
量
（

濾
材

の
部

分
の

深
さ

が
異

な
る

場
合

に

お
い

て
は

、
当

該
深

さ
に

応
じ

た
容

量
）
以

上
の

散
水

濾
床

か
ら

の

流
出

水
を

ポ
ン

プ
升

へ
1

日
に

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と

す
る

こ
と

。
 

       

（
三

）
 

散
水

量
は

、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て
は

濾
床

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
し

て
1
日

当
た

り
10

立
方

メ
ー

ト
ル

以
下

、

砕
石

以
外

の
も

の
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て
は

濾
材

の
表

面
積

1

平
方

メ
ー

ト
ル

に
対

し
て
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日

当
た

り
0.

6
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
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四

）
 

固
定

ノ
ズ

ル
又

は
回

転
散

水
機
（

回
転

散
水

機
の

散
水

口
と

濾

床
の

表
面

と
の

間
隔

を
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
た

も
の

に

限
る

。
）
に

よ
つ

て
濾

床
の

表
面

に
均

等
に

散
水

す
る

こ
と

が
で

き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
五
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濾
材

受
け

の
下

面
と

槽
の

底
部

と
の

間
隔

は
、

30
セ

ン
チ

メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、

か
つ

、
槽

の
底

部
の

勾
配

は
、

50
分

の
1
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
六

）
 

送
気

及
び

排
気

の
た

め
の

通
気

設
備

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
七
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濾
材

に
は

、
径

が
5
セ
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チ

メ
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ト
ル

以
上

7.
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セ
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チ

メ
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ト
ル

以
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の
硬

質
の

砕
石

又
は
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れ

と
同

等
以

上
に
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膜
を
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成

し
や

す
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、
1

立
方

メ
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ト
ル

当
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り
の

表
面

積
が

80

平
方

メ
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ト
ル

以
上

、
か

つ
空

隙
率

が
90

パ
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セ
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ト
以

上
で

あ

る
も

の
を

用
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る
こ

と
。

 

（
八
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ポ
ン

プ
升

を
有

し
、
当

該
ポ

ン
プ

升
に

は
、
浮

遊
物

に
よ

つ
て

閉
塞

し
な

い
構

造
で

、
か

つ
、
十

分
な

処
理

能
力

を
有

す
る

散
水

用

ポ
ン

プ
を

2
台

以
上

設
け

る
こ

と
。
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九
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分
水

装
置

を
有

し
、
当

該
装

置
は

、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ

つ
て

は
日

平
均

汚
水

量
の

10
0

パ
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セ
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に

相
当

す
る

容
量

以

上
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は
濾

材
の

部
分

の

深
さ

が
2.

5メ
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ト
ル

の
と

き
に

日
平

均
汚

水
量

の
20

0パ
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セ
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ト
以

上
に

相
当

す
る

容
量
（

濾
材

の
部

分
の

深
さ

が
異

な
る

場
合

に

お
い

て
は

、
当

該
深

さ
に

応
じ

た
容

量
）
以

上
の

散
水

濾
床

か
ら

の

流
出

水
を
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ン

プ
升

へ
1

日
に

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と

す
る

こ
と

。
 

 

（
三
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散
水

量
は

、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て
は

濾
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の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
し

て
1
日

当
た

り
10

立
方

メ
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ト
ル

以
下

、

砕
石

以
外

の
も

の
を

用
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る
場

合
に

あ
つ

て
は

濾
の

表
面

積
1

平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
し

て
1
日

当
た

り
0.

6
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す

る
こ

と
。

 

（
四

）
 

固
定

ノ
ズ

ル
又

は
回

転
散

水
機
（

回
転

散
水

機
の

散
水

口
と

濾

床
の

表
面

と
の

間
隔

を
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
た

も
の

に

限
る

。
）
に

よ
つ

て
濾

床
の

表
面

に
均

等
に

散
水

す
る

こ
と

が
で

き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

濾
材

受
け

の
下

面
と

槽
の

底
部

と
の

間
隔

は
、

30
セ

ン
チ

メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、

か
つ

、
槽

の
底

部
の

勾
配

は
、

50
分

の
1
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
六

）
 

送
気

及
び

排
気

の
た

め
の

通
気

設
備

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
七

）
 

濾
材

に
は

、
径

が
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

7.
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

の
硬

質
の

砕
石

又
は

こ
れ

と
同

等
以

上
に

好
気

性
生

物

膜
を

生
成

し
や

す
く

、
1

立
方

メ
ー

ト
ル

当
た

り
の

表
面

積
が

80

平
方

メ
ー

ト
ル

以
上

、
か

つ
空

隙
率

が
90

パ
ー

セ
ン

ト
以

上
で

あ

る
も

の
を

用
い

る
こ

と
。

 

（
八

）
 

ポ
ン

プ
升

を
有

し
、
当

該
ポ

ン
プ

升
に

は
、
浮

遊
物

に
よ

つ
て

閉
塞

し
な

い
構

造
で

、
か

つ
、
十

分
な

処
理

能
力

を
有

す
る

散
水

用

ポ
ン

プ
を

2
台

以
上

設
け

る
こ

と
。

 

（
九

）
 

分
水

装
置

を
有

し
、
当

該
装

置
は

、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ

つ
て

は
日

平
均

汚
水

量
の

10
0

パ
ー

セ
ン

ト
に

相
当

す
る

容
量

以

上
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は
濾

材
の

部
分

の

深
さ

が
2.

5メ
ー

ト
ル

の
と

き
に

日
平

均
汚

水
量

の
20

0パ
ー

セ
ン

ト
以

上
に

相
当

す
る

容
量
（

濾
材

の
部

分
の

深
さ

が
異

な
る

場
合

に

お
い

て
は

、
当

該
深

さ
に

応
じ

た
容

量
）
以

上
の

散
水

濾
床

か
ら

の

流
出

水
を

ポ
ン

プ
升

へ
1

日
に

移
送

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と

す
る

こ
と

。
 

 

（
三

）
 

散
水

量
は

、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て
は

濾
床

の
表

面
積

1
平

方
メ

ー
ト

ル
に

対
し

て
1
日

当
た

り
10

立
方

メ
ー

ト
ル

以
下

、

砕
石

以
外

の
も

の
を

用
い

る
場

合
に

あ
つ

て
は

濾
材

の
表

面
積

1

平
方

メ
ー

ト
ル

に
対

し
て

1
日

当
た

り
0.

6
立

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
四

）
 

固
定

ノ
ズ

ル
又

は
回

転
散

水
機
（

回
転

散
水

機
の

散
水

口
と

濾

床
の

表
面

と
の

間
隔

を
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
た

も
の

に

限
る

。
）
に

よ
つ

て
濾

床
の

表
面

に
均

等
に

散
水

す
る

こ
と

が
で

き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

濾
材

受
け

の
下

面
と

濾
の

底
部

と
の

間
隔

は
、

30
セ

ン
チ

メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、

か
つ

、
濾

の
底

部
の

勾
配

は
、

50
分

の
1
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

（
六

）
 

送
気

及
び

排
気

の
た

め
の

通
気

設
備

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
七

）
 

濾
材

に
は

、
径

が
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

7.
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

の
硬

質
の

砕
石

又
は

こ
れ

と
同

等
以

上
に

好
気

性
生

物

膜
を

生
成

し
や

す
く

、
1

立
方

メ
ー

ト
ル

当
た

り
の

表
面

積
が

80

平
方

メ
ー

ト
ル

以
上

、
か

つ
空

隙
率

が
90

パ
ー

セ
ン

ト
以

上
で

あ

る
も

の
を

用
い

る
こ

と
。

 

（
八

）
 

ポ
ン

プ
ま

す
を

有
し

、
当

該
ポ

ン
プ

ま
す

に
は

、
浮

遊
物

に
よ

つ
て

閉
塞

し
な

い
構

造
で

、
か

つ
、
十

分
な

処
理

能
力

を
有

す
る

散

水
用

ポ
ン

プ
を

2
台

以
上

設
け

る
こ

と
。

 

（
九

）
 

分
水

装
置

を
有

し
、
当

該
装

置
は

、
砕

石
を

用
い

る
場

合
に

あ

つ
て

は
日

平
均

汚
水

量
の

10
0

パ
ー

セ
ン

ト
に

相
当

す
る

容
量

以

上
、
砕

石
以

外
の

も
の

を
用

い
る

場
合

に
あ

つ
て

は
濾

材
の

部
分

の

深
さ

が
2.

5
メ

ー
ト

ル
の

と
き

に
日

平
均

汚
水

量
の

20
0
パ

ー
セ

ン

ト
以

上
に

相
当

す
る

容
量
（

濾
材

の
部

分
の

深
さ

が
異

な
る

場
合

に

お
い

て
は

、
当

該
深

さ
に

応
じ

た
容

量
）
以

上
の

散
水

濾
床

か
ら

の

流
出

水
を

ポ
ン

プ
ま

す
へ

1
日

に
返

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造

と
す

る
こ

と
。

 

 

平
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年
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降
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照
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平

成
7
年

建
設
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示
第
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号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和
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年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和
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年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

四
 

長
時

間
ば

つ
気

方
式

 

 
（

一
）
及

び
（

二
）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
、
沈

砂
槽

に
、

（
三

）
か

ら
（

六
）

ま
で

に
定

め
る

構
造

の
流

量
調

整
槽

、
ば

つ
気

槽
、

沈
澱

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
、
（

七
）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

の
場

合
に

お

い
て

は
、
（

八
）
及

び
（

九
）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

設
備

及
び

汚

泥
貯

留
槽

）
を

備
え

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
1
0
1

人
以

上
2,

00
0

人
以

下
で

あ
る

も
の

。
 

 （
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

（
イ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
に

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
、
破

砕
装

置
又

は
微

細

目
ス

ク
リ

ー
ン

の
い

ず
れ

か
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造

と
す

る
こ

と
。
た

だ
し

、
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
に

あ
つ

て
は

、
流

量

調
整

槽
の

次
に

設
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
ロ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
50

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク
リ

ー
ン

か
ら

除
去

し
た

汚
物

等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ハ

）
 

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
20

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク
リ

ー
ン

か
ら

除
去

し
た

汚
物

等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ニ

）
 

破
砕

装
置

は
、
汚

物
等

を
有

効
に

破
砕

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

し
、

目
幅

の
有

効
間

隔
が

お
お

む
ね

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

ス

ク
リ

ー
ン

を
備

え
た

副
水

路
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
1
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
2.

5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た

汚
物

等
を

自
動

的
に

除
去

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク

リ
ー

ン
か

ら
除

去
し

た
汚

物
等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
と

と
も

に
、
目

幅
の

有
効

間
隔

が
お

お
む

ね

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

ス
ク

リ
ー

ン
を

備
え

た
副

水
路

を
設

け
る

こ

と
。

 

    

四
 

長
時

間
ば

つ
気

方
式

 

 
（

一
）
及

び
（

二
）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
、
沈

砂
槽
（

処

理
対

象
人

員
が

50
0

人
以

下
の

場
合

に
お

い
て

は
、

沈
砂

槽
を

省
略

す

る
こ

と
が

で
き

る
。
）
に

、
（

三
）
か

ら
（

六
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

流
量

調
整

槽
、
ば

つ
気

槽
、
沈

澱
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

せ
、

（
七

）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
（

処
理

対
象

人
員

が

50
1
人

以
上

の
場

合
に

お
い

て
は

、
（

八
）
及

び
（

九
）
に

定
め

る
構

造

の
汚

泥
濃

縮
槽

及
び

汚
泥

貯
留

槽
）
を

備
え

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が

20
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
。

 

（
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

（
イ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
に

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
、
破

砕
装

置
又

は
微

細

目
ス

ク
リ

ー
ン

の
い

ず
れ

か
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

せ
た

構
造

と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
に

あ
つ

て
は

、
流

量
調

整
槽

の
次

に
設

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
ロ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
50

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

 （
ハ

）
 

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
20

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

 （
ニ

）
 

破
砕

装
置

は
、
汚

物
等

を
有

効
に

破
砕

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

し
、

目
幅

の
有

効
間

隔
が

お
お

む
ね

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

ス

ク
リ

ー
ン

を
備

え
た

副
水

路
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
1
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
2.

5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た

汚
物

等
を

除
去

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
る

と
と

も
に

、
目

幅
の

有
効

間
隔

が
お

お
む

ね
20

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

の
ス

ク
リ

ー
ン

を

備
え

た
副

水
路

を
設

け
る

こ
と

。
 

 

四
 

長
時

間
ば

つ
気

方
式

 

 
（

一
）
及

び
（

二
）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
、
沈

砂
槽
（

処

理
対

象
人

員
が

50
0

人
以

下
の

場
合

に
お

い
て

は
、

沈
砂

槽
を

省
略

す

る
こ

と
が

で
き

る
。
）
に

、
（

三
）
か

ら
（

六
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

流
量

調
整

槽
、
ば

つ
気

槽
、
沈

澱
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

せ
、

（
七

）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
（

処
理

対
象

人
員

が

50
1 

 
人

以
上

の
場

合
に

お
い

て
は

、
（

八
）

及
び

（
九

）
に

定
め

る

構
造

の
汚

泥
濃

縮
槽

及
び

汚
泥

貯
留

槽
）
を

備
え

た
構

造
で

処
理

対
象

人

員
が

20
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
。

 

（
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

（
イ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
に

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
、
破

砕
装

置
又

は
微

細

目
ス

ク
リ

ー
ン

の
い

ず
れ

か
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

せ
た

構
造

と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
に

あ
つ

て
は

、
流

量
調

整
槽

の
次

に
設

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
ロ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
50

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

 （
ハ

）
 

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
20

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

 （
ニ

）
 

破
砕

装
置

は
、
汚

物
等

を
有

効
に

破
砕

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

し
、

目
幅

の
有

効
間

隔
が

お
お

む
ね

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

ス

ク
リ

ー
ン

を
備

え
た

副
水

路
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
1
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
2.

5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た

汚
物

等
を

除
去

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
る

と
と

も
に

、
目

幅
の

有
効

間
隔

が
お

お
む

ね
20

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

の
ス

ク
リ

ー
ン

を

備
え

た
副

水
路

を
設

け
る

こ
と

。
 

 

四
 

長
時

間
ば

つ
気

方
式

 

 
（

一
）
及

び
（

二
）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
、
沈

砂
槽
（

処

理
対

象
人

員
が

50
0

人
以

下
の

場
合

に
お

い
て

は
、

沈
砂

槽
を

省
略

す

る
こ

と
が

で
き

る
。
）
に

、
（

三
）
か

ら
（

六
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

流
量

調
整

槽
、
ば

つ
気

槽
、
沈

澱
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

せ
、

（
七

）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
（

処
理

対
象

人
員

が

50
1 

 
 

人
以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

（
八

）
及

び
（

九
）

に
定

め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

槽
及

び
汚

泥
貯

留
槽

）
を

備
え

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
20

1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
。

 

（
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

（
イ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
に

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
、
破

砕
装

置
又

は
微

細

目
ス

ク
リ

ー
ン

の
い

ず
れ

か
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

せ
た

構
造

と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
に

あ
つ

て
は

、
流

量
調

整
槽

の
次

に
設

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
ロ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
50

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

 （
ハ

）
 

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
20

ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

 （
ニ

）
 

破
砕

装
置

は
、
汚

物
等

を
有

効
に

破
砕

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

し
、

目
幅

の
有

効
間

隔
が

お
お

む
ね

20
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

ス

ク
リ

ー
ン

を
備

え
た

副
水

路
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
1
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
2.

5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た

汚
物

等
を

除
去

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
る

と
と

も
に

、
目

幅
の

有
効

間
隔

が
お

お
む

ね
20

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

の
ス

ク
リ

ー
ン

を

備
え

た
副

水
路

を
設

け
る

こ
と

。
 

 

平
成

７
年

以
降

は
p.

25
参

照
  



 

70 

 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

（
ヘ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

を
流

量
調

整
槽

の
前

に
設

け
る

場
合

は
、

破
砕

装
置

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
。

 

（
ト

）
 

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

以
下

の
場

合
に

お
い

て
は

、
（

イ
）

か
ら
（

ヘ
）
ま

で
に

か
か

わ
ら

ず
、
第

一
号

の
（

二
）
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

 
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

     （
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
四

）
 

ば
つ

気
槽

 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
0.

3
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

し
、
か

つ
、

日
平

均
汚

水
量

の
3
分

の
2
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。
 

（
ロ

）
 

有
効

水
深

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
特

殊
な

装
置

を
設

け
た

場
合

に
お

い
て

は
、

5
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
ハ

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

撹
乱

し
、
溶

存

酸
素

を
お

お
む

ね
1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

1
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
上

に
保

持

し
、
か

つ
、
空

気
量

を
容

易
に

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
ニ

）
 

沈
澱

槽
か

ら
の

汚
泥

返
送

量
を

容
易

に
調

整
し

、
及

び
計

量
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

消
泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

沈
澱

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

日
平

均
汚

水
量

の
6
分

の
1
に

相
当

す
る

容

量
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

 （
ロ

）
 

槽
の

水
面

の
面

積
は

、
水

面
積

負
荷

が
8
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処

理
対

象
人

員
が

50
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

15
立

方
メ

ー
ト

ル
）

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

  （
ヘ

）
 

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

以
下

の
場

合
に

お
い

て
は

、
（

イ
）

か
ら
（

ホ
）
ま

で
に

か
か

わ
ら

ず
、
第

一
号

の
（

二
）
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

1
時

間
当

た
り

の
最

大
汚

水
量

の
60

分
の

1

に
相

当
す

る
容

量
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
ば

つ
気

装
置

を
設

け
る

場
合

に
お

い
て

は
、

1
時

間
当

た
り

の
最

大
汚

水
量

の
60

分

の
3
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
し

、
か

つ
、
消

泡
装

置
を

設
け

る
も

の
と

す
る

。
 

（
ロ

）
 

排
砂

装
置

を
備

え
た

砂
だ

ま
り

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
四

）
 

ば
つ

気
槽

 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
0.

3
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

し
、
か

つ
、

日
平

均
汚

水
量

の
3
分

の
2
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。
 

（
ロ

）
 

有
効

水
深

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
特

殊
な

装
置

を
設

け
た

場
合

に
お

い
て

は
、

5
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
ハ

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

し
、
溶

存

酸
素

を
お

お
む

ね
1P

PM
に

保
持

す
る

よ
う

に
十

分
な

酸
素

を
供

給
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 （
ニ

）
 

沈
澱

槽
か

ら
の

汚
泥

返
送

量
を

計
量

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

消
泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

沈
澱

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

日
平

均
汚

水
量

の
6
分

の
1
に

相
当

す
る

容

量
（

3
立

方
メ

ー
ト

ル
未

満
の

場
合

に
お

い
て

は
、

3
立

方
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

槽
の

水
面

の
面

積
は

、
水

面
積

負
荷

が
8
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処

理
対

象
人

員
が

50
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

15
立

方
メ

ー
ト

ル
）

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

  （
ヘ

）
 

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

以
下

の
場

合
に

お
い

て
は

、
（

イ
）

か
ら
（

ホ
）
ま

で
に

か
か

わ
ら

ず
、
第

一
号

の
（

二
）
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

1
時

間
当

た
り

の
最

大
汚

水
量

の
60

分
の

1

に
相

当
す

る
容

量
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
ば

つ
気

装
置

を
設

け
る

場
合

に
お

い
て

は
、

1
時

間
当

た
り

の
最

大
汚

水
量

の
60

分

の
3
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
し

、
か

つ
、
消

泡
装

置
を

設
け

る
も

の
と

す
る

。
 

（
ロ

）
 

排
砂

装
置

を
備

え
た

砂
だ

ま
り

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
四

）
 

ば
つ

気
槽

 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
0.

3
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

し
、
か

つ
、

日
平

均
汚

水
量

の
3
分

の
2
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。
 

（
ロ

）
 

有
効

水
深

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
特

殊
な

装
置

を
設

け
た

場
合

に
お

い
て

は
、

5
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
ハ

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

し
、
溶

存

酸
素

を
お

お
む

ね
1P

PM
に

保
持

す
る

よ
う

に
十

分
な

酸
素

を
供

給
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 （
ニ

）
 

沈
澱

槽
か

ら
の

汚
泥

返
送

量
を

計
量

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

消
泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

沈
澱

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

日
平

均
汚

水
量

の
6
分

の
1
に

相
当

す
る

容

量
（

3
立

方
メ

ー
ト

ル
未

満
の

場
合

に
お

い
て

は
、

3
立

方
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

槽
の

水
面

の
面

積
は

、
水

面
積

負
荷

が
8
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処

理
対

象
人

員
が

50
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

15
立

方
メ

ー
ト

ル
）

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

  （
ヘ

）
 

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

以
下

の
場

合
に

お
い

て
は

、
（

イ
）

か
ら
（

ホ
）
ま

で
に

か
か

わ
ら

ず
、
第

一
号

の
（

二
）
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

1
時

間
当

た
り

の
最

大
汚

水
量

の
60

分
の

1

に
相

当
す

る
容

量
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
ば

つ
気

装
置

を
設

け
る

場
合

に
お

い
て

は
、

1
時

間
当

た
り

の
最

大
汚

水
量

の
60

分

の
3
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
し

、
か

つ
、
消

泡
装

置
を

設
け

る
も

の
と

す
る

。
 

（
ロ

）
 

排
砂

装
置

を
備

え
た

砂
だ

ま
り

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
四

）
 

ば
つ

気
槽

 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、
有

効
容

量
1
立

方
メ

ー
ト

ル
に

対
す

る
日

平
均

流
入

水
B

O
D

が
0.

3
キ

ロ
グ

ラ
ム

以
下

と
な

る
よ

う
に

し
、
か

つ
、

日
平

均
汚

水
量

の
3
分

の
2
に

相
当

す
る

容
量

以
上

と
す

る
こ

と
。
 

（
ロ

）
 

有
効

水
深

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）
以

上
5
メ

ー
ト

ル
以

下
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
特

殊
な

装
置

を
設

け
た

場
合

に
お

い
て

は
、

5
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
ハ

）
 

ば
つ

気
装

置
を

有
し

、
室

内
の

汚
水

を
均

等
に

攪
拌

し
、
溶

存

酸
素

を
お

お
む

ね
1P

PM
に

保
持

す
る

よ
う

に
十

分
な

酸
素

を
供

給
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 （
ニ

）
 

沈
澱

槽
か

ら
の

汚
泥

返
送

量
を

計
量

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
ホ

）
 

消
泡

装
置

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
五

）
 

沈
澱

槽
 

（
イ

）
 

有
効

容
量

は
、

日
平

均
汚

水
量

の
6
分

の
1
に

相
当

す
る

容

量
（

3
立

方
メ

ー
ト

ル
未

満
の

場
合

に
お

い
て

は
、

3
立

方
メ

ー
ト

ル
）

以
上

と
す

る
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

槽
の

水
面

の
面

積
は

、
水

面
積

負
荷

が
8
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処

理
対

象
人

員
が

50
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

15
立

方
メ

ー
ト

ル
）

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

平
成

７
年

以
降

は
p.

26
参

照
  



 

71 

 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

（
ハ

）
 

越
流

せ
き

を
設

け
て

沈
澱

槽
か

ら
汚

水
が

越
流

す
る

構
造

と

し
、

越
流

せ
き

の
長

さ
は

、
越

流
負

荷
が

30
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処

理
対

象
人

員
が

50
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

50
立

方
メ

ー
ト

ル
）

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

有
効

水
深

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ

し
、
槽

の
底

部
が

ホ
ッ

パ
ー

型
の

場
合

に
お

い
て

は
、
ホ

ッ
パ

ー
部

の
高

さ
の

2
分

の
1
に

相
当

す
る

長
さ

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な
い

も
の

と
す

る
。

 

（
ホ

）
 

槽
の

底
部

が
ホ

ッ
パ

ー
型

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
槽

の
平

面
の

形
状

を
円

形
又

は
正

多
角

形
（

正
三

角
形

を
除

く
。
）
と

す
る

こ
と

。
 

（
ヘ

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
60

度
以

上
と

し
、

底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
抜

き
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

汚
泥

を
有

効
に

集
積

し
、
か

つ
、
自

動
的

に
引

き
抜

く
こ

と
に

よ
り

、
汚

泥
濃

縮
貯

留
槽

又
は

汚
泥

濃
縮

設
備

へ
移

送
す

る
と

と
も

に
、

ば
つ

気
槽

へ
日

平
均

汚
水

量
の

20
0

パ
ー

セ
ン

ト
以

上
に

相

当
す

る
汚

泥
を

1
日

に
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ

と
。

 

（
チ

）
 

浮
上

物
が

生
ず

る
お

そ
れ

の
あ

る
も

の
に

あ
つ

て
は

、
浮

上
物

を
除

去
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
 

 
第

一
号

の
（

八
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
第

一
号

の
（

八
）
の
（

イ
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を
「

流

量
調

整
槽

又
は

ば
つ

気
槽

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
八

）
 

汚
泥

濃
縮

設
備

 

 
第

一
号

の
（

九
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
第

一
号

の
（

九
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を
「

流
量

調
整

槽
又

は
ば

つ
気

槽
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
九

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

一
号

の
（

十
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 

（
ハ

）
 

越
流

せ
き

を
設

け
て

沈
澱

槽
か

ら
汚

水
が

越
流

す
る

構
造

と

し
、

越
流

せ
き

の
長

さ
は

、
越

流
負

荷
が

30
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処

理
対

象
人

員
が

50
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

50
立

方
メ

ー
ト

ル
）

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

有
効

水
深

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ

し
、
槽

の
底

部
が

ホ
ッ

パ
ー

型
の

場
合

に
お

い
て

は
、
ホ

ッ
パ

ー
部

の
高

さ
の

2
分

の
1
に

相
当

す
る

長
さ

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な
い

も
の

と
す

る
。

 

（
ホ

）
 

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

以
下

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該

槽
の

平
面

の
形

状
を

円
形

又
は

正
多

角
形

（
正

三
角

形
を

除
く

。
）

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
60

度
以

上
と

し
、

底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
抜

き
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

汚
泥

を
有

効
に

集
積

し
、
か

つ
、
自

動
的

に
引

き
抜

く
こ

と
に

よ
り

、
汚

泥
濃

縮
貯

留
槽

又
は

汚
泥

濃
縮

槽
へ

移
送

し
、
及

び
ば

つ

気
槽

へ
日

平
均

汚
水

量
の

20
0

パ
ー

セ
ン

ト
以

上
に

相
当

す
る

汚

泥
を

1
日

に
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 （
チ

）
 

浮
上

物
が

生
ず

る
お

そ
れ

の
あ

る
も

の
に

あ
つ

て
は

、
浮

上
物

を
除

去
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
 

 
第

一
号

の
（

七
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
第

一
号

の
（

七
）
の
（

イ
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を
「

ば

つ
気

槽
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
八

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

 
第

一
号

の
（

八
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
第

一
号

の
（

八
）
の
（

イ
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を
「

ば

つ
気

槽
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
九

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

一
号

の
（

九
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 

（
ハ

）
 

越
流

せ
き

を
設

け
て

沈
澱

槽
か

ら
汚

水
が

越
流

す
る

構
造

と

し
、

越
流

せ
き

の
長

さ
は

、
越

流
負

荷
が

30
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処

理
対

象
人

員
が

50
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

50
立

方
メ

ー
ト

ル
）

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

有
効

水
深

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ

し
、
槽

の
底

部
が

ホ
ッ

パ
ー

型
の

場
合

に
お

い
て

は
、
ホ

ッ
パ

ー
部

の
高

さ
の

2
分

の
1
に

相
当

す
る

長
さ

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な
い

も
の

と
す

る
。

 

（
ホ

）
 

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

以
下

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該

槽
の

平
面

の
形

状
を

円
形

又
は

正
多

角
形

（
正

三
角

形
を

除
く

。
）

と
す

る
こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
60

度
以

上
と

し
、

底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
抜

き
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

汚
泥

を
有

効
に

集
積

し
、
か

つ
、
自

動
的

に
引

き
抜

く
こ

と
に

よ
り

、
汚

泥
濃

縮
貯

留
槽

又
は

汚
泥

濃
縮

槽
へ

移
送

し
、
及

び
ば

つ

気
槽

へ
日

平
均

汚
水

量
の

20
0

パ
ー

セ
ン

ト
以

上
に

相
当

す
る

汚

泥
を

1
日

に
移

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 （
チ

）
 

浮
上

物
が

生
ず

る
お

そ
れ

の
あ

る
も

の
に

あ
つ

て
は

、
浮

上
物

を
除

去
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
 

 
第

一
号

の
（

七
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
第

一
号

の
（

七
）
の
（

イ
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を
「

ば

つ
気

槽
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
八

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

 
第

一
号

の
（

八
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
第

一
号

の
（

八
）
の
（

イ
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を
「

ば

つ
気

槽
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
九

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

一
号

の
（

九
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 

（
ハ

）
 

越
流

せ
き

を
設

け
て

沈
澱

槽
か

ら
汚

水
が

越
流

す
る

構
造

と

し
、

越
流

せ
き

の
長

さ
は

、
越

流
負

荷
が

30
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処

理
対

象
人

員
が

50
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

50
立

方
メ

ー
ト

ル
）

以
下

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

有
効

水
深

は
、

1.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）
以

上
と

す
る

こ
と

。
た

だ

し
、
槽

の
底

部
が

ホ
ッ

パ
ー

型
の

場
合

に
お

い
て

は
、
ホ

ッ
パ

ー
部

の
高

さ
の

2
分

の
1
以

下
の

部
分

を
当

該
有

効
水

深
に

含
め

な
い

も
の

と
す

る
。

 

（
ホ

）
 

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

以
下

の
場

合
に

お
い

て
は

、
平

面

の
形

状
を

円
形

又
は

正
多

角
形
（

正
三

角
形

を
除

く
。
）
と

す
る

こ

と
。

 

（
ヘ

）
 

ホ
ッ

パ
ー

は
、

勾
配

を
水

平
面

に
対

し
60

度
以

上
と

し
、

底

部
を

汚
泥

の
有

効
な

引
抜

き
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

こ
と

。
 

（
ト

）
 

汚
泥

を
有

効
に

集
積

し
、
か

つ
、
自

動
的

に
引

き
抜

い
て

、
汚

泥
濃

縮
貯

留
槽

又
は

汚
泥

濃
縮

槽
へ

移
送

し
、
及

び
ば

つ
気

槽
へ

日

平
均

汚
水

量
の

20
0
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

に
相

当
す

る
汚

泥
を

1
日

に
返

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 （
チ

）
 

浮
上

物
が

生
ず

る
お

そ
れ

の
あ

る
も

の
に

あ
つ

て
は

、
浮

上
物

を
除

去
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

貯
留

槽
 

 
第

一
号

の
（

七
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
第

一
号

の
（

七
）
の
（

イ
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を
「

ば

つ
気

槽
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
八

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

 
第

一
号

の
（

八
）
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
第

一
号

の
（

八
）
の
（

イ
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を
「

ば

つ
気

槽
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
九

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

一
号

の
（

九
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 

平
成

７
年

以
降

は
p.

27
参

照
  



 

72 

 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

第
3 

B
O

D
の

除
去

率
が

85
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

及
び

放
流

水
の

B
O

D
が

1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

3
0
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
下

で
あ

る
性

能
を

有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
も

の
の

構
造

は
、
第

一
号

か
ら

第
五

号

ま
で

の
一

に
該

当
し

、
か

つ
、
第

1
第

七
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
も

の

と
す

る
。
た

だ
し

、
屎

尿
と

雑
排

水
と

を
合

併
し

て
処

理
す

る
方

法
に

よ

る
場

合
に

限
る

。
 

一
 

回
転

板
接

触
方

式
 

 
第

2
第

一
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

1
0
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

1
0
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

同
号

の
（

五
）

の
（

ハ
）

中
「

12

グ
ラ

ム
」

を
「

5
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

二
 

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
第

2
第

二
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

す
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

2
第

一
号

本
文

中
「

1
0
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

1
0
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

第
2
第

二
号

の
（

ニ
）

中
「

0.
5
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

5
分

の
2」

を

「
3
分

の
2」

と
、

同
号

の
（

三
）

中
「

0.
8
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

5
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

三
 

散
水

濾
床

方
式

 

 
第

2
第

三
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

2
第

一
号

本
文

中
「

1
0
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

1
0
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

第
2
第

三
号

の
（

一
）

中
「

0.
7

キ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
1

キ
ロ

グ
ラ

ム
」

と
、

「
8

グ
ラ

ム
」

を
「

3
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 四
 

長
時

間
ば

つ
気

方
式

 

 
第

2
第

四
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

1
0
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

1
0
1
人

以
上

5,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

と
、

同
号

の
（

四
）

の

（
イ

）
中

「
0.

3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

2
キ

ロ
グ

ラ
ム

（
処

理
対

象
人

員
が

50
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

）
」
と

読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

    

第
3 

B
O

D
の

除
去

率
が

85
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

及
び

放
流

水
の

B
O

D
が

30
PP

M
以

下
で

あ
る

性
能

を
有

し
、

か
つ

、
衛

生
上

支
障

が

な
い

も
の

の
構

造
は

、
第

一
号

か
ら

第
五

号
ま

で
の

一
に

該
当

し
、
か

つ
、

第
1
第

六
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
屎

尿
と

雑

排
水

と
を

合
併

し
て

処
理

す
る

方
法

に
よ

る
場

合
に

限
る

。
 

 一
 

回
転

板
接

触
方

式
 

 
第

2
第

一
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

20
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

20
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

同
号

の
（

四
）

の
（

ハ
）
中

「
12

グ
ラ

ム
」

を
「

5
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

二
 

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
第

2
第

二
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

す
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

2
第

一
号

本
文

中
「

20
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

20
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

第
2
第

二
号

の
（

ニ
）

中
「

0.
5
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

5
分

の
2」

を

「
3
分

の
2」

と
、

同
号

の
（

三
）

中
「

0.
8
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

5
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

三
 

散
水

濾
床

方
式

 

 
第

2
第

三
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

2
第

一
号

本
文

中
「

20
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

20
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

第
2
第

三
号

の
（

一
）

中
「

0.
7

キ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
1

キ
ロ

グ
ラ

ム
」

と
、

「
8

グ
ラ

ム
」

を
「

3
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 四
 

長
時

間
ば

つ
気

方
式

 

 
第

2
第

四
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

20
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

20
1
人

以
上

5,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」
と

、
同

号
の
（

四
）
の

（
イ

）
中

「
0.

3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

2
キ

ロ
グ

ラ
ム

（
処

理
対

象
人

員
が

50
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

）
」
と

読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

 

第
3 

B
O

D
の

除
去

率
が

85
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

及
び

放
流

水
の

B
O

D
が

30
PP

M
以

下
で

あ
る

性
能

を
有

し
、

か
つ

、
衛

生
上

支
障

が

な
い

も
の

の
構

造
は

、
第

一
号

か
ら

第
五

号
ま

で
の

一
に

該
当

し
、
か

つ
、

第
1
第

六
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
屎

尿
と

雑

排
水

と
を

合
併

し
て

処
理

す
る

方
法

に
よ

る
場

合
に

限
る

。
 

 一
 

回
転

板
接

触
方

式
 

 
第

2
第

一
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

20
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

20
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

同
号

の
（

四
）

の
（

ハ
）
中

「
12

グ
ラ

ム
」

を
「

5
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

二
 

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
第

2
第

二
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

す
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

2
第

一
号

本
文

中
「

20
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

20
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

第
2
第

二
号

の
（

ニ
）

中
「

0.
5
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

5
分

の
2」

を

「
3
分

の
2」

と
、

同
号

の
（

三
）

中
「

0.
8
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

5
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

三
 

散
水

濾
床

方
式

 

 
第

2
第

三
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

2
第

一
号

本
文

中
「

20
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

20
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

第
2
第

三
号

の
（

一
）

中
「

0.
7

キ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
1

キ
ロ

グ
ラ

ム
」

と
、

「
8

グ
ラ

ム
」

を
「

3
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 四
 

長
時

間
ば

つ
気

方
式

 

 
第

2
第

四
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

20
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

20
1
人

以
上

5,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」
と

、
同

号
の
（

四
）
の

（
イ

）
中

「
0.

3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

2
キ

ロ
グ

ラ
ム

（
処

理
対

象
人

員
が

50
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

）
」
と

読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

 

第
3 

B
O

D
の

除
去

率
が

85
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

及
び

放
流

水
の

B
O

D
が

30
PP

M
以

下
で

あ
る

性
能

を
有

し
、

か
つ

、
衛

生
上

支
障

が

な
い

も
の

の
構

造
は

、
第

一
号

か
ら

第
五

号
ま

で
の

一
に

該
当

し
、
か

つ
、

第
1
第

四
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
屎

尿
と

雑

排
水

と
を

合
併

し
て

処
理

す
る

方
法

に
よ

る
場

合
に

限
る

。
 

 一
 

回
転

板
接

触
方

式
 

 
第

2
第

一
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

20
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

20
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

同
号

の
（

四
）

の
（

ハ
）
中

「
12

グ
ラ

ム
」

を
「

5
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

二
 

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
第

2
第

二
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

す
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

2
第

一
号

本
文

中
「

20
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

20
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

第
2
第

二
号

の
（

ニ
）

中
「

0.
5
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

5
分

の
2」

を

「
3
分

の
2」

と
、

同
号

の
（

三
）

中
「

0.
8
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

5
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

三
 

散
水

濾
床

方
式

 

 
第

2
第

三
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

2
第

一
号

本
文

中
「

20
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

20
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

第
2
第

三
号

の
（

一
）

中
「

0.
7

キ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
1

キ
ロ

グ
ラ

ム
」

と
、

「
8

グ
ラ

ム
」

を
「

3
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 四
 

長
時

間
ば

つ
気

方
式

 

 
第

2
第

四
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

20
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」

を
「

20
1
人

以
上

5,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」
と

、
同

号
の
（

四
）
の

（
イ

）
中

「
0.

3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

2
キ

ロ
グ

ラ
ム

（
処

理
対

象
人

員
が

50
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

）
」
と

読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

 

平
成

７
年

以
降

は
p.

28
参

照
  



 

73 

 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

五
 

標
準

活
性

汚
泥

方
式

 

 
（

一
）

及
び

（
二

）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
沈

砂
槽

に
、

（
三

）
か

ら
（

六
）

ま
で

に
定

め
る

構
造

の
流

量
調

整
槽

、
ば

つ
気

槽
、

沈
澱

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
、

（
七

）
及

び
（

八
）

に
定

め
る

構
造

の
汚

泥
濃

縮
設

備
及

び
汚

泥
貯

留
槽

を
備

え
た

構
造

で

処
理

対
象

人
員

が
5,

00
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
。

 

（
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

 
第

2
第

四
号

の
（

一
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
四

）
 

ば
つ

気
槽

 

 
第

2
第

四
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

四
）
の
（

イ
）
中
「

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」

を
「

0.
6
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

3
分

の
2」

を
「

3
分

の
1」

と
、

同
号

の
（

四
）

の
（

ロ
）

中
「

1.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）

」
を

「
3
メ

ー
ト

ル
」

と
読

み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
五

）
 

沈
澱

槽
 

 
第

2
第

四
号

の
（

五
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

五
）
の
（

イ
）
中
「

6
分

の
1」

を
「

8

分
の

1」
と

、
同

号
の

（
五

）
の

（
ロ

）
中

「
8
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

15
立

方
メ

ー
ト

ル
）
」
を
「

18
立

方
メ

ー
ト

ル
」
と

、
同

号
の
（

五
）
の
（

ト
）
中
「

20
0

パ
ー

セ
ン

ト
」

を
「

10
0
パ

ー
セ

ン
ト

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

設
備

 

 
第

2
第

一
号

の
（

九
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

九
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を
「

流
量

調

整
槽

又
は

ば
つ

気
槽

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
八

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

十
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

  

五
 

標
準

活
性

汚
泥

方
式

 

 
（

一
）

及
び

（
二

）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
沈

砂
槽

に
、

（
三

）
か

ら
（

六
）

ま
で

に
定

め
る

構
造

の
流

量
調

整
槽

、
ば

つ
気

槽
、

沈
澱

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
せ

、
（

七
）
及

び
（

八
）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

槽
及

び
汚

泥
貯

留
槽

を
備

え
た

構
造

で
処

理

対
象

人
員

が
5,

00
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
。

 

（
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

 
第

2
第

四
号

の
（

一
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

 
第

2
第

四
号

の
（

二
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
四

）
 

ば
つ

気
槽

 

 
第

2
第

四
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

四
）
の
（

イ
）
中
「

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」

を
「

0.
6
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

3
分

の
2」

を
「

3
分

の
1」

と
、

同
号

の
（

四
）

の
（

ロ
）

中
「

1.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）

」
を

「
3
メ

ー
ト

ル
」

と
読

み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
五

）
 

沈
澱

槽
 

 
第

2
第

四
号

の
（

五
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

五
）
の
（

イ
）
中
「

6
分

の
1」

を
「

8

分
の

1」
と

、
同

号
の

（
五

）
の

（
ロ

）
中

「
8
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

15
立

方
メ

ー
ト

ル
）
」
を
「

18
立

方
メ

ー
ト

ル
」
と

、
同

号
の
（

五
）
の
（

ト
）
中
「

20
0

パ
ー

セ
ン

ト
」

を
「

10
0
パ

ー
セ

ン
ト

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

八
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

八
）
の
（

イ
）

中
「

流
量

調
整

槽
」
を

「
ば

つ
気

槽
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
八

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

九
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 

五
 

標
準

活
性

汚
泥

方
式

 

 
（

一
）

及
び

（
二

）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
沈

砂
槽

に
、

（
三

）
か

ら
（

六
）

ま
で

に
定

め
る

構
造

の
流

量
調

整
槽

、
ば

つ
気

槽
、

沈
澱

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
せ

、
（

七
）
及

び
（

八
）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

槽
及

び
汚

泥
貯

留
槽

を
備

え
た

構
造

で
処

理

対
象

人
員

が
5,

00
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
。

 

（
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

 
第

2
第

四
号

の
（

一
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

 
第

2
第

四
号

の
（

二
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
四

）
 

ば
つ

気
槽

 

 
第

2
第

四
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

四
）
の
（

イ
）
中
「

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」

を
「

0.
6
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

3
分

の
2」

を
「

3
分

の
1」

と
、

同
号

の
（

四
）

の
（

ロ
）

中
「

1.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）

」
を

「
3
メ

ー
ト

ル
」

と
読

み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
五

）
 

沈
澱

槽
 

 
第

2
第

四
号

の
（

五
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

五
）
の
（

イ
）
中
「

6
分

の
1」

を
「

8

分
の

1」
と

、
同

号
の

（
五

）
の

（
ロ

）
中

「
8
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

15
立

方
メ

ー
ト

ル
）
」
を
「

18
立

方
メ

ー
ト

ル
」
と

、
同

号
の
（

五
）
の
（

ト
）
中
「

20
0

パ
ー

セ
ン

ト
」

を
「

10
0
パ

ー
セ

ン
ト

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

八
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

八
）
の
（

イ
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を

「
ば

つ
気

槽
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
八

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

九
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 

五
 

標
準

活
性

汚
泥

方
式

 

 
（

一
）

及
び

（
二

）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
沈

砂
槽

に
、

（
三

）
か

ら
（

六
）

ま
で

に
定

め
る

構
造

の
流

量
調

整
槽

、
ば

つ
気

槽
、

沈
澱

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
せ

、
（

七
）
及

び
（

八
）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

槽
及

び
汚

泥
貯

留
槽

を
備

え
た

構
造

で
処

理

対
象

人
員

が
5,

00
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
。

 

（
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

 
第

2
第

四
号

の
（

一
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

 
第

2
第

四
号

の
（

二
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
四

）
 

ば
つ

気
槽

 

 
第

2
第

四
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

四
）
の
（

イ
）
中
「

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」

を
「

0.
6
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

3
分

の
2」

を
「

3
分

の
1」

と
、

同
号

の
（

四
）

の
（

ロ
）

中
「

1.
5
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以

上
の

場
合

に
お

い
て

は
、

2
メ

ー
ト

ル
）

」
を

「
3
メ

ー
ト

ル
」

と
読

み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
五

）
 

沈
澱

槽
 

 
第

2
第

四
号

の
（

五
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

五
）
の
（

イ
）
中
「

6
分

の
1」

を
「

8

分
の

1」
と

、
同

号
の

（
五

）
の

（
ロ

）
中

「
8
立

方
メ

ー
ト

ル
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

15
立

方
メ

ー
ト

ル
）
」
を
「

18
立

方
メ

ー
ト

ル
」
と

、
同

号
の
（

五
）
の
（

ト
）
中
「

20
0

パ
ー

セ
ン

ト
」

を
「

10
0
パ

ー
セ

ン
ト

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

八
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

八
）
の
（

イ
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を

「
ば

つ
気

槽
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
八

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

九
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 

平
成

７
年

以
降

は
p.

29
参

照
  



 

74 

 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

第
4 

B
O

D
の

除
去

率
が

55
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

及
び

放
流

水
の

B
O

D
が

1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

1
2
0
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
下

で
あ

る
性

能
を

有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
も

の
の

構
造

は
、
第

1
第

三
号

の
う

ち

同
号

の
（

二
）

の
散

水
濾

床
を

除
い

た
も

の
に

該
当

し
、

か
つ

、
第

1

第
七

号
に

定
め

る
構

造
と

し
た

も
の

と
す

る
。

 

                               

第
4 

B
O

D
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除
去

率
が

55
パ

ー
セ

ン
ト
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上

及
び

放
流

水
の

B
O

D
が

12
0P

PM
以
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で

あ
る

性
能

を
有

し
、
か

つ
、
衛
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支
障
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な
い
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の

の
構

造
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、
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1
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三
号

の
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二
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散
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に
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、
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つ
、
第

1
第

六
号

に
定

め
る
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。

 

   

第
4 

B
O

D
の

除
去

率
が

55
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

及
び

放
流

水
の

B
O

D
が

12
0P

PM
以

下
で

あ
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去

率
が
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及
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流
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が
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以
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あ
る

性
能

を
有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が

な
い

も
の

の
構

造
は

、
第

1
第

三
号

の
う

ち
同

号
の
（

二
）
の

散
水

濾
床

を
除

い
た

も
の

に
該

当
し

、
か

つ
、
第

1
第

四
号

に
定

め
る
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造
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し

た
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の

と
す

る
。

 

 

平
成

７
年

以
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は
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30
参

照
  



 

75 

 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

第
5 

一
次

処
理

装
置

に
よ

る
浮

遊
物

質
量

の
除

去
率

が
55

パ
ー

セ

ン
ト

以
上

、
一

次
処

理
装

置
か

ら
の

流
出

水
に

含
ま

れ
る

浮
遊

物
質

量
が

1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

2
5
0
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
下

及
び

一
次

処
理

装
置

か
ら

の

流
出

水
が

滞
留

し
な

い
程

度
の

地
下

浸
透

能
力

を
有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
は

、
次

の
各

号
に

定
め

る
構

造
と

し
た

も
の

と
す

る
。

 

一
 

第
1
第

三
号

の
（

一
）
に

定
め

る
構

造
で

、
か

つ
、
第

1
第

七
号

に

定
め

る
構

造
と

し
た

一
次

処
理

装
置

と
こ

れ
か

ら
の

流
出

水
を

土
壌

に
均

等
に

散
水

し
て

浸
透

処
理

す
る

地
下

浸
透

部
分

と
を

組
み

合
わ

せ
た

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 二
 

地
下

浸
透

部
分

は
、
地

下
水

位
が

地
表

面
（

地
質

が
不

浸
透

性
の

場

合
に

お
い

て
は

、
ト

レ
ン

チ
の

底
面

）
か

ら
1.

5
メ

ー
ト

ル
以

上
深

い

地
域

に
、

か
つ

、
井

戸
そ

の
他

の
水

源
か

ら
の

水
平

距
離

が
30

メ
ー

ト
ル

以
上

の
位

置
に

設
け

る
こ

と
。

 

三
 

処
理

対
象

人
員

1
人

当
た

り
の

地
下

浸
透

部
分

の
面

積
は

、
次

の
表

に
掲

げ
る

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

土
壌

の
浸

透
時

間
は

、

次
号

に
定

め
る

試
験

方
法

に
よ

り
測

定
す

る
も

の
と

す
る

。
 

土
壌

の
浸

透
時

間
 

（
単

位
 

分
）

 
1 

2 
3 

4 
5 

1 0 

1 5 

3 0 

4 5 

6 0 

1
人

当
た

り
の

浸
透

面
積

 

（
単

位
 

平
方

メ
ー

ト
ル

）
 

1. 5 

2. 0 

2. 5 

3. 0 

3. 5 

7. 0 

9. 0 

1 1. 0 

1 5. 0 

1 6. 5 

四
 

土
壌

の
浸

透
時

間
試

験
方

法
は

、
次

の
（

一
）
か

ら
（

三
）
ま

で
に

定
め

る
方

法
に

よ
る

こ
と

。
 

（
一

）
 

3
箇

所
な

い
し

5
箇

所
に

設
置

し
た

試
験

孔
に

お
い

て
そ

れ
ぞ

れ
測

定
し

た
浸

透
時

間
の

平
均

値
を

浸
透

処
理

予
定

地
の

浸
透

時

間
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

試
験

孔
は

、
浸

透
処

理
予

定
地

又
は

そ
の

近
接

地
に

お
い

て
、

径
を

30
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

、
深

さ
を

散
水

管
の

深
さ

に
お

お
む

ね

15
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

を
加

算
し

た
も

の
（

地
盤

面
よ

り
40

セ
ン

チ

メ
ー

ト
ル

未
満

の
場

合
に

お
い

て
は

、
40

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
）

と

し
た

円
筒

形
の

下
底

に
厚

さ
が

お
お

む
ね

5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

の

砂
利

を
敷

い
た

も
の

と
す

る
こ

と
。

 

 

第
5 

一
次

処
理

装
置

に
よ

る
浮

遊
物

質
量

の
除

去
率

が
55

パ
ー

セ

ン
ト

以
上

、
一

次
処

理
装

置
か

ら
の

流
出

水
に

含
ま

れ
る

浮
遊

物
質

量
が

25
0P

PM
以

下
及

び
一

次
処

理
装

置
か

ら
の

流
出

水
が

滞
留

し
な

い
程

度
の

地
下

浸
透

能
力

を
有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
は

、
次

の
各

号
に

定
め

る
構

造
と

し
た

も
の

と
す

る
。

 

 一
 

第
1
第

三
号

の
（

一
）

に
定

め
る

構
造

で
、

か
つ

、
第

1
第

六
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
一

次
処

理
装

置
と

こ
れ

か
ら

の
流

出
水

を
土

壌
に

均
等

に
散

水
し

て
浸

透
処

理
す

る
地

下
浸

透
部

分
と

を
組

み
合

わ
せ

た
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 二
 

地
下

浸
透

部
分

は
、
地

下
水

位
が

地
表

面
（

地
質

が
不

浸
透

性
の

場

合
に

お
い

て
は

、
ト

レ
ン

チ
の

底
面

）
か

ら
1.

5
メ

ー
ト

ル
以

上
深

い

地
域

に
、

か
つ

、
井

戸
そ

の
他

の
水

源
か

ら
の

水
平

距
離

が
30

メ
ー

ト
ル

以
上

の
位

置
に

設
け

る
こ

と
。

 

三
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対
象

人
員

1
人

当
た

り
の

地
下

浸
透

部
分

の
面

積
は

、
次

の
表

に
掲

げ
る

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

土
壌

の
浸

透
時

間
は

、

次
号

に
定

め
る

試
験

方
法

に
よ

り
測

定
す
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も

の
と

す
る

。
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土
壌

の
浸

透
時

間
試

験
方

法
は

、
次

の
（

一
）
か

ら
（

三
）
ま

で
に

定
め

る
方

法
に

よ
る

こ
と

。
 

（
一

）
 

3
箇

所
な

い
し

5
箇

所
に

設
置

し
た

試
験

孔
に

お
い

て
そ

れ
ぞ

れ
測

定
し

た
浸

透
時

間
の

平
均

値
を

浸
透

処
理

予
定

地
の

浸
透

時

間
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

試
験

孔
は

、
浸

透
処

理
予

定
地

又
は

そ
の

近
接

地
に

お
い

て
、

径
を

30
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

、
深

さ
を

散
水

管
の

深
さ

に
お

お
む

ね

15
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

を
加

算
し

た
も

の
（

地
盤

面
よ

り
40

セ
ン

チ

メ
ー

ト
ル

未
満

の
場

合
に

お
い

て
は

、
40

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
）

と

し
た

円
筒

形
の

下
底

に
厚

さ
が

お
お

む
ね

5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

の

砂
利

を
敷

い
た

も
の

と
す

る
こ

と
。

 

 

第
5 

一
次

処
理

装
置

に
よ

る
浮

遊
物

質
量

の
除

去
率

が
55

パ
ー

セ

ン
ト

以
上

、
一

次
処

理
装

置
か

ら
の

流
出

水
に

含
ま

れ
る

浮
遊

物
質

量
が

25
0P

PM
以

下
及

び
一

次
処

理
装

置
か

ら
の

流
出

水
が

滞
留

し
な

い
程

度
の

地
下

浸
透

能
力

を
有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
は

、
次

の
各

号
に

定
め

る
構

造
と

し
た

も
の

と
す

る
。

 

 一
 

第
1
第

三
号

の
（

一
）
に

定
め

る
構

造
で

、
か

つ
、
第

1
第

六
号

に

定
め

る
構

造
と

し
た

一
次

処
理

装
置

と
こ

れ
か

ら
の

流
出

水
を

土
壌

に
均

等
に

散
水

し
て

浸
透

処
理

す
る

地
下

浸
透

部
分

と
を

組
み

合
わ

せ
た

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 二
 

地
下

浸
透

部
分

は
、
地

下
水

位
が

地
表

面
（

地
質

が
不

浸
透

性
の

場

合
に

お
い

て
は

、
ト

レ
ン

チ
の

底
面

）
か

ら
1.

5
メ

ー
ト

ル
以

上
深

い

地
域

に
、

か
つ

、
井

戸
そ

の
他

の
水

源
か

ら
の

水
平

距
離

が
30

メ
ー

ト
ル

以
上

の
位

置
に

設
け

る
こ

と
。

 

三
 

処
理

対
象

人
員

1
人

当
た

り
の

地
下

浸
透

部
分

の
面

積
は

、
次

の
表

に
掲

げ
る

数
値

以
上

と
す
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こ

と
。

た
だ

し
、

土
壌
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浸

透
時

間
は

、

次
号

に
定
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る

試
験

方
法

に
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り
測
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る

。
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土
壌

の
浸

透
時

間
試

験
方

法
は

、
次

の
（

一
）
か

ら
（

三
）
ま

で
に

定
め

る
方

法
に

よ
る

こ
と

。
 

（
一

）
 

3
箇

所
な

い
し

5
箇

所
に

設
置

し
た

試
験

孔
に

お
い

て
そ

れ
ぞ

れ
測

定
し

た
浸

透
時

間
の

平
均

値
を

浸
透

処
理

予
定

地
の

浸
透

時

間
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

試
験

孔
は

、
浸

透
処

理
予

定
地

又
は

そ
の

近
接

地
に

お
い

て
、

径
を

30
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

、
深

さ
を

散
水

管
の

深
さ

に
お

お
む

ね
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
を

加
算

し
た

も
の

（
地

盤
面

よ
り

40
セ

ン
チ

メ
ー

ト

ル
未

満
の

場
合

に
お

い
て

は
、

40
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

）
と

し
た

円
筒

形

の
下

底
に

厚
さ

が
お

お
む

ね
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

の
砂

利
を

敷
い

た
も

の
と

す
る

こ
と

。
 

第
5 

一
次

処
理

装
置

に
よ

る
浮

遊
物

質
量

の
除

去
率

が
55

パ
ー

セ

ン
ト

以
上

、
一

次
処

理
装

置
か

ら
の

流
出

水
に

含
ま

れ
る

浮
遊

物
質

量
が

25
0P

PM
以

下
及

び
一

次
処

理
装

置
か

ら
の

流
出

水
が

滞
留

し
な

い
程

度
の

地
下

浸
透

能
力

を
有

し
、
か

つ
、
衛

生
上

支
障

が
な

い
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
は

、
次

の
各

号
に

定
め

る
構

造
と

し
た

も
の

と
す

る
。

 

 一
 

第
1
第

三
号

の
（

一
）

に
定

め
る

構
造

で
、

か
つ

、
第

1
第

四
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
一

次
処

理
装

置
と

こ
れ

か
ら

の
流

出
水

を
土

壌
に

均
等

に
散

水
し

て
浸

透
処

理
す

る
地

下
浸

透
部

分
と

を
組

み
合

せ
た

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 二
 

地
下

浸
透

部
分

は
、
地

下
水

位
が

地
表

面
（

地
質

が
不

浸
透

性
の

場

合
に

お
い

て
は

、
ト

レ
ン

チ
の

底
面

）
か

ら
1.

5
メ

ー
ト

ル
以

上
深

い

地
域

に
、

か
つ

、
井

戸
そ

の
他

の
水

源
か

ら
の

水
平

距
離

が
30

メ
ー

ト
ル

以
上

の
位

置
に

設
け

る
こ

と
。

 

三
 

処
理

対
象

人
員

1
人

当
た

り
の

地
下

浸
透

部
分

の
面

積
は

、
次

の
表

に
掲

げ
る

数
値

以
上

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

土
壌

の
浸

透
時

間
は

、

次
号

に
定

め
る

試
験

方
法

に
よ

り
測

定
す

る
も

の
と

す
る

。
 

土
壌

の
浸

透
時

間
 

（
単

位
 

分
）

 
1 

2 
3 

4 
5 

1 0 

1 5 

3 0 

4 5 

6 0 

1
人

当
た

り
の

浸
透

面
積

 

（
単

位
 

平
方

メ
ー

ト
ル

）
 

1. 5 

2. 0 

2. 5 

3. 0 

3. 5 

7. 0 

9. 0 

1 1. 0 

1 5. 0 

1 6. 5 

四
 

土
壌

の
浸

透
時

間
試

験
方

法
は

、
次

の
（

一
）

か
ら

（
三

）
ま

で
に

定
め

る
方

法
に

よ
る

こ
と

。
 

（
一

）
 

3
箇

所
な

い
し

5
箇

所
に

設
置

し
た

試
験

孔
に

お
い

て
そ

れ
ぞ

れ
測

定
し

た
浸

透
時

間
の

平
均

値
を

浸
透

処
理

予
定

地
の

浸
透

時

間
と

す
る

こ
と

。
 

（
二

）
 

試
験

孔
は

、
浸

透
処

理
予

定
地

又
は

そ
の

近
接

地
に

お
い

て
、

径
を

30
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

、
深

さ
を

散
水

管
の

深
さ

に
お

お
む

ね

15
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

を
加

算
し

た
も

の
（

地
盤

面
よ

り
40

セ
ン

チ

メ
ー

ト
ル

未
満

の
場

合
に

お
い

て
は

、
40

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
）

と

し
た

円
筒

形
の

下
底

に
厚

さ
が

お
お

む
ね

5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

の

砂
利

を
敷

い
た

も
の

と
す

る
こ

と
。
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76 

 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

（
三

）
 

浸
透

速
度

の
測

定
は

、
降

雨
時

を
避

け
て

次
の

順
序

に
従

い
行

う
も

の
と

す
る

こ
と

。
 

（
イ

）
 

砂
利

上
25

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
の

深
さ

に
な

る
よ

う
に

清
水

を

注
水

し
、

水
深

が
10

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
下

つ
た

時
は

砂
利

上
お

お

む
ね

25
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

の
深

さ
に

も
ど

る
ま

で
注

水
し

、
水

深

の
変

動
と

時
間

と
を

フ
ッ

ク
ゲ

ー
ジ

に
よ

り
測

定
し

、
浸

透
水

量
が

一
定

化
す

る
ま

で
繰

り
返

す
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

浸
透

水
量

が
一

定
化

し
て

か
ら

20
分

経
過

後
水

位
を

砂
利

上

25
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

に
も

ど
し

、
土

質
が

粘
質

の
場

合
に

あ
つ

て

は
10

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

、
そ

の
他

の
場

合
に

あ
つ

て
は

30
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
水

が
降

下
す

る
に

要
す

る
時

間
を

測
定

し
、

1
分

当
た

り
の

浸
透

水
深

（
単

位
 

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

）
で

25
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
を

除

し
た

数
値

を
浸

透
時

間
と

す
る

こ
と

。
 

五
 

ト
レ

ン
チ

は
、
均

等
に

散
水

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
し

、
幅

を

50
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

70
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

、
深

さ
を

散
水

管
の

深
さ

に
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
を

加
算

し
た

も
の

と
し

、
砂

利
又

は
砂

で
埋

め
る

こ
と

。
 

六
 

ト
レ

ン
チ

は
、

長
さ

を
20

メ
ー

ト
ル

以
下

と
し

、
散

水
管

相
互

の

間
隔

を
2
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

七
 

ト
レ

ン
チ

は
、
泥

、
ご

み
、
雨

水
等

の
浸

入
を

防
ぐ

た
め

地
表

面
を

厚
さ

お
お

む
ね

15
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

突
き

固
め

た
土

で
覆

う
こ

と
。

 

               

（
三

）
 

浸
透

速
度

の
測

定
は

、
降

雨
時

を
避

け
て

次
の

順
序

に
従

い
行

う
も

の
と

す
る

こ
と

。
 

（
イ

）
 

砂
利

上
25

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
の

深
さ

に
な

る
よ

う
に

清
水

を

注
水

し
、

水
深

が
10

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
下

つ
た

時
は

砂
利

上
お

お

む
ね

25
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

の
深

さ
に

も
ど

る
ま

で
注

水
し

、
水

深

の
変

動
と

時
間

と
を

フ
ッ

ク
ゲ

ー
ジ

に
よ

り
測

定
し

、
浸

透
水

量
が

一
定

化
す

る
ま

で
繰

り
返

す
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

浸
透

水
量

が
一

定
化

し
て

か
ら

20
分

経
過

後
水

位
を

砂
利

上

25
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

に
も

ど
し

、
土

質
が

粘
質

の
場

合
に

あ
つ

て

は
10

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

、
そ

の
他

の
場

合
に

あ
つ

て
は

30
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
水

が
降

下
す

る
に

要
す

る
時

間
を

測
定

し
、

1
分

当
た

り
の

浸
透

水
深

（
単

位
 

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

）
で

25
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
を

除

し
た

数
値

を
浸

透
時

間
と

す
る

こ
と

。
 

五
 

ト
レ

ン
チ

は
、
均

等
に

散
水

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
し

、
幅

を

50
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

70
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

、
深

さ
を

散
水

管
の

深
さ

に
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
を

加
算

し
た

も
の

と
し

、
砂

利
又

は
砂

で
埋

め
る

こ
と

。
 

六
 

ト
レ

ン
チ

は
、

長
さ

を
20

メ
ー

ト
ル

以
下

と
し

、
散

水
管

相
互

の

間
隔

を
2
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

七
 

ト
レ

ン
チ

は
、
泥

、
ご

み
、
雨

水
等

の
浸

入
を

防
ぐ

た
め

地
表

面
を

厚
さ

お
お

む
ね

15
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

突
き

固
め

た
土

で
覆

う
こ

と
。

 

  

（
三

）
 

浸
透

速
度

の
測

定
は

、
降

雨
時

を
避

け
て

次
の

順
序

に
従

い
行

う
も

の
と

す
る

こ
と

。
 

（
イ

）
 

砂
利

上
25

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
の

深
さ

に
な

る
よ

う
に

清
水

を

注
水

し
、

水
深

が
10

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
下

つ
た

時
は

砂
利

上
お

お

む
ね

25
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

の
深

さ
に

も
ど

る
ま

で
注

水
し

、
水

深

の
変

動
と

時
間

と
を

フ
ッ

ク
ゲ

ー
ジ

に
よ

り
測

定
し

、
浸

透
水

量
が

一
定

化
す

る
ま

で
繰

り
返

す
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

浸
透

水
量

が
一

定
化

し
て

か
ら

20
分

経
過

後
水

位
を

砂
利

上

25
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

に
も

ど
し

、
土

質
が

粘
質

の
場

合
に

あ
つ

て

は
10

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

、
そ

の
他

の
場

合
に

あ
つ

て
は

30
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
水

が
降

下
す

る
に

要
す

る
時

間
を

測
定

し
、

1
分

当
た

り
の

浸
透

水
深

（
単

位
 

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

）
で

25
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
を

除

し
た

数
値

を
浸

透
時

間
と

す
る

こ
と

。
 

五
 

ト
レ

ン
チ

は
、
均

等
に

散
水

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
し

、
幅

を

50
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

70
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

、
深

さ
を

散
水

管
の

深
さ

に
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
を

加
算

し
た

も
の

と
し

、
砂

利
又

は
砂

で
埋

め
る

こ
と

。
 

六
 

ト
レ

ン
チ

は
、

長
さ

を
20

メ
ー

ト
ル

以
下

と
し

、
散

水
管

相
互

の

間
隔

を
2
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

七
 

ト
レ

ン
チ

は
、
泥

、
ご

み
、
雨

水
等

の
浸

入
を

防
ぐ

た
め

地
表

面
を

厚
さ

お
お

む
ね

15
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

突
き

固
め

た
土

で
覆

う
こ

と
。

 

 

（
三

）
 

浸
透

速
度

の
測

定
は

、
降

雨
時

を
避

け
て

次
の

順
序

に
従

い
行

う
も

の
と

す
る

こ
と

。
 

（
イ

）
 

砂
利

上
25

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
の

深
さ

に
な

る
よ

う
に

清
水

を

注
水

し
、

水
深

が
10

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
下

つ
た

時
は

砂
利

上
お

お

む
ね

25
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

の
深

さ
に

も
ど

る
ま

で
注

水
し

、
水

深

の
変

動
と

時
間

と
を

フ
ッ

ク
ゲ

ー
ジ

に
よ

り
測

定
し

、
浸

透
水

量
が

一
定

化
す

る
ま

で
繰

り
返

す
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

浸
透

水
量

が
一

定
化

し
て

か
ら

20
分

経
過

後
水

位
を

砂
利

上

25
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

に
も

ど
し

、
土

質
が

粘
質

の
場

合
に

あ
つ

て

は
10

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

、
そ

の
他

の
場

合
に

あ
つ

て
は

30
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
水

が
降

下
す

る
に

要
す

る
時

間
を

測
定

し
、

1
分

当
た

り
の

浸
透

水
深

（
単

位
 

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

）
で

25
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
を

除

し
た

数
値

を
浸

透
時

間
と

す
る

こ
と

。
 

五
 

ト
レ

ン
チ

は
、
均

等
に

散
水

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
し

、
幅

を

50
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

70
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
下

、
深

さ
を

散
水

管
の

深
さ

に
15

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
を

加
算

し
た

も
の

と
し

、
砂

利
又

は
砂

で
埋

め
る

こ
と

。
 

六
 

ト
レ

ン
チ

は
、

長
さ

を
20

メ
ー

ト
ル

以
下

と
し

、
散

水
管

相
互

の

間
隔

を
2
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

こ
と

。
 

七
 

ト
レ

ン
チ

は
、
泥

、
ご

み
、
雨

水
等

の
浸

入
を

防
ぐ

た
め

地
表

面
を

厚
さ

お
お

む
ね

15
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

突
き

固
め

た
土

で
覆

う
こ

と
。
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改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

第
6 

水
質

汚
濁

防
止

法
（

昭
和

45
年

法
律

第
13

8
号

）
第

3
条

第

1
項

又
は

第
3
項

の
規

定
に

よ
り

、
同

法
第

2
条

第
1
項

に
規

定
す

る
公

共
用

水
域

に
放

流
水

を
排

出
す

る
屎

尿
浄

化
槽

に
関

し
て

、
放

流
水

の

B
O

D
を

1
リ

ッ
ト

ル
に

つ
き

2
0
ミ

リ
グ

ラ
ム

以
下

と
す

る
排

水
基

準
が

定
め

ら
れ

て
い

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
は

、
第

一
号

か
ら

第
五

号
ま

で
の

一
に

該
当

し
、
か

つ
、
第

1
第

七
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
屎

尿
と

雑
排

水
と

を
合

併
し

て
処

理
す

る
方

法
に

よ
る

場
合

に
限

る
。

 

 一
 

回
転

板
接

触
方

式
 

 
第

2
第

一
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

二
 

1
0
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る

も
の

」
を

「
1
0
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

同
号

の
（

一
）

の
（

ロ
）

中
「

計
算

し
た

数
値

以
上

」
を
「

計
算

し
た

数
値

に
1.

1
を

乗
じ

て
得

た

数
値

以
上

」
と

、
同

号
の

（
四

）
の

（
イ

）
中

「
24

分
の

1
の

1.
5
倍

」

を
「

24
分

の
1
の

1
倍

」
と

、
同

号
の

（
五

）
の

（
ハ

）
中

「
12

グ
ラ

ム
」

を
「

5
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

   

第
6 

水
質

汚
濁

防
止

法
（

昭
和

45
年

法
律

第
13

8
号

）
第

3
条

第

1
項

又
は

第
3
項

の
規

定
に

よ
り

、
同

法
第

2
条

第
1
項

に
規

定
す

る
公

共
用

水
域

に
放

流
水

を
排

出
す

る
屎

尿
浄

化
槽

に
関

し
て

、
放

流
水

の

B
O

D
を

20
PP

M
以

下
と

す
る

排
水

基
準

が
定

め
ら

れ
て

い
る

場
合

に

お
い

て
は

、
当

該
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
は

、
第

一
号

か
ら

第
五

号
ま

で
の

一
に

該
当

し
、
か

つ
、
第

1
第

六
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
も

の
と

す
る

。

た
だ

し
、
屎

尿
と

雑
排

水
と

を
合

併
し

て
処

理
す

る
方

法
に

よ
る

場
合

に

限
る

。
 

 一
 

回
転

板
接

触
方

式
 

 
第

2
第

一
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

二
 

2
0
1
人

以
上

2
,
0
0
0
人

以
下

で
あ

る

も
の

」
を

「
2
0
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

同
号

の
（

一
）

の
（

ロ
）

中
「

計
算

し
た

数
値

以
上

」
を
「

計
算

し
た

数
値

に
1
.
1
を

乗
じ

て
得

た

数
値

以
上

」
と

、
同

号
の

（
三

）
の

（
イ

）
中

「
2
4
分

の
1
の

1
.
5
倍

」

を
「

2
4
分

の
1
の

1
倍

」
と

、
同

号
の

（
四

）
の

（
ハ

）
中

「
1
2
グ

ラ

ム
」

を
「

5
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 

第
6 

水
質

汚
濁

防
止

法
（

昭
和

45
年

法
律

第
13

8
号

）
第

3
条

第

1
項

又
は

第
3
項

の
規

定
に

よ
り

、
同

法
第

2
条

第
1
項

に
規

定
す

る
公

共
用

水
域

に
放

流
水

を
排

出
す

る
屎

尿
浄

化
槽

に
関

し
て

、
放

流
水

の

B
O

D
を

20
PP

M
以

下
と

す
る

排
水

基
準

が
定

め
ら

れ
て

い
る

場
合

に

お
い

て
は

、
当

該
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
は

、
第

一
号

か
ら

第
五

号
ま

で
の

一
に

該
当

し
、
か

つ
、
第

1
第

六
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
も

の
と

す
る

。

た
だ

し
、
屎

尿
と

雑
排

水
と

を
合

併
し

て
処

理
す

る
方

法
に

よ
る

場
合

に

限
る

。
 

 一
 

回
転

板
接

触
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

五
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
、
流

量
調

整

槽
、

回
転

板
接

触
槽

、
沈

澱
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

せ
、

（
六

）
及

び
（

七
）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

槽
及

び
汚

泥
貯

留
槽

を

備
え

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

で
あ

る
も

の
。

 

（
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

 
第

2
第

一
号

の
（

二
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

三
）
の
（

イ
）
中
「

24
分

の
1
の

1.
5

倍
」

を
「

24
分

の
1
の

1
倍

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
三

）
 

回
転

板
接

触
槽

 

 
第

2
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の

（
四

）
の

（
ハ

）
中

「
12

グ
ラ

ム
」

を

「
5
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
四

）
 

沈
澱

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

五
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
五

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

八
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

九
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 

第
6 

水
質

汚
濁

防
止

法
（

昭
和

45
年

法
律

第
13

8
号

）
第

3
条

第

1
項

又
は

第
3
項

の
規

定
に

よ
り

、
同

法
第

2
条

第
1
項

に
規

定
す

る
公

共
用

水
域

に
放

流
水

を
排

出
す

る
屎

尿
浄

化
槽

に
関

し
て

、
放

流
水

の

B
O

D
を

20
PP

M
以

下
と

す
る

排
水

基
準

が
定

め
ら

れ
て

い
る

場
合

に

お
い

て
は

、
当

該
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造
は

、
第

一
号

か
ら

第
五

号
ま

で
の

一
に

該
当

し
、
か

つ
、
第

1
第

四
号

に
定

め
る

構
造

と
し

た
も

の
と

す
る

。

た
だ

し
、
屎

尿
と

雑
排

水
と

を
合

併
し

て
処

理
す

る
方

法
に

よ
る

場
合

に

限
る

。
 

 一
 

回
転

板
接

触
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

五
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
、
流

量
調

整

槽
、

回
転

板
接

触
槽

、
沈

澱
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

せ
、

（
六

）
及

び
（

七
）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

槽
及

び
汚

泥
貯

留
槽

を

備
え

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

で
あ

る
も

の
。

 

（
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

 
第

2
第

一
号

の
（

二
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

三
）
の
（

イ
）
中
「

24
分

の
1
の

1.
5

倍
」

を
「

24
分

の
1
の

1
倍

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
三

）
 

回
転

板
接

触
槽

 

 
第

2
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の

（
四

）
の

（
ハ

）
中

「
12

グ
ラ

ム
」

を

「
5
グ

ラ
ム

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
四

）
 

沈
澱

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

五
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
五

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

八
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

九
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
 

   

平
成

７
年

以
降

は
p.

34
参

照
  



 

78 

 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

二
 

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
第

2
第

二
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

2
第

一
号

本
文

中
「

1
0
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」
を
「

1
0
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」
と

、
同

号
の
（

一
）
の
（

ロ
）

中
「

計
算

し
た

数
値

以
上

」
を
「

計
算

し
た

数
値

に
1.

1
を

乗
じ

て
得

た

数
値

以
上

」
と

、
同

号
の

（
四

）
の

（
イ

）
中

「
24

分
の

1
の

1.
5
倍

」

を
「

24
分

の
1
の

1
倍

」
と

、
第

2
第

二
号

の
（

二
）

中
「

0.
5
キ

ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

5
分

の
2」

を
「

3
分

の
2」

と
、

同
号

の
（

三
）

中
「

0.
8
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

5
キ

ロ
グ

ラ
ム

」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

 

二
 

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
第

2
第

二
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

2
第

一
号

本
文

中
「

2
0
1
人

以
上

2
,
0
0
0
人

以
下

で
あ

る
も

の
」
を
「

2
0
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」
と

、
同

号
の
（

一
）
の
（

ロ
）

中
「

計
算

し
た

数
値

以
上

」
を
「

計
算

し
た

数
値

に
1
.
1
を

乗
じ

て
得

た

数
値

以
上

」
と

、
同

号
の

（
三

）
の

（
イ

）
中

「
2
4
分

の
1
の

1
.
5
倍

」

を
「

2
4
分

の
1
の

1
倍

」
と

、
第

2
第

二
号

の
（

二
）
中
「

0
.
5
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を
「

0
.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

5
分

の
2
」
を
「

3
分

の
2
」
と

、

同
号

の
（

三
）

中
「

0
.
8
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0
.
5
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、

同
号

の
（

八
）
中
「

第
1
室

」
を
「

各
室

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

二
 

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

五
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
、
流

量
調

整

槽
、

接
触

ば
つ

気
槽

、
沈

澱
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

せ
、

（
六

）
及

び
（

七
）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

槽
及

び
汚

泥
貯

留
槽

を

備
え

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

で
あ

る
も

の
。

 

      （
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

 
第

2
第

一
号

の
（

二
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

三
）
の
（

イ
）
中
「

24
分

の
1
の

1.
5

倍
」

を
「

24
分

の
1
の

1
倍

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
三

）
 

接
触

ば
つ

気
槽

 

 
第

2
第

二
号

の
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
号

の
（

二
）

中
「

0.
5
キ

ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

5
分

の
2」

を
「

3
分

の
2」

と
、

同
号

の
（

三
）

中
「

0.
8
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

5
キ

ロ
グ

ラ
ム

」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
四

）
 

沈
澱

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

五
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
五

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

八
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

九
）

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

 

二
 

接
触

ば
つ

気
方

式
 

 
（

一
）
か

ら
（

五
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
、
流

量
調

整

槽
、

接
触

ば
つ

気
槽

、
沈

澱
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

せ
、

（
六

）
及

び
（

七
）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

槽
及

び
汚

泥
貯

留
槽

を

備
え

た
構

造
で

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

で
あ

る
も

の
。

 

      （
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

 
第

2
第

一
号

の
（

二
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

三
）
の
（

イ
）
中
「

24
分

の
1
の

1.
5

倍
」

を
「

24
分

の
1
の

1
倍

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
三

）
 

接
触

ば
つ

気
槽

 

 
第

2
第

二
号

の
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
号

の
（

二
）

中
「

0.
5
キ

ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

5
分

の
2」

を
「

3
分

の
2」

と
、

同
号

の
（

三
）

中
「

0.
8

キ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
5

キ
ロ

グ
ラ

ム
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
四

）
 

沈
澱

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

五
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
五

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

八
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

九
）

定
め

る
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

     

平
成

７
年

以
降

は
p.

40
参

照
  



 

79 

 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

三
 

散
水

濾
床

方
式

 

 
（

一
）

及
び

（
二

）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
沈

砂
槽

に
、

（
三

）
か

ら
（

六
）

ま
で

に
定

め
る

構
造

の
流

量
調

整
槽

、
散

水
濾

床
、

沈
澱

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
わ

せ
、

（
七

）
及

び
（

八
）

に
定

め
る

構
造

の
汚

泥
濃

縮
設

備
及

び
汚

泥
貯

留
槽

を
備

え
た

構
造

で

処
理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

で
あ

る
も

の
。

 

（
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

（
イ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

わ
せ

た
構

造
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
微

細
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、

流
量

調
整

槽
の

次
に

設
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
ロ

）
 

荒
目

ス
ク

リ
ー

ン
は

、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
お

お
む

ね
5
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た
汚

物
等

を
除

去
す

る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク
リ

ー
ン

か
ら

除
去

し
た

汚
物

等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
こ

と
。
 

（
ハ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

は
、
目

幅
の

有
効

間
隔

を
1
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
か

ら
2
.
5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
程

度
と

し
、
ス

ク
リ

ー
ン

に
付

着
し

た

汚
物

等
を

自
動

的
に

除
去

す
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

を
設

け
、
ス

ク

リ
ー

ン
か

ら
除

去
し

た
汚

物
等

を
貯

留
し

、
容

易
に

掃
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る
と

と
も

に
、
目

幅
の

有
効

間
隔

が
5
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
以

下
の

ス
ク

リ
ー

ン
を

備
え

た
副

水
路

を
設

け
る

こ
と

。
 

（
ニ

）
 

微
細

目
ス

ク
リ

ー
ン

を
流

量
調

整
槽

の
前

に
設

け
る

場
合

は
、

破
砕

装
置

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
。

 

（
ホ

）
 

破
砕

装
置

は
、
汚

物
等

を
有

効
に

破
砕

す
る

こ
と

が
で

き
る

構

造
と

し
、

目
幅

の
有

効
間

隔
が

お
お

む
ね

2
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
の

ス

ク
リ

ー
ン

を
備

え
た

副
水

路
を

設
け

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

四
）
の
（

イ
）
中
「

24
分

の
1
の

1.
5

倍
」

を
「

24
分

の
1
の

1
倍

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
四

）
 

散
水

濾
床

 

 
第

2
第

三
号

の
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
号

の
（

一
）

中
「

0.
7
キ

ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
1
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

8
グ

ラ
ム

」
を

「
3
グ

ラ
ム

」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

 

三
 

散
水

濾
床

方
式

 

 
（

一
）
か

ら
（

五
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
、
流

量
調

整

槽
、
散

水
濾

床
、
沈

澱
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

せ
、
（

六
）

及
び
（

七
）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

槽
及

び
汚

泥
貯

留
槽

を
備

え
た

構
造

で
処

理
対

象
人

員
が

50
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
。

 

 （
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

 
第

2
第

一
号

の
（

二
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

                   （
二

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

三
）
の
（

イ
）
中
「

24
分

の
1
の

1.
5

倍
」

を
「

24
分

の
1
の

1
倍

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
三

）
 

散
水

濾
床

 

 
第

2
第

三
号

の
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
号

の
（

一
）

中
「

0.
7
キ

ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
1
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

8
グ

ラ
ム

」
を

「
3
グ

ラ
ム

」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

三
 

散
水

濾
床

方
式

 

 
（

一
）
か

ら
（

五
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
、
流

量
調

整

槽
、
散

水
濾

床
、
沈

澱
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

せ
、
（

六
）

及
び
（

七
）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

槽
及

び
汚

泥
貯

留
槽

を
備

え
た

構
造

で
処

理
対

象
人

員
が

50
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
。

 

 （
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

 
第

2
第

一
号

の
（

二
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

                   （
二

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

三
）
の
（

イ
）
中
「

24
分

の
1
の

1.
5

倍
」

を
「

24
分

の
1
の

1
倍

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
三

）
 

散
水

濾
床

 

 
第

2
第

三
号

の
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
号

の
（

一
）

中
「

0.
7
キ

ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
1
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

8
グ

ラ
ム

」
を

「
3
グ

ラ
ム

」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

三
 

散
水

濾
床

方
式

 

 
（

一
）
か

ら
（

五
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
、
流

量
調

整

槽
、
散

水
濾

床
、
沈

澱
槽

及
び

消
毒

槽
を

こ
の

順
序

に
組

み
合

せ
、
（

六
）

及
び
（

七
）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

槽
及

び
汚

泥
貯

留
槽

を
備

え
た

構
造

で
処

理
対

象
人

員
が

50
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
。

 

 （
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

 
第

2
第

一
号

の
（

二
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

                   （
二

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

三
）
の
（

イ
）
中
「

24
分

の
1
の

1.
5

倍
」

を
「

24
分

の
1
の

1
倍

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
三

）
 

散
水

濾
床

 

 
第

2
第

三
号

の
（

一
）
か

ら
（

九
）
ま

で
に

定
め

る
構

造
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
号

の
（

一
）

中
「

0.
7
キ

ロ

グ
ラ

ム
」

を
「

0.
1
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

、
「

8
グ

ラ
ム

」
を

「
3
グ

ラ
ム

」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

平
成

７
年

以
降

は
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80 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

        （
五

）
 

沈
殿

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

六
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

設
備

 

 
第

2
第

一
号

の
（

九
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
八

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

十
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

四
 

長
時

間
ば

つ
気

方
式

 

 
第

2
第

四
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

二
 

1
0
1
人

以
上

2,
00

0
人

以
下

で
あ

る

も
の

」
を

「
1
0
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

同
号

の
（

三
）

中
「

構
造

と
す

る
こ

と
」
を
「

構
造

に
準

ず
る

も
の

」
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
の
（

四
）
の
（

イ
）
中
「

24
分

の
1
の

1.
5
倍

」
を
「

24

分
の

1
の

1
倍

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

」
と

、
同

号
の

（
四

）

の
（

イ
）

中
「

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0.

2
キ

ロ
グ

ラ
ム

（
処

理
対

象

人
員

が
50

0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

）
」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 

        （
四

）
 

沈
澱

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

五
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
五

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

八
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

九
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

四
 

長
時

間
ば

つ
気

方
式

 

 
第

2
第

四
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
本

文
中
「

二
 

2
0
1
人

以
上

2
,
0
0
0
人

以
下

で
あ

る

も
の

」
を

「
2
0
1
人

以
上

で
あ

る
も

の
」

と
、

同
号

の
（

三
）

中
「

構
造

と
す

る
こ

と
」
を
「

構
造

に
準

ず
る

も
の

」
と

す
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
の
（

三
）
の
（

イ
）
中
「

2
4
分

の
1
の

1
.
5
倍

」
を
「

2
4

分
の

1
の

1
倍

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

」
と

、
同

号
の
（

四
）
の

（
イ

）
中

「
0
.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

「
0
.
2
キ

ロ
グ

ラ
ム

（
処

理
対

象
人

員
が

5
0
0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、
0
.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

）
」
と

読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

  

        （
四

）
 

沈
澱

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

五
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
五

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

八
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

九
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

四
 

長
時

間
ば

つ
気

方
式

 

 
（

一
）

及
び

（
二

）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
沈

砂
槽

に
、

（
三

）
か

ら
（

六
）

ま
で

に
定

め
る

構
造

の
流

量
調

整
槽

、
ば

つ
気

槽
、

沈
澱

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
せ

、
（

七
）
及

び
（

八
）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

槽
及

び
汚

泥
貯

留
槽

を
備

え
た

構
造

で
処

理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

5,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
。

 

（
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

 
第

2
第

四
号

の
（

一
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

 
第

2
第

四
号

の
（

二
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

三
）
の
（

イ
）
中
「

24
分

の
1
の

1.
5

倍
」

を
「

24
分

の
1
の

1
倍

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
四

）
 

ば
つ

気
槽

 

 
第

2
第

四
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

四
）
の
（

イ
）
中
「

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」

を
「

0.
2
キ

ロ
グ

ラ
ム
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

）
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
五

）
 

沈
殿

槽
 

 
第

2
第

四
号

の
（

五
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

 

        （
四

）
 

沈
澱

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

五
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
五

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

八
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
七

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

九
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

四
 

長
時

間
ば

つ
気

方
式

 

 
（

一
）

及
び

（
二

）
に

定
め

る
構

造
の

ス
ク

リ
ー

ン
及

び
沈

砂
槽

に
、

（
三

）
か

ら
（

六
）

ま
で

に
定

め
る

構
造

の
流

量
調

整
槽

、
ば

つ
気

槽
、

沈
澱

槽
及

び
消

毒
槽

を
こ

の
順

序
に

組
み

合
せ

、
（

七
）
及

び
（

八
）
に

定
め

る
構

造
の

汚
泥

濃
縮

槽
及

び
汚

泥
貯

留
槽

を
備

え
た

構
造

で
処

理

対
象

人
員

が
50

1
人

以
上

5,
00

0
人

以
下

で
あ

る
も

の
。

 

（
一

）
 

ス
ク

リ
ー

ン
 

 
第

2
第

四
号

の
（

一
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
二

）
 

沈
砂

槽
 

 
第

2
第

四
号

の
（

二
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
三

）
 

流
量

調
整

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

三
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

三
）
の
（

イ
）
中
「

24
分

の
1
の

1.
5

倍
」

を
「

24
分

の
1
の

1
倍

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
四

）
 

ば
つ

気
槽

 

 
第

2
第

四
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

四
）
の
（

イ
）
中
「

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

」

を
「

0.
2
キ

ロ
グ

ラ
ム
（

処
理

対
象

人
員

が
50

0
人

を
超

え
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

0.
3
キ

ロ
グ

ラ
ム

）
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
五

）
 

沈
澱

槽
 

 
第

2
第

四
号

の
（

五
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

（
六

）
 

消
毒

槽
 

 
第

1
第

一
号

の
（

四
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

平
成

７
年

以
降

は
p.

43
参

照
  



 

81 

 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

              五
 

標
準

活
性

汚
泥

方
式

 

 
第

3
第

五
号

に
定

め
る

屎
尿

浄
化

槽
の

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
同

号
の
（

三
）
中
「

構
造

と
す

る
こ

と
」
を
「

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
第

2
第

一
号

の
（

四
）

の
（

イ
）

中
「

24
分

の
1
の

1.
5
倍

」
を

「
24

分
の

1
の

1
倍

」
と

読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

        

              五
 

標
準

活
性

汚
泥

方
式

 

 
第

3
第

五
号

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
号

の
（

三
）
中
「

構
造

と
す

る
こ

と
」
を
「

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

2
第

一
号

の
（

三
）
の
（

イ
）
中
「

24

分
の

1
の

1.
5
倍

」
を

「
24

分
の

1
の

1
倍

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

                 

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

八
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

八
）
の
（

イ
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を

「
ば

つ
気

槽
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
八

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

九
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

        五
 

標
準

活
性

汚
泥

方
式

 

 
第

3
第

五
号

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
号

の
（

三
）
中
「

構
造

と
す

る
こ

と
」
を
「

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

2
第

一
号

の
（

三
）
の
（

イ
）
中
「

24

分
の

1
の

1.
5
倍

」
を

「
24

分
の

1
の

1
倍

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

  

（
七

）
 

汚
泥

濃
縮

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

八
）

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

号
の
（

八
）
の
（

イ
）
中
「

流
量

調
整

槽
」
を

「
ば

つ
気

槽
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
八

）
 

汚
泥

貯
留

槽
 

 
第

2
第

一
号

の
（

九
）

に
定

め
る

構
造

と
す

る
こ

と
。

 

        五
 

標
準

活
性

汚
泥

方
式

 

 
第

3
第

五
号

に
定

め
る

構
造

に
準

ず
る

も
の

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
号

の
（

三
）
中
「

構
造

と
す

る
こ

と
」
を
「

構
造

に
準

ず
る

も
の

と
す

る
こ

と
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

2
第

一
号

の
（

三
）
の
（

イ
）
中
「

24

分
の

1
の

1.
5
倍

」
を

「
24

分
の

1
の

1
倍

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

  

平
成

７
年

以
降

は
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82 

 

改
正

 
平

成
7
年

建
設

省
告

示
第

20
94

号
 

改
正

 
平

成
3
年

建
設

省
告

示
第

13
5
号

 
改

正
 

昭
和

63
年

建
設

省
告

示
第

34
2
号

 
制

定
 

昭
和

55
年

建
設

省
告

示
第

12
92

号
 

                 

第
７

か
ら

第
１

３
ま

で
 

（
略

）
 

  附
 

則
（

平
成

7
年

1
2
月

2
7
日

 
建

設
省

告
示

第
2
0
9
4
号

）
 

1
 

こ
の

告
示

は
、

平
成

8
年

4
月

1
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

2
 

こ
の

告
示

の
施

行
の

日
か

ら
起

算
し

て
3
月

を
経

過
す

る
日

ま
で

の

間
は

、
こ

の
告

示
に

よ
る

改
正

前
の

規
定

に
よ

る
屎

尿
浄

化
槽

の
構

造

に
つ

い
て

は
、

な
お

従
前

の
例

に
よ

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

        

                 

第
７

か
ら

第
８

ま
で

 
（

略
）

 

  附
 

則
（

平
成

3
年

2
月

1
日

 
建

設
省

告
示

第
1
3
5
号

）
 

こ
の

告
示

は
、

平
成

3
年

4
月

1
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

                 

第
７

か
ら

第
８

ま
で

 
（

略
）

 

  附
 

則
（

昭
和

6
3
年

3
月

8
日

 
建

設
省

告
示

第
3
4
2
号

）
 

こ
の

告
示

は
、

昭
和

6
3
年

4
月

1
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

  

                 

第
７

か
ら

第
８

ま
で

 
（

略
）

 

  附
 

則
（

昭
和

55
年

7
月

14
日

 
建

設
省

告
示

第
12

92
号

）
 

1 
こ

の
告

示
は

、
昭

和
56

年
6
月

1
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

2 
昭

和
44

年
建

設
省

告
示

第
17

26
号

は
、

廃
止

す
る

。
 

             

 
平

成
７

年
以

降
は

p.
47

参
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